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(約2倍）C地区出土の石製釣針
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1．本書は北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センター

が平成9年度に実施した千歳市キウス5遺跡の調査報告書である。キウス5遺跡の調査報告書と

しては、 6冊目に当たる。

2．本書の編集は、熊谷仁志、鎌田望が主となって行なった。執筆は第Ⅸ章を除いて、 B地区を柳瀬

由佳が、 C地区は熊谷仁志、鎌田望、柳瀬由佳が担当し、各項目の文末に括弧で文責を示してあ

る。

3．遺物整理はあたって、 B地区の土器・石器を柳瀬由佳が、C地区の土器を熊谷仁志、鎌田望、石

器を柳瀬由佳が担当した。

4．調査写真については調査員各自で撮影した。遺物写真は柳瀬由佳が担当した。

5．各種同定、分析などは下記に依頼した。

放射性炭素年代測定：株式会社地球科学研究所

植物遺体の同定 ：札幌国際大学の吉崎昌一氏、北海道大学埋蔵文化財調査室の椿坂恭代氏

黒曜石の限材産地同定・黒曜石製遺物の水和層による年代測定：京都大学原子炉実験室

章科哲夫氏

残存脂肪酸分析 ：株式会社ズコーシャ

テフラ中の鉱物のEPMA分析：ジオサイエンス株式会社（依頼中）

6．遺物・記録類は整理及び報告書作成後、北海道教育委員会が保管する。

7．調査に当たっては下記の諸機関、各氏から御指導、協力をいただいた。

文化庁：土肥孝、東京大学：宇田川洋・熊木俊郎、北海道大学：林謙作・椿坂恭代、

九州大学：崔鐘赫、国立歴史民族博物館：西本豊弘・神庭信幸、

札幌国際大学：吉崎昌一、早稲田大学：金子昌浩、東京都立大学：山田昌久

北海道開拓の村：野村崇、北海道開拓記念館：平川善群・右代啓視

千歳市埋蔵文化財センター：大谷敏三・田村俊行・高橋理・豊田宏良・松田淳子・遠藤昭浩、

恵庭市教育委員会：上屋真一・松谷純一・森秀之・佐藤幾子

苫小牧市埋蔵文化財調査センター：佐藤一夫・宮夫靖夫・工藤肇・渡辺俊一・兵藤千秋・

二階堂啓也・大泉博嗣・赤石慎三

札幌市教育委員会：加藤邦雄・上野秀一・羽賀憲二・仙庭伸久・秋山洋司・出穂雅実、

石狩市教育委員会：石橋孝夫・工藤義衛、北広島市教育委員会：遠藤龍乱、

江別市教育委員会：高橋正勝・直井孝一・園部真幸・野中一宏・稲垣和幸、

平取町教育委員会：森岡健治、富良野市教育委員会：杉浦重信・沢田健、

釧路市埋蔵文化財調査センター：石川朗、伊達市教育委員会：大島直行、

常呂町教育委員会：武田修、浦河町教育委員会：川内基、

青森県埋蔵文化財センター：鈴木克彦、

岩手県埋蔵文化財調査センター：工藤利幸、

仙台市教育委員会：佐藤洋、田中則和、斎野裕彦、原河英二

福島県文化センター：鈴鹿良一、市原市埋蔵文化財調査センター：忍

豊原煕司

沢成視・近藤敏、



記号等の説明

遺構図の縮尺は、スケール等が入っているもの以外は、原則として40分の1である。

遺構平面図の＋はグリッドラインの交点で、交点傍らの名称記号は右下の区画を示している。

遺構平面図の・小数字とセクションレベルは標高（単位m)である。

遺構平面図の出土遺物は記載のない限り、以下の記号を用いている。

●：土 器 ■：礫石器 ×：フレイクチップ

▲：剥片石器 □：礫 ★：その他

遺構の規模は、 「長軸の上端／下端×短軸の上端／下端×確認面からの最大深・最大厚」で示して

ある。

一部破壊されているものは現存長を（ ）で示し、不明のものは－で示した。

土層名は、下記の略号を用いた場合がある。

樽前a降下軽石層:Ta-a 恵庭a降下軽石層:En a

樽前c降下軽石層:Ta c En-a起源のローム層:En-L

樽前d降下軽石層:Ta-d En-a未風化軽石礫層:En-P

白頭山一苫小牧火山灰層:B-Tm 支笏軽石流堆積物:Spfl

火山灰の略号は、曽屋龍典・佐藤博之(1980) 「千歳地域の地質』

北海道火山灰命名委員会（1982） 「北海道の火山灰』による。

土層の混在状態は、基本土居や上記の略号などを用いておもに下記のように表わしてある。

A+B:AとBがほぼ同量混じる

A>B:AにBが少量混じる

A>B:AにBが微量混じる

遺物実測図と土器拓影図の縮尺は、スケール等が入っているもの以外は、原則として以下のとお

りである。

復原土器： 4分の1 剥片石器・石斧： 2分の1

土器拓影： 3分の1 礫石器（石斧を除く） ： 3分の1 土製品・石製品： 2分の1

石器・石製品の大きさは、 「最大長×最大幅×最大厚」で記してある。

剥片石器、礫石器は機能部にこだわらず、長軸を長さ、短軸を幅、厚さは最大値を採用した。尚、

遣物実測図中でたたき痕はV－V、すり痕は←→で範囲を表した。
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図Ⅸ 4－3 試料中に残存する脂肪のステロール組成
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I 調査の概要

調査要項

事業名：北海道横断自動車道埋蔵文化財発掘調査

委託者：日本道路公団北海道支社

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

所在地：千歳市中央1048-1ほか

調査面積: 10,287㎡(B地区961㎡、C地区9,326㎡）

調査期間：平成9年5月8日～3月31B

（現地調査5月6日～10月25B)

1

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長 伊藤一夫

専務理事 佐藤哲人

常務理事 柴田忠昭

常務理事 木村尚俊

第1調査部長畑 宏明

第2調査部長鬼柳 彰

第2調査部第4調査課

第4調査課長 熊谷

主 任 鎌田

文化財保護主事柳瀬

仁志（発掘担当者）

望（発掘担当者）

由佳

3 調査の経緯

昭和62年に日本道路公団札幌建設局（以下道路公団と称す）から北海道教育委員会（以下道教委と

称す）に北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設についての埋蔵文化財保護のための事前協議書が提

出された。 これを受けた道教委は昭和63年4～5月に千歳～夕張の全線を対象として所在確認調査を

実施し、 19カ所の埋蔵文化財包蔵地について範囲確認調査が必要との回答が出された。

道教委は、平成3年に道路公団が用地を決定したのに伴い範囲確認調査を実施し、調査を必要とす

る埋蔵文化財包蔵地は千歳市11カ所、恵庭市3カ所、由仁町3カ所、夕張市3カ所が明らかになった。

財団法人北海道埋蔵文化財センターによって平成5年度のオサットーl遺跡・オサツ2遺跡等から

調査が実施され、今年度には、千歳市キウス4遺跡、同キウス5遺跡、同キウス7遺跡、同ユカンボ

シC15遺跡、及び恵庭市ユカンボシE7遺跡、ユカンボシE10遺跡の調査を実施した。

キウス5遺跡の範囲確認調査は平成6年6月・ 8月、平成7年5月・12月に行われ、発掘調査は、

これに並行して平成6年から開始された。

キウス5遺跡は、東西に長く、東側から大きくA～D地区の4地区に分けられている。A･B地区

はキウス川によって形成された低地部分、 C・Dは台地部分である。

調査は、工事優先順位にしたがってA･B地区から開始され、平成6年度(1994年度）は3,000m2

(A地区)、平成7年度(1995年度）は18,470m@ (A地区4,100㎡、B地区14,370㎡)、平成8年度(1996

年度） は8,450㎡(B地区2,700㎡、C地区5,750㎡)、平成9年度10,287㎡(B地区 961㎡、 C地

区9,326㎡）が終了、来年度調査予定面積の1,648mPを残している。

なお、平成7年度のA－2地区を除き、平成6～8年度までの調査報告は、刊行済である。

1



I 調査の概要

D地区については千歳市教育委員会によって平成8 ． 9年度に調査が実施され、今年度報告書刊行
予定である。

4 調査の概要

l) キウス5遺跡のこれまでの調査結果

キウス5遺跡の調査は平成6年から開始され、 4ヵ年の各地区の調査結果は、次の様にまとめられ
る。

A地区

平成6年度の調査で、住居跡4軒(LH-4 ． 5 ･ 7報告なし欠番)、土擴19基、焼土57カ所等が検

出されている。住居跡は縄文時代早期中葉の暁式土器を伴う住居跡1軒、後期前葉（中期後半） 1軒、

晩期末葉2軒が確認されている。土塘は早期前葉（中葉）の1基を除きすべて晩期中葉から後葉のも

のと考えられている。遺物は早期中葉の暁式土器をはじめ早期後葉～晩期末葉のものが出土し、主体
は晩期末葉である。

平成7年度の調査では、住居跡が前期以前1軒、後期中葉4軒、晩期末葉～続縄文時代初頭1軒、

計6軒確認され、晩期末葉～続縄文時代初頭のものはTa-c層上位から検出されている。土壌は154

基検出され、 うちTa-c層上位からは晩期末葉～続縄文時代初頭・擦文時代・アイヌ文化期等の土堰

49基、Ta-c層下位の縄文時代早期後葉・後期中葉・末葉、晩期中葉等のもの105基である。 この他

にTピット ・焼土等も検出されている。遺物は早期中葉の暁式土器をはじめ早期後葉～晩期末葉のも

のが出土し、主体は後期中葉・晩期末葉である。

平成8年度の調査では住居跡が、早期中葉の暁式土器を伴う住居跡6軒、虎杖浜式・沼尻式土器の

頃の住居跡1軒、東釧路ⅡI式を伴う住居跡2軒、早期後葉の時期15軒、早期後葉の頃と思われるもの

4軒、中期の可能性があるもの4軒（うち、 2軒は中期前半の可能性あり)、ほかに中期と思われる住

居の柱穴群2カ所の計35軒ｶﾇ確認されている。

B地区

平成7 ． 8年度の調査では47軒の住居跡が検出され、縄文時代前期前半の綱文式土器期の42軒、柏

木川式土器や北筒式土器期と思われる同中期後半の5軒である。住居跡は平成7年度及び今年度調査

区の低位平坦面から検出された2軒を除き、いずれも南向き斜面から検出されている。土堰は20基検

出され、縄文時代前期前半の多量の石器を伴う土壌墓(P-19)が検出されている。遺物は縄文時代

早期～晩期の土器・石器・土製品・石製品等が出土している。土製品には「サツマアゲ状土製品」が

あり、 まとまって出土している。

C地区

平成8年度の調査では、住居跡14軒、土塘19基、擦文期の掘建柱穴、杭穴列等が検出されている。

住居跡は、中期前半の萩ヶ岡2式土器期のもの2軒、中期後半の柏木川式土器を伴うもの12軒である。

杭穴列については「シカなどの追い込み柵」などの用途が想定され、縄文時代中期末葉の北筒式土器

の時期が想定されている。 またⅢ層からは平地式住居跡と思われる柱穴列が検出された。土壌にはB

地区のP-19と同様に多量の石器を伴う土塘(LP-1)が検出され、石器の形態からP-19と同様

に前期前半と想定されている。

遺物には縄文時代早期～晩期・擦文時代の土器・石器・土製品・石製品等がある。土器は中期後半

のものが主体で、柏木川式土器が多い。土製品には土器の破片の周縁を擦った三角土製品・再生土製

円盤や形態・用途不明のもの等がある。石器は前期前半に伴うと思われるものと、中期後半の柏木川

2



I 調査の概要

式土器の頃に伴うものとがある。石製品には垂飾（有孔石製品）がある。

D地区

D地区については千歳市教育委員会が平成8 ． 9年度に調査を実施している。調査結果は未報告の

ため詳細が不明であるが、焼土・フレイク集中が確認され、土器は東釧路Ⅳ式土器が出土していると

いう。

2） 今年度の調査概要

キウス5遺跡は馬追丘陵西側の台地縁辺部を流れるキウス川右岸の台地上から谷底部にかけて広が

る遺跡である。調査は平成6年から実施され、今年度は中央部分のB地区961㎡、西側台地部分のC

地区9,326m3の調査を行なった。

B地区

今年度の調査区は、平成7年度調査区の南に隣接し、現キウス川からは北へ40mほど離れている。

調査区内には、西へ向かってわずかに傾斜する標高約23mの平坦な台地部分と、そこから南西側へ急

傾斜で落ち込む河道跡がある。河道跡は、平成7年度の調査で検出された「旧河道」に流れ込む枝沢

の可能性と、 「旧河道」の下流にあたる可能性、およびキウス川の蛇行の痕跡の可能性が考えられるが、

樽前c降下軽石の降下時期にはほぼ埋没していたようである。

遺構は、縄文時代前期の竪穴住居跡1軒、縄文時代早期～前期と思われる土墳2基が台地部分から

検出された。

住居跡は、縄文時代前期前半の綱文式土器を伴うもので、一辺約2.3mの隅丸方形である。 この約3

m北には、平成7年度の調査で検出された同時期の竪穴住居跡がある。

遺物は台地部分と斜面の肩部から出土した。出土総数は5,269点で、内訳は土器1,397点、石器3,872

点と、石器が多くを占める。

土器は、わずかに縄文時代早期・同中期のものを含むほかは、ほとんどが縄文時代前期前半のⅡ群

a－1類（綱文式土器）である。

石器には石鍼、つまみ付きナイフ、石錐、スクレイパーなどの黒曜石製の剥片石器や礫石器･~フレ

イク・礫等がある。剥片石器が多く、石斧・礫石器等は少ない。石器については、出土した土器のほ

とんどが縄文時代前期前半のII群a－1類（綱文式土器）であることから、欠落する器種もあるが当

該期の石器組成・器種形態をよく示したものと思われる。 また、 これまであまり類例がない石斧の小

破片の剥離面に再度すりを加えている資料も出土している。用途については「模的用途」や「小型石

斧の未成品」等が考えられる。

黒曜石製の石鍍について原産地同定を行いその結果を得ている （第Ⅸ章－1参照)。

C地区

今年度のC地区の調査範囲は、昨年度の調査範囲を取り囲むように位置し、標高23～30mの緩やか

に西に傾斜する台地上の部分と、B地区側に落ち込む高低差7mほどの南向きの急斜面からなる。台

地上の北側部分の大半は、 V層～Ⅶ層にまで及ぶ心土破砕や耕作により、畝状に撹乱されていた。 ま

た、南側工事用道路の下はⅥ．Ⅶ層まで削平されていた。

遺構は台地上から検出され、Ⅲ層からは集石lヵ所、焼土1カ所、フレイク集中1カ所が、 v層～

Ⅶ層からは竪穴住居跡3軒が検出され、縄文時代前期後半の大麻V式土器を伴うもの、中期前半と思

われるものの2軒である。土擴は7基は検出され、縄文時代中期前半の萩ヶ岡1 ． 2式土器期に伴う

と思われるもの6基、前期後半の大麻V式土器期に伴う可能性のあるものl基である。焼土33カ所、

フレイク集中4カ所を検出した。

q
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I 調査の概要

遺物は約22,774点出土し、旧石器時代～擦文時代のものがある。遺物の分布は南側及びB地区側に
多く認められた。

土器は約15,381点出土した。 IⅡ層からは縄文時代晩期のタンネトウL式や北大式土器、擦文土器が、

v～Ⅵ層からは縄文時代早期～晩期のものが出土している。早期では東釧路Ⅲ式と東釧路Ⅳ式がやや

まとまって出土した。前期は綱文式、静内中野式、大麻V式があり、大麻V式は、当該期の住居跡が

検出されている。中期は円筒土器上層式・萩ヶ岡2式が多く、天神山式、柏木川式、北筒式等も出土

している。後期は余市式、手稲式、鯆澗式、堂林式等がある。晩期ではタンネトウL式のほか、初頭

の爪形文が施された土器も出土している。

石器類は6,694点出土した。石器には、石嫉スクレイパー、石錐、石斧等がある。 うち石斧には器

幅が断面形がカマボコ型の丸のみ、大型の丸のみが出土している。

土製品・石製品は149点出土した。 「サツマアゲ状土製品｣、再生土製円盤等がある。 また、縄文時代

後期末葉～晩期初頭の磨製の「石製釣針」も出土している。 「石製釣針」は形態・製作技法において骨

角製釣針と同一で、極めて貴重な資料と考えられる。

旧石器時代の遺物が550点出土した。調査区西側のⅦ層下位で、フレイク集中1カ所を検出し、 V層

下位～Ⅶ層下位からは掻器、削器、彫器、石刃、細石刃様剥片等が出土している。

旧石器時代の黒曜石製の掻器、細石刃様剥片について原産地同定や水和層による年代測定を行い、

その結果を得ている （第Ⅸ章 1参照)。 (熊谷仁志）

l
l

l
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I　調査の概要
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図I-4-1遺構配置図



~

II遺跡の位置と周辺の遺跡

1 遺跡の位置（図II-1-1)

キウス5遺跡は千歳市街地から北東へ約9km離れた、馬追丘陵西側のキウス川右岸に位置する。

キウス川は馬追丘陵から東から西へと開析して流れ、今は姿を消した長都沼・馬追沼の干拓地へと注

ぐ河川の一つである。

馬追丘陵は「札幌・苫小牧低地帯」の東縁に位置し、南北30kmに達する低平な地形である。馬追丘

陵の最高地点は標高273mの馬追山で、稜線はおおよそ150mの高さで南北に伸びている。馬追丘陵の

西側斜面や緩やかな地形には多くの遺跡が知られている。キウス5遺跡もその一つで、標高20～45m

ほどのところにある。

’

2 地形（図I1-2 1 ･ 2)

キウス5遺跡は南北の幅約300m、東西の長さ1kmを上回る。調査に際し、調査予定範囲を地形から

A･B･C．Dの4区に分け、東側からA地区･B地区．C地区．D地区と呼称した。A地区．B地

区はキウス川の流水・下刻作用によって形成された低地部分、 C地区･D地区は台地部分である。

調査地区は、 B地区．C地区の一部である。

B地区は支笏火砕流で形成された緩斜面が湧水・流水による侵食・下刻作用によって谷地形が作ら

れ、 さらにキウス川の蛇行により幅広の低地をなしている部分である。西側縁辺部には湧水による水

路と考えられる細長い低地がある。

調査範囲は、平成7年度の調査の際に工事用道路として使用するため、 50cmほど盛土している部分

である。現在、調査区南側にキウス川が調査区に沿って流れ、調査区からキウス川までの距離は約40

m程である。B地区と台地上のC地区との比高差は、約7～10m程である。

C地区は支笏火砕流で形成された緩斜面がキウス川の侵食・下刻作用によって谷地形が幅広くなり

相対的に台地状をなしているところである。東側が高く、西側に低い緩やかな斜面である。標高は約

21～31mである。

調査以前は、北西半分は開墾され畑地として利用されていた。東南半分は自然広葉樹が卓越する林

であったが、一部にマツの植林が加えられている。林の中には大小の緩やかな落ち込みが数カ所認め

られ、擦文期の遺構の存在が想定されている。

平成9年度の調査範囲は、平成8年度の台地中央部分のC地区調査範囲をほぼ囲むように位置する。

標高は25～31mで、西側に向かって緩やかに傾斜する緩斜面である。西側には千歳市教育委員会が平

成8 ． 9年度に調査したD地区がある。

ワ
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II 遺跡の位置と周辺の遺跡

図II-1-1 遺跡の位置
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II 遺跡の位置と周辺の遺跡

3 キウス5遺跡内の各時期別住居跡の移動について（図II-3-1)

キウス5遺跡の調査は平成6年から開始され、 これまで4ヵ年調査が実施され、検出された住居跡

は、 111軒である。各地区の時期毎の内訳と検出状況は次の通りである。

A地区

早期中葉の暁式土器期6軒、虎杖浜式・沼尻式土器期1軒、東釧路Ⅲ式期2軒、早期後葉15軒、早

期後葉の頃と思われるもの4軒、前期以前1軒、中期の可能性があるもの4軒（うち、 2軒は中期前

半の可能性あり）、中期と思われる柱穴群2箇所、後期前葉1軒、後期中葉7軒、晩期末葉2軒、晩期

末葉～続縄文時代初頭1軒の計46軒が確認されている。

A地区は、調査年度によってA－l地区とA 2地区と分割されて報告したが、地形上はA東側部

分は深さ3mほどの沢が2本入り込み、東側と分断された幅の狭い舌状の台地状である。したがって、

A地区は東側の幅の狭い舌状の台地上と西側の沢に面した台地上に分けられる。

前者は標高32～34mで、前期以前の住居跡1軒、後期中葉の住居跡1軒、晩期末葉～続縄文時代初

頭住居跡1軒が検出されている。

後者は、標高30～33mで、 I群a－1類（暁式土器）の住居跡6軒、 I群a－2類（虎杖浜式・沼

尻式）の頃の住居跡1軒、 I群b 1類（東釧路ⅡI式）の住居跡2軒、 I群b類（早期後葉の頃）の

住居跡19軒、Ⅲ群a類（中期前半の頃）の住居跡2軒、Ⅲ群（中期の頃）の住居跡・柱穴群4軒、Ⅳ

群a類（後期前葉） 2軒、Ⅳ群b類（後期中葉） 3軒、Ⅳ群（後期） 1軒、 V群c類（晩期末葉） 2

軒検出されている。

I群a－1類（暁式）の住居跡は沢に面した比較的狭い範囲からまとまって検出されている。 I群

a－2類･ I群a－1類の住居跡は隣接したやや北側から検出されている。 I群b－1類（東釧路III式) ・

I群b－2類（中茶路式）の頃の早期後半I群b類期の住居跡は、調査区南側の台地縁辺部に沿って

検出されている。Ⅲ群a類（中期前半の頃）及び中期とされるものは、 I群a－1類とI群b－1類

（東釧路IⅡ式) ･ I群b－2類（中茶路式）の頃の住居跡の中間地点にある。Ⅳ群a類（後期前葉）の

住居跡は調査区の南北から検出されておりまとまりが認められない。Ⅳ群b類（後期中葉）の住居跡

は先述した東側の舌状台地上に1軒、調査区北側の台地上縁辺部に住居跡のまとまりが認められる。

V群c類（晩期末葉） 2軒の住居跡は調査区北側のⅣ群b類（後期中葉）の住居跡とI群a－1類の

住居跡との中間から検出されている。晩期末葉～続縄文時代初頭住居跡は先述したように東側舌状台

地部分に位置している。

A地区の住居跡は、 I群a－1類（暁式)、 I群b－1類（東釧路Ⅲ式) ･ I群b類（東釧路IⅡ式・

中茶路式)、Ⅳ群b類（後期中葉）の時期は比較的まとまりをもっており、 また、晩期末葉～続縄文時

代初頭住居跡がこれらと地点を異にして検出されている。前期以前の住居跡とされる1軒を除き、東

側の舌状台地上から早期中葉～後期前葉の住居跡は検出されていない。

B地区

平成7～9年度の調査で48軒の住居跡が検出された。 II群a類（綱文式・静内中野式）の43軒、 ⅡI

群b－2類（柏木川式） 2軒、 III群b－3類（北筒式) 3軒である。平成8年度に検出された前期前

半の4軒は、平成7年度の調査で検出されているB地区東斜面部分の同期の集落の続きと考えられる。

また、今年度の調査で検出された1軒については、B地区南側平坦面に検出された1軒との関連が想

定される。したがって、前期前半は、斜面部分とキウス川に近接した部分と2カ所の住居跡のまとま

りが認められる。平成8年度にB地区中央部の張り出し部分には、中期後半のIⅡ群b 2類・Ⅲ群b

3類の住居跡群がある。柏木川式の住居跡群はC地区中央の台地上からも検出されている。いずれ

11



』 画
冒 蹴 雲 ｓ 白 刷 倖 い 亜 箇 ｓ 師 雲

図
I
I
-
3
-
1

遺
跡
の
変
遷



11 遺跡の位置と周辺の遺跡

も台地上に立地し、北筒式土器の住居跡群も含めて、中期後半については台地上に住居跡を構築する

傾向が認められる。

C地区

平成8 ． 9年度の調査では、住居跡は17軒検出された。その内訳は前期後半のII群b類（大麻V式）

1軒、中期前半のⅢ群a類（萩ケ岡1 ･ 2式) 1軒、中期前半のⅢ群a類（萩ケ岡2式) 2軒、中期

後半のIII群b－2類（柏木川式土器) 12軒、中期後半の（Ⅲ群b類) 1軒である。いずれの時期の住

居跡も台地上にあるが、 II群b類の1軒のみのが比較的台地奥側に、Ⅲ群a類（萩ヶ岡1 ． 2式）や

Ⅲ群b 2類の住居跡は台地縁辺部から検出されている。

また、キウス川を挟んだ対岸に位置する、キウス7遺跡のこれまでの調査で、 I群b類の住居跡、

Ⅳ群a類（余市系土器群)、Ⅳ群b類（手稲式)、Ⅳ群b類（鯆澗式）等の住居跡が検出されている。

キウス5遺跡の検出された住居跡のうち所属時期の明瞭で、比較的まとまったI群a類（暁式等)、

I群b類（東釧路III式・中茶路式)、 II群a類（綱文式・静内中野式)、 II群b類（大麻V式)、Ⅲ群b

－2類（柏木川式)、 III群b－3類（北筒式)、Ⅳ群b類（手稲式）である。 これと先述したキウス7

遺跡のこれまで得られた調査結果を総合すると欠落する部分もあるが、大きく図II 3-1の様な変

遷が認められる。
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Ⅲ調査の方法、遣物の分類

1 調査区の設定（図Ⅲ－1-1)

調査区の設定に当たって、 日本道路公団北海道横断自動車道（千歳～夕張）工事予定図1000分の1

図を使用した。平成9年度はSTA134とSTA135を基準とした（図Ⅲ－1-1)。基準を通る線を基

軸のMラインとした。Mラインから北側に4m毎に平行する線をLライン、Kライン、 Jライン・ ・ ・

とし、南側も同様にNライン、Oライン、Pライン・ ・ ・としてアルファベットをもちい南北を画した。

東西を画する基準はSTA134を用い、基軸のMラインに直行する線をこれまでの調査における数値を

踏雲し125ラインとした。 これを基準とし、 4m毎に西側に平行する線を126ライン、 127ライン、 128

ライン・ ・ ・とし、東西を画するグリッドラインとした。それぞれのグリッド交点上に杭を打ち、グ

リッドラインに区画された方形の北西側にあたる杭を4m四方の方形の呼称とした。 STA134の南東

側の区画は「M-125｣、南西側は「M-124｣、北東側は「L-125｣、北西側は「L 124」 と呼称され

る。そして、 さらに4m方眼は、 2m方眼に分割し、反時計回りに北西端からa, b, c, dと呼称

した（例:M95-a)。

平面直角座標系第皿系中の各座標値は以下の通りである。

STA133 (調査区杭名M-100) X=-124482.2120 Y=-43165.9758

STA134 (調査区杭名M-125) X=-124508.3320 Y=-43090.3600

STA135 (調査区杭名M-150) X=-124540.9819 Y=-42995.8403

STA136 (調査区杭名M-175) X= 124573.6319 Y=-42901.3206

なお、基軸のMラインに直行する線の西側へ19． 3′25"が真北となる。

2 発掘調査の進行と手順

B地区

B地区は低部平坦面で、平成7年度の調査において湧水が認められたことから雪解け水によって調

査が困難が予想された。したがって、調査区北側を鋼矢板で囲み、調査区に湧水が流れ込まないよう

にした。 また、 5月は雪解け水、 6月の「蝦夷梅雨」をさけ、調査準備は6月下旬（6/18）から開始

し、 6月30日から本格的な調査を行なった。

平成7年度の調査結果で、Ⅲ層に遺物・遺構が認められなかったことから調査対象をV層．Ⅵ層と

して調査を進め、Ⅳ層まで重機による排土除去を行なった。調査区南側にキウス川に沿って沢地形に

よると思われる急激な落ち込みが確認されたため、深掘りを試み沢地形に直交するセクションベルト

を設定すると共に、 2カ所の釜場を設定し、湧水の排水を行なった。

調査は台地部分から台地斜面部分のV層．Ⅵ層を主に調査した。

調査区4m方眼単位として行った。遺物はさらに2m方眼に分割し、小グリット名で取り上げた。

また、必要に応じ出土状況を実測を行なった。微細遣物については土壌と共に取り上げ、ウォーター・

セパーレイションを行なった。 また、脆弱な土器片が多く、一部バインダー処理を行なって取り上げ

たものもある。

調査区外に隣接して検出された遺構や遺物の出土状況から、調査区を一部拡張して発掘を実施した

ところもある。
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Ⅲ調査の方法、遺物の分類

C地区

C地区の調査は、工事工程の優先順位に従って行った。農家の大型農機具の搬入・搬出路確保のた

め、E～G-120～130グリットを最優先で調査した。引き続き側道予定範囲である北側(E～Gライ

ン）から実施すると共に、南側の発掘区を飛び飛びに4分の1程度を発掘した（25％調査)。 これをも

とに遺構・遺物の分布状況を推定し全体調査に取りかかった。

25％調査の結果、北側部分の側道予定範囲(E～Gライン）が耕作撹乱を受け、Ⅲ。Ⅳ層が消失し

ていることが判明した。その他の部分についてはⅢ層～Ⅵ層が残存が確認され、包含層である111 ･V

層の間にⅣ層(Ta-c層：樽前c降下軽石層）あること、遺物の出土分布は南側部分が濃く、北側部

分薄いことが分かった。

北側側部分の調査終了後、企業体に引渡し、側道完成後、工事用道路を北側に切り替え、南側の工

事用道路下を重機で道路。盛土除去を行なった。南側の工事用道路下は工事用道路建設の際の掘削が

Ⅵ層まで及び、包含層がほとんど残存していなかった。

北側側道予定範囲や南側の工事用道路下の包含層の保存状態が悪かったことから調査が予定より早

く進んだため、調査区西側の来年度調査予定範囲90～99ライン（拡張区）の実施した。

拡張区南側では旧石器時代の遺物がV層．Ⅵ層から出土し、南側をⅦ層(En-L層：恵庭a風化ロ

ーム層）を掘り下げ、Ⅷ層(En-P層：恵庭a降下軽石層）上面まで調査を行い、旧石器遺物の拡が

り、本来の出土層位の確認に努めた。

また、C地区全体で8箇所のトレンチを設定し、Ⅷ層(En P層：恵庭a降下軽石層） を重機によ

って除去した後、Ⅷ層(En-PE:恵庭a降下軽石層）下位についても旧石器確認調査を実施した。

3 遺構の調査

25％調査・包含層調査時に住居跡・土堰等が推定できたときは、その平面形の長軸と短軸方向に土

層観察用の土手を設定し掘り下げた。遺物は出土状況を詳細に記録化してから取り上げた。

遣構の表記は以下の記号を用いた。

H: 住居跡 F:焼土

P: 土曠 S :集石

HP: 住居跡に伴う土塘 FC:フレイク集中

HF: 住居跡に伴う焼土

HSP:住居跡に伴う柱穴

なお、遺構番号はこれまでの各地区の遺構番号を踏襄した。そして、C地区についてはⅣ層(Ta

-c)を境に、Ⅲ層に掘り込み面をもつもの、Ⅲ層中から検出されたものについては、Upper (上位）

の「U」を、 V層に掘り込み面をもつもの、 V層中から検出されたものについては、Lower (下位）

の[L」を遺構名の前に附して検出層位を区別した。遺構は原則的に検出順に番号を付けている。

4遺物の取り上げと整理方法

遺物は出土状況に応じ、位置や出土層位を記録してから、遺構・小グリット、出土層毎に取り上げ

た。集中的に出土した土器片については詳細に記録してから取り上げた。 また、フレイク・チップの

集中や炭化物集中等の微細遺物については、範囲・層厚を記録した後、土壌と共に取り上げ水洗によ

って採取した。また、H 15の床面の土壌を採取し、フローテイーションを実施した。

現地では水洗後、大分類を行い遺物台帳・遺物カードを作成し、注記作業まで終了した。注記は遣

1ヴ
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II1 調査の方法、遺物の分類

跡名のキウス5遺跡を「キ5」 と略記した後、グリッド名・遺物番号・出土層位の順でそれぞれに簡
略に記入した。現地での一次整理を終了後、仮収納し、札幌へ搬送して本格的な整理作業を開始した。
札幌の整理作業では、台帳と遺物の突合せ、分類の再検討、分類毎ないし器種毎の一覧表作成を行

なった。

土器の接合・復原作業では、遺構間及び遺構と包含層との接合関係を把握することに勤めると共に、

個体識別を行ない、掲載遺物についてもその同一個体の出土地点・出土層位・出土点数を一覧表に明

記してある。破片資料については、器形・文様構成が想定できるものを中心に拓影図を作成した。

石器については遺構出土の石器を優先し、包含層出土の資料は出土層位が明確で、完形ないし形態

が分かるものを中心に行なった。石質については当センター資料調査花岡正光が表面観察や破片資料
の検鏡によって同定した。

5土層の区分

基本土居は昨年度までの調査のものを踏雲している。B地区では、一部さらに細分した部分もある。

C地区では、調査区北側の大部分は、耕作によりV層～Ⅶ層まで攪乱されていた。 また調査区南側

の工事用道路の下は、Ⅵ．Ⅶ層まで削平を受けていた。

I層：表土（軽石混じりの黒色粘土質腐植土） ・耕作土・盛土。

II層：樽前山起源の降下軽石Ta-ao

IⅡ層：黒色粘質腐植土。今年度の調査では、 B地区で白頭山起源のB-Tmと思われる薄層が認め

られた。縄文時代晩期から擦文時代の遺物包含層。

Ⅳ層：樽前山起源の降下軽石・岩片Ta-c｡ C地区では腐植化の進んだ部分が見られる。

V層：黒色粘質腐植土。縄文時代早期から

晩期の遺物包含層。C地区西側のR

ライン付近では、旧石器が出土して

いる。B地区では部分的に3層に分

かれる。

V1層：黒色粘質腐植土。

V2層：灰白色粘質土。 ~

V3層：黒色～暗褐色粘質腐植土。

縄文時代早期から前期の遺

物包含層。

Ⅵ層：暗褐色粘質腐植土。漸移層。 C地区

では旧石器が出土している。

Ⅶ層：黄褐色ロームEn-L・恵庭岳起源の

降下軽石(En-a)の風化したもの。

旧石器時代の遺物包含層。B地区で

は脱色され灰白色を呈する。

Ⅷ層：恵庭岳起源の降下軽石En-P (En

-a)。
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Ⅲ調査の方法、遺物の分類

1層：青灰色岩片。

2層：黄榿色ローム。

3層：明黄褐色ローム。

4層：青灰色火山灰。砂質。羊蹄第1軽石・スコリア層(Yo-1)の可能性がある。

5層：明黄褐色ローム。径5mmほどの、青灰色の岩片・軟質の榿色の軽石が多く混じる。テフラと

思われるが、噴出源は不明である。

5′層：青灰色岩片。榿色軽石の集中部。上位に青灰色の岩片、下位に榿色軽石が位置する。

6層息明黄褐色ローム。

7層：黄褐色ローム。青灰色岩片・黄灰色の軟質の軽石が多く混じり、黒ずむ。炭化物を含む。羊

蹄第3軽石・スコリア層(Yo-3)に比定されると思われる。

8層冒明黄褐色ローム。炭化物を含む。

9層：黄褐色ローム。炭化物を含む。

10層：明黄褐色ローム。 11層に含まれる軽石が混じる。炭化物を含む。

11層：白っぽい黄燈色砂。径0.5～2cmの白燈色の軟質の軽石を含む。支笏軽石流堆積物Spflに比定

されると思われる。

1層は、平成6年度の調査においてⅧ層の基底部に伴うとされている「岩片からなる薄層」に相当

する （北埋調報92)。 2～10層は従来の調査のⅨ層に、 11層はX層にそれぞれ相当する。

4層、および5′層の青灰色岩片集中部、燈色軽石集中部からそれぞれサンプルを採取し、EPMA

による鉱物の成分分析を行い、テフラとの比定を試みている。報告は来年度の予定である。

(柳瀬由佳）
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1I1 調査の方法、遺物の分類

6 土器・土製品の分類

（1） 土器

I群縄文時代早期に属する土器群を本群とする。

a類：貝殻腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。今年度の調査では出土していない。

b類：縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文のある土器群。

b－1類：東釧路11 ．Ⅲ式に相当するもの。

b－2類：コッタロ式に相当するもの。今年度の調査では出土していない。

b－3類：中茶路式に相当するもの。

b－4類：東釧路Ⅳ式に相当するもの。美沢3式、松江式に相当する縄文の施された土器を便宜
上ここに含む。

II群縄文時代前期に属する土器群を本群とする。

a類：胎土に繊維を含む、厚手で縄文の施された丸底・尖底の土器群。

a－1類：綱文土器に相当するもの、結束のない羽状縄文が施された丸底を特色とするもの。

a-2類：春日町式、静内中野式など縄文の施された尖底を特色とするもの。

b類：円筒土器下層式、大麻V式に相当するもの。

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器群を本群とする。

a類：円筒土器上層式、萩ヶ岡1 ． 2式に相当するもの。

a－1類：円筒上層a式に相当するもの。

a－2類：円筒上層b･c式に相当するもの。

a－3類：円筒上層d式に相当するもの。

a-4類：萩ヶ岡1式に相当するもの。

a－5類：萩ヶ岡2式に相当するもの。

b類:a類以外のもの。

b－1類：天神山式、萩ヶ岡3式に相当するもの。

b－2類：柏木川式、萩ヶ岡4式に相当するもの。

b-3類：北筒式（トコロ6類)、ノダップII式、煉瓦台式に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器群を本群とする。

a類§余市式、タプコプ式、入江式に相当するもの。

b類：手稲式、鯆澗式、エリモB式に相当するもの。

c類：堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属する土器群を本群とする。

a類：大洞B・BC式、上ノ国式に相当するもの。

b類：大洞C｣ ・C2式に相当するもの。今年度の調査では出土していない。

c類：大洞A・A'式、タンネトウL式、幣舞式、緑ケ岡式に相当するもの。

Ⅵ群続縄文時代に属する土器群を本群とする。

Ⅶ群擦文時代に属する土器群を本群とする。

（2）土製品

昨年度縄文時代前期のものとして報告したサツマアゲ状土製品（北埋調報第116集)、縄文時代中期

の土器片を加工した有孔土製品（再生土製円盤)、三角形土製品が出土している。 （鎌田望）
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~Ⅲ調査の方法、遺物の分類

7 石器等の分類

剥片石器類

・石嫉

l 無茎のもの a 三角形のもの （1） 平基

b柳葉形のもの

c 菱形のもの

d五角形のもの

e 木葉形のもの

f 上記に当てはまらないもの

2 有茎のもの a 平基のもの

b 凹基のもの

c 凸基のもの

．茎が明瞭でないもの

e 上記に当てはまらないもの

(2) 凹基 (3) &=

8 細分の困難な破片、未成品など

･石槍

1

2

有茎のもの

無茎のもの a木葉形のもの

b柳葉形のもの

細分の困難な破片、未成品など8

ドリル

l 剥片の一部に機能部を作出したもの

2 つまみ部を作出したもの

3 棒状のもの

4 薄手．幅広の機能部をもつもの

5 他石器からの転用品

6 周縁加工のもの

8 細分の困難な破片、未成品など

･つまみ付きナイフ

1 縦形のもの 片面全面加工のもの

両面加工のもの

周縁加工のもの

ａ

ｂ

Ｃ

ｄ d’剥片をあまり加工しない、

横形のもの

上記に当てはまらないもの

細分の困難な破片、未成品など

粗雑なつくりのもの

２

３

８
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1I1 調査の方法、遺物の分類

スクレイパー

1 縦形のもの a側縁（長辺）に刃部をもつもの

b端部（短辺） に刃部をもつもの

c 尖頭部を作出するもの

．石くらと称されるもの

2 横形のもの a側縁（短辺）に刃部をもつもの

b端部（長辺）に刃部をもつもの

c 尖頭部を作出するもの

3 ラウンドスクレイパー

4 上記にあてはまらないもの

8 細分の困難な破片、未成品など

･両面加工石器

･模形石器

。Rフレイク

。Uフレイク

･石核

･剥片

１

２

３

４

６

７

８

９

類器

斧

石

石

礫

． 短冊形のもの

ばち形のもの

小形のもの（石のみ）

湾曲する刃部をもつ、いわゆる丸のみ形のもの

未成品

石斧剥片（粗割で生じたと思われる、磨痕のな

細分の困難な破片など

上記に当てはまらないもの

磨痕のな 素材から判断した）い細片。

たたき石すり痕をあわせもつものは、すり石に分類した。

l 棒状礫を素材とし、主として端部に使用痕がみられるもの

2 偏平礫・棒状礫などを素材とし、主として側縁（周縁）に使用痕がみられるもの

3 偏平礫・棒状礫などを素材とし、主として平坦面に使用痕がみられるもの（くぼみ

石と称されるものを含む）

8 細分の困難な破片など

断面三角形の礫を素材とし、稜に使用痕がみられるもの

偏平礫などを素材とし、側縁に使用痕がみられるもの

偏平礫などを素材とし、平坦面に使用痕がみられるもの

偏平礫を半円状に打欠き、その弦に使用痕がみられるもの

･すり石 １

２

３

４
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~Ⅲ調査の方法、遺物の分類

北海道式石冠と称されるもの

球状礫を素材とし、全周に使用痕がみられるもの

偏平礫などを素材とし、端部に使用痕がみられるもの

細分の困難な破片など

５

６

７

８

･砥石

・石錘

･石皿・台石

･礫器

･加工痕のある礫

･礫・礫片

石製品

石製品には、垂飾・ 「石斧片再生模形石製品」 としたものなどがある。釣針も石製品として扱った。

旧石器

旧石器時代の遣物としては、掻器、削器、彫器、Rフレイク、Uフレイク、石刃、細石刃、石核、

剥片、石斧がある。

旧石器の認定は、Ⅶ層位下から出土しているものに関しては、礫・フレイクを含めてすべて旧石器

として扱った。 V層～Ⅵ層出土の石器は、形態的な特徴及び製作技法から判断した。その他攪乱など

から出土したものもこれに準じて扱った。 (柳瀬）
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Ⅳ B地区の遺構とその遺物

l 概要

今年度の調査区は、平成7年度調査区の南側に隣接している。現在のキウス川の流れからは北へ40

mほど離れており、比高差は約2～3mである。調査区内は、 7年度調査区の低位平坦面から続く、

北西へ緩やかに傾斜する台地状の部分と、そこから南西に向かって急激に落ち込む沢状地形からなる。

台地部は、 7年度に竪穴住居跡1軒を検出している低位平坦面の南西側の縁にあたる。沢に向かって

突き出した舌状の地形をなす。沢状地形は、後述するように、平成7年度検出の「旧河道」 と関連す

るものと思われ、同様に旧河道と呼称する。 また、U-178区･V-178区付近では、Ⅵ層中に黄灰色

を呈する塊状の粘質土が分布しており、Ⅵ'層とした。若干遺物を含んでいる。

調査は、主に台地上と、旧河道へ向かう斜面の肩部を中心に行った。遺構は、縄文時代前期前半の

綱文式土器を伴う竪穴住居跡1軒、同じく綱文式土器の時期の土壌が1基、縄文時代早期から前期と

みられる土擴が1基、いずれも台地上から検出されている。遺物は5,269点出土している。内訳は、土

器1,397点、石器等3,872点で、石器の多さが目立つ。土器は、ほとんどが縄文時代前期のII群a類に

属するもので、ほかに縄文時代早期と中期のものが少数みられる。遣構出土の土器は全てII群a－1

類である。なお、今年度の調査では、明確にII群a－2類に分類できるものは出土していないため、

II群a－2類に属する可能性のあるものも含めて、 II群a－1類として扱った。 II群a類の土器は、

もともと繊維や砂粒を多量に含む脆弱な胎土のものが多いことに加え、包含層や遺構覆土が粘質土で

あったため、保存状態が非常に悪かった。文様が判別できないほどに摩耗したものも多く、同一個体

でも接合できないものが大半であった。石器では、石錬、 ドリル、つまみ付きナイフ、スクレイパー

などの剥片石器が多くを占め、 またそのほとんどは黒曜石製である。礫石器の出土は少なく、遺構か

らは出土していない。また、石製品のなかに、 「石斧片再生模形石製品」 と呼称したものがある。素材

に、片面にすり面を残す薄い石斧片を主に用い、その剥離面や、側縁にすりを加えて整形しようとし

ているものである。用途ははっきりとしていない。

旧河道については全面の調査は行っていない。 168ライン付近にセクションベルトを設定し、重機に

より泥炭層上面までを除去した。その後、セクションベルトの東側と、V-175区･W-175区で、人

力による掘り下げを行った。セクションベルト脇でTa-a上面から約2.5m、V-175区・W-175区

で台地部から約3mまで掘り下げたが、遺物の出土は皆無であった。 また、調査区の北隅と西隅に設

けた釜場の掘削の際にも遺物は出土していなかったことから、旧河道内の調査は、河床の検出は行わ

ず、土居断面の記録と、台地部からの落ち込みを比高差平均約1mで検出するにとどめた。

旧河道の土層は、大きく台地部の包含層に相当する黒色系粘土と、河川堆積と思われる砂、および

泥炭層からなる。Ta cとみられる土層が、台地部とほぼ同じ標高で水平に堆積していることから、

縄文時代晩期には、台地との高低差がなくなる程度まで埋没していたと思われる。 また、土層断面か

らは、時期的な差異のある小規模な流路が、 5～6条認められる。

今年度検出した旧河道の性格は、 （1） 7年度に検出されている「旧河道」へ流れ込む枝沢、 （2） 「旧河

道」がキウス川へ流れ込む下流部分、 （3）キウス川自体の蛇行の痕跡等が考えられるが、河道の北東側

の一部が調査区にかかっていたのみであり、明確にはできなかった。しかし、 7年度の「|日河道」の

河床の標高と、今年度の旧河道で検出し得た最深部の標高とを比較すると、約1m今年度調査の方が

低く、現キウス川の標高とも近いことから、 (2)の可能性が比較的高いと思われる。
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Ⅳ B地区の遺構とその遺物

表IV-1-1 B地区遺構一覧

遺構番号 中心位置｜雛長軸長x短軸長x瞬間からの溌m l 平面形 検出.構築層位|付属施設｜出土遺物．備考｜ 時期

隅丸方形 剛"
２

２

９

７

片
等

器
器

土

石

縄文時代

前期後半
H 48 V-182 2,32/1.97×2.17/1.82x0.40 なし

V下位

v下位

４

５

片
等

器
器

土

石

縄文時代

前期後半

縄文時代

早期～前期

楕円形P-21 U-181 1.71/1.51XO.89/0.76x0.10 なし

Ⅶ上面／

Ⅵ上面
P 22 U 178 2.06/0.80X1.55/0.68×0.28 卵形 な’ な[

表Ⅳ－1-2 B地区出土遺物一覧

居跡 土
92

72

164

曠 包含層 グリット不明
1,285 16

3，698 97

4，983 113

６７
９１

計|王

土

石

器

等

４

５

９

７

２

９

７

３

８

Ｌ

＆
叩
市
一

ユ
印 5,269

表Ⅳ－1-3 B地区出十十器一覧

住居跡 士 曠 包含層 ｜ グリ
106

4 1，166

7

6

4 1，285

計

~120
ト不明

14

の

白

４

１

明

~Ⅲ
計

１

，

ａ

Ｉ

Ⅱ Qワ
ヘノョ ４

７

６２Ｌ

不 ６

７
９３Ｌ

Qワ
巳ノ白 16

表Ⅳ-1-4 B地区出土石器一覧

住居跡 土 曠 ｜ 包含層 グリッ
212

2

48

55

167

8

4

98

32

4

2,816

3，446

37

2

14

計
一
麹
－
２
｜
副

弱

ﾄ不明
Ⅱ■■■■■■■■■■■

9石 鑛

石 槍

ド リ ル

つまみ付きナイフ

２

）

スクレイパー

両面加工石器

模形石器

Rフレイク

Uフレイク

石 核

剥 片

小 計

石 斧

たたき石

す り 石

砥 石

石皿・台石

礫・礫片

小 計

石製品

計

８

１

1 ２
’
１

蝸

Ⅲ1

４
｜
叩
一
別

７ 1 ３

２

４

４

５

８

２

３

０

３

９

６

９

７

２

３

妬

侭

－

１

２

５

、
｜

例

４

２

１

２

１

０

４

８

８
｜

邪

９

４

１

２

１

１

８

９

２

０

５

７

２

２

８９
３

７

８

１

｜

池

４

６

５ 97
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Ⅳ B地区の遺構とその遺物

2 竪穴住居跡

H-48

位置U-181･182，V-181･182

規模2.32/1.97×2.17/1｡82×0.40m

調査一辺約2.3mの隅丸方形のプランをもつ、小形の竪穴住居跡である。 V層下位で、黒色土の

楕円形の落ち込みを確認した。 トレンチにより床面と壁を確認し、掘り下げを行った。

覆土は大きく、 v層の流れ込みと、炭化物を多く含む褐色～黒色の粘質土、壁から床面を覆う黄白

色～灰色の砂質粘質土からなる。 V層中にはV2層の堆積が見られた。北側の一部で立ち上がりが不

明瞭であったが、平面形は長軸がほぼ南北方向の隅丸方形である。壁は緩やかに椀状に立ち上がる。

床面はⅦ層を15～20cmほど掘り込んで作られており、やや凹凸があるがしまっている。住居の南東隅

の部分では、Ⅶ層中に狭在している成因不明の黒色～灰色の粘質土を掘り抜いている。炉跡・柱穴は

検出されなかった。掘り込み面はv層下位である。

覆土が粘質土であったため、土器の保存状態が非常に悪く、必要に応じてバインダーを用いて強化

した後に取り上げた。

遺物遺物の取り上げ層位は、覆土l層＝土居断面1層、覆土2層＝土居断面4層、覆土3層＝

土層断面2層、覆土4層＝土層断面3層、覆土5層＝土居断面10層、覆土6層＝土層断面7層である。

遺物は褐色～黒色粘質土の覆土から多く出土した。特に覆土3層（土層断面2層）からは土器がま

とまって出土した。図示した土器は、 1が覆土1層、 2～5は覆土3層から出土したものである。 1

は細い縄文が横走ぎみに施される胴部破片である。胎土は繊維を若干含むが、他の土器よりも薄く、

やや硬質である。 2 ． 3は同一個体の胴部破片である。縄文が横走ぎみに施され、節は一部残るが、

多くはすり消されている。胎土には繊維を多量に含む。 4はまとまって出土した45点のうちの1点で

ある。全て同一個体であるが、他の破片のほとんどは文様が確認できないほど摩耗しており、接合で

きなかった。斜行ぎみの縄文が施される。胎土は繊維を含み、 もろいがやや薄手である。 5は斜行ぎ

みの縄文が施される胴部破片。胎土には繊維を含む。 6 ． 7は覆土1層から出土したもので、黒曜石

製。 6は石錬la(1)類。 7はスクレイパーla類。右側縁と下端部左側に刃部をもつ。 8は4に伴っ

表Ⅳ－2-1 H-48出土遺物一覧
石 器

石鍬 スルイパー 両面加工石器| Rﾌﾚｲｸ ｜ 剥片 石斧 ｜礫･礫片｜ 石製品 ｜ 小言’
土器

IIa ］

6

計

６

４

３） ０

４

６

２

３

２

1１
’
４

２

19赴
一
誕

罰
一
鍵

I１
ｌ
２

３
ｌ
４

〕

｜

血

９

，

〕

３

門

Ｉ

３

０１

21 18

2

1

5

83 》

I一

’

ひ

ハ

リ

土

土

覆

覆

1

７２

＋
一

コ

可

覆 ３

蛇 l
1 守り

1 イム45 1７2 8

表Ⅳ-2-2 H-48掲載土器一覧表Ⅳ－2-3 H-48掲載石器一覧

細分類 層位 石材 ｜ 長さ><幅×厚さm 1重皇 豊雑
一

跡

図番号

Ⅳ－2 1 6 2.1 ×(1.5)×0.4la(1) 覆土1 黒曜石

la 覆土1 黒曜石覆土1 黒曜石

ｊ７

６

０

３

く

2.7x2．2x0.6スクレイパー
房

黒曜石

(花十勝）
両面加工石器

石製品

覆土3 （群I騨川 （3.8)×' 2．7×1．0 （12.0

覆土5 緑色泥岩 2．6× 1．8×0.4 2．6

(3.8)×' 2．7×1．0 (12.0 ）8

9

ワQ
~ゾ

図番号

Ⅳ－2－1－1

目

1

4

戸
．
、

分類

IIa－1

IIa l

IIa－l

IIa－1

TT旬－1
l1a』

層他

覆土1

覆土3

覆土3

覆土3

覆土3

点数

1

３

３

1

1

同一個体点数

44



Ⅳ B地区の遺構とその遺物

H-48 1A
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9灰I娘｣色粘質土 砂質で炭化物を含む
10灰色土 砂質

11灰白色粘質土
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Ⅳ B地区の遺構とその遺物

て出土した両面加工石器。被熱のために光沢を失っている。 9は「石斧片再生模形石製品｣。石斧の破

片を用い、剥離面（腹面） と左右両側縁にすりを加えている。用途は不明である。包含層からも同様

の石製品が6点出土している (V章3節)。

時期覆土3層出土の土器から、縄文時代前期前半、綱文式土器の時期の住居跡と考えられる。

3 土曠

P-21

位置U-181

規模1.71/1.51×0.89/0.76×0.10m

調査細長い楕円形の浅い土壌である。

Ⅵ層の上面で、黒色土の楕円形の落ち込みを確認した。黒色土が北側調査予定区外に広がっていた

ため、拡張して調査を行った。平面形は長軸が北東一南西方向の楕円形である。壁の立ち上がりは、

北側でやや急だが、全体に緩やかに皿状に立ち上がる。塘底はⅦ層を若干掘り込んでいる。掘り込み

面はV層下位と思われる。性格は不明である。

遺物覆土と曠底直上から出土している。 lは塘底直上から出土した4点の土器のうちの1点で

ある。胎土は繊維を含みもろい。 2はスクレイパーla類。黒曜石製である。 3は黒曜石製の両面加工

石器。背面に礫面を残す。下半部の断面はカマボコ状であるが、最大幅付近から上方では錯向剥離が

施され、ねじれが生じている。

時期塘底直上出土の土器から、縄文時代前期前半、綱文式土器の時期の土塘と考えられる。

表Ⅳ－3-2 P-21掲載土器一覧表Ⅳ－3-1 P-21出土遺物一覧

｜ 図番号 分類
~~~~~' | "'a-1

層位 ｜点数
|曠底直上l '

同一個体点数
一一

､〕

石 器

ｽﾙｨﾊｰ|両面加工碓| Rﾙｲｸ剥片|小計

土器

IIa l

三L

nl

表Ⅳ－3-3 P-21掲載石器一覧３穫土 1 31’

図番号器種細分類｜ 層位 ｜石材長さ×幅×厚さcIn l重さ9
底
上

曠
直 劉託' 1111×"!"乢1'乱”

(う２ スクレ

イパー

1］4
塘底直上1a2

両面加

工石器
(16. 1)計 21 L） 黒曜石 (7.0)×2．6×1．11 1 覆土14 ３I

P-22

位置U-178

規模2.06/0.80×1.55/0.68×0.28m

調査卵形で、段状に立ち上がる土曠である。

U-178区付近にはⅥ'層が分布していた。Ⅵ'層の性格が不明だったため、付近にベルトを設定して

掘り下げたところ、Ⅶ層上面で検出した。遺物は出土していないが、覆土をなす、粒子の細かい均質

な灰色の土は、包含層中には見られないものであったため、遺構と判断した。北東側の壁は検出でき

なかったが、平面形はほぼ卵形を呈するようである。北側は椀状に急に立ち上がるが、他の部分では、

段をなして緩やかに立ち上がる。特に南半部で顕著に2段の段状構造が見られる。性格は不明である。

遺物出土していない。

時期伴出遺物はないが、掘り込み面と包含層の遺物出土状況から、縄文時代早期～前期の遺構

である可能性が高い。 （柳瀬）
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V B地区包含層の遺物

1 概要

包含層からは4,983点の遺物が出土した。内訳は土器1,301点、石器等3,795点である。石器が多いこ

とや、黒曜石製の剥片石器が多いことは、遺構出土のものを含めた遺物総数の場合と同様である。

土器は、若干I群とIⅡ群のものがあるほかは、ほとんどがII群a－1類である。特にII群a－1類

土器では、 もともとの胎土の特徴と、包含層の土質のため、保存状態は非常に悪かった。

遺物は175ラインから180ラインに多いが、残存している包含層の面積を考え合わせると、台地上の

181ライン以西では、大きな偏りなく分布していると言える。竪穴住居跡のあるV-180区よりも東側

では、出土数は減少する。 I群b類土器は調査区東側に偏って分布している。 II群a 1類土器は、

V-176区、U-180区でやや多く出土している。剥片石器には器種による分布の違いはみられないが、

礫石器は178ライン以西に偏っている。なお、図V－3－1 「礫石器計」W-182区の52点のうち51点は、

1点の礫が風化して割れたものである。

B地区では、遺構のものも含めて、土器の約9割がII群a－1類である。 このことから、石器、特

に剥片石器は、ほぼこの時期の組成や特徴をよく反映しているものと考えられる。 また、石製品のな

かに、 「石斧片再生模形石製品」 と呼称したものがある。主に石斧片を素材として用い、表裏や側縁を

すって整形しようとしているものである。包含層から6点、遺構から1点出土している。用途には、

模や、石のみの未成品などの可能性があるが、断言しがたい。

2 土器（図V－2－2、図版7 ． 8）

1,301点出土しているうち、約9割がII群a類である。ほかにはI群b類が約9%、Ⅲ群が少数見ら

れるのみである。

1 ． 2はI群b－4類である。 ともに胎土に砂粒を含み、焼成は比較的良い。 1は、若干肥厚する

角型の口唇をもつ。 2条の縄線が見られる。 b－4類としたが、 b－3類の可能性も考えられる。 2

は、口唇直下に2条の撚りの異なる縄線力§施される。地文は羽状縄文である。

3～21はII群a－1類である。胎土に砂粒や繊維を多く含み、 もろいものが多い。 3～11は横走ぎ

みの縄文が施されるもの。 3 ． 4は同一個体である。胎土には砂粒が非常に多い。表面は細かくひび

割れており、 もろい。 5も同一個体の可能性がある。 6は、節が偏平な太い原体で施文されている。

7 ． 8は湾曲が強く、底部付近の破片である。 7は、輪積み面で破損している。比較的焼成が良い。

10は胎土に多量の繊維を含む。 11も底部付近の破片である。器厚が約2cmと厚く、細い縄文が施文さ

れる。 12～16は斜行ぎみの縄文が施されるもの。 12は口縁部の破片である。やや外傾し、口唇は尖る。

黒色を呈する。 13．14は同一個体である。 13は口縁部の可能性があるが、摩耗が激しいため断定でき

ない。口縁とすれば、口唇断面は角形である。砂粒を多く含み、薄手である。 16は縄文が交差する部

分の破片である。裏面は比較的丁寧に調整されている。 17～19は縦走ぎみの縄文が施されるもの。 3

点とも同一個体である。 17は口縁部付近の破片で、やや外反する。 17･18では節がすり消されている

が、 19では残る。 20～22は底部破片である。 20．21は縄文が同心円状に施される丸底のもの。同一個体

の可能性がある。 22は角度の大きい尖底のものである。

23．24は'Ⅱ群b類。 23は波状口縁で、下位に沈線を伴う貼付帯が施される。 24は口唇に貼り付けが施

され、やや外傾する。口唇端部には刺突が加えられる。内面は比較的丁寧に調整される。
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V B地区包含層の遺物
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V B地区包含層の遺物

表V－2-1 B地区包含層掲載土器一覧

分類｜ グリッド 腫位|点数|雌勵ｼi離数 層位|点蕊|患｢聯i雌数図番号 備考 図番号 分類 グリッI 備考

V 2 2 1 1b-4 U-178-b

2 1b 4 V-179 b

3 Ⅱa l V－]79 a
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3 石器等

石鎌（図V 3－3－1～50)

包含層からは221点出土しており、器種別では最も多い。細分類可能な175点はすべて1類である。

頁岩製のもの1点を除き、黒曜石製である。図示したものはすべて黒曜石製である。

l～16はla(1)類・三角形平基のもの。 1～4は正三角形、 5～10は二等辺三角形、 11～16は長三

角形である。 1は腹背に一時剥離面を大きく残す。 3は左側縁部に素材の折れ面を残す。 8は基部左

側を欠損するが、基部が傾斜するものと思われる。 9はやや大型で、周縁加工である。 l1～14･ 16は

両面加工である。 12｡14･15は胴部がやや張り出す。 17～44はla(2)類・三角形凹基のもの。 17～21

は正三角形、 22～39は二等辺三角形、 40～44は長三角形である。 19は右側縁が屈曲している。 21は基部

の内湾がつよい。 22～26は、周縁加工のものである。 25を除き、いずれも厚みがあり、急角度の剥離

が加えられているため断面が角張る。 22は側面観が湾曲する。 22．23はほぼ全周に両面から剥離が加

えられる。 25は腹面に一次剥離の際の階段状の厚みが残っており、それを除去する剥離が施される。

26は背面のみ全周が加工され、断面は台形である。 27～30は、丁寧な両面加工が施される。 31は背面左

下部を加工せず、素材の形を利用している。 32は右側縁が屈曲する。 33．34は側縁が張る。 35は両側縁

にくぼみがみられるが、意図的なものではないようである。 36は、背面に素材の稜を残す。被熱によ

り光沢を失っている。 39は基部が未加工で、素材のままである。 41は破損後に被熱し、光沢を失って

いる。 42は主に背面が加工される。 44は側縁がやや張り、厚い。 45は1a類である。基部は欠損するが、

長三角形と思われる。 46．47は1b類・柳葉形のものである。 46は錯向剥離が施されており、特に最

大幅より上方でねじれが顕著である。 48は1d類・五角形のものである。腹面の加工は右側縁のみで

’
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V B地区包含層の遺物

ある。 49･50は8類である。 49は基部の加工が粗雑であり、未成品と思われる。 50は先端鄙が加工され

ておらず、基部破損のために放棄された未成品と思われる。 7 ． 8 ･20．42･46．47は、黒曜石の原材

産地同定を依頼し、 7 ．42．46は赤石山産、 20は十勝産、 8 ．46は風化のため同定不能という結果が得

られた（Ⅸ章1節)。

石槍（図V 3－3-51)

2点のみの出土で、 1点を図示した。 2類の基部を欠損するものである。黒曜石製である。

ドリル（図V 3－4－52～65）

51点出土している。細分類可能な46点のうち、 3類・棒状のものが約5割で、 2類。つまみ部を作

出したもの、 6類・周縁加工のものがそれぞれ2割を占めている。 4類は出土していない。全て黒曜

石製である。

52～54は1類・剥片の一部に機能部を作出するものである。 52は剥片のバルブ部分を利用し、両面

加工で機能部を作出している。 55～59は2類である。 55は両面加工により丁寧に機能部を作出してい

る。 56の機能部は錯向剥離による。 59はバルブ部分を利用してつまみ部を作出している。 60～65は3類

である。 60は素材の稜を利用して機能部を作出する。 61は、機能部左側縁に摩耗がみられる。 62の機

能部は錯向剥離によるもので、断面は三角形に近い。 63は機能部を欠損するが、右側縁下端部に摩耗

がみられる。 64．65は上部を欠損するため、 2類の可能性も考えられるが、 2類の機能部に比べて太

いため、 3類に含めた。

つまみ付きナイフ（図V－3－4－66～84）

55点出土しており、細分類可能な48点はすべて1類・縦形のものである。 1c類・周縁加工のものが

約4割、 1d類・粗雑なつくりのものが3割強を占めている。メノウ製の1点(68) を除き、すべて

黒曜石製である。

66～70は1a類・片面全面加工のものである。 66は大形で、腹面には使用痕がある。 67は腹面に使用

痕がある。 68は背面の加工の後に、腹面右側縁に細かい剥離による調整がなされる。榿色のメノウ製。

69．70はいずれも、全周にやや急角度の剥離が加えられる。 69は、背面の加工に先行して腹面右側縁

が調整される。 71．72はlb類・両面加工のものである。 71は小形で、背面の加工が腹面に先行する。

72は断面がカマボコ状で、右側縁は腹面→背面、左側縁は背面→腹面の順に加工される。流紋岩球穎

を含み、そこから破損している。 73～78は1c類。 73は右側縁に刃部をもつが、腹面右側縁から下端部

にかけても細かい調整が加えられる。 74は全周を加工し、下端部が尖る。背面には、厚みを減ずるた

めの剥離と、使用痕がみられる。 75は右側縁に刃部が作出され、左肩部には厚みを減ずるために両面

加工がなされる。 76は右側縁に刃部をもつが、左側縁にも使用痕がみられる。 77は全周が加工され、

左側縁の刃部は外湾する。 78は両側縁が加工され、腹面に使用痕がみられる。 79～84は1d類である。

79･80は右側縁に刃部が作出される。80の左側縁には挟り状の加工がみられる。 81は右側縁に刃部が作

出されるが、左側縁も素材の形状を利用し、使用痕がみられる。 82は右側縁から下端部にかけて、薄

い刃部が作出される。 83はつまみ部のみ加工したものである。両側縁に使用痕がみられる。 84もつま

み部のみ作出されており、左側縁に使用痕がある。つまみ部の加工は比較的丁寧であり、未成品の可

能性がある。

スクレイパー（図V－3－5－85～115)

169点出土している。細分類可能な115点のうち、 8割以上が1類。縦形のものである。その中でも、

a類・側縁に刃部をもつものが多数を占める。 3点の頁岩製を除き、すべて黒曜石製である。

85～107は1類。 85～96はla類である。 85～90は直刃ぎみのもので、すべて片面加工である。 851 ま
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V B地区包含層の遺物

褐色の頁岩製である。 88．89は極端な縦長のもので、両側縁に刃部をもつ。 90は左側縁に刃部が作出

される。 91～95は、外湾ぎみの刃部をもつもの。 92は熱を受け、光沢を失った後に刃部の加工がなさ

れている。 94は急角度の刃部が左側縁から下端部にかけて作出される。 96は上部を欠損するが、両側

縁に内湾ぎみの両面加工の刃部をもつと思われる。 97～99はlb類・下端部に刃部をもつものである。

97は背面の加工に先行して腹面に剥離が加えられている。 98．99は片面加工である。98は左側縁に使用

痕がみられる。 99は左側縁から下端部にかけて急角度の刃部をもつ。右側縁に使用痕がある。 100～105

はlc類・尖頭部をもつものである。複数の刃部をあわせもつものが多い。 100～102は片面加工である。

102は背面左側縁と、下端部の未加工部分に使用痕がある。 103～105は一部両面加工である。 104は、右

側縁に両面加工、左側縁に片面加工の刃部をもっていたものが、被熱して光沢を失った後、背面に再

加工を施されている。 106． 107は1d類・石くらで、 ともに両面加工である。 106は背面の加工が主で、

断面がカマボコ状になる。 107はほぼ両面加工で、下端部は、背面のみ急角度で加工される。 108～111

は2類・横形のものである。 109は腹面に刃部加工が施される。背面に使用痕がある。 110は、素材の

剥片自体が石核からはがされた後に、腹面にみられるように、 2枚の小さい剥片がはがされている。

腹面右側縁の調整は、一部、小剥片の剥離に先行している。 111は褐色の頁岩製である。 112～114は3

類・ラウンドスクレイパーである。 112は片面加工。 113は背面の全周が加工される。腹面右側の剥離

は、厚みを除くためのものと思われる。腹面下端に使用痕がみられる。 114は半両面加工である。刃部

は急角度をなす。 115は4類である。背面の両側縁に刃部加工がなされ、腹面上部にも剥離が加えられ

る。左側縁上部では、腹面の加工が背面に先行する。破損後に被熱しており、光沢がない。

両面加工石器（図V 3－6－116）

包含層からは9点出土しているが、完形品は図示したもののみである。図示した1点を除き、黒曜

石製。 116の加工は比較的粗雑で、右側縁の上部と下部では錯向する剥離がなされている。榿色のメノ

ウ製である。

石斧（図V 3－6 117～119)

包含層からは37点出土している。細分類可能な8点のうち、 6類・未成品が5点を占める特異な状

況である。片岩、蛇紋岩がわずかにみられるが、大多数は泥岩（緑色泥岩）製である。

図示した3点はすべて緑色泥岩製である。 117は3類・石のみである。背面に比べて腹面が平坦で、

石斧破片の再生品と思われる。背面左側から左側縁にかけてがもとの石斧の表面であろう。剥離とす

りによって調整を加えて再加工している。刃部と基部上端に使用痕がある。 118･119は6類・未成品

である。 118は粗割・敲打・すりによって整形されている。 119は偏平礫を素材とし、粗割で整形した

後、わずかにすりを加えた段階で放棄されている。

すり石（図V－3－6-120･121)

すり石は12点出土している。すべて1類・断面三角形のものである。

120は珪岩製で、剥離による機能部の調整が行われた後に使用されている。 121は砂岩製である。す

り面のIII畠は広く約lcmある。

石皿（図V－3－6 122)

石皿・台石類は図示した1点のみの出土である。腹面には、不明瞭であるが溝状のすり痕が3条認

められる。軽石製である。

石製品（図V－3－6-123～126)

「石斧片再生模形石製品」 と呼称したものである。包含層から6点出土している。 1点のみ片岩製

で、他は泥岩製である。石斧の破片を素材としたとは断言できないものもあるが、大きさと特徴から

~~~~
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V B地区包含層の遺物

同様のものとして扱った。用途としては、形状から模や石のみ未成品が想定できるが、確定しがたい。

123は、背面に礫面の残る、偏平な素材の周縁に剥離を加えて調整し、腹背両面・両側縁にすりを加

えている。下端部にも剥離が加えられる。 124は石斧片を素材としている。背面がもとの石斧の表面で

ある。腹面下端部に剥離調整を加え、腹面をわずかにすっている。 125は片岩製である。背面の一部が

礫面で、 これも石斧片とは断言できない。剥離調整の後、腹背両面と両側縁にすりを加えている。縦

断面は上下両端ともに薄く加工されている。 126は前3点とは若干異なる。石斧の基部付近の破片を用

いたものと思われる。図の左右方向がもとの石斧の天地方向で、背面左側が石斧の表面である。破片

に剥離調整を加え、腹背両面をすっている。腹面上端左側に敲打痕が認められることと、腹背両面の

下端部に下からの剥離がみられることから、用途的には模の可能性が高い。 （柳瀬）

表V－2-2 B地区包含層掲載石器一覧

図番号
■■■■■■■

V-3-3

‐I

雑
一
砺
一
確
一
砺
一
磁

磁
一
硫

磁

磁

磁
一
磁
一
磁
一
礁
一
磁
一
礁
一
醗

醗
一
醗

磯

蹴

確

細分類 グリッド 層位 石材

la(1) V l76 d V 黒曜石

la(1) 1, 167 . V 黒曜石

la(1) V l76 V 黒曜石

la(1 ) V l76 a V 黒曜石

la(1) U-l77-c V 黒曜石

la(1) V l77 b V 黒曜石

la（1） V-l76 V 黒曜石

la(1) T-l70 a V 黒曜石

la(1) T-167 a V 黒曜石

la(1) V-l78-d V 黒曜石

la(1) V-l76-a V 黒曜石

la(1) V l78-b V 黒曜石

la(1) V-l79-a V 黒曜石

'‘(1) {~-"8~、 ' (")

''I ! ! v"~ ' (")
la(1) U l77 a V 黒曜石

la(2) V l78 a v 黒曜石

13(2) V-l78-a V 単曜石

la(2) U 175 c V 黒曜石

la(2) V-l76 V 黒曜石

長さX幅X厚さCm 重さg 備考

1.6x1.3X0.2 (1.6

（1.5)x1．5x0.2 （().4）

1．8xl‘3x().3 0．5

1．8xl･ ‘1x0,3 ().5

2‘Ox1.6x0.3 0．7

2. ()x1.3x0. .1 0，8

，．9x,､4x0.2 0．6 原産地同定Nol5

(2. 1)X(,. ,)x0.3 （0.5） 原産地同定NC 9

2.4x(1.7)x0.3 （0.4）

（2.2)x1.3x0.2 （0.7）

2.6X1.8x(1．3 1．0

（2.8)x1.8x0.4 （1.3）

2. ,1X1.3x0.2 0.5

2．7X1.4X(1．4 ()‘9

2.6x1.5x().2 （).8

(2.7)x(1.7)X0.3 （(),7）

1．6x1.4x0.2 0．3

1．7x] ’4x0.2 0．5

1．7x1.6x0.3 （).5

（1.8)x1.5x0.3 （().5） 原産地同定No29

図番号 器種 細分類グリッド 層位 石材

v-!# 石簸 」a(2) V-l76 d V 黒曜石
白人

，’ 石激 'a(2) vw6' v (")

，‘ 石議 1a(2} v-'76' ' |"}
24 石簾 la(2) V-l75-d V 黒I羅石

25 石識 la(2) V l76 d V 黒曜石

，‘ 石厳 'a'2) x-'7@ ' (",
27 石継 la(2) V 178 c V 黒曜石

'＄ 石雛 'a'z' u4$ v ("}
29 石縦 la(2) V l77-b V 黒曜石

30 石識 la(2) T l67 a V 黒曜石

31 石舷 13(2) V-l78-a V 黒曜府

32 石雛 13(2) U l76 b V 黒曜石

33 石簸 la(2) U-l76 a V 黒曜石

‘‘ 石蝋 'a(2) v-'"-､ ' ("!
35 石鑛 If, (2) 、 .-l76 d V 黒曜石

36 石舗 13(2) 、' 18() ． V 黒曜石

37 石誌 la(2) T-l72 c V 黒曜石

38 石鑛 1曲(2) V-178 d V 黒曜石

39 眉識 la(2) U 174 c V 黒曜石

411 石撒 13(2) U l75 c V 黒曜石

輌藷

ｄｄ
６０

８７
１１

、～

長さX幅X厚さcⅢ 重さ9 備考

（1.9)x1 .lx0.3 （0.5）

2．0X1．4X0,3 08

2， lx1.3x0.3 0,8

2‘2x1.4x0.3 0.8

2.2X1．4X0.3 0．7

2.2X1.5x0.2 0‘9

1．9xl･5xO･3 0．8

(2.2)x(1.6)x0.3 0.9

2.lxl‘4x0.3 0．5

（2.0)x1.6x0.3 （().9）

2.5X1.6X0.3 0．9

（2.3)x1.4x().2 （0.6）

2．6xl‘5x0.4 0.9

2.4X1.7X0.4 0.9

2‘7x1.6x().2 1).7
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図V－3－3 包含層出土の石器(1)
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旧石器時代の遺物出土範囲

図Ⅵ-1-1　C地区遺構配置図





Ⅵ C地区の遣構とその遺物

1 概要

C地区では住居跡3軒、土壌7基、焼土33カ所、集石1カ所、旧石器時代のlヵ所を含む、フレイ

ク・チップ集中地点6カ所の遺構を検出した。 これらの遣構は旧石器時代のものから擦文時代のもの

まで大きく分けると5つの時期のものがある。

旧石器時代の遺構

旧石器を伴い明らかに旧石器時代のものといえるものは石器やフレイク・チップの集中地点が1カ

所のみである。 これについては包含層出土の旧石器との関連を考えて第Ⅶ章第2節で述べる。Ⅵ．Ⅶ

層で検出した焼土が7カ所ある (LF 39･44･64．65･66･69･70)。 これらには旧石器は伴っては

いないが、旧石器の集中に近接する (LF-69･70)、周辺の同じ面からは土器片が出土していない

(LF 39．64･65)などの理由から旧石器時代としたものがある。 また、複数の時期が考えられる

ものでは、旧石器もしくは縄文時代早・前期のものと思われるLF-44がある。

縄文時代前期の遺構

調査区域の北東側に住居跡ではH 15 (H-139区)、土壌ではLP-18 (F-139区）がある。H

15の覆土からはⅡ群b－2類大麻V式の土器片が出土している。 LP-18からは遺物は出土していな

いが、H-15に近接しており周辺には他の土壌はない。両者には何らかの関係があるものと思われる。

縄文時代中期の遺構

住居跡では中期前半萩ヶ岡1 ． 2式期のものと考えられるH 16、中期後半柏木川式期のものと考

えられるH-17がある。土堰では中期前半萩ヶ岡1 ． 2式期と考えられるLP 19、萩ヶ岡2式期の

ものと考えられるLP-20．21．22．23･24がある。焼土では萩ヶ岡1 ･ 2式期のものと考えられるL

F-45･46･47･48、萩ヶ岡2式期のものと考えられるLF-58･59･60･61、中期前半と思われるL

F-40･41･42･49．50･51･52．53｡54．55｡56･57．62、中期後半柏木川式期のものと考えられる

LF-63がある。また、複数の時期が推定できるものでは、前期前半もしくは中期前半のものと推定

されるLF-67、中期もしくは後期後葉と推定されるLF-68、中期前半もしくは後期中葉のものと

推定されるLF-43がある。フレイク・チップ集中地点では中期前半萩ヶ岡1 ． 2式期のものと考え

られるFC-4、中期前半と思われるFC-5･ 6･ 7 ･ 8がある。

縄文時代後期の遺構

明らかに縄文時代後期のものといえる遺構はないが、周辺の土器片の出土状況から前述した中期も

しくは後期後葉と思われるLF 68、中期前半もしくは後期中葉のものと思われるLF-43がある。

これらは表v－l－lでは中期のものとして扱った。

擦文時代の遺構

焼土ではUF-5 (S 130区)、集石ではUS 2 (P-133区）の2つがある。擦文時代の遺構は

この2つのみなので別に章は設けず、遺構の種別に記載した。UF-5はLFの末尾に記載してある。

（鎌田）
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Ⅵ C地区の遺構とその遺物

表Ⅵ－1-1 C地区時期別遺構一覧

住居跡 土 塘 焼 十 集 石 FC集中 合
三」
同’

旧石器時代 (） 7 (） 1 8{ ）

縄文時代前期 1 ’ 0 (） ２

犯

( 1

縄文時代中期 ２ 6 り貝
fJLJ 50

擦文時代 (） ］ 1 ２{ ） (）

△

口

三 1
日’ ３ ７ qQ

JqJ ］ 506

表Ⅵ－1-2 C地区出土土器・土製品集計

焼 土 FC集中 集 石 包含層|ｸﾘｯﾄ不明’集 石 包含層 グリッド不明住居跡
~L

塘一l一
ヘ
ロ 計

縄文時代早期
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VI C地区の遺構とその遺物

表VI-1-3 C地区出土石器一覧
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Ⅵ C地区の遺構とその遺物

2 住居跡

C地区では3軒の住居跡を検出した。調査区域北東側で検出したH-15は床面と覆土からII群b－

2類大麻V式土器が出土しており、覆土および竪穴の黒色土の落ち込みからⅡI群a類円筒上層式土器

が出土していることから、縄文時代前期後半期のものと考えられる。 この竪穴の北にはLP-18があ

る。 この周辺には他に遺構もないことから、両者に何らかの関連があることが考えられる。調査区域

北西側で検出したH-16は掘り込みを検出しえなかったが、柱穴を4本確認した。昨年度の調査でこ

の南側に同様の大きな自然の落ち込みがあったが、あるいはそれも掘り込みが浅く柱穴をもたない住

居跡だった可能性もある。H-16に隣接してⅦ層で検出したLP-19、 LF 45．46･47．48の焼土群

およびFC-4があるが、 これらはH-16の付属施設の可能性もある。 この一帯のV層からはⅢ群a

－4類萩ヶ岡1式およびⅢ群a－5類萩ヶ岡2式の土器片が多く出土していることから、H-16は縄

文時代中期前半萩ヶ岡1 ･ 2式期の住居跡と考えられる。調査区域南東で検出したH-17は、 2/5ほ

どが調査区域外にある。 このあたりは耕作による撹乱を受けていることに加えてⅦ層まで削平されて

いるために包含層がほとんど失われていた。そのため周辺の遺物と対照することはできないが、覆土

からⅡI群b類土器がややまとまって出土していることから、中期後半の住居跡と考えられる。 （鎌田）

表Ⅵ－2-1 C地区住居跡一覧

遺構名｜中心位置｜規模長軸長x短軸長x確認面から"深さn' |検出/構築層位｜ 付属施設 出土遺物・備考 時期

5.68/5.11×4.65/4.22×0.48 V中位/V中位H 15 H 139 炉2，柱穴2，

小土塘1．

土器片40,

石器類102.

縄文時代

前期後半

掘り込みを確認できずH-16 G-101 柱穴4 縄文時代

中期前半

m/v LF 45～48,

FC-4隣接．

Q 1qQ
ツ ユリ』 W/v中位H-17 2.23／1．96×(1.41)/(1.34)X

0．34

９
２

●

９

４

片

類

器

器

土

石

縄文時代

中期後半

なし

H-15

位置G-139･140、H 139． 140

規模5.68/5.11×4.65/4.22×0.48m

調査V層調査中、H-140区で土器がまとまって検出された。周辺の包含層は遺物の分布が少な

い部分であることから、H-139区の北側と西側に沿ってトレンチをいれるとともに周辺を精査したと

ころ、Ⅶ層を掘り込んだ床面および、黒色土の落ち込みとその外側に広がる掘り揚げ土を検出したこ

とから、竪穴住居跡であることを確認した。

覆土は大きく、 V層の流れ込みの黒色土、掘り揚げ土の流れ込みでⅧ層の軽石を多く含む黄褐色系

土、炭化物を多く含み床面を覆う灰褐色系土からなる。 V層の下部から覆土の上部にかけて、約200点

のⅢ群a類土器が出土した。住居廃絶後、覆土が堆積した段階で、土器廃棄場として利用されたもの

と思われる。

平面形は南側がやや狭まり、長軸がほぼ南北の長方形を呈する。北側と東側の一部は風倒木・木根

による攪乱で破壊されている。西から南にかけては、立ち上がりは丸みをもっており、壁は垂直に近

いが、他の部分は、G-139． 140区、H 140区を誤ってⅦ層上面まで掘り下げてしまっていたことと

攪乱による破壊のため、ほとんど検出できなかった。床面は、H 139区にあたる部分は、Ⅷ層近くま

で掘り込まれ堅くしまっているカヌ、北側から東側にかけての掘り込みはⅦ層までで、軽石がぽろぽろ

と浮いてくる状態であった。炉は2カ所検出された。いずれも3～5cmほどのごく浅い掘り込みをも
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Ⅵ C地区の遺構とその遺物
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Ⅵ C地区の遺構とその遺物

つもので、掘り込み底面のⅧ層の堅くしまった軽石層は、部分的に焼けて明赤褐色を呈していた。焼

けている範囲は狭く、層も薄い。HF-1はほぼ長軸上に、HF-2は長軸を三等分した北寄りに位

置する。柱穴は2カ所検出し、いずれも直立する。ほかに、住居跡に付属する土曠を1基検出した。

覆土にはⅧ層の軽石が多く混入し、堅くしまっている。規模は異なるが、恵庭市柏木B遺跡、江別市

大麻V遺跡等の縄文時代前期後半の住居跡に見られる中央ピットに類するものと思われる。

床面直上から出土した炭化材を用い放射性炭素年代測定を行ったところ、 3,040±50BPの値が得ら

れた（Ⅸ章5節)。床面出土の土器等から推定される本住居跡の年代とは異なるものであり、原因とし

ては、サンプルが不適切なものであったこと、測定の誤差などが考えられる。今後検討を要するもの

である。 また、床面直上の土壌を1mメッシュを単位にサンプリングし、フローテーション法により

炭化植物種子の検出を試みたが、選別できた種子はすべて未炭化の現生種であった。サンプル採取時、

あるいは乾燥時の混入と思われる。

遺物覆土からIⅡ群a類土器が、覆土と床面からII群b－2類土器が出土している。床面の土器

は底部破片で、小破片のため掲載できなかった。石器では石斧7類・石斧剥片の多さが目立つ。 また

砥石も2点出土している。両者とも、特に床面付近からの出土数が包含層と比較して多い。住居跡内

から石斧の完成品は出土していないが、本遣構内で石斧の製作が行われていた可能性が考えられる。

l～5は覆土から、 6～8は流れ込みのV層から出土したものである。 1 ･ 2はII群b 2類であ

る。 1の口唇部断面形は外傾し、口唇部には縄文が施文された後、縄線文が加えられている。体部お

よび口縁部内面に羽状縄文を施し、口縁部には3条の縄線文が加えられている。 2は器面内外面に斜

行縄文が施され、外面には3条の縄線文が認められる。いずれも胎土に多量の繊維を含む。器面調整

は粗雑である。 3～7はⅢ群a－2類で、いずれも胎土に繊維を含み、内面調整は丁寧である。 3の

表Ⅵ－2－2 表Ⅵ－2-3 H-15出土石器一覧
H-15出ii器一覧 ドリルつまみ付きﾅｲﾌ Rﾌﾚｲｸ剥片石斧砥石礫･礫片石製品｜ 計
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Ⅵ C地区の遺構とその遺物

口縁部には、斜行縄文施文後、縄文が加えられた鎖状の貼付文が施されている。 4は体部破片で、羽

状縄文施文後、絡条体圧痕文が施された貼付文が施されている。 5は器面外面に結束羽状縄文が施さ

れた後、口唇に縦位の貼付文が施され、口縁部では上下を2本一組の細い貼付文で区画した中に、 2

本一組の弧状およびドーナツ状の貼付文が加えられている。口唇端部・貼付文上には撚糸文が加えら

れている。 6は撚糸文が加えられた細い貼付文と半裁竹管状工具内面の刺突文が施されたもの。 7の

口縁部は大きく外反し、口唇部断面形は切出状である。体部には羽状縄文が施されている。 8は体部

に斜行縄文が施されたⅢ群a類の底部破片である。胎土に繊維・砂粒を含む。

9は床面出土のドリル。頁岩製と思われる。腹面下部に一部摩耗がみられる。 10も床面出土で、つ

まみ付きナイフ1c類。メノウ製で白色を呈する。下端は尖る。 11は覆十卜面出土のつまみ付きナイフ

2類。 12．13はともに砂岩製の砥石。 13は床面直上出土。 よく似た石材を用いており、いずれも両面

を使用している。

時期床面および覆土出土の土器から、前期後半大麻v式期の住居跡と思われる。 （柳瀬）

H-16 (図Ⅵ－2－3、Ⅶ 3 12、表Ⅵ－2－1 ． 6、Ⅶ－3-2)

位置F-101 ･ 102, G-101．102

規模4本の柱穴が南を短辺とした台形に並んでおり、 表Ⅵ－2-6 H-16付属施設一覧

短辺側のHSP-2とHSP-3の柱穴中心間の距離は4.38

m、長辺側のHSP-1とHSP-4の柱穴中心間の距離は

6.44m、東斜辺側のHSP-1とHSP-3の柱穴中心間の距

離は3.38m、西斜辺側のHSP 2とHSP-4の柱穴中心間

の距離は3.39mである。

調査調査区域の北側はV層中位まで耕作による撹乱を

受けていた。残存するV層の調査中に長径12m、短径8m程の不整形の黒色土の落ち込みを検出した。

トレンチを入れて土層断面を観察したが明瞭な掘り込みは確認できず、土の堆積状況も自然堆積であ

った。周辺を精査したが遺構を示す痕跡は検出されなかった。地形は北東から南西にゆるやかに傾斜

しており、昨年度の調査ではこの南西に大きな自然地形による窪みがあった。そのため黒色土の落ち

込みはこれに繋がる雨水によりできた自然地形の窪みと判断した。そこで土層観察用のベルトを残し

てさらに掘り下げたが遺構の痕跡は検出できず、遺構を思わせる遺物も検出されなかった。土居断面

の観察でも自然堆積と思われたため、断面を記録しないでベルトを除去して精査したところ、 この窪

みの北東側に隣接するⅦ層上面でLP-19を検出した。 また窪みの東南側に隣接するⅧ層上面でLF

45～48およびFC-4を検出した。再度精査したところⅧ層上面でHSP 1～4の柱穴を検出し

た。柱穴は南側を短辺、北側を長辺とする台形に並んでいる。検出した順に長辺の東側をHSP-1、

短辺側の西側をHSP-2、短辺の東側をHSP-3、長辺の西側をHSP 4とした。

HSP-1は平面形は開口部はほぼ円形、底は南西一北東を長軸とする楕円形である。開口部は長

径24cm、短径22cm､~底は長径13cm、短径1Ocm、検出面からの深さは39cmを計る。底は丸みを帯び、中心

は開口部の中心よりも北東側に寄っている。壁は上部が開き、直線的に立ち上がる。壁面は滑らかで

堅く締まっている。覆土は底の壁側に径0.5cmほどのⅧ層土をわずかに含むV層土混じりのⅧ層土、そ

の上に径0.5cmほどのⅧ層土をわずかに含むV層土とⅦ層土の混じった土、径0.5cmほどのⅧ層土を含

むV層土混じりのⅦ層土が堆積している。

HSP-2は平面形は開口部はほぼ円形、底は南西一北東を長軸とする楕円形である。開口部は長

’

56

名称

HSP－1

HSP 2

HSP－3

HSP 4

用途

羊柱穴

羊柱穴

主柱穴

聿杵穴

|規模長径x短径K深さⅧ
0．24×0．22×0．39

().24×0．22×0．35

0．23×0．20×0．38

0．19×0．18×0．41
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1 :褐色土 (Ⅶ＞V，径0. 5cm程のEn－Pを僅かに含む）

2 :暗褐色土(V+Ⅶ,径0. 5~2cmのEn Pを僅かに含む）

3 :暗褐色土(V+Ⅶ， 径0. 5cm程のEn－Pを僅か|こ含む）

〈HSP－4土層注記〉
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〈HSP-1土層注記〉

1 ：褐色土 (Ⅶ>V， 径0. 5~2cmのEn Pを含む）

2 :暗褐色土(V~+Ⅶ, 径0. 5cm程のEn-Pを僅か|こ含む）

3 ：褐色土 （Ⅶ＞V，径0. 5cm程のEn－Pを僅かに含む）

〈HSP 3土層注記〉

1 ;黒褐色土（V>Ⅶ， ボソボソ）

2 :暗褐色士（V＋Ⅶ）

3 ：黒褐色土（v＞Ⅶ）

図VI-2-3 H－16
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径24cm、短径22cm、底は長径19cm、短径16cm、検出面からの深さは35cmを計る。底は丸みを帯び、中心

は開口部の中心よりもやや北東側に寄っている。壁は上部が開き、直線的に立ち上がる。壁面は滑ら

かで堅く締まっている。覆土は底に径0.5cmほどのⅧ層土をわずかに含むV層土とⅦ層土の混じった土

が堆積する。 この上に径0.5～2cInほどのⅧ層土をわずかに含むV層土とⅦ層土の混じった土が厚く堆

積し、 この土の開口部側の壁際には径0.5clnほどのⅧ層土をわずかに含むV層土混じりのⅦ層土が堆積

している。

HSP-3は平面形は開口部・底とも南西側が突出する不整形である。開口部は長径23cm、短径20

cm、底は長径16cm、短径9cm、確認面からの深さは38cmを計る。底は平坦で、中心は開口部の中心と

ほぼ重なる。壁は南側は中ほどまでは直線的に垂直に立ち上り、中ほどからは外側にゆるやかに膨ら

み開口部付近で再び直線的に垂直に立ち上がる。北側の壁は底から中ほどよりやや開口部側までは直

線的に外側に開き気味に立ち上がり、その上は内側にゆるやかな「く」の字状をなす段があり、再び

直線的に外側に開き気味に立ち上がる。 これら以外の壁は直線的に外側に開き気味に立ち上がる。壁

面は中ほどから下は滑らかで堅く締まっているが、それより上は崩れやすい。覆土は底にⅦ層土混じ

りのV層土が堆積し、 この上にはV層土とⅦ層土の混じった土が厚く堆積する。その上にはボソボソ

のⅦ層土混じりのv層土が堆積している。

HSP-4は平面形は開口部はほぼ円形、底は南一西を長軸とする楕円形である。開口部は長径19

Cm、短径18cm、底は長径9cm、短径7cm、検出面からの深さは41cmを計る。底は平坦で、中心は開口

部の中心から南側に寄っている。壁は底から深さの1/4ほどの部分までは外側にゆるやかに開いて曲

線気味に立ち上がる。そこから上は外側に開きながら直線的に立ち上がる。壁面は滑らかで堅く締ま

っている。覆土は底に径0.5cmほどのⅧ層土を含むV層土とⅦ層土の混じった土が堆積し、その上には

径0.5～2cmほどのⅧ層土を含むV層土とⅦ層土の混じった土が厚く堆積する。その上にはボソボソの

Ⅶ層土混じりのV層土が堆積している。

これらの柱穴を検出するに至るまで竪穴の掘り込みを検出できなかったことから、自然地形の窪み

を利用した掘り込みの浅い竪穴住居と考えられる。また、 これらの柱穴に隣接して検出したLP-19、

LF 45～48およびFC 4は、 この住居跡の付属施設の可能性がある。

遺物上述のような経緯で住居跡自体に由来する遺物については認識しえなかったが、周辺(E

～G-100～104区のV層）からは、Ⅲ群a類の土器片が489点(F 101区71点、 F-102区32点、 F-

103区302点、G-102区13点など) (Ⅲ群a－4類12点、Ⅲ群a 5類62点、形式不明415点）出土して

いる。参考までに図Ⅶ－3-12に掲載したこの周辺から出土した土器片71･80．87･88について記述し

ておく。

71はF-101区のV層下位、G-100区のV層中位、G-101区のV層中位から出土した破片が接合し

たⅢ群a－4類の深鉢形土器の口縁突起左側の口縁である。貼付帯には爪による刻みがあり、地文は

RL+LRの結束羽状縄文である。内面は磨かれている。焼成は良好、胎土にはわずかに砂粒を含ん

でいる。色調は器面・内面とも暗褐色である。 この個体の破片はF-101区、 F-103区、G-100区、

G-101区、G 103区から8点出土している。

80はF-101区のV層下位から出土したⅢ群a－5類深鉢形土器の突起直下の口縁である。突起は欠

損している。突起下に粘土塊を貼り付けて肥厚させ、口縁には貼付帯を巡らせている。地文はLR横

回転の斜行縄文である。貼付帯には棒状工具による沈線と浅い角度からの刺突が施され、突起下の肥

厚させた部分から下にはさらに縦位に粘土紐を貼り付けている。縦位貼付帯は棒状工具により交互に

斜めに刻まれ、突起下の肥厚させた部分と縦位の貼付帯の下の器面には同じ工具により横位の沈線が
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引かれている。内面は平滑である。焼成は良好、胎土にはわずかに砂粒を含んでいる。色調は器面・

内面とも暗褐色である。 この個体の破片はF 101区、 F-102区、 F-103区から12点出土している。

87はG-100区のV層下位、G-101区のV層中位から出土したⅢ群a－5類深鉢形土器の文様帯で

ある。地文にはLRとRLの縄文が認められる。地文を施した上に縦位に間隔の狭い粘土紐を貼り付

け、その間に短い横位の粘土紐を貼り付けて繋いでいる。縦位の2本の貼付帯の両側には横位に粘土

紐を貼り付けている。 これらの貼付帯には棒状工具により沈線や浅い角度からの刺突が施されている。

内面は横にナデ調整されている。焼成は良好、胎土にはわずかに砂粒を含んでいる。色調は器面は暗

褐色、内面は明褐色である。 この個体はF-101区、 F-102区、 F 103区、G-100区、G-101区か

ら14点出土している。

88はF-102区のV層下位から出土したⅢ群a－5類深鉢形土器の文様帯である。地文にはLRとR

Lの縄文が認められる。地文を施した上に縦位に間隔の狭い粘土紐を貼り付け、その間に短い横位の

粘土紐を貼り付けて繋いでいる。縦位の2本の貼付帯の右側には横位の粘土紐の貼り付けが認められ

る。 これらの貼付帯には棒状工具により沈線が施されている。内面は磨かれている。焼成は良好、胎

土にはわずかに砂粒を含んでいる。色調は器面が明褐色、内面は褐色である。 この個体はF 101～103

区から5点出土している。

時期この周辺の包含層から出土した土器の大半はⅢ群a類土器であり、型式を認識できるもの

では萩ヶ岡1 ． 2式土器がほとんどであることから、中期前半萩ヶ岡1 ． 2式期の住居跡と考えられ

る。 （鎌田）

H-17 (図Ⅵ－2－4、表Ⅵ－2－1 ． 6 ･ 7)

位置S-137･139

規模2.23/1.96×(1.41)/(1.34)×0.34m

調査調査区域南東の工事用道路の下の盛土と耕作土を除去すると、Ⅶ層まで耕作により撹乱さ

れていた。 この面を清掃したところ、黒色土の落ち込みを検出した。半割して土居断面の観察と壁の

検出により竪穴住居跡と確認した。覆土は竪穴の中央部分に暗黄褐色土、その上に褐色土と黒褐色土

が堆積しており、西壁側には黒褐色土、東壁側には褐色土と黒褐色土および黒色土が堆積しこれらを

V層の黒色土が覆っている。床面を精査したが炉および柱穴は検出されなかった。竪穴の2／5ほどは

調査区域外にある。

遺物覆土1層からⅢ群b類の土器片92点、石斧片1点、フレイク5点、覆土2層からフレイク

1点、床面からはRフレイク1点とフレイク2点、たたき石1点が出土した。周辺(R･S-138～140

のV層）からは、 I群b類1点(R-138区)、 ⅡI群a類10点(R-138区4点、R-139区4点、R-

140区1点、 S-138区1点)、Ⅲ群b類4点(R-138区）の合計15点の土器片が出土した。

1は竪穴の北東壁際の覆土1層から小さな破片が92点まとまって出土したⅢ群b類深鉢形土器の胴

下部～底部である。出土した土器片は全てこの
,丙些へ， へ－， －，金轄八、圭 卿上寺へγn ， 、 表Ⅵ－2-6 H-17出土遺物一覧
個体のもので8点が接合した。地文のLR+R

L結節羽状縄文が直立気味に立ち上がる底部ま

で施されている。内面はナデ調整されており、

底部の内面は剥落している。底面にはわずかに

凹凸がある。焼成は良好で、胎土には小礫を含

んでいる。色調は器面・内面とも黄褐色である。

III b Rﾌﾚｲｸﾌﾚｲｸ石斧片たたき石合計
覆土1 92 0 5 1 0 98

覆土2 0 0 1 0 0 1

床面 0 1 2 1 0 1 4

合計’ 92 ］ 8 1 1 ］ 」03
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底部の形状、地文、焼成、胎土からみてⅢ群b 2類柏木川式土器の可能性が高いが、 ここではIII群

b類と分類するに止める。 2は床面から出土した頁岩製のRフレイク、 3は床面から出土した花崗岩製
と思われるたたき石である。

時期調査区域の南東部一帯はⅦ層まで耕作による撹乱が及んでいるため、周辺の遣物と対照す

ることはできないが、覆土1層から出土した土器から中期後半の竪穴住居跡と考えられる。

（鎌田）

表Ⅵ－2-7 H-17掲載遺物一覧

瞠魑量一
H-17, 1,

H 17, 9,

H 17,10,

番-号
:＝＝＝＝＝＝＝

1

丁

3

層位（点数）

覆土1 (8)

床面（1）

床面(1)

分 類

IIIb

Rフレイク

たたき石

同一個体な と

H-17, 1,覆土1 (84)

(長さx幅x厚さcn') 4．4x5.6xl.7

(長さx幅x厚さcm)12.4x9.6x5.6
幽

石

岩

崗

頁

花

１

ｊ

質

質

材

材

ｉ

~

０

２

４

９

３

０８

１

ｊ

ｇ

ｇ

国

軍

日

三

重

重

Ｉ

~

3 土擴

C地区では7基の土壌を検出した。時期別の内訳は縄文時代前期後半1基(LP-18)、縄文時代中

期前半6基(LP-19･20．21･22･23･24)である。いずれの土曠もV層中から掘り込まれたもので

ある （表Ⅵ－3－1）。 これらの土曠は他の遺構との関係から3つのグループに分けられる。前期後半

大麻V式期の竪穴住居跡H-15 (H-139区）の北に近接するLP-18 (F-139区）はH 15に関係す

る土塘と考えられる。調査区域北西側で検出したLP-19 (E-102区）は中期前半萩ヶ岡1 ． 2式の

住居跡(G-101区）に関係する土曠と考えられる。調査区域南側のO～S-125～133区で検出したL

P 20･21･22．23．24はLF-58．59･60･61の焼土群と関係する中期前半萩ヶ岡2式の土曠と考え

られる。 これらの土塘群については第Ⅷ章で述べる。

これらの土堰からは土器片379点(III群a類373点、 IⅡ群b類6点)、三角形土製品1点、石器類5点、

礫・礫片5点の遺物が出土した。土塘によっては複数の個体が出土しており、遺物取上げの際には識

別できずに同一の遺物番号が付いてしまったものがある。それらについては掲載遺物一覧のなかで遺

物番号にアルファベットの小文字を付けて区別した（表Ⅵ－3－4 ． 8）。 （鎌田）

表Ⅵ－3-1 C地区土擴一覧

置

壬

圭

刊

丑

丑

丑

過

位

調

似

訓

鋤

妬

弱

調

、

，

，

Ｕ

１

Ⅱ

且

勺

ｌ

ユ

『

‐

１

４

↓

０

１

ユ

可

Ｉ

Ｌ

１

１

１

１

Ｉ

Ｌ

Ｊ

’

一

一

一

一

一

中

Ｆ

Ｅ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｓ

Ｒ

８

９

０

１

２

３

４

名

１

１

２

２

２

２

２

構
怪
径
降
怪

怪
仔
降

遺

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

９

０

１

１

２

２

~~
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

検出/構築層位 出土遺物･備考
Ⅶ上面/V 遺物なし.H 15近接．

Ⅶ上面/v 土器片(1),フレイク(2).H 16"

V中位/V中位土器片等(212),石鍼(1)

V中位/V中位土器片(4),礫･礫片(5)

V中位/v中位土器片(8),礫片(1)

VI/V中位土器片(147),石器類(2),礫片(1)

Ⅷ上面/V 土器片(8),焼礫(1)

土器片(1),フレイク(2).H 16隣接

規模 長輔長x鋤長x瞬間からの深さ、

0.77/0.31×0.64/0.28×0.22

0.99/().85×0.61/0.48×0.12

時期

縄文時代前期後半

縄文時代中期前半

縄文時代中期前半

縄文時代中期前半

2.06/1.78×1.64/1.45×0.37

1.82/1.49×1.46/1.16×0.42

2． 19

1.82

局 二~貢
1．lb

1．82×1.91

1．73×1.53

0．71×1．0()

1．31×().42

1．39×0．28

0．60×0．21

縄文時代中期前半

縄文時代中期前半

縄文時代中期前半
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H-17
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胴査区域外

30．0ア~ ア
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~ ~

盛土

虚
一
一

９２ ア
’

耕作撹乱

V、

｜

~

Ⅶ

・

価
3 433

~
~

〈H-1 7土層注記〉

1 ;黒色土 （V+Ⅷ，径

2 :黒褐色土 (V>Ⅶ，径

3 ：黒褐色土 （V＞Ⅶ）

4 :褐色± （V十Ⅶ）

5 ：暗黄褐色土（Ⅶ十Ⅷ， V

(V>Ⅶ，径

5～1cm）

0. 5～1 cmのEn Pを含む）

（V＞Ⅶ）

(V十Ⅶ）

(Ⅶ十Ⅷ， Vを含む）

漆凱 ､回~

~

郡

蕊 油

鷺

〆

妾亭』'里一 一一

慧壹： 2

図VI-2-4 H-17
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LP-18 (図Ⅵ－3－1、表Ⅵ 3-1)

位置F-139-c

規模0.77/0.31×0.64/0.28×0.22m

調査V・Ⅵ層の調査終了後、H 15の北に近接してⅦ層上面に黒色土の落ち込みがあった。半

割して掘り下げ、壊底と壁を確認して土塘と認定した。

開口部の平面形は北東壁と南西壁がわずかに張り出す不整形である。楕円形の曠底には小さな凹凸

がある。壁は明瞭だが北～東壁はゆるやかに立ち上がる。 V層から掘り込まれており、塘底はⅧ層中

にある。覆土は北側の壁際に暗褐色土、その上にはV層土主体の黒褐色土が堆積していた。いずれも

Ⅷ層土混じりである。縄文時代前期後半大麻V式期の竪穴住居であるH-15の北4mほどに位置する。

性格は不明である。 これらの周辺にはほかに遺構はなく、両者には何らかの関連があるものと考えら

れる。

遺物出土していない。周辺(E～G-138～140区のV層）からは、 I群b類1点(G 139区)、

II群a類2点(E 138区1点、G 139区1点)、 II群b－2類1点(G-139区)、 ⅡI群a類269点

(F-138区9点、 F 139区4点、G-139区206点、G-140区35点など)、 III群b類1点(E-138区)、

Ⅳ群b類1点(G-139区)、Ⅳ群c類3点(G-138区)、 V群c類1点(F 140区）の土器片ｶﾇ出土

している。

時期周辺から出土している土器片は中期前半のものが大半を占めるが、周辺にはほかに当該期

の遺構はない。隣接するH-15との関連から前期後半大麻V式期と思われる。

’

LP-19 (図Ⅵ－3－1、表Ⅵ－3 1 ． 2)

位置E-102 c

規模0.99/0.85×0.61/0.48×0.12m

調査H 16の北東に隣接してⅦ層上面で黒色土の落ち込みを検出した。半割して掘り下げ、堰

底と壁を確認して土墳と認定した。

開口部、塘底の平面形は楕円形である。曠底はおおむね平坦である。壁は明瞭でゆるやかに立ち上

がる。 V層から掘り込まれており、塘底はⅧ層に達している。覆土はV層土混じりのⅧ層土の上に、

Ⅶ層土混じりのV層土が堆積している。用途は不明であるが、H-16 (F-101･102区、G-101区）

に隣接しており、南西にLF-45 (F 102区) ･LF-46～48 (G-102区)、南にFC-4 (F-103

区）があるという位置関係から、H 16の付属施設の可能性がある。

遺物覆土からⅢ群b類と思われる土器片1点、Rフレイクとフレイクが各1点出土した。周辺

(E～G-100～104区のV層）からは、 III群a類の土器片が489点(F 101区71点、 F 102区32点、

F-103区302点、G-102区13点など) (Ⅲ群a－4類12点、 III群a 5類62点、型式不明415点）が出

土している。参考まで図Ⅶ－3－12にこの周辺から出土した土器片（71．80．87．88）を掲載した。遺

物の説明は前項のH 16で述べた。 71は萩ヶ岡l式、

80．87．88は萩ヶ岡2式である。 表Ⅵ-3-2 LP-19出土遺物一覧

｜

口

時期覆土からIII群b類と思われる土器片が出土

したが、摩耗した小片のため判別し難い。H-16の付

属施設とすれば縄文時代中期前半萩ヶ岡1 ． 2式期と

考えられる。
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LP-18 LP-19

~l

~rF,39c 訓 ＋
~，

E102c

､邦巨
J奇習

26.8ウ~ ヴ

〈LP－1 9土層注記〉

1 ；黒褐色土 （V＞Ⅶ）

2 ：暗黄褐色土（Ⅷ＞V）

＞

、 鼎

y 29p39 。
N

①
国 26．60

58

2659

り〆
上
~U

G139a +FTO2d

29．20ア~ 画

〈LP 1 8土層注記〉

1 :黒褐色±(V>Ⅶ‘ 径0. 5~3cmのEn Pを含む,粘性ありよく締る）

2 :暗褐色土(V+Ⅶ,径0. 5~3cmのEn-Pを含む,粘性ありよく締る)

LP-20

十
O130d +Ol31a

鰯叩~28．32

1

ザ

I

3

28．31

隷遺
《蝿溌-口

4

エ
’ エ

ー

2834

』

28．31

28．5エ~ ヱ
’

6

尹蓬
士と

亀
7′二､8‐ 9

霧
〈LP 20±層注記〉

1 ;黒褐色土（V>Ⅶ，径2cm程のEn-Pを僅か|こ含む）

2 :黒褐色土(V>Ⅶ，径2cm程のEn-Pを含む）

3 ：暗褐色土（V＞Ⅶ）

4 :暗褐色土(V+Ⅶ，径0. 5cm程のEn-Pを含む）

5 ;暗褐色土（V十Ⅶ，径0. 5cm~2cmのEn Pを含む）

glVI-3-1 LP-18･19･20
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Ⅵ C地区の遺構とその遺物

LP-20 (図Ⅵ－3－1、表Ⅵ－3-1 ･ 3 ． 4)

位置O-130-d

規模2.06/1.78×1.64/1.45×0.37

調査V層中位調査中にⅢ群a－5類の土器片を中心とする遺物が拡がる面があった。精査した

ところ楕円形の黒色土の落ち込みを検出した。半割し塘底と壁を確認して土壌と認定した。

開口部・曠底の平面形は楕円形である。塘底にはわずかに凹凸がある。壁は明瞭で直線的に立ち上

がる。 V層中位から掘り込まれており、堰底はⅧ層に達している。覆土は壁側にⅧ層土を含むV層土

とⅦ層土の混じった土、中央部にⅦ層土混じりのV層土が堆積し、それらの上にⅧ層土を含むV層土

とⅦ層土の混じった土、 V層土主体の土が堆積している。西に隣接して同規模の土塘LP-21 (P-

129区）がある。 また、南西に近接してLF-58 (R-129区）がある。覆土が埋め戻しの土である点、

および周辺の遺物出土状況、ほかの遺構(LP-21、 LF 58) との位置関係から墓曠と考えられる。

遺物土器片211点（覆土からⅢ群a類202点、 III群b類3点、塘底からⅢ群a類6点）三角形土

製品1点（覆土l層)、石鍼1点（覆土1層）が出土した。周辺(N～P-129～131区のV層）からは、

II群a類8点(O-131区4点、 P-130区2点、N-130区1点、 P-129区1点)、Ⅲ群a類808点

(O-130区347点、O-131区105点、 P-130区183点など) (Ⅲ群a－1類6点、Ⅲ群a－2類19点、

Ⅲ群a－3類55点、 ⅡI群a－4類17点、 ⅡI群a－5類82点、型式不明629点)、Ⅲ群b類53点(O-130

区17点、 P-129区12点、 P-130区16点など)、Ⅳ群a類269点(P-130区)、Ⅳ群c類39点(N-129

区3点、N-130区10点、O-129区23点、 P 129区3点)、 V群a類178点(O-129区7点、O-130

区150点、 P-130区21点)、 V群c類12点(N-129区3点、N-130区6点、O-130区1点、 P-130

区2点）の土器片が出土した。 これらのうちV層中位ではⅢ群a類が多い。なお、同じ遺物番号の土

器片のうち複数の個体が識別できたので、掲載遺物一覧の中で遺物番号にアルファベットの小文字を

付けて区別した。

lは覆土2層から出土したⅢ群a 5類深鉢形土器の口縁突起左側部分である。 この個体の破片は

覆土1 ･ 2層から47点出土した。器面に半裁竹管状工具による右下がりの沈線文が施されている。内

面は平滑である。焼成は中程度、胎土にわずかに火山灰を含む。色調は器面・内面とも暗茶褐色であ

る。 2は覆土2層から出土したⅢ群a 5類深鉢形土器の文様帯である。 この個体の破片は覆土2層

から7点出土している。地文にLR+RLの結束羽状縄文を施した後で貼付帯を半裁竹管状工具によ

り右上がりに刻んでいる。内面は平滑である。焼成は良好、胎土は徴密である。色調は器面・内面と

も明茶褐色である。 3は覆土2層から出土したⅢ群a－4類深鉢形土器の文様帯である。 この個体の

破片は覆土2層から5点出土しており2点が接合した。器面が摩耗しており判別し難いが、地文はL

R+RLの結束羽状縄文と思われる。貼付帯は爪により刻まれている。内面は平滑である。焼成は中

程度、胎土にはわずかに砂粒を含む。色調は器面・内面とも黄褐色である。 4は覆土1層から出土し

たⅡI群a 5類深鉢形土器の文様帯である。 この個体の破片は覆土1層から15点出土している。垂下

する貼付帯と器面に細目の半裁竹管状工具による押引文がある。内面は磨かれている。焼成は良好、

胎土にはわずかに砂粒を含む。色調は器面が暗褐色、内面は黒褐色である。 5は覆土l層から出土し

たⅢ群a 3類深鉢形土器の、口縁と文様帯を橋梁状に繋ぐ貼付帯である。 この個体の破片は覆土1

層から8点出土している。粘土紐を横方向に貼り付け、その上から半裁竹管状工具により縦に刻んで

いる。焼成は良好、胎土にはわずかに砂粒を含む。色調は暗褐色である。 6は覆土2層から出土した

III群a類深鉢形土器の胴下部である。 この個体の破片は覆土2層から35点出土しており6点が接合し

た。地文はLR斜行縄文である。底部側の形状は外反気味であるため、底部は張り出すものと思われ
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VI C地区の遺構とその遺物

る。内面は磨かれている。焼成は良好、胎土は綴 表Ⅵ-3-3 LP-20出土遺物一覧

密である。色調は器面が暗黄褐色、内面は黒褐色

である。 7は覆土1層から出土したⅢ群b類深鉢

形土器の胴部である。 この個体の破片は覆土1層

から3点出土している。地文にRL+LRの結束

羽状縄文が施されている。内面はナデ調整されて

いる。焼成は良好で堅く焼き締まり、胎土にわず

llla nlb 三角形土製品 石鍼｜合計
覆土1 59 3 1 1 64

覆土2 132 0 0 0 132

覆土5 11 0 0 0 11

曠底 6 0 0 0 6

合計 ’0＆ ’ 3 」 ■ 面I；

０’０’１

かに砂を含む。色調は器面・内面とも暗黄褐色で

ある。 8は覆土1層から出土した三角形土製品である。器面が摩耗しており地文は判別し難い。内面

は平滑である。焼成は中程度で、胎土にはわずかに砂粒を含む。色調は器面が赤黄褐色、内面は黒褐

色である。Ⅲ群a類土器の破片を加工したものと思われる。 9は覆土5層から出土した2c類に分類さ

れる有茎の石擁である。石材は黒曜石、重量は3.09である。

時期覆土および周囲から出土した土器片から、縄文時代中期前半萩ヶ岡2式期と考えられる。

表Ⅵ－3-4 LP-20掲載遺物一覧

分類 同一個体など
IIIa LP-20, 2a,覆土2 (30)．同, 3d,覆土1 (16)． 47点中の1点．

IIIa LP 20, 2b,覆土2 (6)． 7点中の1点．

IIIa LP－20, 2c,覆土2 (4). 5点中の1点．

IIIa LP 20, 3d,覆土1 (14)． 15点中の1点．

IIIa LP-20, 3a,覆土1 (7)． 8点中の1点．

IIIa LP-20, 2e,覆土2 (29). 35点中の6点．

IIIb LP-20, 3b,覆土1 (2)． 3点中の1点．

三角形土製品 （長さ×幅×厚さcm) 3．5×3.4×0.9 (重量g) 7.8

石擁 （長さ×幅×厚さcm) 3．6×1.9×1.8 (重量g) 3．0 (材質）黒曜石

LP 20, 2b,覆土2 (6)． 7点中の1点．

LP－20, 2c,覆土2 (4). 5点中の1点．

LP 20, 3d,覆土1 (14)． 15点中の1点．

LP-20, 3a,覆土1 (7)． 8点中の1点．

LP-20, 3b,覆土1 (2)． 3点中の1点．

(長さ×幅×厚さcm) 3．5×3.4×0.9 (重量g) 7.8
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LP-21 (図Ⅵ－3－2、表Ⅵ 3-1 ･ 5)

位置P-129-d

規模1.82/1.49×1.46/1.16×0.42m

調査V層中位調査中にIⅡ群a－5類の土器片を中心とする遺物が拡がる面があった。精査した

ところ楕円形に黒色土が落ち込む部分を検出した。半割し、曠底と壁を確認して土墳と認定した。

開口部・塘底の平面形は楕円形である。擴底は西側がやや窪んでいる。壁は明瞭で直線的に立ち上

がる。 V層中位から掘り込まれており、墳底はⅧ層に達している。覆土は塘底にV層土混じりのⅧ層

土、西壁側にV層土を含むⅦ層土主体の土が堆積し、その上にⅦ層土混じりのV層土が堆積している。

東に隣接して同規模の土擴LP-20 (O-130区)、南西に近接してLF-58 (R-129区）がある。ま

た、西にはLP-22 (Q-126区)、 LP-23 (S-125区）がある。覆土が埋め戻しの土である点、お

よび周辺の遺物出土状況、ほかの遺構(LP-20、 LF-58) との位置関係から墓塘と考えられる。

遺物覆土からIⅡ群a類土器片4点、礫3点、礫片2点が出土した。周辺(O～Q-128～130区

のV層）からは、 II群a類13点(O-128区2点、 P-130区2点、Q-129区5点など)、Ⅲ群a類805

点(O-130区347点、 P-129区54点、 P-130区183点、Q-128区77点など) (III群a－1類4点、Ⅲ
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群a－2類9点、Ⅲ群a－3類53点、 ⅡI群a－4類18点、 ⅡI群a－5類75点、型式不明646点)、Ⅲ群

b類74点(O 130区17点、 P-129区12点、 P-130区16点など)、Ⅳ群a類269点(P-130区)、Ⅳ群

c類100点(O-129区23点、 P-128区22点、Q-128区51点など)、 V群a類179点(O-129区7点、

O 130区150点、 P-130区21点など)、 V群c類14点(O-

130区1点、 P-130区2点、Q-129区11点）の土器片が出 表Ⅵ-3-5 LP-21出土遺物一覧

土している。 これらのうちV層中位ではIⅡ群a類が多い。

なお、覆土から出土したⅢ群a類土器片は小破片のため掲

載していない。

時期覆土および周囲から出土した土器片から、縄文

時代中期前半と考えられる。また、東に隣接するLP-20

との関連から萩ヶ岡2式期と思われる。

LP-22 (図Ⅵ－3－2、表Ⅵ－3-1 ･ 6)

位置Q-126-d

規模2.19/1.82×1.91/1.31×0.42m

調査v層中位調査中に楕円形に黒色土が落ち込む部分を検出した。半割して堰底と壁を確認し

て土墳と認定した。

開口部・塘底の平面形は楕円形である。塘底は平坦である。壁は明瞭で直線的に立ち上がる。 V層

中位から掘り込まれており、墳底はⅧ層に達している。覆土は壁際にV層土とⅦ層土の混じった土、

その上と墳底にはⅧ層土を含むV層土とⅦ層土の混じった土が堆積し、それらの上にⅧ層土を含むⅦ

層混じりのV層土が堆積している。西に隣接してLP-23 (S-125区)、東にLP-20 (O-130区) ･

LP-21 (P-129区）がある。 また、南西に近接して、 LF-59･60･61 (S-126区）がある。覆土

が埋め戻しの土である点、および周辺の遺物出土状況やほかの遺構(LP-20･21．23、 LF-59･60･

61) との位置関係から墓曠と考えられる。

遺物覆土からⅢ群a類の土器片6点、Ⅲ群b類の土 表Ⅵ－3-6 LP-22出土遺物一覧

器片2点、礫片1点が出土した。周辺(P～R-125～127

区のV層）からは、 Ⅱ群a類2点(R-126区)、 IⅡ群a

類228点(P 127区70点、Q 125区27点、Q-126区12点、

Q-127点41点など) (Ⅲ群a 2類8点、 ⅡI群a－3類3

’
点、 III群a－4類1点、 IⅡ群a－5類13点、型式不明203点)、

IⅡ群b類47点(Q-125区6点、Q-126区1点、R-125区12点、R 126区15点など)、Ⅳ群c類183点

(P-126区30点、Q-126点28点、Q-127区120点など)、V群a類2点(Q-127区)、 V群c類13点

(Q-127区8点、R-126区3点、R 127点2点）の土器片が出土した。 これらのうち、 V層中位で

はⅡI群a類が多い。覆土から出土した土器片は小破片のため掲載していない。

時期覆土から出土した土器片や周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。

また、東に隣接するLP-23との関連から萩ヶ岡2式期と思われる。
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VI C地区の遺構とその遺物
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〈LP-22土層注記〉

1 :黒褐色土（V>Ⅶ,径0. 5~2cmのEn-Pを含む）

2 :暗褐色土(V＋Ⅶ， 径0‘ 5~2cmのEn-Pを含む）
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Ⅵ C地区の遺構とその遺物

LP-23 (図Ⅵ－3 3、表Ⅵ－3 1 ･ 7 ． 8)

位置S-125-a

規模1.82/1.73×1.53/1.39×0.28m

調査Ⅵ層調査中に楕円形に黒色土が落ち込む部分を検出した。半割して曠底と壁を確認して土

壌と認定した。

開口部・曠底の平面形は卵形である。塘底は平坦である。壁は明瞭で直線的に立ち上がる。v層（中

位と推定）から掘り込まれており、填底はⅧ層に達している。覆土は西側の曠底と壁際にv層土、そ

の上と東側の曠底・壁際にⅧ層土を含むv層土とⅦ層土の混じった土が堆積する。 これらの上の東壁

際にはV層土とⅦ層土の混じった土、その上にV層土とⅧ層土の混じった土が堆積する。東に近接し

てLP-22 (Q-126区)、 さらに東にはLP-20 (O-130区） とLP-21 (P-129区）がある。また、

南東に近接して、 LF-59･60･61 (S-126区）がある。覆土が埋め戻しの土である点、および周辺

の遺物出土状況やほかの遺構(LP-20．21．22、LF-59．60･61) との位置関係から墓塘と考えら

れる。

遺物覆土からIII群a類の土器片144点、スクレイパー1点、 ドリル1点、礫片1点、塘底からは

III群a類の土器片3点が出土した。周辺(R･S-125．126区のV層）からは、 II群a類24点(R-

126区2点、 S-126区22点)、Ⅲ群a類154点(R-125区15点、R-126区22点、 S 125区53点、 S-

126区64点) (Ⅲ群a－2類6点、 III群a－3類2点、 IⅡ群a－4類1点、 IⅡ群a－5類22点、型式不

明123点)、Ⅲ群b類56点(R-125区12点、R-126区15点、 S-125区14点、 S-126区15点)、Ⅳ群c

類29点(R-126区2点、 S-126区27点)、 V群c類6点(R 126区3点、 S-125区1点、 S-126区

2点）の土器片が出土した。 これらのうちV層中位ではⅢ群a類が多い。なお、同じ遺物番号の土器

片のうち複数の個体が識別できたので、掲載遺物一覧の中で遺物番号にアルファベットの小文字を付

けて区別した。

lは覆土1層から出土したⅡI群a－5類深鉢形土器である。推定口径16.5cm、現存器高33.4cmを計

る。口縁～胴下部の1/2が現存する。 4個の台形突起のうち1個が現存する。突起は頂部が指頭の押

圧により凹む台形である。地文にLR横回転の斜行縄文を施してから突起に化粧粘土を塗り、粘土紐

を貼り付けている。突起の化粧粘土の剥がれた部分の器面には地文が認められる。 この突起の化粧粘

土を貼り付けた縁には半裁竹管状工具により側縁に沿って縦に沈線を引き、 さらにその上に横位に沈

線を引いている。口縁には突起に繋がる2本の貼付帯が巡り、貼付帯は半裁竹管状工具により斜めに

刻まれている。 2本の貼付帯の下の口縁部には同じ工具による横位の沈線が引かれ、貼付帯との間に

鋸歯状の沈線が施されている。突起下には横断面三角形を呈す粘土塊を貼り付けた小突起をもつ。小

突起の下には2連の縦長の鎖状を呈した粘土紐の貼り付けがある。各々の縦長の鎖状粘土紐の間の器

面には半裁竹管状工具による横位の沈線文が施されている。小突起にはその稜から左右に半裁竹管状

工具による横位の沈線文、稜線には縦位に同じ工具による沈線が引かれている。縦長の鎖状を呈した

粘土紐の貼り付けには半裁竹管状工具による沈線と刻みが施されている。内面は平滑である。焼成は

良好、胎土にはわずかに砂粒を含む。色調は器面・内面とも茶褐色である。この個体の破片は覆土1

層から33点出土した。 2は覆土1層から出土したⅢ群a－5類深鉢形土器の口縁突起である。台形の

突起で頂部は指頭の押圧により凹んでいる。突起器面にLRの縄文を施して化粧粘土を塗り、その上

に縦位に太めの粘土紐を貼り付け、その上から頂部側に1本、基部側に2本の細めの粘土紐を横位に

貼り付けている。頂部側の1本の粘土紐と基部側の2本の粘土紐の間の縦位の貼り付けの上には、指

頭による刺突があり爪の痕が認められる。化粧粘土を塗った突起器面と横位の貼り付けには半裁竹管
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Ⅵ C地区の遺構とその遺物

状工具による横位の沈線が引かれている。内面は平滑である。焼成は良好、胎土にはわずかに砂粒を

含む。色調は器面・内面とも茶褐色である。 この個体の破片は覆土1 ． 3層から6点出土した。 3も

覆土l層から出土したⅢ群a－5類深鉢形土器の口縁突起である。台形の突起で頂部は指頭の押圧に

より凹んでいる。凹みは半裁竹管状工具により刻まれており、器面側縁側には側縁に沿って縦に沈線

を引き、 さらにその上に横位に沈線を引いている。器面に塗られた化粧粘土は剥落しており、その下

に地文は認められない。内面は平滑である。焼成は良好、胎土にはわずかに砂粒を含む。色調は器面・

内面とも黒褐色である。 この個体の破片は覆土1層から8点出土した。 4は覆土1層から出土したⅢ

群a－5類深鉢形土器の口縁である。口縁に半裁竹管状工具による押引文がある。口唇・内面は磨か

れている。焼成は良好、胎土にはわずかに砂粒を含んでいる。色調は器面・内面とも暗褐色である。

この個体は覆土1 ． 2 ． 3 ． 4層と塘底から28点出土している。 5は覆土3層から出土したⅢ群a

－5類深鉢形土器の口縁である。器面に地文のLRの縄文を施しその上に粘土紐を貼り付けている。

この貼り付けが剥がれた部分には地文が認められる。口縁貼付帯には半裁竹管状工具による横位の沈

線が施されており、口縁貼付帯の下の器面は同じ工具による縦位の沈線で埋められている。口唇・内

面は磨かれている。焼成は良好、胎土にはわずかに砂粒を含んでいる。色調は器面が明褐色、内面は

暗褐色である。 6は覆土3層から出土した1d類に分類される黒曜石製のスクレイパー、 7は覆土4

層から出土したメノウ製のRフレイクである。

時期曠底および覆土から出土した土器片、周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半萩ヶ

岡2式期と考えられる。

’

表Ⅵ－3-7 LP-23出土遺物一覧
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表VI-3-8 LP-23掲載遺物一覧

番号|遺物番号層位 （点数）
] |LP-23, 2a,覆土1 (26)

分類

~IIIa
同一個体な

LP 23, 1a,覆土1 (1).同, 2a,覆土(6)

ど

33点中の26点．

LP 23, 2b,覆土1 (1)２ LP 23, 2a,覆土1 (1)．同,4,覆土3(1).同, 12a,覆土1 (2).

同, 17b,覆土1 (1)． 6点中の1点．

IIIa 画
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ｐ
ｂLP-23, 2c,覆土1 (1) | IIIa3 LP-23, lb,覆土1 (8)．同, 2c,覆土1 (1).

LP 23, 1c,覆土1 (8)．同, 2d,覆土1 (4).

同, 12b,覆土1 (4).同, 13,曠底(1).同，

同, 17c,覆土3(1). 28点中の1点．

8点中の1点．

同， 11，覆土2(8)．

14,覆土4(1)

LP 23, 8, 覆土1 (1)4 IIIa

覆土3(1)

覆土3(1)

覆土4（1）

LP-23,

LP-23,

LP-23,

戸
、 凪

一
麩
一
乱

IIIa

(長さ×幅×厚さcm) 5．6×3.3×1.1 (重量g) 16．7 (材質）黒曜石6 スクレイパー （長さ×幅×厚さcm) 5．6×3.3×1.1 (重量g) 16．7 (材質）黒曜石

Rフレイク （長さ×幅×厚さcm) 5.0×3.6×0.9 (重量g) 20.9 (材質） メノウ７
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Ⅵ C地区の遺構とその遺物

LP-24 (図Ⅵ 3－2、表Ⅵ－3-1 ･ 9 ． 10)

位置R-133-a

規模1.16/0｡71×1.00/0.60×0.21m

調査V層中位調査中から褐色土・暗褐色土の小さな拡がりを確認していたが風倒木による撹乱

と判断して掘り下げた。v層調査終了後にⅥ層上面に齢いて中央が暗褐色土でその周囲が黒色土の落

ち込みを検出した。その時点でも風倒木撹乱と判断してさらに掘り下げた。Ⅶ層調査後に確認のため

半割したところ遺物が出土した。さらに掘り下げたところ掘り込みらしきものを確認した。土居断面

の観察では明確に土塘とは判断し難いが、掘り込みらしきものもあるため土曠と認定した。

開口部・曠底の平面形は不整形である。塘底は平坦である。壁は丸みを帯びて立ち上がる。 V層か

ら掘り込まれており、塘底はⅧ層にある。覆土は曠底に粒径0.5～lcmのⅧ層土を多く含んだV層土と

Ⅶ層土の混じった土が堆積している。その上の東壁側には粒径0.5cm以下のⅧ層土を多く含んだV層土

とⅦ層土の混じった土が堆積し、 さらにその上には粒径0.5～1cmのⅧ層土を含むV層土とⅦ層土の混

じった土が堆積している。西壁側にはこれらの土を切るように粒径0.5～lcmのⅧ層土をわずかに含む

Ⅶ層土混じりのV層土とⅧ層土混じりのV層土が堆積している。土壌の用途等は不明である。

遺物覆土からIII群a類土器片8点、焼礫1点が出土している。周辺(Q～S-132～134区のV

層）からは、 II群a類8点(Q-132区2点、Q-134区2点、R-133区2点、R-134区1点、 S-

133区1点)、Ⅱ群b類3点(R-133区)、Ⅲ群a類729点(Q-133区45点、R-133区271点、R-134

区262点など） （Ⅲ群a－1類1点、Ⅲ群a－2類21点、 ⅡI群a 3類29点、Ⅲ群a－4類24点、Ⅲ群

a－5類97点、型式不明557点)、Ⅲ群b類151点(Q 134区12点、R 133区94点、R 134区21点、 S

-133区12点など)、Ⅳ群a類5点(Q 134区4点、R-134区1点)、Ⅳ群b類3点(Q-134区1点、

R 134区1点、 S-134区1点)、Ⅳ群c類56点(Q-133区1点、Q-139区51点、R 133区1点、 S

132区3点)、 V群a類11点(Q-134区）の土器片が出土した。 これらのうち、 V層中位ではⅢ群a

類が最も多い。

1は覆土から出土したⅢ群a－5類深鉢形土器の口縁である。口縁に半裁竹管状工具による押引文

あるいは右方向からの連続刺突文があり、口唇にはLRの縄文が認められる。内面は磨かれている。

焼成は良好、胎土にはわずかに砂粒を含んでいる。色調は器面・内面とも暗茶褐色である。 2は覆土

から出土したⅡI群a－5類深鉢形土器の文様帯である。器面にLR横回転の縄文を施し、粘土紐を貼

り付けている。貼付帯には角棒状工具の角による刻みが認められる。内面は磨かれている。焼成は良

好、胎土にはわずかに砂粒を含んでいる。色調は器面が暗褐色、内面は褐色である。

時期覆土から出土した土器片や周囲から出土した土器片から縄文時代中期前半萩ヶ岡2式期と

考えられる。 （鎌田）

表Ⅵ－3-9 LP-24出土遺物一覧 表Ⅵ－3-10 LP-24掲載遺物一覧

局1

／上

番号

1

, ｜LP-24, 3b， 覆土(1）

遺物番号層位 （点数）

LP－24， 3a， 覆土(1)

分類

IIIa

IⅡa

同一個体

覆土

覆一t5

十一
三
口

〈

ロ

Ⅲa

７

1

8

焼礫

0

1

1

竺△玲言4
Fコロ’

７

2
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Ⅵ C地区の遺構とその遺物

4焼土

C地区ではⅢ層で1カ所、 V層で21カ所、Ⅵ層で6カ所、Ⅶ層で1カ所、Ⅷ層で4カ所の計33カ所

の焼土を検出した。 これら時期別の内訳は旧石器時代6カ所、旧石器時代もしくは縄文時代早・前期

1カ所、前期前半もしくは中期前半1ヵ所、中期前半22カ所、中期後半1カ所、中期もしくは後期後

葉1カ所、後期中葉1カ所、擦文時代1カ所である （表Ⅵ－4－2）。

これらのうち、H 16の付属施設と考えられるもの(LF-45～48)、 28.8～29.2mの等高線（Ⅷ層

上面）を斜めに横切るように列をなすもの(LF-50～57．62)、中期前半萩ヶ岡2式期の土曠に伴う

と考えられるもの(LF-58～61)、の3つの焼土群がある。 これらについては第Ⅷ章で述べる。

また、検出層位および周辺の遺物出土状況等から旧石器時代のものと推定できるもの(LF 39･

64～66．69．70)が6カ所、擦文時代の焼土(UF-5) 1カ所があるが、 これらについては別に章は

設けず遺構番号順に記載した。UF 5はLFの末尾に記載した。表についても同様である。

33カ所の焼土のうち遺物が出土したものは6カ所（表Ⅵ 4－1） と少なく、検出層位と周辺から

出土した遣物（土器片）から時期を推定せざるおえなかったものが多い。そのため、各焼土の記述に

あたっては煩雑ではあるが周辺から出土している土器片について記載した。なお、本遺跡では同一個

体の土器片がかなりの上下差をもって出土している。 V層下位から縄文晩期、 V層上面から縄文中期

のものが出土している。凍上現象等により遺物は本来的な層位からかなり動いている。 （鎌田）

表VI-4-1 焼土出土遺物一覧
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０

０
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０

０
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１
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ロ ロ’

２
’
２
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LF-39 (図Ⅵ－4－1、表Ⅵ－4-2)

位置P 134-a 規模（).55×0.44×0.05m

調査Ⅶ層上面で検出した。平面形は不整形である。明赤褐色を呈し、 よく焼けており部分的に

よく締まる。検出層位から住居跡を想定して周辺を精査したが、掘り込みや柱穴などは検出されなか

った。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(O～Q-133～135区）のV層からは、 II群a類2

点(Q-134区)、 III群a類262点(P-134区12点、Q-133区45点、Q 134区47点、Q-135区68点な

ど)、Ⅲ群b類26点(P-134区1点、 P-135区3点、Q-134区12点、Q-135区7点など)、Ⅳ群a

類7点(O-135区1点、 P-134区2点、Q-134区4点)、Ⅳ群b類1点(Q-134区)、Ⅳ群c類52点

(Q-133区1点、Q-134区51点)、 V群a類12点(P-135区1点、Q-134区11点)、 V群c類199点

(O 133区55点、 P-134区114点、Q-134区14点など）の土器片が出土した。Q 134区のII群a

ワ｡~〕
イム



Ⅵ C地区の遺構とその遺物

表Ⅵ－4-2 C地区焼土一覧

時 期出土遺物など規模長径x短径x厚さ、検出層位遺構名 中心位置

旧石器時代？Ⅷ層上面 0.55×0.44×0．05LF 39 P-134-a

縄文時代中期前半V層中位 0．58×0．42×0．01H-133bLF 40

縄文時代中期前半V層中位 0．20×0．19×0．04H-134bLF-41

縄文時代中期前半

縄文時代中期前半･後期中葉

焼土中炭化物V層中位相当風倒 0．09×0.03E-112-b 、
／
、
／

０

６

１

３

甲
●

０

０

LF 42

V層中位 0.30×0．09LF-43 1-125b

旧石器時代,縄文時代早‘前期

縄文時代中期前半萩ヶ岡1 ' 2式期

縄文時代中期前半荻ｹ岡1 ． 2式期

Ⅵ層 0．41×0．27×0,01J-128 cLF-44

VⅢ層上面 0．47×0．24×0.05F102-dLF-45

Ⅷ層_卜面 0．72×0．46×0．01G102 dLF-46

縄文時代中期前半萩ヶ岡1 ' 2式期Ⅷ層上面 1．16×0．58×0．02G102dLF-47

縄文時代中期前半萩ヶ岡1 ･ 2式期Ⅷ層|一面 0．61×0．60×0．02G102-dLF 48

趣時代中期前半

縄文時代中期前半

焼f中炭化物V層中位相当風倒 0．46×0．17×0．08LF 49 K-130-c

焼土横土器片(1)v層中位 1．03×0．63×0．04L-145bLF-50

縄文時代中期前半焼土上土器片(1)V層中位 0．54×0．32×0. ()3M-145-dLF-51

縄文時代中期前半

縄文時代中期前半

V層中位 0.72×0．61×0．14M146-bLF 52

V層中位 0．40×0．29×0．05LF 53 P-144 a

縄文時代中期前半V層中位 0.53×0.46×0.05O-143-dLF 54

縄文時代中期前半焼土中土器片(1),焼土横フレイク(2)v層中位 0．70×0．38×0.04LF-55 O-144d

縄文時代中期前半V層中位N145-b 0．36><0．34×0.04LF 56

縄文時代中期前半V層中位 0．74×0．55×0．05N145-aLF 57

縄文時代中期前半萩ヶ岡2式期焼土上土器片(7),焼土横土器片(1)V層中位 0．78×0．70×().10LF 58 R129-a

縄文時代中期前半萩ヶ岡2式期v層中位 0．60×0．46×0.13

0．87×0．75×0．14

S-126dLF-59

縄文時代中期前半裁ヶ岡2式期V層中位 暁＋卜土器片(2)LF 60 S 126-c

焼土上土器片(1),石斧未製品(1) 縄文時代中期前半萩ケ岡2式期V層中位 0．51×0．05×0．04LF 61 S 126-a

縄文時代中期前半V層中位 0．52×0．26×0.06P-143-dLF-62

縄文時代中期後半柏木l l l式期v層中位 0．37×().30×0．05LF-63 Q 97-c

旧石器時代？VIE 0.70×0.48×0．02LF 64 R 97-c

旧石器時代？VIIS 0．47×0．19×0．06H-96dLF-65

旧石器時代？

縄文時代前期前半

もしくは縄文時代中期前斗

暁土中炭化物Ⅵ層 0．48×0.31×0．03LF-661H-96-a

V層中位 a:0．22×0．16×0.04

b:0．25×0．17×0．02

Q-150 aLF-67

縄文時代中期もしくは後期後葉V層上位相当風倒| 0.45×0.21×0.08R 92b８

９

０

６

６

７

~

~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

旧石器時代VIE 0．42×0．36×0．03N-92-a

旧石器時代？Ⅵ層相当風倒 0.17×0．15×0．02N-92-b

擦文時代111E 0．31×0.14×0．03UF-51S-130-c
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VI C地区の遺構とその遺物

類2点を除き、縄文時代早期・前期の土器片は出土していない。なお、N-134区から旧石器が1点出
土している。

時期検出層位から旧石器時代と考えられる。

LF-40 (図Ⅵ－4 1、表Ⅵ－4 2)

位置H-133 b 規模0.58×0.42×0.01m

調査V層中位で検出した。平面形は不整形である。赤褐色を呈し、堅く焼き締まる。東に隣接

してLF-41 (H-134区）がある。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(F～J 131～135区のV層）からはⅢ群a類112点

(J-132区16点、 J-133区29点、H 133区3点など)、 V群c類4点(I-131区）の土器片が出土

した。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。

LF-41 (図Ⅵ－4 1、表Ⅵ－4-2)

位置H-134-b 規模0.20×0.19×0.04m

調査V層中位に相当する面の自然の落ち込みの上で検出した。平面形は円形である。赤褐色を

呈し、堅く焼き締まる。西に隣接してLF-40 (H 133)がある。

遺物内部からは遺物は出土していない。周辺(F～J-131～136区のV層）からは、 ⅡI群a

類89点(J-132区16点、 J-133区29点、H-134区2点など)、Ⅳ群c類5点(E-136区1点、 1-

131区4点）の土器片がした。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。

LF-42 (図Ⅵ 4－1、表Ⅵ－4 2)

位置E 112-b 規模0.10×0.09×0.03m

調査V層中位に相当する面の風倒木による撹乱上で検出した。平面形は円形である。暗赤褐色

を呈し、焼けが弱く締まっていない。焼土中に炭化物を含んでおり、周囲には炭化物が分布している。

遺物出土していない。周辺(E～G-110～114区のV層）からはⅢ群a類3点(F 110区1点、

F-111区2点)、Ⅲ群b類2点(E-111区1点、 F-114区1点）の土器片が出土した。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と推定した。

LF-43 (図Ⅵ 4－1、表Ⅵ－4 2)

位置 I-125-b 規模0.36×0.30×0.09m

調査V層中位で検出した。平面形は円形である。赤褐色を呈し、堅く焼き締まる。周囲のV層

土には炭化物が混じっている。南西に近接してLF 44 (J-128)がある。

遺物出土していない。周辺(G～K-123～127区のV層）からは、 IⅡ群a類54点(H-125区8

点、H-126区14点、 1 125区1点、 J-127区7点など)、 III群b類2点(G-123区1点、 I-125区

1点)、Ⅳ群b類42点( 1-127区）の土器片が出土した。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられるが、 1-127区から

Ⅳ群b類の土器片がまとまって出土していることから、後期中葉の可能性もある。
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Ⅵ C地区の遺構とその遺物
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〈LF-43土層注記〉
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図Ⅵ－4-1 LF-39
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W C地区の遺構とその遺物

LF-44 (図Ⅵ－4 1、表Ⅵ－4-2)

位置 J-128-c 規模0.41×0.27×0.01m

調査v層調査終了後にⅥ層で検出した。平面形は不整形である。暗赤褐色を呈し、非常に焼け

が弱く締まっていない。北東に近接してLF-43 (1-125)がある。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(H～L-126～130区のV層）からは、 II群a類2

点、 II群b類1点、 ’Ⅱ群a類113点(H-126区14点、 J 128区2点、 L-129区17点、 L-130区22点

など)、 IⅡ群b類1点(1-125区)、Ⅳ群b類44点(1-127区42点、K-125区1点、 L-125区1点)、

Ⅳ群c類17点(K 128区1点、 L-125区15点、 L-127区1点）の土器片が出土した。この区域から

は縄文時代早期の土器片は出土していない。

時期検出層位からは旧石器と考えられる。

LF-45 (図Ⅵ－4－1、表Ⅵ－4 2)

位置F-102-d 規模0.47×0.24×0.05m

調査調査区域の北側はV層中位まで耕作による撹乱を受けていた。残存するV層の調査中に長

径12m、短径8mほどの不整形の黒色土の落ち込みを検出した。 トレンチを入れて土層断面を観察し

たが掘り込みは確認できず、土の堆積状況も自然堆積であった。周辺を精査したが遺構を示す痕跡は

検出されなかった。地形は北東から南西に傾斜しており、昨年度の調査ではこの南西に大きな窪みが

あった。そのため、 これに繋がる雨水によりできた自然地形の窪みと判断した。そこで周囲を掘り下

げたところ、Ⅷ層上面で焼土を4カ所(LF-45～48)検出した。平面形は楕円形である。赤褐色を

呈し、 よく焼けており堅く焼き締まる。南に隣接してLF-46．47．48 (G-102区)、西に隣接して柱

穴4本のみ検出できたH-16 (F-101･102、G-101区）があり、 LF-45～48はこのH-16の付属

施設の可能性もある。 また、東に近接してFC-4 (F-103区）がある。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(E～G-100～104区のV層）からは、 ⅡI群a類の

土器片が489点(F-101区71点、 F-102区32点、 F 103区302点、G-102区13点など) (Ⅲ群a－4

類12点、Ⅲ群a－5類62点、型式不明415点）出土した。図Ⅶ－3－12にこの周辺から出土した土器片

（71．80･87．88)を掲載した。遺物の説明はH-16で述べた。 71は萩ヶ岡1式、 80･87･88は萩ヶ岡

2式である。

時期H-16の付属施設とすれば縄文時代中期前半萩ヶ岡1 ． 2式期と考えられる。

LF-46 (図Ⅵ 4－2、表Ⅵ 4-2)

位置G-102-d 規模0.72×0.46×0.01m

調査LF-45で述べたような状況でⅧ層上面で検出した。平面形は楕円形である。暗赤褐色を

呈する、極めて薄い焼土である。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(E～G-100～104区のV層）からは、 III群a類の

土器片が489点(F 101区71点、 F-102区32点、 F-103区302点、G 102区13点など) (Ⅲ群a 4

類12点、Ⅲ群a－5類62点、型式不明415点）出土した。図Ⅶ－3-12にこの周辺から出土した土器片

（71．80･87･88)を掲載した。遺物の説明はH-16で述べた。 71は萩ヶ岡1式、 80．87．88は萩ヶ岡

2式である。

時期H-16の付属施設とすれば縄文時代中期前半萩ヶ岡1 ． 2式期と考えられる。
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VI C地区の遺構とその遺物

LF-45

、、羊 2655

〔~＞霞ン655

2655 ，、、

<LF 45土藩注記〉

， :赤褐色土(焼土， 堅く焼き締まる）
芋
一

一

Ⅷ

｜

ａ

／

誌
一６２

LF-46
2649

ク〃

~2647
ク

~2647266ク グ

ーーーニーー
Ⅷ

＋
G103

~I

~rb,02

26 43

Y1/
264626〈LF－46～48土暦注記〉

a :暗赤褐色土（V+Ⅶ,焼土を含む,極めて薄く認識し難い）

2643

LF-47
640

2642

2640

264026 41

LF-48
，

26 40

266ケ~ ケ”~

一一一/’－－－－－奎一
一

Ⅷ

LF-50LF-49

印

●

９

斗

１

９

ぎ

４９

２

三

２

弘

一
ザ

2950

28．53

芝烹ミー~~2854 廷

-L
~O

L131a~~I L130d
29媚

~I

T

M145d､ﾊ,45。
2948

ザ
一

一
一
一

ａ

／

”
｜
立
匹
Ⅶ

ｑ
》２28．7コ~ ．

’

言
一
Ⅷ
一

熱 Iで懲溌〆
<LF－50土層注記〉

l :赤褐色土(焼土， 堅く焼き締まる)

（l-F－49土層注記〉

a :赤褐色土（焼土， 堅く焼き締まる）

1 ：黒色土 （v，焼土・炭化物を含む）

図Ⅵ－4-2 LF-45．46．49．50
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VI C地区の遺構とその遺物

LF-47 (図Ⅵ－4－2、表Ⅵ－4 2)

位置G-102-d 規模1.16×0.58×0.02m

調査LF-45で述べたような状況でⅧ層上面で検出した。平面形は不整形である。暗赤褐色を
呈する、極めて薄い焼土である。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(E～G 100～104区のV層）からは、Ⅲ群a類の

土器片が489点(F 101区71点、 F-102区32点、 F-103区302点、G-102区13点など) (IⅡ群a－4

類12点、 IⅡ群a－5類62点、型式不明415点）出土した。図Ⅶ－3-12にこの周辺から出土した土器片

（71．80．87．88） を掲載した。遺物の説明はH-16で述べた。 71は萩ヶ岡1式、 80･87･88は萩ヶ岡
2式である。

時期H-16の付属施設とすれば縄文時代中期前半萩ヶ岡1 ． 2式期と考えられる。

LF-48 (図Ⅵ－4 2、表Ⅵ－4-2)

位置G-102-d 規模0.61×0.60×0.02m

調査LF-45で述べたような状況でⅧ層上面で検出した。平面形は楕円形である。暗赤褐色を

呈する、極めて薄い焼土である

遣物内部から遺物は出土していない。周辺(E～G-100～104区のV層）からは、Ⅲ群a類の

土器片が489点(F 101区71点、 F-102区32点、 F-103区302点、G 102区13点など) (Ⅲ群a－4

類12点、 III群a－5類62点、型式不明415点）出土した。図Ⅶ－3-12にこの周辺から出土した土器片

（71．80．87･88)を掲載した。遺物の説明はH-16で述べた。 71は萩ヶ岡1式、 80･87･88は萩ヶ岡

2式である。

時期H-16の付属施設とすれば縄文時代中期前半萩ヶ岡1 ． 2式期と考えられる。

LF-49 (図Ⅵ 4－2、表Ⅵ－4 2)

位置K-130 c 規模0.46×0.17×0.08m

調査V層中位に相当する面の風倒木による撹乱上で検出した。平面形は不整形である。赤褐色

を呈し、堅く焼き締まる。焼土中に炭化物を含んでいる。

遺物出土していない。周辺(I～M-128～132区のV層）からは、 II群a類2点(1-128区1

点、 L-130区1点)、 III群a類386点(K-130区6点、 L-129区17点、 L-130区22点、 L 131区140

点など)、 III群b類5点(L-130区1点、 L-131区4点)、Ⅳ群b類10点(M-129区)、Ⅳ群c類1点

(K-128区）の土器片が出土した。 これらのうち、 V層中位ではIII群a類が多い。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。

LF-50 (図Ⅵ 4－2、表Ⅵ－4－1 ． 2 ･ 3)

位置L-145-b 規模1.03×0.63×0.04m

調査V層中位で検出した。平面形は不整形である。赤褐色を呈し、堅く焼き締まる。南東に隣

接してLF-51 (M-145) ・LF 52 (M-146)がほぼ等高線に沿って列をなす。

遺物焼土横の同じレベルからIII群a類土器片が1点出土した。周辺(K～M-144～146区のV

層）からは、 I群b類44点(K-146区13点、 L-145区1点、M-145区18点、M-146区4点な

ど） 、 II群a類6点(K-146区･L-144～146区・M-144区･M-146区各1点） 、 II群b類12点

(L-144区） 、Ⅲ群a類533点(K-145区73点、 L-144区116点、 L-145区16点、M-145区78点
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VI C地区の遺構とその遺物

など） （Ⅲ群a－1類1点、Ⅲ群a－2類33点、Ⅲ群a－3類18点、型式不明481点)、Ⅲ群b類74点

(K 146区20点、 L-145区5点、 L-146区18点、M-145区17点など)、 V群c類2点(M-145区）

の土器片が出土した。 これらのうち、 V層中位からはⅢ群a類が多い。

1は焼土横から出土したⅢ群a類深鉢形土器の口縁である。口縁に粘土を貼り付けて肥厚させ、器

面にRL横回転の縄文が施されている。内面は平滑である。焼成は良好、胎土には砂粒を含んでいる。

色調は器面。内面とも明褐色である。

時期検出層位と焼土横から出土した土器片、周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と

考えられる。

表Ⅵ－4-3 LF-50掲載遺物一覧

LF-51 (図Ⅵ－4－3、表Ⅵ－4-2)

位置M-145-d 規模0.54×0.32×0.03m

調査v層中位で検出した。平面形は不整形である。暗赤褐色を呈し、焼けが弱く締まっていな

い。北東に隣接してLF-50 (L-145区)、南東に隣接してLF-52 (M-146区）がある。また、南

西にはLF-56．57 (N 145区)、 LF-55 (O-144区)、LF 54 (O-143区)、 LF-53 (P-144

区)、 LF 62 (P-143区）が列をなす。

遺物焼土上からⅡI群a類と思われる土器片が出土した。周辺(L～N 144～146区のV層）か

らはI群b類38点(L-146区4点、M-145区18点、M-146区4点、N-145区10点など)、 II群a

類6点(L-144～146区・M-144区･M-146区･N-146区各1点)、 II群b類12点(L-144区)、 ⅡI

群a類405点(L-144区116点、M-145区78点、M-146区66点など) (Ⅲ群a－2類31点、Ⅲ群a

－3類20点、型式不明354点)、Ⅲ群b類46点(L-145区5点、 L-146区18点、M-145区17点など)、

V群c類2点(M145区）の土器片が出土した。 これらのうち、 V層中位からはⅢ群a類が多い。

時期検出層位と焼土上から出土した土器片、周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と

考えられる。

LF-52 (図Ⅵ－4－3、表Ⅵ－4-2)

位置M146-b 規模0.72×0.61×0.14m

調査v層中位で検出した。平面形は不整形である。一部は木根により撹乱されている。赤褐色

を呈し、非常によく焼けており堅く焼き締まる。北東に隣接してLF-50 (L-145区) ･LF-51 (M

-145区)、南西に隣接してLF-57 (N 145区）がある。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(L～N-145～147区のV層）からは、 I群b類44点

(M-145区18点、M 146区4点、M-147区5点、N-145区10点など)、 II群a類6点(L 145~

147区･M-146区･M-147区・N-146区各1点)、 IⅡ群a類319点(L-146区53点、M-145区78点、

M-146区66点など) (Ⅲ群a－2類31点、Ⅲ群a－3類19点、型式不明269点)、 ⅡI群b類48点(L-

146区18点、L-147区6点、M-145区17点、M-146区2点など)、 V群c類2点(M-145区）の土器

片が出土した。 これらのうちV層中位からはIII群a類が多い。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。
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’Ⅵ C地区の遺構とその遺物

LF-53 (図Ⅵ－4－3、表Ⅵ－4-2)

位置P-144 a 規模0.40×0.29×0.05m

調査v層中位で検出した。平面形は不整形である。暗赤褐色を呈し、焼けが弱く締まっていな

い。北にLF-54 (O-143区)、北東にLF-55 (O-144区)、西にLF-62 (P 143区）が隣接し

ている。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(O～Q-143～145区のV層）からは、 I群b類30点

(O 143区2点、O 145区20点、 P-143区2点、 P-144区6点)、 II群a類1点(O-145区)、Ⅲ

群a類207点(O-143区62点、O 144区49点、 P 143区42点、 P-144区26点など) (IⅡ群a－2類

10点、Ⅲ群a 5類2点、型式不明195点)、 ’Ⅱ群b類7点(O-143区2点、O-145区4点、 P 143

区1点)、 V群c類1点(O-144区）の土器片が出土した。 これらのうちV層中位ではⅡI群a類が多

い。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。

LF-54 (図Ⅵ 4－3、表Ⅵ 4-2)

位置O-143-d 規模0.53×0.46×0.05m

調査V層中位で検出した。平面形は円形である。古い風倒撹乱に由来する暗褐色土の上に堆積

した黒色土上の焼土である。暗赤褐色を呈し、焼けが弱く締まっていない。南にLF-53 (P-144区)、

南東にLF-55 (O 144区)、南西にLF-62 (P-143区）が隣接している。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(N～P-142～144区のV層）からは、 I群b類13点

(O-143区2点、 P-142区3点、 P-143区2点、 P-144区6点)、 II群a類2点(N-142区1点、

P 142区1点)、Ⅲ群a類384点(N-143区104点、O-143区62点、O-144区49点など) (Ⅲ群a

-1類2点、Ⅲ群a 2類17点、Ⅲ群a－3類2点、Ⅲ群a－5類1点、型式不明362点)、 ⅡI群b類

7点(N-142区1点、O-142区3点、O-143区2点、 P-143区1点)、Ⅳ群c類4点(N-142区1

点、O-142区1点、 P-142区2点)、 V群c類5点(O-142区4点、O 144区1点）の土器片が出

土した。 これらのうち、 V層中位ではⅢ群a類が多い。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。

LF-55 (図Ⅵ－4－3、表Ⅵ－4-1 ･ 2)

位置O-144-d 規模0.70×0.38×0.04m

調査V層中位で検出した。平面形は不整形である。暗赤褐色を呈し、焼けが弱く締まっていな

い。北西にLF-54 (O-143区)、南西にLF-53 (P-144区） ・LF-62 (P 143区）が隣接して

いる。

遺物焼土中からⅢ群a類と思われる土器片1点、焼土横からフレイクが2点出土している。周

辺(N～P 143～145区のV層）からは、 I群b類40点(N 145区10点、O 143区2点、O-145区

20点、 P 144区6点、 P 143区2点)、 Ⅱ群a類1点(O 145区)、Ⅲ群a類348点(N-143区104

点、O-143区62点、O-144区49点など) (IⅡ群a－1類1点、 III群a－2類16点、 ⅡI群a－3類2点、

III群a－5類2点、型式不明327点)、Ⅲ群b類10点、 V群c類1点(O-144区）の土器片が出土した。

これらのうちV層中位ではⅢ群a類が多い。なお、焼土中から出土したIⅡ群a類と思われる土器片は

小破片のため掲載していない。

時期焼土中から出土した土器片と検出層位、周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と
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’VI C地区の遺構とその遺物

考えられる。

~
LF-56 (図Ⅵ 4－3、表Ⅵ－4-2)

位置N-145-b 規模0.36×0｡34×0.04m

調査v層中位で検出した。平面形は円形である。暗赤褐色を呈し、焼けが弱く締まっていない。

隣接して北東にLF-57 (N-145区)、南西にLF-55 (O-144区）がある。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(M～0-144～146区のV層）からは、 I群b類54点

(M145区18点、M-146区4点、N-145区10点、O-143区2点、O 145区20点)、 II群a類4点

(M-144区1点、M146区1点、N 146区1点、O 145区1点)、Ⅲ群a類291点(M-145区78点、

M-146区66点、N-145区33点、O-144区49点など) (IⅡ群a－2類32点、Ⅲ群a－3類18点、Ⅲ群

a－5類2点、型式不明239点)、Ⅲ群b類27点(M-144区1点、M-145区17点、M146区2点、N

-145区3点、O-145区4点)、 V群c類3点(M-145区2点、O-144区1点）の土器片が出土した。

これらのうちv層中位ではⅡI群a類が多い。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。

LF-57 (図Ⅵ－4 3、表Ⅵ－4-2)

位置N-145-a 規模0.74×0.55×0.05m

調査v層中位で検出した。平面形は不整形である。暗赤褐色を呈し、焼けが弱く締まっていな

い。北東にLF-52 (M-146区)、南西にLF-56 (N-145区）が隣接している。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(M～0-144～146区のV層）からは、 I群b類54点

(M145区18点、M146区4点、N-145区10点、O 143区2点、O-145区20点)、 II群a類4点

(M-144区1点、M-146区1点、N-146区1点、O-145区1点)、 III群a類291点(M-145区78点、

M-146区66点、N-145区33点、O-144区49点など) (Ⅲ群a－2類32点、Ⅲ群a 3類18点、 IⅡ群

a 5類2点、型式不明239点)、Ⅲ群b類27点(M-144区1点、M-145区17点、M-146区2点、N

-145区3点、O 145区4点)、 V群c類3点(M-145区2点、O-144区1点）の土器片が出土した。

これらのうちV層中位ではⅢ群a類が多い。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。

LF-58 (図Ⅵ－4－4、表Ⅵ－4－1 ． 2 ･ 4)

位置R-129-a 規模0.78×0.70×0.10m

調査V層中位で検出した。平面形は楕円形である。 2つの風倒木による撹乱に挟まれた黒色土

の落ち込みの上の焼土である。赤褐色を呈し、非常によく焼けており堅く焼き締まる。近接して北東

にLP 20 (O 130区） とLP-21 (P 129区)、北西にLP-22 (Q 126区） とLF 59･60･61

(S-126区）がある。位置と検出層位からこれらの遺構と関係があるものと考えられる。

遺物焼土上からⅢ群a類と思われる土器片が7点、焼土横からはⅡI群a類の土器片が1点出土

した。周辺(Q～S-128～130区のV層）からは、 I群b類193点(S-129区)、 II群a類23点(Q-

129区5点、R-130区4点、 S-129区5点など)、 II群b類2点(S-130区)、 IⅡ群a類497点(Q-

128区77点、R-129区49点、 S-129区67点、 S-130区89点など) (III群a 1類3点、Ⅲ群a 2類

20点、 IⅡ群a－3類18点、Ⅲ群a－4類5点、Ⅲ群a－5類22点、型式不明429点)、 III群b類144点

(R-129区5点、R-130区43点、 S-128区19点、 S 130区27点など)、Ⅳ群a類8点(R 129区
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5点、R-130区1点、 S-128区2点)、Ⅳ群c類199点(Q-127区28点、Q 128区120点、Q 129区

51点)、 V群a類2点(Q-127区)、 V群c類35点(Q 129区11点、 S 130区23点、 S-128区1点）

の土器片が出土している。 これらのうちV層中位ではⅢ群a類が多い。

lは焼土上から出土したIII群a類と思われるミニチュア土器の口縁である。 6点中3点が接合した。

器面は無文で、器面。内面とも縦にナデ調整されている。焼成は良好、胎土にわずかの砂粒と小礫を

含んでいる。色調は器面・内面とも明褐色である。

時期検出層位と焼十卜から出土した土器片、周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と

考えられる。周辺の遺構との関係から縄文時代中期前半萩ヶ岡2式期と推定した。

表VI-4-4 LF-58掲載遺物一覧

番号|遺物番号層位 （点数) 分類 同一個体
l lLF-58, 2,焼土上(3) [IIa LF 58, 1,焼土上(3). 6点中の3点．

LF-59 (図Ⅵ－4－4、表Ⅵ－4-2)

位置S-126 d 規模0.60×0.46×0.13m

調査v層中位で検出した。平面形は不整形である。検出した面は焼土の最上部であったため焼

けの弱い焼土に見えたが、半割するとその下は赤褐色を呈し非常によく焼けており堅く焼き締まった

焼土であった。隣接して北西にLF-61 (S-126区)、南西にLF-60 (S-126区）がある。 また、

近接して北東にLP-22 (Q-126区)、南西にLP-23 (S-125区）がある。位置と検出層位からこ

れらの遺構と関係があるものと考えられる。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(R･S-125～127区のV層）からは、 II群a類24

点(R-126区2点、 S-126区22点)、Ⅲ群a類210点(R-126区22点、 S 125区53点、 S-126区64

点、 S-127区49点など) (Ⅲ群a 2類7点、Ⅲ群a－3類5点、 IⅡ群a 4類4点、Ⅲ群a－5類

32点、型式不明162点)、Ⅲ群b類65点(R-126区15点、 S-125区14点、 S 126区15点など)、Ⅳ群

c類33点(R-126区2点、 S-126区27点)、 V群c類8点(R-126区3点、R-127区2点、 S 125

区1点、 S 126区2点）の土器片が出土した。 これらのうち、 V層中位からはIⅡ群a類が多い。

時期検出層位と周辺から出土した土器片や周辺の遺構との関係から、縄文時代中期前半萩ヶ岡

2式期と推定した。

LF-60 (図Ⅵ－4－4、表Ⅵ－4-1 ･ 2 ． 5)

位置S-126-c 規模0.87×0.75×0.14m

調査V層中位で検出した。平面形は不整形である。LF 59と同様に検出した面は焼土の最上

部であったために焼けの弱い焼土に見えたが、半割するとその下は赤褐色を呈し非常によく焼けてお

り堅く焼き締まった焼土であった。隣接して北東にLF-59 (S 126区)、北にLF 61 (S-126区）

がある。 また、近接して北東にLP-22 (Q 126区)、南西にLP 23 (S 125区）がある。位置的

にこれらの遺構と関係があるものと考えられる。

遺物焼土上からⅢ群a類の土器片が2点出土した。周辺(R・S-125～127区のV層）からは、

II群a類24点(R-126区2点、 S-126区22点)、Ⅲ群a類210点(R-126区22点、 S 125区53点、

S 126区64点、 S-127区49点など) (Ⅲ群a－2類7点、Ⅲ群a－3類5点、 ⅡI群a－4類4点、 ⅡI

群a 5類32点、型式不明162点)、Ⅲ群b類65点(R 126区15点、 S-125区14点、 S 126区15点な
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ど)、Ⅳ群c類33点(R-126区2点、 S-126区27点など)、 V群c類8点(R-126区3点、R-127区

2点、 S-125区1点、 S-126区2点）の土器片が出土した。 これらのうちV層中位では'Ⅱ群a類が

多い。

1は焼土上から出土したIII群a類深鉢形土器の胴部である。左上の割れ口際に結束が認められるこ

とから、地文はLR+RL横回転の結束羽状縄文と思われる。焼成は良好で堅く焼き締まる。胎土は

織密でわずかに火山灰と小礫を含む。内面は縦に磨かれている。色調は器面が褐色、内面が黒褐色で

ある。

時期焼土上から出土した土器片と検出層位、周辺から出土した土器片や周辺の遣構との関係か

ら、縄文時代中期前半萩ヶ岡2式期と推定した。

表Ⅵ－4-5 LF-60掲載遺物一覧

同一個体番号|遺物番号層位 （点数) ｜ 分類
~1 1LF-60, 2,焼土上(2) ma

LF-61 (図Ⅵ－4 4、表Ⅵ－4-1 ･ 2 ． 6)

位置S-126-a 規模0.51×0.05×0.04m

調査V層中位で検出した。平面形は楕円形である。暗赤褐色を呈し、焼けが弱く締まっていな

い。隣接して南西にLF-59 (S-126区)、南にLF-60 (S-126区）がある。 また、近接して北東

にLP-22 (Q-126区)、南西にLP-23 (S-125区）がある。位置的にこれらの遺構と関係がある

ものと考えられる。

遺物焼土上からⅡI群a類の土器片1点と石斧未製品が1点出土した。周辺(R・S 125～127

区のV層）からは、 Ⅱ群a類24点(R-126区2点、 S 126区22点)、Ⅲ群a類210点(R-126区22点、

S 125区53点、 S-126区64点、 S-127区49点など) (Ⅲ群a 2類7点、Ⅲ群a 3類5点、Ⅲ群

a－4類4点、Ⅲ群a 5類32点、型式不明162点)、Ⅲ群b類65点(R-126区15点、 S-125区14点、

S 126区15点など)、Ⅳ群c類33点(R 126区2点、 S-126区27点など)、 V群c類8点(R-126区

3点、R 127区2点、 S-125区1点、 S-126区2点）の土器片が出土した。 これらのうちV層中位

ではⅢ群a類が多い。

1は焼土上から出土したIⅡ群a類の深鉢形土器の胴下部である。地文にはLR+RLの結束羽状縄

文が施されており、内面には成形時の指頭による圧痕らしきものが残っている。焼成は中程度、胎土

には砂粒とわずかの火山灰を含む。色調は器面・内面とも暗黄褐色である。内面は斜位にナデ調整さ

れている。

時期焼土上から出土した土器片と検出層位、周辺から出土した土器片や周辺の遺構との関係か

ら、縄文時代中期前半萩ヶ岡2式期と考えられる。

表VI-4-6 LF-61掲載遺物一覧

番号遺物番号層位 （点数） 分類

1 LF-61, 1,焼土上(1) IIIa

同一個体
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LF-62 (図Ⅵ－4－5、表Ⅵ－4-2)

位置P 143-d 規模0.52×0.26×0.06m

調査v層中位で検出した。平面形は不整形である。暗赤褐色を呈し、焼けが弱く締まっていな

い。隣接して北東にLF-54 (O-143区） とLF 55 (O-144区)、南西にLF 53 (P-144区）が

ある。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(O～Q 142～144区のV層）からは、 I群b類13点

(O-143区2点、 P-143区3点、 P 144区8点)、 II群a類1点(P-142区)、Ⅲ群a類271点(O

-143区62点、O-144区49点、 P-143区42点など) (Ⅲ群a－1類1点、 III群a 2類17点、Ⅲ群a

－3類1点、型式不明252点)、 III群b類6点(O-142区3点、O-143区2点、P-143区1点)、Ⅳ群

b類19点(Q-142区）Ⅳ群c類3点(O-142区1点、 P-142区2点)、 V群c類5点(O 142区4

点、O-144区1点）の土器片が出土した。 これらのうちV層中位ではIⅡ群a類が多い。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。

LF-63 (図Ⅵ－4 5、表Ⅵ－4 2)

位置Q 97-c 規模0.37×0.30×0.05m

調査V層中位で検出した。平面形は楕円形である。暗赤褐色を呈し、焼けが弱く締まっていな

い。南西に隣接してLF-64 (R-97)がある。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(P～R-96～99区のV層）からは、 II群b類1点

(P-98区)、 III群a類76点(Q-99区18点、R-99区48点など) (III群a－5類42点、型式不明34点)、

Ⅲ群b類160点(P 98区30点、Q-97区101点、R-97区18点など) (Ⅲ群b－1類4点、 ⅡI群b－2

類145点、型式不明11点)、Ⅳ群b類6点(R-96区)、 V群c類1点(R-98区）の土器片が出土した。

これらのうちV層中位ではⅢ群b類が多い。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から縄文時代中期後半柏木川式期と考えられる。

LF-64 (図Ⅵ－4－5、表Ⅵ－4-2)

位置R-97-c 規模0.70×0.48×0.02m

調査v層調査終了後にⅥ層で検出した。平面形は不整形である。暗赤褐色を呈し、焼けが弱く

締まっていない。隣接して北東にLF-63、東に旧石器およびフレイク・チップの集中(R-98区）

がある。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(Q～S 96～99区）のⅦ層からは土器片は出土し

ていない。周辺(Q～S-96～99区）のV層からは、 II群b類1点(P-98区)、Ⅲ群a類75点(Q-

98区4点、Q-99区18点、R-99区48点など)、 ⅡI群b類128点(Q-97区101点、Q 99区4点、R－

97区18点など)、Ⅳ群b類1点(R-96区)、 V群c類1点(R-98区）の土器片が出土した。縄文時代

早期の土器片は出土していない。

時期検出層位と隣接する旧石器およびフレイク・チップの集中との位置的関係から、旧石器時

代の可能性がある。上述のようにP-98区のV層から1点出土している以外には縄文時代早期・前期

の土器片は出土していないことから、縄文時代のものとは考え難い。 口
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LF-65 (図Ⅵ－4－5、表Ⅵ－4-2)

位置H-96-d 規模0.47×0.19×0.06m

調査v層調査終了後にⅥ層で検出した。平面形は不整形である。明赤褐色を呈し粘性がある。

古い風倒木による撹乱の落ち込みの上の焼土である。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(E～J-95～99区）のV層からは、 III群a類17点

(F-98区7点、 F-99区1点、G-98区9点)、 V群a類7点(F-98区)、 V群c類9点(G-98

区）の土器片が出土した。 この周辺ではE-100．102･103区、 F-98～104区、G-98．100～104のV

層からはIII群a類の土器片が489点出土した。

時期周辺の同じ面からは土器片が出土していないため不明である。検出層位から旧石器時代の

可能性もある。

LF-66 (図Ⅵ－4－6、表Ⅵ－4 2)

位置H-96-a 規模0.48×0.31×0.03m

調査v層調査終了後にⅥ層で検出した。平面形は不整形である。明赤褐色を呈し、焼けが弱く

粘性がある。焼土中に炭化物を含む。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(E～J-95～99区) V層からは、Ⅲ群a類17点

(F-98区7点、 F-99区1点、G-98区9点)、 V群a類7点(F-98区)、 V群c類9点(G-98

区）の土器片が出土している。 この周辺ではE-100･102･ 103区、 F-98～104区、G-98･100～104

のV層からはⅡI群a類の土器片が489点出土した。

時期周辺の同じ面からは土器片が出土していないため不明である。検出層位から旧石器時代の

可能性がある。

LF-67 (図Ⅵ 4－6、表Ⅵ－4-2)

位置Q-150-a 規模a: 0.22×0.16×0.04m b : 0.25×0.17×0.02m

調査調査区域東側の斜面の落ち際のV層中位で検出した。平面形はaが不整形、 bが楕円形で

ある。燈褐色を呈し、 よく焼けているが締まっていない。

遺物内部から遣物は出土していない。周辺(P～R 149～151区のV層）からは、 I群b類4

点(P-150区2点、Q-149区1点、Q-151区1点)、 II群a類31点(P-150区27点、 P 151区1

点、Q-151区2点、R-151区1点) (II群a－1類5点、 II群a－2類26点)、Ⅲ群a類181点(O-

149区30点、Q-149区48点、Q-150区6点、R-149区53点など) (III群a－2類1点、Ⅲ群a－3類

3点、型式不明177点)、Ⅲ群b類22点(P-149区3点、 P 150区1点、Q-149区4点、R-149区7

点、 R-150区5点、 R 151区2点)、Ⅳ群a類9点(P-149区)、Ⅳ群c類93点(P 149区10点、

Q-149区82点、Q 151区1点）の土器片が出土した。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から、縄文時代前期前半もしくは中期前半と推定した。

LF-68 (図Ⅵ－4－6、表Ⅵ－4-2)

位置R-92-b 規模0.45×0.21×0.08m

調査V層上位に相当する面の風倒木による撹乱上で検出した。明赤褐色を呈し、 よく焼けてい

るが締まっていない。粘性があり、径1cm程のEa-Pを含む。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(Q～S-90～94区のV層）からは、Ⅲ群a類5点
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(Q-90区1点、Q-91区1点、Q 94区1点、R-94区1点、 S-90区1点)、 III群b類3点(R

93区1点、R-94区1点、 S 94区1点)、Ⅳ群c類2点(R-94区）の土器片が2点出土した。

時期検出層位と周辺から出土した土器片から、縄文時代中期もしくは後期と推定した。

~LF-69 (図Ⅵ－4－6、表Ⅵ－4-2)

位置N-92-a 規模0.42×0.36×0.03m

調査V層調査終了後にⅥ層で検出した。平面形は円形である。暗赤褐色を呈し、焼けが弱く締

まっていない。南西に隣接してLF 70 (N-92区）がある。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(M～0-91～93区）のV層からは、Ⅲ群a類1点

(O 93区)、 ⅡI群b類3点(M-91区1点、N-92区1点、O-92区1点）の土器片が出土している。

この焼土の南側一帯のⅥ～Ⅶ層からは旧石器が出土している。

時期検出層位と南側一帯から出土した旧石器から、旧石器時代の可能性がある。

LF-70 (図Ⅵ－4－6、表Ⅵ－4-2)

位置N-92-b 規模0.17×0.15×0.02m

調査Ⅵ層に相当する面の古い風倒木による撹乱上で検出した。平面形は円形である。暗赤褐色

を呈し、焼けが弱く締まっていない。北東に隣接してLF-69 (N 92区）がある。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(M～0-91～93区）のV層からは、Ⅲ群a類1点

(O-93区)、 ⅡI群b類3点(M-91区1点、N-92区1点、O-92区1点）の土器片が出土した。 こ

の焼土の南側一帯のⅥ～Ⅶ層からは旧石器が出土している。

時期検出層位と南側一帯から出土した旧石器から、旧石器時代の可能性がある。

UF-5 (図Ⅵ－4－6、表Ⅵ－4 2)

位置S-130-c 規模0．31×0.14×0.03m

調査Ⅲ層を2cmほど掘り下げた面で炭化物が出土した。周囲を精査したところ、炭化物が出土

した面より2clnほど下の面で焼土を検出した。平面形は不整形である。赤褐色を呈し、焼けが弱くし

まっていない。焼土の南西に隣接して炭化物が出土した。

遺物内部から遺物は出土していない。周辺(R・S-129～131区のⅢ層）からは、Ⅶ群の土器

片15点(S-129区7点、 S 130区5点など）が出土した。

時期検出層位と周辺から出土した遺物から擦文時代と考えられる。

（鎌田）
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5 集石

調査区域の南側、O～S-129～141区の1I1層からは76点のⅦ群の土器片が出土した。C地区の包含層

93点のⅦ群の土器片のうち、 この区域から80%以上が出土したことになる。今回検出した擦文時代の

遺構はUF-5 (S 130区） とUS 2 (P-133区）の2つのみであるが、いずれもⅦ群の土器片

の分布域にある。

US-2 (図Ⅵ 5－1、表Ⅵ 5-1 ･ 2)

位置P 133-c 規模1．21×1.22×0.31m

調査 1I1層を2cmほど掘り下げた面で礫・礫片が集中して出土する地点を検出した。周囲を精査

したところ径1.2mほどの円形に礫・礫片が出土し、その周辺からも散発的に出土した。円形に出土し

た礫・礫片の一部は熱を受け、脆く割れやすい状態であった。この円の中心付近で火を焚いたともの

と考えられるが焼土は検出されなかった。平地式の住居跡を想定して周辺を精査したが杭穴や柱穴な

どは検出されなかった。南西に近接するⅢ層では擦文時代の焼土UF-5 (S-130区）を検出している。

遺物Ⅶ群の土器片1点、たたき石1点、礫・礫片227点が出土した。周辺(O～Q-132～134区

のⅡI層）からはⅦ群の土器片が11点(P-132区4点、 P-134区4点など）出土している。

1は礫・礫片に混じって出土したⅦ群の深鉢形土器の胴下部破片である。器面には斜位に調整痕が

認められ、内面はナデ調整されている。焼成は良好で堅く焼き締まる。胎土には砂粒を含んでいる。

色調は器面が暗黄褐色、内面は灰黄褐色である。 2次焼成を受けている。

時期検出層位や出土した土器片、周辺から出土した土器片から擦文時代と考えられる。 （鎌田）

表Ⅵ－5-1 US-2出土遺物一覧 表Ⅵ－5-2 US-2掲載遣物一覧

遺物番号層位 （点数) 分類 同一個体
US-2, 111, (1) w

US2,''4,-1') |たたき石9~8xll.3x9.9cm1,3989片麻岩？

端
－
１
｜
》

⑤
US-2

。

‘
。～今

｡

、十P'34

9恥一
包匂 ＞

～.

+P133c O

Q
｡

”

。

o

290ア~~
ア
’

1

Ⅳ

~~~~~ ~~~~~~~~ ~~~図Ⅵ－5-1 US-2

91

今、計に．

Ⅶ

1

1

たたき石

1

1

礫・礫片

ワワワ
ムムI

' 227

合計

229

229



’
VI C地区の遺構とその遺物

6 フレイク・チップ集中

C地区ではV層で4カ所、Ⅶ層で1カ所の計5カ所のフレイク・チップが集中する地点を検出した。

いずれも周辺の遺物出土状況から縄文時代中期前半のものと考えられる。Ⅶ層で検出したFC-4は

H-16の項で述べたような事情で、本来的なⅦ層ではなかった可能性がある。 これらのフレイク・チ

ップの集中からはIII群a類の土器片1点、フレイク・チップ1,083点、焼礫片1点の遺物が出土した。

表Ⅵ－6-1 C地区フレイク集中一覧

４

５

名

~

構

Ｃ

Ｃ

些
猩

Ｆ

Ｆ

中心位置

F-103-b

N136-d

Q-136 a

Q-136 a

N-143-b

検出層位

Ⅶ層上面

V層中位

V層下位

V層下位

v層中位相当風側撹乱

規模長径x短径x厚さ、 出土遺物など

0.98×0.90×0.03 フレイク(219). H-16隣接

1.32×1.24×0．03 フレイク(158).

0.44×0.28×0.03 フレイク(168) .

1.35×0.53×0.03 フレイク(406),焼礫片(1).

0.81×0.49×0.88 フレイク(132),土器片(1).

時 期

縄文時代中期前半萩ヶ岡1.2式期

縄文時代中期前半

６

７

~~
Ｃ

Ｃ

Ｆ

Ｆ

縄文時代中期前半

縄文時代中期前半

縄文時代中期前半FC 8

＊フレイク・チップはフレイクと表記した

FC-4 (図Ⅵ－6 1、表Ⅵ 6-1)

位置F-103-b 規模0.98×0.90×0.03m

調査調査区域の北側はV層中位まで耕作による撹乱を受けていた。残存するV層の調査中に長

径12m、短径8mほどの不整形の黒色土の落ち込みを検出した。 トレンチを入れて土層断面を観察し

たが掘り込みは確認できず、土の堆積状況も自然堆積であった。周辺を精査したが遺構を示す痕跡は

検出されなかった。地形は北東から南西に傾斜しており、昨年度の調査ではこの南西に大きな窪みが

あったため、 これに繋がる雨水によりできた自然地形の窪みと判断した。そこで周囲を掘り下げたと

ころ、Ⅶ層上面でフレイク・チップが集中している地点を検出したため、範囲およびレベルを記録し

て土(V層土混じりのⅦ層土）を採取した。隣接してH-16 (G-101区)、 LP 19 (E-102区)、 L

F-45 (F 102区） ・LF-46～48 (G-102区）がある。

遺物採取した土を水洗したところフレイク・チップが219点出土した。周辺(E～G-100～104

区のV層）からは、Ⅲ群a類の土器片が489点(F-101区71点、 F 102区32点、 F-103区302点、G

-102区13点など) (Ⅲ群a－4類12点、Ⅲ群a－5類62点、形式不明415点）出土した。旧石器など縄

文時代中期より古い遺物は出土していない。 この周辺のV層から出土した土器片は図Ⅶ－3－12 （71．

80．87．88） に掲載している。遺物の説明はH-16で述べた。 71は萩ヶ岡l式、 80･87･88は萩ヶ岡2

式である。

時期H-16の項で述べたようにH-16の付属施設とすれば縄文時代中期前半萩ヶ岡1 ･ 2式と

考えられる。

FC-5 (図Ⅵ－6－1、表Ⅵ－6 1)

位置N-136-d 規模1.32×1.24×0.03m

調査v眉中位調査中にフレイク・チップが集中している地点を検出したため、範囲およびレベ

ルを記録して土を採取した。

遺物採取した土を水洗したところフレイク・チップが158点出土した。周辺(M～0-135～137

区のV層）からは、 II群a類3点(N 135区)、 Ⅱ群b類5点(N-135区)、Ⅲ群a類382点(N 134

区63点、N-135区90点、N-136区66点など) (IⅡ群a 1類2点、Ⅲ群a 2類15点、Ⅲ群a－3類
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14点、Ⅲ群a－5類2点、型式不明349点)、Ⅲ群b類4点(M-135区1点、M-136区1点、N-136

区1点、O 136区1点)、Ⅳ群a類1点(O-135区)、Ⅳ群c類9点(O-136区7点など)、 V群a

類1点(N-134区)、 V群c類154点(M-135区18点、M-136区110点、N-134区10点など）の土器

片が出土した。 これらのうちV層中位ではIⅡ群a類が多く出土している。

時期検出層位および周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。

FC-6 (図Ⅵ－6－1、表Ⅵ－6-1)

位置Q-136-a 規模0.44×0.28×0.03m

調査v層下位調査中にフレイク・チップが集中している地点を検出したため、範囲およびレベ

ルを記録して土を採取した。隣接してFC-7がある。

遺物採取した土を水洗したところフレイク・チップ168点が出土した。周辺(P～R-135～137

区のV層）からは、 II群a類1点(Q-137区)、 II群b類7点(Q-135区1点、R-137区6点)、Ⅲ

群a類321点(P-136区62点、 P-137区46点、Q-135区68点、Q-136区35点など) (Ⅲ群a－1類

6点、Ⅲ群a－2類38点、Ⅲ群a－3類7点、 IⅡ群a－4類1点、Ⅲ群a－5類1点、型式不明268点)、

ⅡI群b類39点(P-136区7点、Q-135区7点、Q-136区2点、Q-137区6点など)、Ⅳ群b類1点

(P-136区)、Ⅳ群c類103点(P-136区96点、 P-137区2点、Q-135区3点、Q 136区1点など)、

V群a類22点(P-136区21点、 P 135区1点)、 V群c類30点(P-137区19点、Q-135区7点、Q

-136区3点など）の土器片が出土した。 これらのうちV層下位ではⅢ群a類が多く出土した。

時期検出層位および周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。

FC-7 (図Ⅵ－6 1、表Ⅵ 6-1)

位置Q-136-a 規模1.35×0.53×0.03m

調査v層下位調査中にフレイク・チップが集中している地点を検出したため、範囲およびレベ

ルを記録して土を採取した。隣接してFC 6がある。

遺物焼礫片21点が出土した。採取した土を水洗したところフレイク・チップ406点が出土した。

周辺(P～R-135～137のV層）からは、 II群a類1点(Q 137区)、 II群b類7点(Q-135区1点、

R 137区6点)、Ⅲ群a類321点(P-136区62点、 P 137区46点、Q-135区68点、Q-136区35点な

ど） （Ⅲ群a－1類6点、Ⅲ群a－2類38点、 IⅡ群a－3類7点、Ⅲ群a 4類1点、 IⅡ群a－5類1

点、型式不明268点)、 III群b類39点(P 136区7点、Q-135区7点、Q 136区2点、Q-137区6点

など)、Ⅳ群b類1点(P-136区)、Ⅳ群c類103点(P 136区96点、 P-137区2点、Q-135区3点、

Q-136区1点など)、 V群a類22点(P-136区21点、 P-135区1点)、 V群c類30点(P 137区19

点、Q-135区7点、Q 136区3点など）の土器片が出土した。 これらのうち、 V層下位ではⅢ群a

類が多く出土している。

時期検出層位および周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。

FC-8 (図Ⅵ 6－1、表Ⅵ－6－1 ･ 2)

位置N-143-b 規模0.81×0.49×0.88m

調査V層中位の調査中に風倒木による撹乱の上にフレイク・チップが集中している地点を検出

したため、範囲およびレベルを記録して土を採取した。

遺物 III群a類の土器片1点が出土した。採取した土を水洗したところフレイク・チップが406点
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出土した。周辺(M～0-142～144区のV居）からは、 I群b類4点(M142区2点、O 143区2点)、

II群a類2点(M-144区1点、N 142区1点)、 II群b類3点(M-142区)、Ⅲ群a類378点(M

-142区63点、N-143区104点、O-143区62点など) (Ⅲ群a－1類2点、Ⅲ群a－2類15点、Ⅲ群a

－3類4点、 III群a－5類1点、型式不明356点)、Ⅲ群b類9点(M-142区2点、O-142区3点、

O-143区2点など)、Ⅳ群c類43点(M142区40点、M-143区1点、N 142区1点など)、 V群c

類7点(M-142区2点、O-142区4点、O-144区1点）の土器片が出土した。 これらのうちV層中

位ではⅢ群a類が多く出土している。

1はフレイク・チップが集中している地点から出土したⅢ群a－2類と思われる深鉢形土器の口縁

である。口縁は外反する。外傾する口唇にはRLの縄文が施され、その上に粘土紐が斜位に貼り付け

られている。貼付帯とその側縁側の口唇には細い原体による押捺文が施されている。口唇直下の器面

の地文の有無は識別できない。内面は磨かれている。焼成は良好、胎土は繊密でわずかに砂粒と小礫

を含む。色調は器面・内面とも暗褐色である。

時期検出層位および周辺から出土した土器片から縄文時代中期前半と考えられる。 (鎌田）

表Ⅵ－6-2 FC-8掲載遺物一覧

番号遺物番号層位 （点数）
~~~1 FC-8,1,V層中位相当(1)
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Ⅵ C地区包含層の遺物

ⅦC地区包含層の遺物

1 概要

C地区からは22,774点の遺物が出土した。 このうち1,931点は遺構（住居跡205点、土塘395点、焼土

17点、フレイク・チップ集中1,085点、集石229点)、 20,843点は包含層（グリッド不明111点を含む）か

ら出土したものである。

C地区から出土した土器片15.381点のうち、包含層出土のものは縄文時代早・前・中・後・晩期、

続縄文時代、擦文時代の土器片が14,854点（グリッド不明53点含む）である。縄文時代中期（10,908点、

73.4％）のものが主体で、次いで後期(1,562点、 10.5%) と晩期(1,189点、 8.0%)のものが多い。

縄文時代中・後・晩期の土器片を合わせると13,659点、包含層出土土器片数の91.9%を占めている。中

期の土器片のうちIⅡ群a類は9,758点、Ⅲ群b類は1,150点出土で、 89．5%がIⅡ群a類である。Ⅲ群a

類の土器片のうち85％を占める8,293点は、口縁部・文様帯と接合しなかったもの、あるいは口縁部・

文様帯と同一個体であると識別できなかった胴部・底部破片である。 これらは細分せず「Ⅲ群a類型

式不明」 とした。残り15％の1,465点のうちIⅡ群a－1類が109点、Ⅲ群a－2類が520点、 ⅡI群a－3

類が366点、 III群a－4類が68点、Ⅲ群a－5類が402点である。単純にこの比率で型式不明とした胴・

底部破片数をⅢ群a－1～5類に分けると、 ’Ⅱ群a－1類がおよそ700点、Ⅲ群a－2類が3,500点、

Ⅲ群a－3類が2,400点、 ⅡI群a－4類が500点、Ⅲ群a－5類が2,600点ほどになる。包含層から出土

した土器片のうち、 23．6％はⅢ群a－2類、 17.8%はⅢ群a 5類、 16%はⅢ群a－3類ということ

になる。土製品は141点出土している。サツマアゲ状土製品(139点)、有孔土製品(1点)、三角形土製

品(1点）がある。

石器類7,251点（礫・礫片3,202点を含む）のうち、旧石器とした550点を除くと、包含層から出土し

たものは5,848点である。出土グリッドが不明のものを含めると剥片石器は248点、剥片は1,799点、礫

石器は332点、礫・礫片は2,913点である。剥片石器では出土点数の多い順に、石鍍が100点、スクレイ

パーが56点、Rフレイクが26点、Uフレイクが18点、つまみ付きナイフが17点、両面加工石器が12点、

ドリルが10点、石核が6点、石槍が3点となっている。礫石器では出土点数の多い順に、石斧が224点、

石皿・台石が31点、たたき石が30点、すり石が22点である。石製品は6点、そのうち1点は片岩製の

石製釣針である。 （鎌田）

表Ⅶ－1-1 C地区出土遺物集計

FC集中集

1

0

0

1,083

0

1

0

1,085

旧石器 包含層 グリッド不明|合 計一

0 14,801 1 53 1 15,381
0 141 1 0 1 142

49 243 5 311

449 1，771 28 3，351

1 329 3 380

51 2,892 21 3,202

0 5 1 7

550 1 20,182 1 111 1 22,774
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2 旧石器

C地区では、Ⅷ層(En a)の上位から旧石器時代の遣物が出土している。フレイクの集中地点を

lヵ所検出したほか、包含層V層～Ⅷ層上面から遺物が出土している。総点数は550点である。分布は
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調査区の西側に偏っていた。

フレイク集中は、R-97･98区で検出された。検出層位はⅦ層下位からⅧ層上面である。フレイク

156点、掻器2点、削器2点、石斧1点、礫片8点の計169点が出土した（図Ⅶ－2－3）。

包含層からは381点出土している。剥片が大半を占め、成品には、掻器、削器、彫器などがある。典

型的な細石刃はみられず、可能性のあるものを細石刃様剥片とした。成品中では、掻器が多く約4割

を占める。彫器は2点出土している。

石材は黒曜石と頁岩がある。彫器･Rフレイクなどでは比較的頁岩が多く、他の器種では黒曜石が

多数を占める。剥片はほとんどが黒曜石である。図Ⅶ 2 4－5～7 ． 10、図Ⅶ－2 5 25およ

び、 フレイク集中から出土した剥片10点について黒曜石の原材産地同定を依頼した（Ⅸ章第1節)。分

析可能なものはすべて赤井川産との結果を得た。他に関しても、肉眼観察においては、赤井川産のも

のが多いようである。

分布は、主に調査区西側、 90～100ラインの、Nライン以南に偏っている。成品の出土傾向などから、

本来的な分布範囲はR-94～99付近に限られるものと思われる。

出土層位はV層下位からⅧ層上面である。Ⅶ層下位からⅧ層上面にかけては、フレイク集中が検出さ

れていることもあり、生活面が想定される。 v層下位～Ⅵ層出土の成品は、Ⅷ．Ⅷ層出土のものを数的

に上回っている。しかし、両者の分布域が重なっており、Ⅶ．Ⅷ層のほうがより層位的に安定してい

ると考えられることから、 v層下位～Ⅵ層出土のものは凍上現象などの攪乱を受けていると思われる。

掻器（図Ⅶ－2－4－1～13）

20点出土している。すべて黒曜石製である。多くは石刃を素材とすると思われる。 l～5 ･12は端

部のみ加工されるもの、 6～11は側縁にも加工が加えられるものである。 1～5には、側縁に使用痕

と思われる連続する微細な剥離がみられる。 5は被熱し、光沢を失っている。 6は右側縁のみ加工さ

れ、左側縁には使用痕がみられる。 9はフレイク集中から出土したものである。他よりも長さの短い

素材を用いており、打面は礫面である。全周が加工される。強く熱を受け、白濁している。 10も全周

が加工され、側縁の剥離は中央付近にまで達する。 11．12は、断面が正三角形に近い、 29に類する剥

片を素材としたものである。 11は側縁から中央部に達する剥離が加えられる。 12は中央から右側縁に

向かう剥離で調整された剥片の端部に刃部が作出される。両側縁に使用痕がみられる。 13は横長の剥

片を用いたものである。

削器（図Ⅶ－2－4-14･15、図Ⅶ 2－5-16)

7点出土している。図示した16のみ頁岩製である。 14は右側縁が、 15は左側縁が加工される。いず

れも未加工の側縁にも使用痕がみられる。 16はフレイク集中出土の2点が接合したもの。下端部が尖

頭状に加工されており、 ドリルの可能性もある。

彫器（図Ⅶ－2－5－17．18）

2点出土している。いずれも頁岩製で、下部に打点をもつ素材を用いている。右肩からの加撃によ

り彫刻刀面が作り出されている。 17は、 さらに彫刻刀面を打点として背面側に調整が加えられる。背

面左側縁・腹面左側縁に調整が加えられる。背面右側に礫面を残す。

Rフレイク（図Ⅶ－2－5 19)

3点出土している。図示したものを含め、 2点が頁岩製である。 19は右側縁の一部が加工され、両

側縁に使用痕がみられる。

Uフレイク （図Ⅶ－2－5-20)

5点出土している。図示した1点のみ頁岩製である。左側縁に使用痕が認められる。

口

口

’
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石刃（図Ⅶ－2 5－21～24）

5点出土している。 24のみ頁岩製である。いずれも腹背ともに同一方向からの剥離がなされる。 21

は2点が接合した。 22は側縁および下端部に使用痕が認められる。 24の下端部は礫面である。

細石刃様剥片（図Ⅶ－2－5 25～28）

5点出土しており、いずれも黒曜石製である。 25は細石刃である可能性が高い。両側縁に使用痕が

ある。

剥片（図Ⅶ－2－5 29）

29はスポールに類するものと思われる。腹背両面に稜からの調整がなされた後、図左からの加筆に

より剥離されている。腹面に礫面が残る。黒曜石製。

石核（図Ⅶ－2－5-30･31)

2点出土している。いずれも黒曜石製である。 30は複数方向から剥離がなされている。礫面を残す。

31は上面と右側縁に打面調整がみられる。腹面に礫面を残す。

石斧（図Ⅶ－2－5－32）

1点のみ、フレイク集中から出土している。基部の破片である。石材は泥岩とみられ、黄褐色を呈

する。粗割・敲打・すりによる調整がなされている。すり調整は全面にはおよんでおらず、背面右半

から腹面にかけて顕著にみられる。 （柳瀬）

表Ⅶ－2-1 C地区出土旧石器一覧
～

ﾌﾚｲｸ集中 V・VIE Ⅶ｡Ⅷ層 撹乱等 グリッド不明 計 ﾌﾚｲｸ集中 v・Ⅵ層 V1･Ⅷ層 撹乱等 計グリッド不明～

掻 器
，
鄙 細石刃榊1片10 4 204 I 1 ５３

核
一
片

削 器 ２ 4 石
一
剥

1 ７ 1 ］ ２

彫 器 1 1 ２ 1Ff、

IOD 51 224
1ヴ
1J 1 449

Rフレイク 1 石 斧3 1 1

Uフレイク 礫・礫片１ 3 I 5 8 51』 40

石 刃 計1４
Ｆ
八
Ｊ 169 80 275

nF

‘0 1 550

表Ⅶ－2-2 C地区旧石器掲載遺物一覧

図番号 器種 細分類 グリッド層位 石材 長さx幅x厚さ《m重さ9 備考

1 93－a V 黒曜石 5.7x 2．7x1.6 14.9

I 94 d Ⅳ 黒曜石 3‘4x 2‘4 x0.7 7．8

l－97－b Ⅶ 黒曜石 3-4x2－4 x1.5 7．2

R 93－a 黒曜石 5.7x 2－7xl－6 14.9

R 94 d 黒曜石 3.4x 2.4 x0.7 7R

呉曜石R－97－b )_4x 2－4 x1.5
ワ 。〕

図番号 器種 細分類グリッド 層位 石材 長さx幅x厚さ[m 重さg 備考

w-21; 彫器 Q 96-d W 頁岩 ，』x2』x5』 ’~，

l9 Rフレイク S 95-b V 頁岩 6．7x4.3x1.2 29．4

20 Uフレイク R 97-c Ⅷ 頁岩 4．6x2. lx0.9 5．7

21 石刃 R－ 97－d Ⅵ 黒曜石 （4.7)x2,7x0.6 （4.6）

R 98-b Ⅶ

22 石刃 Q‐93－． Ⅵ 黒曜石 4．3x3.4x0.8 10.7

23 石刃 R－95－b V 里躍石 5 l x2 4xO 8 5 6

器種

５８
－１

２

Ⅶ

彫器 頁岩Q 96－d 2-9X2－2X5－2 ワワ
凸.宮

Rﾌﾟﾚｲ S 95－b 頁岩19 6.7x4.3x1.2 ワ0イ
一J■玉

頁岩20 Uフレイク R 97－c
芦 守

3－／4.6X2－lXO－9

1 石刃 黒曜石R－ 97－d (4.7)x2.7xO－6 (4-6）

R 98-b

石刃 Q－93－d 黒曜石 4.3x3.4x0.8 10.7~ ~

鞭

､小

ﾑ』 日刃 R－95－b 5 5

Ⅶ-2-4
掻器

掻器

掻器

掻器 S－95－a 黒曜石4 2.4x2．4 x0.6 3 0

原産地同定・水
和層測定NQ47

掻器 黒曜石
戸
、 0－99－a Ⅵ 3.4x2．3x0.5 h n

原産地同定・水
和層測定NO49

掻器 黒曜石S－95 a 4.4x2．9x0.8 10.8~0

原産地同定・水
H]層測定Nh50

掻器 黒曜石S－95－c
1F
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酷

7.9 . l x2.4x0.8 .6
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｜
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，
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~
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掻器 R 95 d 黒曜石l（ Ⅶ 』.8X2．2X0．8 5－5 26 R-96 b 黒曜石 (2.2)Xl－ lXO､4 （0.5）

細石刃様
剥片

掻器 黒曜石11 R 97 c Ⅶ
｜
鯛
鋼
一
Ⅶ

4.2X2．0X1.2 7-8 )ワ
S‐95-a 黒曜石 (2-2)xO－7xO (0.3）

羽
一

細石刃様
剥片

掻器 黒曜石
1，

1色 N－99－c 4. ］x 1．8x1.2 7貝
JpJ 黒曜石 (2.1)x1.lx0.4R 94 c V (0.5）

｜
鱒
一

2913 掻器 横形黒曜石 剥片R 96－c 3.5x(4.2)X1．0 7－8 黒曜石R 97－c Ⅵ

Ⅶ

6x3.8x1.2 5.3
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風倒
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Ⅵ C地区包含層の遺物

3 土器等

出土点数

C地区からは遺構・包含層を含めると15,381点の土器片が

出土している。 このうち包含層から出土したものは縄文時代

早期から擦文時代までの14,854点である。土器片のうち最も

多いのは縄文時代中期のもので、包含層全体の73.4％を占め

る10,908点である。次いで縄文後期10.5%(1,562点)、縄文晩

期8.0％（1,189点）が出土しており、縄文時代中・後・晩期の

もので包含層全体の91.9%(13,659点）を占めている。以下、

縄文早期5.3％（783点)、縄文前期2.1%(303点)、擦文時代

0.6%(93点)、続縄文時代0.1%(16点） とこれらの時期のも

のを合わせても全体の8.1%(1,195点）に過ぎない（表Ⅶ－3

1）。

時期別ではⅡI群a類が包含層全体の65.7％（9,758点）を占

める。次いでⅣ群c類7.8%(1,160点)、 III群b類7.7%(1,150

点)、 I群b類5.3％（783点）の順となる。 ⅡI群a類、Ⅳ群c

類、 ⅡI群b類、 I群b類を合わせると、全体の86.5％（12,851

点）を占める。次いでV群c類4.2％（631点)、V群a類3.8％

（558点)、Ⅳ群a類2.0%(297点)、 II群a類1.6%(232点)。

以下は、全体の1％未満の出土点数であり、Ⅳ群b類0.7％

(105点)、Ⅶ群0.6%(93点)、 II群b類0.5%(71点)、Ⅵ群

0.1%(16点） となっており、 これらを合わせても全体の1.9%

（285点）に過ぎない（表Ⅶ 3－2)。

土製品は、 LP-20の覆土1層から出土した三角形土製品

1点を含めるとC地区では142点出土した。包含層では有孔土

製品（再生土製円盤） 1点、三角形土製品1点、サツマアゲ

状土製品139点がある。

出土層位

縄文早期の土器片はv層中・下位に多く、Ⅵ層から 詞
も出土した。縄文前期のものはv層中・下位に多いが、

表Ⅶ

表Ⅶ－3-1 C地区包含層出十十

器時期別一覧

割合(％）

『一、

｡．｡

2．1

73．4

10．5

8．0

0．1

0．6

100.0

点数

783

303

10,908

1,562

1,189

16

93

縄文時代早期

縄文時代前期

縄文時代中期

縄文時代後期

縄文時代晩期

続縄文時代

擦文時代

合 計 14,854

表Ⅶ－3-2 C地区包含層出土土

器分類別点数順一覧

割合(％）

65．7

7．8

7．7

5．3

4．2

3．8

2．0

1．6

0．7

0．6

0．5

0．1

100.0

点数

9，758

1,160

1,150

783

631

558

297

III群a類

Ⅳ群c類

III群b類

I群b類

V群c類

V群a類

Ⅳ群a類

II群a類

Ⅳ群b類

Ⅶ 群

II群b類

Ⅵ 群

合計

ワqワ
とJ白

服

％

71

６

４

１

５
８

９

４１

C地区包含層出十十器

時期別出土層位一覧

－3－3

主な出土層位

v層中位･下位

V層中位･下位

v層上位･中位･下位

V層上位･中位

V層．V層~上面･上位

1I1層．Ⅳ層

1I1層

v層中位･下位

従たる出土層位

Ⅵ層

V層上面･上位

Ⅳ層･V層上面

Ⅳ層.V層上面･下位

V層中位･下位

V層上面･上位

Ⅳ層．V層上面･上位

V層上面・上位からも出土した。縄文中期のものはV

層上・中・下位に多く、Ⅳ層やv層上面からも少なか

らず出土した。縄文後期のものはv層上・中位に多く

Ⅳ層やV層上面・下位にもある。縄文晩期の土器はⅣ

層やV層上面・上位に多く、 V層中・下位でも見られ

る。続縄文時代のものはⅢ層とⅣ層に多いが、 V層上

面・上位にもある。擦文時代のものはⅢ層に多いが、

Ⅳ層やV層上面・上位にもある。有孔土製品（土製円

盤）はV層中位、三角形土製品はV層上面、サツマア

ゲ状土製品（注）はV層中・下位から出土している。

縄文時代早期

縄文時代前期

縄文時代中期

縄文時代後期

縄文時代晩期

続縄文時代

擦文時代

土製品（注）
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Ⅵ C地区包含層の遺物

表Ⅷ-3-3 C地区包含層出士士器・土製品集計 分布図

各時代・時期の土器片は本来的な層位以

外から出土したものも少なくない。 これは

冬季の凍上現象や自然地形の起伏により各

層の厚さにバラつきがあるためである。数

千年という時間の幅の中で繰り返される凍

上現象は遺物を思いのほか上下させている

ものと思われる。

このように、各時代・時期の土器片の出

土層位が多岐に亘っているために層位ごと

の分布図ではなく、分類別の分布図を掲載

した。 1㎡当たりの出土点数を5段階に分

け、赤と黒の2色の濃淡で表した。赤くな

るほど土器片の出土密度が濃く、黒くなる

ほど密度は薄い。最も赤い部分は1㎡当た

り10点以上(1グリッドの出土点数160点以

上)、次いで赤い部分は1㎡当たり6点以上

10点未満(1グリッドの出土点数96～159点)、

以下1㎡当たり3点以上6点未満（1グリ

ッド出土点数48～95点)、 1点以上3点未満

(1グリッド出土点数16～47点)、 と薄くな

り最も黒い部分では1㎡当たり1点未満(1

グリッド出土点数1～15点）の出土点数で

ある。なお、以下の本文中では煩雑ではあ

るが可能な限り各グリッドの出土点数を示

していく。

縄文時代早期の土器分布（図Ⅶ－3－1 ．

2）

縄文時代早期の土器片は783点出土した。

I群b－1類、 I群b－3類、 I群b－4

類がある。

I群b－1類は228点出土した。内訳はS

-128区から193点、 S-127区から24点、 P

-144区から6点、R 138区から5点であ

る。調査区域東側のS-127･128区から包

含層全体の当該分類破片数の95％が出土し

たことになる。

I群b－3類は2点出土した。調査区域

東側のM-149区から1点、 S-131区から

1点である。

’包含層 ｜グリッド不明 合
三」
可

縄文時代早期（注1）

I群b－1類

I群b－3類

８

２

８

５

２

１

３

２

３

２

班
－
２
｜
畑
一
銃

I群b 4類（撚糸）

I群b－4類（縄文）

I縄文時代前期

「E類

類

１

２

~ａａ
群

群

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

妬
恥
一
認
一
銘

蠅
一
認II群b－1類

II群b－2類

縄文時代中期

III群a－1類

IⅡ群a 2類

38

叩
一
釦

109

釦
一
知類

類

３

４

ａ

ａ

群

群

Ｉ

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

鉦
一
船

1

68

IⅡ群a－5類

ⅡI群a類型式不明

III群b－1類

401 １
｜
皿

皿
髻
秘
一
迦
一
麹
一
喝

３

１

８

５

８

２

２

１

２

２

９
８

III群b－2類

III群b 3類

1

III群b類型式不明

縄文時代後期

851 34 1 885

Ⅳ群a類

Ⅳ群b類

Ⅳ群c類

縄文時代晩期

V群a類

297 ワQ7
日J~I

５

０

０

６

１

１
９

１

５

０

０

６

１

１
？

－

558 558

V群c類

続縄文時代

628 3 631

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｊ

ｌ

ｌ

ｊ

列

．

詞

Ⅵ群

擦文時代

Ⅶ群

16 16

90 兜

土製品 141 141

合
三」
可 14,942 14,995

注1 1群b－4類のうち東釧路Ⅳ式を（撚糸)、美沢3式・松

江式に相当するものを （縄文） とした。
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包含層出土土器分布図 Ⅵ C地区包含層の遺物
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Ⅵ C地区包含層の遺物

I群b 4類は553点ある。東釧路Ⅳ式に相当する撚糸文の施されたもの（以下「I群b－4類（撚

糸)」 と略する）が318点、美沢3式および松江式に類する縄文の施されたもの（以下「I群b－4類

（縄文)」 と略する）が235点ある。

I群b－4類（撚糸）は、H-130区の1点以外は調査区域東側の138～152ラインの間から317点出土

した。特に145ライン以東に多く、R-147区から40点、0-145区から19点、M-145区から18点、 J-

147区から17点、 1-148区から16点である。 これらのグリッドから出土したものは包含層全体の当該分

類破片数の34.6％を占めている。

I群b－4類（縄文）はF-145区、K-143区、K-147区、M147区、N-149区、O 145区から

合わせて11点出土した以外は調査区域東側のF～Kライン･146～150ラインの間に多く、H-147区か

ら176点、 J-146区から9点、H-148区･ J-149区から各6点、H-149区･ I-147区｡ 1-148区

から各5点である。H-147区からは包含層全体の当該分類破片数の74.9%が出土した。

縄文時代前期の土器分布（図Ⅶ－3－2 ． 3）

縄文前期の土器片はII群a 1類、 II群a－2類、 II群b－1類、 II群b－2類合わせて303点ある。

II群a－1類は46点ある。調査区域の東側のS-126区から22点、 P-150区から4点、G-135区か

ら3点、O-151区・Q-132区・S-129区・S-130区から各2点である。 S-126区から出土したも

のは包含層全体の当該分類破片数の47.8％を占めている。

II群a－2類は186点ある。多く出土しているグリッドは調査区域東側の南に面する斜面の落ち際の

P-150区(23点)、Q-148区(18点）である。 また、 J-144区･P-138区から各8点、 J-143区か

ら6点、Q-129区からも5点出土している。 P-150区･Q-148区から出土したものは包含層全体の

当該分類破片数の22.0％を占める。

II群b－1類は33点ある。調査区域西側のP-98区の1点以外は調査区域東側のJライン以南から

出土した。R-137区から6点、N-135区から5点、M-142区から3点、 S-130区から2点である。

この4つのグリッドで囲まれた区域からは包含層全体の当該分類破片数の54.5％が出土した。

II群b－2類は38点ある。G-139区、L-137区、R 133区、K 149区からあわせて5点出土した

以外は調査区域東側のI～Oライン・140～147ラインの間に多く、 L 144区から12点、 J-146区から

6点、N-140区から4点、 L-143区から3点である。 I～Oライン･140～147ラインの間の区域から

出土したものは包含層全体の当該分類破片数の86.8％を占める。

縄文時代中期の土器分布（図Ⅶ－3 3 ． 4 ． 5）

縄文中期の土器片はIⅡ群a類、Ⅲ群b－1類、Ⅲ群b－2類、 IⅡ群b－3類合わせて10,908点ある。

’Ⅱ群a類は9,758点ある。調査区域北側の一部と調査区域西北側を除くほぼ全域から出土しているが、

調査区域北西側のE～Hライン・98～112ラインの間の区域、調査区域西側のK～Sライン｡93～100ラ

インの間の区域、調査区域東側のL～Tライン・ 125～138ラインの間の区域、調査区域北側のG～I

ライン・137～141ラインの間の区域、調査区域東側のJ～Sライン・139～150ラインの間の区域の大ま

かな5つの分布域が見られる。調査区域東側のJ～Sライン・139～150ラインの間には一部分布の薄

い部分があるが、 この一帯は耕作による撹乱や工事用道路掘削により包含層の大部分が失われていた

部分である。それぞれの分布域には特に出土破片数の多いグリッドがある。0-130区から347点、 F

-103区から302点、R 133区から271点、R-134区から262点、G-139区から206点、0 140区から

170点である。 これらのグリッドから出土したものは包含層全体の当該分類破片数の14.0%を占める。

Ⅲ群a類は、Ⅲ群a－1～5類に細分した。 III群a－1類は円筒上層a式に相当するもの、 ⅡI群a

－2類は円筒上層b・c式に相当するもの、Ⅲ群a－3類は円筒上層d式に相当するもの、Ⅲ群a－4
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I群b－4類（美沢3式）分布図 VI C地区包含層の遺物
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Ⅵ C地区包含層の遺物

類は萩ヶ岡l式に相当するもの、Ⅲ群a－5類は萩ヶ岡2式に相当するものである。口縁部・文様帯

と接合しなかった胴部・底部破片、口縁部・文様帯と同一個体であると識別できなかった胴部・底部

破片は「Ⅲ群a類型式不明」 とした。 これらは8,293点あり、包含層全体の当該分類破片数の76.0%を

占める。Ⅲ群a類で型式が識別できたものは包含層全体の当該分類破片数の24.0％ということになる。

Ⅲ群a－1類は109点ある。分布域は調査区域東側のF-139区･F-145区･F-146区・F-149区・

K-125区・K-126区から合わせて6点出土した以外は、調査区域東側のH～Tライン･128～150ライ

ンの間の区域のものである。N-139区から13点、P-138区から11点, P-139区から8点、M-139区・

P-137区･P-138区から各6点で、 これらのグリッドから出土したものは包含層全体の当該分類破

片数の45.9％を占める。

Ⅲ群a－2類は520点ある。分布域は調査区域東側の前述のⅡI群a－1類の分布域とおおむね重複す

るがそれよりも拡大している。Q-138区から36点、Q-135区から27点、 L 131区から19点、M-146

区から17点、N-139区から13点、 L-139区から12点、0-138区から10点、0 131区・O-132区・

S-129区から各9点である。これらのグリッドから出土したものは包含層全体の当該分類破片数の31.0%

を占める。

Ⅲ群a－3類は366点ある。分布域は調査区域東側の前述のⅢ群a－2類の分布域とおおむね重複し

ているがそれよりも縮小している。M-139区から53点、 P-130区から36点、L-131区から26点、R

-133区から23点、M-146区から16点、M-138区から12点、 J-141区から9点、 L-129区･L-140

区･M-136区から各8点、0-130区から7点、M-148区･S-130区から各6点である。 これらのグ

リッドから出土したものは包含層全体の当該分類破片数の59.6％を占める。

III群a－4類は68点ある。 1-127区･N-132区･P-131区から合わせて3点出土した以外は、調

査区域北側のE～Hライン･100～104ラインの間の区域、調査区域東側のO～Tライン･126～135ライ

ンの間の区域に分布域がある。R-133区・R 134区から各11点、0-130区から10点、F-101区から

4点、 F-103区･G-100区･O-129区・P-130区からは各3点である。 これらのグリッドから出土

したものは包含層全体の当該分類破片数の70.6％を占める。

ⅡI群a－5類は402点ある。分布域は調査区域北側のF～Hライン・100～103ラインの間の区域、調

査区域西側のL～Sライン・94～100ラインの間の区域、調査区域東側の円筒上層式の分布域におおむ

ね重複するH～Tライン･ 125～146ラインの間の区域の大まかな3つの分布域がある。R-133区から

70点、0 130区から40点、R-99区から36点、 F-101区から30点、 P-130区から22点、R-134区か

ら15点、 S-126区から14点、0-131区から11点、 F-102区･H-126区から各10点、 S-127区から

9点、G-100区から8点、R-129区･S-133区から各7点、 F-103区･S-125区から各6点、N

-132区・S-134区から各5点である。 これらのグリッドから出土したものは包含層全体の当該分類

破片数の77.4％を占め、特に、 F-101区･O-130区･P-130区・R-99区･R-133区から出土した

ものは包含層全体の当該分類破片数の49.3％を占めている。

Ⅲ群b類は1,150点ある。分布域は調査区域北側の一部と調査区域西北側を除くと前述のⅢ群a類の

分布域よりは縮小しているもののおおむね重複している。調査区域西側のK～Sライン・92～100ライ

ンの間の区域、調査区域北側のE～Hライン・ 109～124ラインの間の区域、調査区域東側のL～Tラ

イン･125ライン～139ラインの間の区域、調査区域東側のE～Tライン・140～150ラインの間の区域の

大まかな4つの分布域がある。調査区域東側のE～Tライン・ 140～150ラインの間の区域には一部分

布の薄い部分があるが、 この一帯は耕作による撹乱や工事用道路掘削により包含層の大部分が失われ

ていた部分である。それぞれの分布域には特に出土破片数の多いグリッドがあり、Q-101区から101

’
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Ⅱ群b－2類分布図 Ⅵ C地区包含層の遺物

u5 120 125 130 135 140Ｅ
l45

工
’

旧

い

」

■

■

Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｔ
ユ
ユ
~

｜
~
１
－

斤
岼
一
土
~
｜
呂
呂
■
｜
＋

F

|LLllllllllllT工「
|「「’ ’ ’ ’ ’ ’ ’ ’ ’ ’
105 1 10 1 15 120

G＝

H

南
Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｏ

０

一

一

一

一

一

一

一

一

１

［

一

一

一

一

一

一

一

一

一

｜

密

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

ｌ

I

}

lZg
一T

~~~

_L=
130

95
90

135 14(） 145 1

、
。／

ＷⅢ群a類分布図（Ⅲ群a－1～5類・型式不明の合言 局

患い畑雌
Ⅲ群a－1類分布図

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

－~

I

宇暇鼻宇暇鼻

灘灘

ﾖﾆ韓二
~~

~亜

Ｏ

Ｐ

Ⅱ I~ ~

Ｓ

ＰI “ I

－1

一I

１
Ｖ／

ｌ
Ｗ

105 1 10

1二I

lllllrn
l l l l i l i

lO5 1 10

肘二｢則
羽
五
，
‘
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ

羊

毛

三

王

Ⅱ
~

戸
U三

H－

1

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

＃
Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｏ

卸
－
０
姓
、

ｌ

ｌ

－

９
一

］
Ⅱ
■
Ⅱ
■
］

庄

蝿

Ｃ

Ｐ

ｧ'一R
－S

シーT
U

－、

Ⅲ群a－2類分布図 150

iO5 110 1 15

1 1 1－｜ ｜ ｜ ｜ ’ 1 i

M111111111IH
105 110 115

l2() 125 130 135 140 145戸

L＝

Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
１
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
ｌ
ｌ
矼
矼

1
〆

１
－
１
斗
ユ
ー
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
０

詳H

J

K

L

M

’
’
’
’
’
－
０９

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

０

℃

(』

125 130 135 140 145

、

150

■
1m2当たり1点未満(1～5点）の出土点数

1m2当たり1点以上3点未満( 16～47点）の出土点数
1m2当たり3点以上6点未満(48～95点）の出土点数
1m2当たり6点以上10点未満(96～159点)の出土点数
1m2当たり10点以上(160点～）の出土点数~~

図Ⅶ－3－3 包含層出土土器分布図(3)
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’
Ⅵ C地区包含層の遺物

点、R-133区から94点、 S-130区から43点、 P-98区から30点、 S-130区から27点、Q-138区から
22点、 R-134区から21点、K-146区から20点、 I-148区･S-128区から各19点、 L-146区･R－
97区から各18点、M-145区･O-128区・R-128区から各17点、H-147区･L-149区･P-130区か
ら各16点である。 これらのグリッドから出土したものは包含層全体の当該分類破片数の46.2%を占め
る。

Ⅲ群b類は、 IⅡ群b－1類、Ⅲ群b－2類、Ⅲ群b－3類に分類した。口縁部・文様帯と接合しな
かった胴部・底部破片、口縁部・文様帯と同一個体であると識別できなかった胴部・底部破片は「Ⅲ
群b類型式不明」 とした。 これらは885点あり、包含層全体の当該分類破片数の77.0％を占める。Ⅲ群
b類で型式が識別できたものは包含層全体の当該分類破片数の23.0％ということになる。

Ⅲ群b－1類は21点ある。調査区域北側のF-117区から2点、調査区域東側のL-149区から7点、
M-149区から2点、R-128区から2点出土した以外は、調査区域西側のL～Sライン･91～100ライ

ンの間の区域から包含層全体の当該分類破片数の61.9％に当たる13点が出土した。 L-149区から出土
したものは包含層全体の当該分類破片数の33.3％を占めている。

Ⅲ群b－2類は229点ある。分布域は調査区域西側のP～Sライン・93～99ラインの間の区域、調査
区域北側のE～Hライン･109～124ラインの間の区域、調査区域東側のL～Sライン･125～134ライン

の間の区域、調査区域東側のE～Jライン｡138～150ラインの間の区域、調査区域東側のL～Sライ
ン・ 138～150ラインの間の区域のおおまかな5つの分布域がある。 これらのうち、調査区域西側のP

～Sライン・93～99ラインの間の区域からは、包含層全体の当該分類破片数の63.8％に当たる146点が

出土した。Q-97区から100点、 P-98区から30点出土しており、 この2つのグリッドから出土したも

のは包含層全体の当該分類破片数の56.8％を占める。

III群b－3類は15点ある。分布域は調査区域東側のG～Pライン･141～147ラインの間の区域である。

H-146区・H-147区･L-147区から各3点、 L-141区から2点出土しており、 これらのグリッドか

ら出土したものは包含層全体の当該分類破片数の73.3％を占める。

縄文時代後期の土器分布（図Ⅶ－3 5 ． 6）

縄文後期の土器片は1,562点ある。Ⅳ群a類、Ⅳ群b類、Ⅳ群c類がある。

Ⅳ群a類は279点ある。分布域はH-142区から1点、 L-141区から1点、M-125区から1点、 P

-149区から9点を除くと、調査区域東側のO～Tライン・128～136ラインの間の区域に分布域がある。

この区域からは包含層全体の当該分類破片数の97.8％が出土した。 P-130区からは269点出土しており、

包含層全体の当該分類破片数の48.2％を占めている。

Ⅳ群b類は105点ある。調査区域西側のR-96区の6点以外は調査区域東側から散発的に出土してい

る。 1-127区から42点、Q-142区から19点、M-129区から10点である。 この3つのグリッドから出

土したものは包含層全体の当該分類破片数の67.6％を占める。

Ⅳ群c類は1,160点ある。分布域は調査区域西側のK-97区から11点、R-94区から2点出土してい

る以外は、調査区域東側の前述のⅣ群b類の分布域とおおむね重複するが拡大している。N-138区か

ら261点、Q-127区から120点、 P-136区から96点、Q-149区から82点、Q-128区･Q-134区から

各51点である。 これらのグリッドから出土したものは包含層全体の当該分類破片数の57.0%を占めて

いる。

縄文時代晩期の土器分布（図Ⅶ－3－6）

縄文晩期の土器片はV群a類、 V群c類合わせて1,189点ある。

V群a類は558点ある。その分布域は調査区域北側のF－98区から7点出土している以外は、調査区
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VI C地区包含層の遺物

域東側の前述のⅣ群c類の分布域とおおむね重複するがそれよりもわずかに縮小している。0-130区
から150点、0-148区から148点、Q-140区から134点である。 この3つのグリッドから出土したもの

は包含層全体の当該分類破片数の77.4％を占める。

V群c類は631点ある。調査区域北側のG-98区から9点、その分布域は調査区域西側のR-98区か

ら1点出土している以外は、調査区域東側の前述のV群a類の分布域とおおむね重複するがそれより

もわずかに拡大している。 P-134区から114点、M-136区から110点、O-137区から60点、0-133区

から55点、O-138区から32点、R-130区から23点、M-135区から18点である。 これらのグリッドか

ら出土したものは包含層全体の当該分類破片数の68.3％を占めている。

続縄文時代の土器分布（図Ⅶ－3－7）

Ⅵ群は16点ある。調査区域東側のP～Tライン･126～140ラインの間の区域に散発的に分布している。

Q-134区から6点、 P-136区から3点、Q-132区・Q-139区から各2点出土しており、 これらのグ

リッドから出土したものは包含層全体の当該分類破片数の81.3％を占める。

擦文時代の土器分布（図Ⅷ－3－7）

Ⅶ群は93点ある。F-147区から5点、G-117区から1点、 L-139区から2点、 L-148区から1点

出土している以外は、調査区域東側のO～Sライン・129～142ラインの間の区域、調査区域東側の南

に面する斜面の落ち際および南に面する斜面のP～Uライン・ 147～152ラインの間の区域の2つの分

布域がある。調査区域東側のO～Sライン・129～142ラインの間の区域からは包含層全体の当該分類

破片数の81.7％が出土している。 この区域のR-135区から15点、0 137区・S-129区から各7点、

R-137区･S 130区から各5点、 P-132区･P-134区･P-137区･S-132区から各4点であり、

これらのグリッドから出土したものは包含層全体の当該分類破片数の59.1％を占めている。

土製品の分布（図Ⅶ－3－7）

M-127区から有孔土製品（再生土製円盤）が1点、 S-128区からは三角形土製品が1点出土して

いる。サツマアゲ状土製品は139点あり、その分布域は前述のII群a－2類およびII群b－1類の分布

域とおおむね重複する、調査区域東側のK～Sライン・126～150ラインの間の区域にある。N-36区か

ら36点、R-138区から33点、 P-138区から23点、Q-137区から15点、 P-140区から10点である。 こ

れらのグリッドから出土したものは包含層全体の当該分類破片数の84．2％を占める。

（鎌田）

土器 （図Ⅶ－3－8～15)

I群b-1類土器（図Ⅶ－3－9－5～7)

5～7は同一個体である。 5は口縁部破片である。口縁は平縁である。口唇端部は外側に張り出し、

平坦な口唇端部に爪による圧痕が加えられている。器形は、底端部が張り出す底部から開き気味に立

ち上り、口縁部付近ではほぼ垂直に立ち上がる。口縁部・体部には縦位の3本組紐の圧痕文・横位の

3本組紐の圧痕文・短縄文が繰り返し施文されている。底部端部には刺突による押圧が加えられてい

る。内面調整は比較的丁寧である。胎土には少量の砂粒を含む。器厚は5mmである。

I群b-3類土器（図Ⅶ－3－9-8)

8は胴部破片である。体部に細かい羽状縄文が施されている。胎土は比較粒子が細かく、黒雲母を

多量に含んでいる。器厚は5mmである。

I群b－4類土器（図Ⅶ－3 9－9～15）

9は2本一組の撚糸文が体部に施された口縁部破片である。角形の口唇端部外側に撚糸による圧痕
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Ⅲ群b－1類分布図
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Ⅵ C地区包含層の遺物

文が加えられ、小波状口縁的な口縁が作り出されている。口縁部には細い箆状工具による刺突が4段

施されている。 10は口縁部破片である。口唇部断面形は丸味をもつ。口唇部直下に細い縄線文が施さ

れている。 この縄線は、山内清男の単軸絡条体第4種とされる「軸の周囲に条を巻いて行くうちに、

前に巻かれた部分の下をくぐり、次に上を跨ぐ、 このときこの部分に係蹄できる」この様な操作を続

けて作った原体の係蹄部分を押捺したようにも思える。 2本一組の撚り糸を結節し、節を作出した原

体を口縁部下位には3段、口縁部内面には1段押捺している。体部には比較的節の大きい撚糸文が施

されている。胎土は木目が細かいが、少量の砂粒を含んでいる。器厚は5mmである。 11･12は同一個

体である。口唇部断面形は尖る。器形は、底部が丸底気味で、径が12～14cmほどの塊状になるものと

思われる。口縁部から体部下半にかけて部分的に菱目状を構成する鋸歯状の撚糸文が施されている。

底部付近には軸の軟らかい絡条体圧痕文が横位に5段施文されている。胎土には繊維と少量の砂粒を

含んでいる。内面には炭化物の付着が認められる。 13は平底の底部破片である。器面外面及び底面に

幅が細い箆状工具による連続刺突が施されている。胎土は木目が細かい。器面外面に炭化物の付着が

見られる。 14は平縁の口縁部破片である。口唇部断面形は尖る。無文地の口縁部には先述した単軸絡

条体第4種の側面圧痕文と短縄文が交互に3段づつ施文されている。体部には自縄自巻的な原体で斜

行縄文が認められるが、羽状になるものと考えられる。胎土は木目が細かい。器面調整は粗雑である。

器厚は7mmである。 15． 16は同一個体である。 15は平縁の口縁部破片である。口唇部断面形は角形で、

端部に撚糸の圧痕が加えられている。無文地の口縁部に原体不明の圧痕文が5段施文されている。体

部には撚り方向が異なる2種類の自縄自巻的な原体を組み合わせて菱形の文様構成を作り出している。

胎土には砂粒・繊維を含む。器面内面には炭化物の付着が認められる。器厚は7mmである。 16は胴部

破片である。

II群白-1類土器（図Ⅶ－3－9-17～20)

17は口縁部破片で、口唇部断面形は角形である。器面外面に羽状縄文施文後、口唇直下に刻みの加

えられた貼付文が施されている。胎土には砂粒が多く、少量の繊維も含まれている。内面調整は比較

的丁寧である。器厚は8mmである。 18は口縁部破片である。口唇部端部に調整が加えられ、口唇部断

面形は角形である。器面には羽状縄文が施されている。胎土には砂粒を多く含む。器面調整は比較的

丁寧である。器厚は13mmである。

19･20は横走する縄文が施された後、ナデ調整が加えられたものである。 19の口唇部断面形は内面

に斜傾気味の角形である。胎土には多量の繊維、少量の砂粒を含む。器面調整は丁寧である。器厚は

10mである。 20の口唇部断面形は丸味を持つ。胎土には多量の繊維、少量の砂粒を含む。器面調整は

丁寧である。器厚は15mmである。

II群a－2類土器（図Ⅶ－3－9-21～24)

21 ．22は口縁部破片で、口唇部端部に軽い調整が加えられている。器面外面には節が大く、粗い縦

走気味の斜行縄文が施されている。胎土には多量の繊維・砂礫粒を含み、脆弱である。器厚は21は14

mm、 22は12mmである。 23･24は口縁部破片で、口唇部断面形が尖るものである。器面外面には斜行縄文

が施されている。胎土には繊維・砂粒を含む。 23の器面調整は丁寧ある。 24の器面調整は粗雑である。

器厚は、 23は9mm、 24は10mmである。 23には補修孔が認められる。

II群b－1類土器（図Ⅶ－3－9-25～29)

25は無文土器で、口縁部が大きく外湾する。口唇部断面形は内面に斜傾気味の角形である。胎土に

多量の繊維・砂粒を含む。器面調整は粗雑である。器厚は10n1mである。 27～29は口縁部に縄線文が施

されたものである。 25は斜行縄文施文後、口縁部に2条の縄線文が施されたものである。胎土に多量
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W C地区包含層の遺物

の砂粒を含む。器厚は8mmである。 26は無節の斜行縄文を施した後、口縁部に同一原体で1条の縄線

文が施されている。器厚は10mmである。 28．29の口唇部断面形は外傾する角形気味で、口唇端部に1

条の縄線が施されたものである。 28の体部には斜行縄文施文後、口縁部に2条の縄線文が施されてい

る。胎土に繊維を含む。器厚は10mmである。 29は体部に縄文を施した後、口縁部に2条の縄線文が加

えられている。縄線は、撚り方向が異なる2条の縄を結束した原体で施文している。 したがって、胴

部縄文は結束羽状縄文の可能性が高い。胎土に多量の繊維を含む。器面調整は粗雑である。器厚は13

mmである。 （熊谷）

Ⅲ群a－1類土器（図Ⅶ－3-10-30．39)

30は口縁に内側に肥厚して頂部が二又の突起がある。地文はLR+RL結束羽状縄文で、口辺部文

様帯は無文地である。口縁・突起の縁に2本（口縁貼付帯)、突起下に突起のくびれに対応するように

「U」字状に太い貼付帯(U字貼付帯）が付けられ、 これらが斜位に同様の貼付帯（繋ぎ貼付帯）で

繋がれる。施文には「細」 「細め」 「太め」の3種類の原体、半裁竹管と箆の中間の形状をした刺突工

具を使用している。突起頂部とその内面側、口縁貼付帯は細い原体により縦位に刻まれ、U字貼付帯

上と繋ぎ貼付帯上には太めの原体を押捺している。口縁貼付帯･U字貼付帯・繋ぎ貼付帯の間の無文

地の器面には、太めの原体を2本並列して、口縁に沿った押捺文と「の」字状の押捺文が施される。

文様帯の下縁は貼付帯（下縁貼付帯）により区画され、貼付帯に刺突文が施される。口縁貼付帯直下

と下縁貼付帯直上の器面には貼付帯に沿って刺突文が施され、その間に細目の原体を3本並列して、

口縁に沿う押捺文と鋸歯状の押捺文が施される。内面は平滑、焼成は中程度、胎土に砂粒・火山灰な

どを含む。色調は器面・内面とも暗茶褐色である。 39は口縁突起が欠損している。突起下に「V」字

状に太い貼付帯(V字貼付帯）が付けられている。口縁部は無文地である。施文には「細」 「細め」の

2種類の太さの原体を使用している。細い原体により外反する口唇を縦位、V字貼付帯を横位に刻み、

口縁部に細めの原体を3本並列して口縁に沿う押捺文を施す。内面は平滑である。焼成は中程度、胎

土にわずかに小礫を含む。色調は器面・内面とも褐色である。

Ⅲ群a－2類土器（図Ⅶ－3-10 31～38･40～43、Ⅶ－3-11-44～56)

a 貼付文、撚糸圧痕文をもつもの。 （32）

32は口縁小突起がある。口縁部の器面は無文地である。口縁に鋸歯状に太めの貼付帯を付け、貼付

帯と口縁に細い原体による押捺文が施されている。内面は平滑、焼成は良好である。胎土にはわずか

の砂粒を含む。色調は器面が褐色、内面は暗褐色である。

b刺突文をもつもの。 （31．34．35～38．48．54）

b－l 口縁に刺突文をもつもの。 (31･34･35･38･48)

31は胴部が張り、外反する口縁に2つ対の小突起をもつ。口縁・LR+RL結束羽状縄文を施した

器面の頸部・胴上部に、 2本対の細い貼付帯を付け、その上を縄で刻んでいる。口縁貼付帯の間には、

箆もしくは棒状工具による刺突文が施されている。内面は平滑である。焼成は良好、胎土にはわずか

に砂粒を含む。色調は器面・内面とも明褐色である。 34は31と同様の小突起・口縁貼付帯・刺突文を

もつ。内面は磨かれている。焼成は良好、胎土にわずかに砂粒・火山灰を含む。色調は器面が褐色、

内面は暗褐色である。 35は小さめの弁状突起をもつ。口縁と地文を施した口縁部の器面に細い貼付帯

を付け、口縁・口縁部に刺突文を施している。内面はナデ調整されている。焼成は中程度で、胎土に

は砂粒・火山灰・小礫などを含み、ザラついた触感である。色調は器面・内面とも褐色である。 38．

48は細い貼付帯と刺突文をもつ。口縁に2本の細い貼付帯を付け、その間に刺突文を施している。刺

突文は、 38が半裁竹管状工具、 48が縄端によるものである。口縁部の無文地の器面には、細い貼付帯
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VI C地区包含層の遺物

により文様が描かれている。 38には細めの原体による押捺文が施されている。いずれも内面は磨かれ

ており、焼成は良好である。胎土には砂粒とわずかに小礫を含む。色調は器面が褐色、内面は黒褐色

である。

b－2 無文地の口縁部器面に刺突文をもつもの。 （36．37）

36．37は口縁に斜位の細い貼付帯がある。無文地の器面口縁部には横位に細い貼付帯を付け、口縁

と貼付帯の間・貼付帯と貼付帯の間に刺突文を施している。いずれも内面は平滑、焼成は良好である。

36は胎土に砂粒を含み、ザラついた触感である。色調は器面・内面とも黄褐色である。 37は胎土にわ

ずかな砂粒を含む。色調は器面・内面とも明褐色である。

b－3 文様帯～胴部に刺突文をもつもの。 （54）

54は地文にLR+RLの結束羽状縄文を施した器面に貼付帯がある。貼付帯の上には半裁竹管状工

具による刺突文が施されている。内面は平滑、焼成は中程度である。胎土にはわずかに砂粒を含む。

色調は器面が明黄褐色、内面は暗褐色である。

c 無文地に貼付文により文様が構成されるもの。 （33）

33は口縁と無文地の口縁部器面に付けられた太めの貼付帯が、太めの原体により刻まれている。内

面は磨かれてている。焼成は良好、胎土には砂粒とわずかな小礫を含む。色調は器面・内面とも暗褐

色である。

d縄文地に貼付文により文様が構成されるもの。 （40～47．49～53）

d－1 口縁に鎖状の貼付文があるもの。 （40～42）

40～42は縄文地に細い貼付文を鎖状に付けているもの。 40･41の口縁には小さな弁状の突起がある。

突起頂部は厚く指頭により押圧されている。突起は40は内傾し、 41は直立気味である。 40は口縁部の

器面にも細い貼付文で文様が描かれている。口縁の鎖状の貼付文と口縁部の貼付文は太めの原体によ

り刻まれている。 41は突起の下に小突起がある。口縁の鎖状の貼付文の下には横位の貼付文が付けら

れており、 これらの貼付文には細い原体が押捺されている。 41は口縁の鎖状の貼付文の下には横位の

貼付文が付けられており、 これらの貼付文には細い原体が押捺されている。いずれも器面にはRLの

縄文が認められ、内面は平滑、焼成は中程度、胎土には砂粒を含みザラつく触感である。色調は40･

41が器面・内面とも暗褐色、 42は器面・内面とも暗黄褐色である。

d－2 口縁に鋸歯状の貼付文があるもの。 （43）

43は胴が張り、口縁が外反する。口縁までRL+LRの結束羽状縄文の地文が施されており、口縁

には細めの貼付文が鋸歯状に付けられている。貼付文は縄により刻まれている。内面は磨かれており、

焼成は良好である。胎土にはわずかに砂粒を含む。色調は器面が明褐色、内面は黒褐色である。

d－3 口縁と口縁部を繋ぐ橋状の貼付文があるもの。 （44．45．49）

44．45．49は口縁と口縁部を繋ぐ橋状の貼付文がある。 この貼付文にも器面に付けられたのと同じ

ような細い貼付文が付けられている。細い貼付文には細い原体による押捺文が施されている。 44．49

の器面にはRL、 45の器面にはLRの縄文が認められる。いずれも内面は磨かれており、焼成は良好、

胎土にわずかに砂粒を含む。色調は44．49は器面が黒褐色、内面は暗褐色である。 45は器面が暗灰黄

褐色、内面は赤黄褐色である。

d－4 口縁に小さな山形の突起のあるもの。 （46～48）

46～48は口縁に小さな山形の突起がある。 LRの縄文が認められる器面には細い貼付文により文様

が描かれている。細い貼付文には細い原体による押捺文が施されている。いずれも内面は磨かれてお

り、焼成は良好、胎土にわずかに砂粒を含む。色調は46は器面が赤黄褐色、内面は暗褐色、 47は器面
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が褐色、内面は黒褐色、 48は器面が暗黄褐色、内面は暗褐色である。

d－5 文様帯に小波状の貼付文のあるもの。 （51～53）

51～53は文様帯～胴部である。RL+LRの結束羽状縄文が施された器面に、 2本組、小波状の細

い貼付文を付けている。 51･52は2本組の横位の貼付文に環状の貼付帯が付けられている。 51･53の貼

付文には細い原体による押捺文、 52の貼付文には地文と同じ原体による押捺文が施されている。いず

れも内面は磨かれており、焼成は良好である。胎土にわずかに砂粒を含む。色調は50．52は器面・内

面とも褐色、 51は器面が褐色、内面は暗褐色である。

d 6 口縁の一部のみに貼付文のあるもの。 （55．56）

55．56は綾絡のある羽状縄文を地文にもつ。 55は外反する口縁の一部のみに貼付文がある。 56は55と

同一個体である。口唇外面は地文と同じ原体により刻まれている。内面は磨かれており、焼成は良好、

胎土には砂粒を含む。色調は器面が褐色、内面は暗褐色である。

Ⅲ群a－3類土器（図Ⅶ－3-11-57～65、Ⅷ－3-10-66～70)

a 貼付文をもたないもの。口縁に突起をもち、突起に施文のあるもの。 （57～60）

57～60は口縁に突起、突起の下の器面に小突起がある。 57は口縁に半裁竹管状工具に類する工具に

よる刺突文が施されている。器面にはRLの縄文が認められる。内面は平滑、焼成は良好、胎土には

わずかに砂粒を含む。色調は器面が褐色、内面は暗黄褐色である。 58は突起と口縁に細い貼付文が付

けられ、貼付文には細い原体による押捺文が施されている。小突起はボタン状である。地文にはLR

+RL結束羽状縄文が施されている。口縁の地文の有無は判別し難い。 57は2類b－1に、 58は2類

dに含むべきかも知れないが、便宜上IⅡa－3類に含む。 59．60は口縁の突起が厚く、頂部には指頭

による押圧が加えられている。いずれも口縁まで地文のLR+RL結束羽状縄文が施されており、口

唇は縄により刻まれている。突起下の器面には高さのある棒状の突起が付けられている。内面は平滑

で、焼成は良好である。胎土は織密でわずかに砂粒を含む。色調は器面が褐色、内面は黄褐色である。

61は口縁突起の左が欠損している。突起頂部は左に傾斜し中が凹んでおり、その周囲と突起右側縁は

細い原体により刻まれている。器面には口縁突起までLRの縄文が認められる。内面は平滑、焼成は

良好、胎土にはわずかに砂粒を含む。色調は器面が黒褐色、内面は暗褐色である。

b地文のみのもの。 （62～70)

b－1 突起をもつもの。 （62～64．68）

62～64．68は口縁に山形の突起がある。突起頂部は62は平ら、 63は厚く丸みを帯び、 64．65は口唇と

同様である。いずれも口縁まで地文が施されている。地文は62がRL+LRの羽状縄文、 63がRL+

LRの結束羽状縄文である。 64にはRL、 65にはLRとRLの縄文が認められる。いずれも内面は平

滑、焼成は良好である。胎土は織密でわずかに砂粒を含む。色調は62は器面が明灰黄褐色、内面は暗

褐色、 63．64は器面が褐色、内面は暗黄褐色、 68は器面が黒褐色、内面は暗黄褐色である。

b－2 突起をもたないもの。 （65～67．69．70）

65～67．69･70は口縁に突起をもたず、器面には地文のみが施されている。 65～67は口縁が肥厚し、

69･70は肥厚しない。いずれも口縁まで地文が施されている。地文は65～67はRLの斜行縄文、 69はL

R+RLの羽状縄文、 70はRL+LRの結束羽状縄文である。内面は65～67は平滑、 69･70は磨かれて

いる。いずれも焼成は良好で、胎土にわずかに砂粒を含む。色調は65は器面が暗褐色、内面は褐色、

66は器面が黒褐色、内面は褐色、 67は器面・内面とも暗黄褐色、 69は器面が黒褐色、内面は暗褐色土、

70は器面が暗褐色、内面が黒色である。

119



VI C地区包含層の遺物

IⅡ群a-4類土器（図Ⅶ－3 12-71～76．78)

a貼付帯に爪による施文のあるもの。 （71～74．78）

71～74．78は器面に地文を施し、貼付帯を付けてそれを爪により刻んでいる。 71．73は口縁突起左側

の口縁、 72は口縁突起右側の口縁、 74は口縁突起下の文様帯、 78は台形の口縁突起である。 71の地文は

RL+LRの結束羽状縄文、 72にはRLの縄文が認められる。 73は識別し難い。 74にはLRの縄文が

認められる。 78はLR+RLの結束羽状縄文である。いずれも内面は平滑である。焼成は71～74は良

好、 78は中程度である。 71．72．74は胎土にわずかに砂粒を含む。 73．78は胎土に砂粒と小礫を含んで

おりザラついた触感である。色調は71．72は器面が黒褐色、内面は暗褐色、 73は器面が黒褐色、内面

暗黄褐色、 74．78は器面・内面とも暗褐色である。

b貼付帯に縄による施文のあるもの。 （75．76）

75．76は口縁突起の下の文様帯である。 75は地文にLR+RLの結束羽状縄文、 76はRL+LRの結

束羽状縄文を施した器面に縦位に貼付帯が付けられている。貼付帯には縄端による刺突が施されてい

る。内面は75は平滑、 76はナデ調整されており、焼成は良好である。 75の胎土にはわずかに火山灰、

76の胎土には砂粒を含む。色調は75は器面・内面とも暗灰褐色、 76は器面が赤黄褐色、内面は黒褐色

である。

ⅡI群a－5類土器（図Ⅶ－3-12-77･79～89)

a 貼付帯に半裁竹管状工具による施文のあるもの。 （77．79．81～86．88．89）

77．79は口縁突起、 81は口縁突起左側の口縁、 82．85．86は口縁突起右側の口縁、 83．84は口縁、 88

は口縁突起下の文様帯、 89は口縁突起下左側の文様帯である。 77は口縁に台形の突起がある。突起頂

部は、指頭により押圧が加えられて凹み、厚くなっている。器面には化粧粘土を塗り、突起の側縁に

沿って貼付帯を付けている。左側の貼付帯には沈線文、右側の貼付帯には押引文がある。化粧粘土を

塗った器面には半裁竹管状工具による縦位の沈線文と横位の沈線文が施されている。突起中央の器面

は剥落している。内面は平滑、焼成は良好である。胎土には砂粒を含みザラついた触感である。色調

は器面が暗赤褐色、内面は暗褐色である。 79の口縁には棒状に近い山形の突起がある。突起側面と口

唇・口縁にはLRの縄文が認められる。地文を施してから突起に化粧粘土を塗り、突起と口縁に貼付

帯を付けたものである。突起中央の器面には指頭による刺突文、貼付帯と器面には沈線文がある。内

面は平滑、焼成は良好である。胎土には砂粒を含む。色調は器面が暗褐色、内面は暗黄褐色である。

81は器面に化粧粘土を塗り、口唇に沈線文、器面に斜位の沈線文と矢羽根状の沈線文が施されている。

内面は磨かれている。焼成は良好で、胎土には砂粒を含んでいる。色調は器面が暗褐色、内面は黒褐

色である。 82は口縁に貼付帯を2本付け、そこに口縁に沿った沈線文と矢羽根状の沈線文が施されて

いる。矢羽根状の沈線文は口唇にまで及んでいる。内面は平滑、焼成は良好である。胎土には砂粒を

含んでいる。色調は器面が暗褐色、内面は暗黄褐色土である。 83は器面にLRの縄文が認められる。

地文を施してから口縁に化粧粘土を塗り、右方向からの刺突文が施されている。内面は磨かれており、

焼成は良好である。胎土は粘土分が多く、わずかに砂粒と火山灰を含む。色調は器面が褐色、内面は

黒褐色である。 84は器面にRLの縄文が認められる。地文を施してから口縁に貼付帯を2本付け、口

唇と貼付帯に右方向からの刺突文が施されている。内面は平滑、焼成は良好である。胎土には砂粒と

火山灰を含みザラついた感触である。色調は器面・内面とも暗褐色である。 85は器面にLRの縄文が

認められる。地文を施してから口縁に貼付帯を付け、貼付帯に押引文、その直下の器面に沈線文が施

されている。口唇は縦位に刻まれている。内面は平滑である。焼成は良好で堅く焼き締まる。胎土に

はわずかに砂粒を含む。色調は器面・内面とも暗黄褐色である。 86は器面にLRの縄文が認められる。
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地文を施してから口縁に2本の貼付帯を付け、その下に小波状の貼付帯、口縁に沿った貼付帯を付け

ている。口縁の2本の貼付帯は縦位に刻まれ、貼付帯の問には口縁に沿って沈線文が施されている。

小波状の貼付帯には斜位の沈線文、その下の貼付帯には刺突文が施されている。内面は平滑、焼成は

良好である。胎土にわずかに砂粒を含む。色調は器面・内面とも明黄褐色である。 88の器面にはLR

とRLの縄文が認められる。地文を施してから、口縁の突起から垂下する2本の縦位の貼付帯と横環

する横位の貼付帯が付けられ、それらが接する部分には短い横位の貼付帯が付けられている。貼付帯

は斜位に刻まれている。内面は磨かれており、焼成は良好である。胎土は粘土分が多く、わずかに砂

粒と火山灰を含む。色調は器面が明黄褐色、内面は明灰黄褐色である。 89は器面にLRの縄文が認め

られる。地文を施してから斜位に貼付帯を付けている。貼付帯には低い角度からの刺突文、器面には

斜位の沈線文が施されている。内面は平滑、焼成は良好である。胎土には砂粒と火山灰を多く含みザ

ラつく感触である。色調は器面。内面とも暗褐色である。

b貼付帯に棒状工具による施文のあるもの。 （80．87）

80は口縁と口縁突起下の文様帯、 87は口縁突起下の文様帯である。 80は口縁突起が欠損している。

口縁に2本の貼付帯、突起下に粘土塊を貼り付けた小突起がある。器面にはLRの縄文が認められ、

小突起の一部にも地文が認められる。口縁の貼付帯には低い角度からの刺突文が施され、貼付帯の間

には沈線文が施されている。小突起から垂下する貼付帯が付けられ、その下の器面には沈線文が施さ

れている。小突起とその横の器面にも沈線文がある。内面は平滑、焼成は良好で、胎土には砂粒を含

んでいる。色調は器面が黒褐色、内面は暗褐色である。 87は器面にRLとLRの地文が認められる。

地文を施してから垂下する2本の貼付帯、横環する貼付帯を付けている。垂下する2本の貼付帯は短

い横位の貼付帯により繋がれている。貼付帯、貼付帯の間の器面には棒状工具による低い角度からの

刺突文がある。器面には半裁竹管状工具により斜位の沈線文が施されている。

ミニチュア土器（図Ⅶ－3－8－4）

4は口径5.0cm×口径5.4cm、器高5.5cmを計る無文のミニチュア土器である。Q-128区のV層中位か

ら6点出土した破片のうち5点が接合した。内面はナデ調整されており、焼成は中程度である。胎土

にはわずかに砂粒を含む。色調は器面・内面とも明黄褐色である。

Ⅲ群b－1類土器（図Ⅶ 3－12－90．91）

90は口縁と口縁突起下の文様帯である。口縁突起が欠損している。口縁に貼付帯を付けて肥厚させ

ている。口縁・器面にはLRの縄文が認められる。突起の下に付けた小突起は剥落しており、その両

側には半裁竹管状工具による刺突文が施されている。内面は平滑、焼成は良好、胎土は繊密である。

色調は器面が暗褐色、内面は黒色である。 91は文様帯である。RLの縄文が認められる器面には、太

い半裁竹管状工具による沈線文が施されている。内面は平滑、焼成は良好で堅く焼き締まる。胎土は

徹密でわずかに火山灰を含む。色調は器面・内面とも暗茶褐色である。

III群b－2類土器（図Ⅶ－3-12-92～94、Ⅶ－3-13-95～103)

a 口縁に貼付帯のあるもの。 （92～94．96．98．101～103)

92～94･96･98･101～103は口縁に貼付帯がある。口縁の貼付帯は、縄で刻まれるもの(93)、縄線

文が施されるもの（92．94．96･101･102)、縄で刻まれ縄線文が施されるもの(98)、刺突文が施され

るもの(103)がある。 92はLR斜行縄文を地文に施し、口縁に貼付帯を付けている。貼付帯には縄線

文が施されている。内面はナデ調整されている。焼成は良好で、胎土にわずかに砂粒を含む。色調は

器面・内面とも暗灰黄褐色である。 93は口縁に小さな山形突起がある。器面にはRLの縄文が認めら

れる。口縁に貼付帯を付け、そこを縄で刻んでいる。内面は平滑、焼成は良好、胎土にわずかに火山
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灰を含む。色調は器面が明褐色、内面は黒色である。 94は地文にLR斜行縄文を施し、口縁に貼付帯

を付けている。貼付帯と口縁部の器面には地文と同じ原体による縄線文が施されている。口唇にも同

様の原体が押捺される。内面はナデ調整されている。焼成は良好で、胎土に砂粒を含む。色調は器面

が暗黄褐色、内面は黒褐色である。 96は器面にLRの縄文が認められる。口縁には貼付帯を付け、そ

こに縄線文を施している。口唇にも同様の原体が押捺される。内面は横にナデ調整されている。焼成

は良好で、胎土にわずかに砂粒を含む。色調は器面・内面とも褐色である。 98は地文にLRの斜行縄

文が施されている。口縁の貼付帯を縄により刻んでさらに縄線文を施している。内面は平滑、焼成は

良好で、胎土に砂粒を含む。色調は器面が褐色、内面は暗黄褐色である。 101は外反する口縁に小さな

山形の突起がある。地文にはLRの斜行縄文が施されており、口縁部の内面まで同様の縄文が認めら

れる。口縁と口縁部の貼付帯には地文と同じ原体による縄線文がある。内面の縄文が施され部分より

下は横にナデ調整されている。焼成は良好で、胎土にわずかに砂粒を含む。色調は器面・内面とも暗

黄褐色である。 102は口縁が外反する。地文にはLRの斜行縄文が施されている。口縁と頚部には2本

ずつ貼付帯があり、 2本貼付帯の間、口縁と頚部の貼付帯の間の器面には地文と同じ原体による縄線

文が施されている。内面は横にナデ調整されている。焼成は良好で堅く焼き締まる。胎土にはわずか

に砂粒と火山灰を含む。色調は器面が明黄褐色、内面暗黄褐色である。 103は地文に綾絡のあるLR斜

行縄文が施されている。口縁の貼付帯には竹管状工具による低い角度からの刺突文が2列施されてい

る。上の列は右方向、下の列は右下方向からの刺突である。内面は横にナデ調整されている。焼成は

中程度で、胎土にわずかな砂粒を含む。色調は器面が暗黄褐色、内面は明黄褐色である。

b 口縁に貼付帯のないもの。 （95．97．99）

95．97．99は口縁に貼付帯がない。口唇に刺突文の施されるもの（95．97)、刻みが施されるもの

（99）がある。 95は地文にLRの斜行縄文が施され、口唇と口縁部の器面に細い半裁竹管状工具によ

る右方向低い角度からの刺突文がある。内面は横にナデ調整されている。焼成は良好で、胎土にわず

かに砂粒を含む。色調は器面が黒褐色、内面は暗褐色である。 97は口縁が外反する。地文にはLR斜

行縄文が施されている。口唇には竹管状工具による右方向からの刺突文が施されている。焼成は良好

で、胎土にわずかに砂粒を含む。色調は器面が黒色、内面は黒褐色である。 99は地文にLRの斜行縄

文が施されている。口唇には箆状工具により斜位に疎らに刻まれ、器面には同様の工具による右方向

低い角度からの刺突文が施されている。内面は平滑、焼成は中程度である。胎土には砂粒を含みザラ

つく感触がある。色調は器面・内面とも黒褐色である。

c 口縁部の器面に施文のあるもの。 （94．95．99．100．102）

94．95･99･100は口縁部の器面に施文がある。口縁部の器面に刺突文の施されるもの(95･99．100)、

縄線文の施されるもの(94･102)がある。 94はa、 95はb、 102はaにも含まれる。 100は口縁部の文

様帯部分である。地文にLRの斜行縄文が施されている。器面には丸棒もしくは竹管状工具の凸面に

よる右方向低い角度からの刺突文がある。内面は横にナデ調整されている。焼成は良好で、胎土にわ

ずかに砂粒を含む。色調は器面は暗赤黄褐色、内面は明黄褐色である。

Ⅲ群b－3類土器（図Ⅷ－3-13-104)

104は口縁に貼付帯を付け、口縁まで地文のLRの斜行縄文が施されている。口縁内面にも同様の縄

文が認められる。口縁には丸棒状工具による刺突文がある。内面の縄文が施された部分より下には指

頭による調整痕が残る。焼成は良好で、胎土にはわずかに砂粒を含む。色調は器面・内面とも暗茶褐

色である。
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III群土器の底部（図Ⅶ-3-13-105～109)

105～109は縄文中期の土器の底部である。底部が張り出すもの(105．108．109)、直立気味のもの

(106)、直線的に立ち上がるもの(107)がある。 105は器面にRLの縄文が認められる。わずかに張り

出す底部器面には地文が及んでいない。内面は平滑、焼成は良好、胎土は織密である。色調は器面・

内面とも明褐色である。 106は器面に複節のRL斜行縄文が施されている。直立気味の底部器面には地

文は及んでいない。内面は磨かれており、焼成は良好である。胎土にはわずかに砂粒を含む。色調は

器面が黒褐色、内面は暗黄褐色である。 107は地文にLR斜行縄文が施されている。地文は直線的に立

ち上がる底部器面にまで及んでいる。内面はナデ調整されており、焼成は良好である。胎土には砂粒・

小礫を含みザラつく感触がある。色調は器面が暗黄褐色、内面は暗灰黄褐色である。 108は地文にLR

+RLの結束羽状縄文が施されている。地文はゆるやかに張り出した底部器面にまで及んでいる。上

底の底面には棒状工具による沈線が密に引かれている。内面には指頭による調整痕がある。焼成は良

好で、胎土にわずかに火山灰を含む。色調は器面。内面とも暗褐色である。 109の地文は綾絡のあるL

Rの斜行縄文で、張り出した底部器面には及んでいない。内面には指頭による調整痕がある。焼成良

好で、胎土にはわずかに火山灰を含む。色調は器面が暗黄褐色、内面は暗灰黄褐色である。 105･108

はⅡI群a類、 106．107． 109はIⅡ群b類に分類した。

Ⅳ群a類土器（図Ⅶ－3－8－1、Ⅶ-3-14-110～112)

1は口径26.7cm、最大径27.9cm、現存器高38.6cmを計る深鉢形土器である。P 130区のV層下位か

ら269点まとまって出土した土器片のうち73点が接合した。底部を欠いており、口縁から胴下部までの

2／5が現存する。底がすぼまり胴が張り、口縁がわずかに内湾する器形である。地文にRL+LRの

結束羽状縄文を施し、口縁に1本、口縁部に2本貼付帯を葹状に付けている。口唇断面は角形である。

貼付帯には、 さらに地文と同じ縄文を施している。口縁部の2本の貼付帯には縄文を施した上から縄

線文を施している。口唇・内面は横にナデ調整されている。焼成は中程度で、胎土には小礫を多く含

む。色調は器面が明赤黄褐色、内面は明黄褐色である。 110は口縁に幅の広い貼付帯を付けてから地文

を施している。貼付帯にはLR、器面にはRLの縄文が認められる。内面は横にナデ調整されている。

焼成は良好、胎土には黒色鉱物・砂粒を多く含みザラつく感触である。 111は口唇断面は外に張る角形

である。口縁貼付帯にはRLの縄文が認められる。器面は剥落している。口唇・内面は横にナデ調整

されている。焼成は良好、胎土には黒色鉱物・砂粒を多く含みザラつく感触である。色調は器面・内

面とも暗灰黄褐色である。 112は地文にLRの縄文を施してから貼付帯を付けている。貼付帯には地文

と同じ縄文が施されている。口唇断面は角形である。口唇・内面は横にナデ調整されている。焼成は

良好、胎土には砂粒・小礫を含んでいる。色調は器面が明黄褐色、内面は暗灰黄褐色である。

Ⅳ群b類土器（図Ⅶ-3-14-113～120)

113は大波状口縁をもつと思われる深鉢形土器の口縁部である。口縁部に沈線を引き、区画して頚部

に地文を施している。区画した上の口縁部にもLRの縄文が認められる。口縁部器面と内面は平滑で

ある。焼成は良好、胎土は織密でわずかに黒色鉱物・砂粒を含む。色調は器面・内面とも明灰黄褐色

である。 114｡115は深鉢形土器の口縁である。口縁内面に段があり、口唇断面は丸みを帯びた切り出

しナイフ形である。 114は地文に細い原体によるRL+LRの羽状縄文が施されている。 115は器面に

細い原体によるRLの縄文が認められる。いずれも口縁には角のある工具により2本の沈線を横環さ

せ、その沈線で区画した中を縦位に刻んでいる。口縁直下には丸棒状工具により内側から外側に突瘤

文を巡らせている。口唇・内面は平滑で横にナデ調整されている。焼成は良好で、堅く焼き締まる。

胎土には黒色鉱物を含む。色調は114が器面・内面とも明褐色、 115は器面が黒褐色、内面は暗黄褐色

123



Ⅵ C地区包含層の遺物

である。 116は鉢形土器の口縁である。口唇断面は切り出しナイフ形で、口縁には角のある工具により

2本の沈線を横環させ、その沈線で区画した中を縦位に刻んでいる。器面・口唇・内面は平滑で、横

にナデ調整されている。焼成は良好で、胎土にはわずかに小礫を含む。色調は器面は明褐色、内面は

明灰黄褐色である。 117は注口形土器の胴部、 118はその注口部分である。 117は器面にLRの縄文が認

められる。棒状工具により弧状の沈線を引き、区画した中に沈線文・刺突文を施している。一部沈線

で区画した外に縄文の施された部分ｶﾐあるが、その縁には刺突文が施されている。 118は胴部と繋がる

部分と注口の下の部分に刺突文がある。 117の内面は横にナデ調整されている。焼成は良好で、胎土に

は黒色鉱物を含む。色調は器面・内面とも明灰黄褐色である。 119は器面に細い原体によるRLとLR

の縄文が認められ、沈線文が施されている。内面は平滑で、横にナデ調整されている。焼成は良好で、

胎土に黒色鉱物を含む。色調は器面が暗灰黄褐色、内面は明黄褐色である。 120はミニチュア土器の口

縁である。器面には沈線文が施されている。内面は平滑、焼成は良好で、胎土にわずかに砂粒を含む。

色調は器面。内面とも明黄褐色である。

Ⅳ群c類土器（図Ⅶ-3-14-121～127）

121～125は深鉢形土器の口縁である。 121は突瘤文と沈線文のあるもの、 122．123は突瘤文のあるも

の、 124は地文のみのもの、 125は沈線文のあるものである。 121～124は平縁、 125は波状口縁である。

121～124はいずれも口唇・内面は平滑で、丹念に横のナデ調整が施されている。地文はLRの斜行縄

文である。焼成は良好で、胎土に黒色鉱物を含んでいる。 121は口縁に内傾する小突起がある。突起頂

部は指頭により押圧が加えられ凹んでいる。口唇断面は丸みを帯びた切り出しナイフ形である。口縁

には丸棒状工具により横環する沈線が3本引かれている。 1本目と2本目の間には丸棒状工具により

内側から外側に突瘤文を巡らせている。胎土にわずかの小礫を含む。色調は器面・内面とも明黄褐色

である。 122の口唇断面は切り出しナイフ形である。口縁には丸棒状工具により内側から外側に突瘤文

が施されている。色調は器面・内面とも暗灰黄褐色である。 123は口縁が内傾する。口唇断面は角形、

口縁には丸棒状工具により内側から外側に突瘤文が巡らされている。色調は器面が暗黄褐色、内面は

明黄褐色である。 124の口唇断面は丸みを帯びた切り出しナイフ形である。胎土には砂粒も含んでいる。

125の口縁には波状口縁に沿った2本の沈線と、その下に横環する沈線が1本引かれている。沈線はい

ずれも細い。口縁内面には地文と同じ縄文が施されている。それより下は平滑で、丹念に横のナデ調

整が施されている。胎土にわずかに小礫も含む。 126は深鉢形土器の胴部である。地文はRLの斜行縄

文である。内面は平滑、焼成は良好で、胎土にわずかに黒色鉱物を含む。色調は器面が明赤黄褐色、

内面は暗黄褐色である。 127は深鉢形土器の底部である。底面は周囲が凹み中央がわずかに膨らむ形状

である。底部器面まで細い原体によるLRの斜行縄文が施されている。内面は平滑である。焼成は中

程度で、胎土には黒色鉱物とわずかな砂粒を含む。色調は器面が暗黄褐色、内面は暗灰黄褐色である。

V群a類土器（図Ⅶ-3-14-128～130）

128～130は深鉢形土器の口縁である。いずれも地文は細い原体によるLRの斜行縄文で、口縁部に

は爪形文が施されている。内面は平滑、焼成は良好である。 128は口唇が指頭により刻まれている。胎

土には黒色鉱物を含む。 129には欠損しているが口縁に3つ山と思われる突起がある。胎土は織密であ

る。 130は口縁が内傾する。口縁に丸棒状工具により内側から外側に突瘤文が巡らされ、爪形文の下に

は沈線文が施されている。胎土にはわずかに黒色鉱物と砂粒を含む。

V群c類土器（図Ⅶ－3－8－2 ． 3、図Ⅶ-3-15-131～136)

2は口径19.9cm、器高10.3cmを計る鉢形土器である。O-133区の1I1層･V層上面から出土した破片

33点が接合した。器面と丸みを帯びる底面にはRLの斜行縄文が施されている。口縁に横環する沈線

~

~
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が4本引かれ、口唇外縁が疎らに刻まれている。底部器面には横環する沈線が2本浅く引かれている。

これらの施文具は丸棒状工具である。口唇内面には地文と同じ原体による縄線文が3条施されている。

内面は平滑である。焼成は良好で、胎土には砂粒を含まない。色調は器面が明黄褐色、内面は暗黄褐

色である。 この個体の破片はN-134区･N-135区･O-132区･O 133区のⅡI層･V層上面と、Q-

133区から合わせて42点出土している。

3は口径43.9cm×39.0cm、器高16.9cmを計る、上面観が海亀の甲羅をひっくりかえしたような形を呈

する浅形土器鉢である。0-137区・O-138区･P-137区のⅡI層．Ⅳ層．V層上面･V層上位．V層

中位．V層下位から出土した破片が82点接合した。口縁には「正面」に9個、 「後面」に7個（後側の

右の2個対の突起は欠損している)、 「側面」に1個の突起をもち、器面・底面にはRLの斜行縄文が

施されている。口唇は内傾する。突起・口唇・口縁内面には地文と同じ原体による刻みや押捺文、竹

管状工具による刺突文や沈線文・刻みが施されている。 「正面」の9個の突起は、中央に3個、左右に

2個ずつ対になっており、中央の対と左右の対の間には小突起がある。口唇内面にはこれら9個の突

起を繋ぐ5条単位の縄の押捺文が口縁に沿って弧状に施され、突起間には押捺文に重ねて「小」の字

状の3本組の沈線文が施されている。 3個対の中央の突起、左右の2個対になった突起の頂部には竹

管状工具による刺突文、側縁から内面側には横位に2条の押捺文が施されている。 3個対の中央の突

起内面側、 3個対の左右の突起と小突起の頂部から口縁内面には沈線文が施されている。 3個対の左

右の突起および小突起の側縁から口縁内面には2 ． 3状単位で縦位の押捺文が施されている。 「後面」

の突起は中央に3個、左右に2個ずつ対になっている。中央の3個対の突起を繋ぐように口縁内面に

は4条単位の縄の押捺文が口縁に沿って弧状に施され、中央の突起の頂部から口縁内面、その左右の

突起との間の口縁内面には沈線文が施されている。中央の3個対の左右の突起頂部から左右に2個ず

つ対になった突起の中央側の突起頂部にかけての口唇は縄で刻まれている。 「側面」の突起頂部は竹管

状工具により刻まれている。 「後面」の3個対の左右の突起の「側面」側から「側面」の突起の「正面」

側にかけての口唇は縄で刻まれている。内面は平滑で丹念に調整されている。焼成は良好で、胎土に

わずかに小礫を含む。色調は器面・内面とも明黄褐色である。 この個体の破片はN 137区･O-137

区、0-138区･P-137区･P-138区･Q-138区のⅢ層．Ⅳ層･V層上面･V層上位･V層中位．V

層下位・風倒撹乱から137点出土している。

131～134は深鉢形土器の口縁である。いずれも内面は平滑で丹念な横ナデにより調整されており、

焼成は良好である。 131と132は同一個体である。器面と丸みを帯びた底面にはRLの斜行縄文が施さ

れる。口唇断面は切り出しナイフ形である。口縁に丸棒状工具により横環する沈線を引いて、そこに

細い原体により3条の押捺文を横環し、長短交互に沈線文を施している。内傾する口唇には細い原体

により2条の押捺文を横環している。胎土にはわずかに小礫を含む。色調は器面が暗灰黄褐色、内面

は灰黄褐色である。 133は口縁が内傾する。口唇は中央が凹んでいる。器面には細い原体による縦走気

味のRLの縄文が認められる。施文には丸棒状工具を用いている。口縁に5本の横環する沈線を引き、

さらに右下がりと左下がりの斜位の沈線を引いている。口唇直下と横環する沈線の下の器面には刺突

文を巡らせている。下の刺突文を施した部分には鋸歯状の沈線文が施されている。胎土は徹密である。

色調は器面が白っぽい明黄褐色、内面は明灰黄褐色である。 134は口縁に小突起をもち、器面に細い原

体によりRLの縄文が認められる。施文には箆状工具を用いている。小突起頂部には刺突を施し、口

縁には弧線による沈線文と2列の刺突文が施されている。胎土にはわずかに黒色鉱物を含む。色調は

器面が暗灰黄褐色、内面は灰黄褐色である。 135は浅鉢形土器の口縁である。口縁に3つ山の突起があ

る。突起下を肥厚させ、穿孔した周囲に5条の縄の押捺文が施されている。突起直下では外側の2条
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VI C地区包含層の遺物

は途切れている。中央の突起頂部には6条、左右の突起頂部には5条、縦位の縄の押捺文が施されて

いる。右の突起右側の口唇には横位の縄の押捺文が2条認められる。内面には指頭による調整痕があ

る。焼成は良好で、胎土にわずかに小礫を含む。色調は器面・内面とも明黄褐色である。 136は深鉢形

土器の底部である。器面と丸みを帯びた底面にはLRの斜行縄文が施されている。内面は平滑で丹念

な横ナデにより調整されている。焼成は良好、胎土は織密である。色調は器面が明黄褐色、内面は暗

褐色である。

Ⅵ群土器（図Ⅶ-3-15 137～140)

137～139は深鉢形土器の口縁である。口縁に丸棒状工具による刺突文が巡らされている。 139は刺突

が貫通している。 137には沈線文が施される。 140は底部で、わずかに張り出す。

Ⅶ群土器（図Ⅶ-3-15-141～149)

141は深鉢、 142･143は甕の口縁である。器面・内面ともヘラミガキされる。 141は頚部に段がある。

144は頸部である。器面はヘラケズリ、内面はヘラミガキされる。 145は坏で、口縁部・内面はヘラミ

ガキ、体部はハケメ後へラミガキされる。 146～149は底部で、底部が張り出すもの(146･148･149)

と直立するもの(147)がある。 （鎌田）

土製品（図Ⅶ－3－16）

1～13はサツマアゲ状土製品である。全体の形状の判るものはなく、すべて破片である。指頭痕の

あるもの(1 ． 3 ･ 9 ．11･12)、棒状のものに押し当てたか沈線を引いたもの(2 ･ 6)、片面が凹

み反対側の面が膨らむもの（4 ． 5 ． 7 ． 8 ．10･13)などがある。 9には長さ3.1cm、幅1.9cm、深さ

0.5cmの指頭痕があり、偶然に指頭痕が残ったというよりも意図的に付けたものと思われる。今回出土

したものは、厚さ1｡1～2.4cmで、 2cm内外のものが多い。焼成は良くない。現地で水洗の際の歯ブラ

シの跡が残るものもある。破片から手のひらにすっぽりと入るほどの大きさのものと推定できる。胎

土にはわずかに繊維と小礫を含む。 14は有孔土製品である。器面にLRの縄文が認められる土器片を

円盤状に整形し中央に穿孔している。残存する部分の側縁は内傾し、雑に打ち欠かれたような形状で

ある。 15は三角形土製である。器面にLRの縄文が認められる土器片を三角形に整形したものである。

側縁は外傾するように削られている。 （鎌田）
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表Ⅶ－3-2 C地区包含層掲載土器一覧

７

７

ウ

リ

９

，

７

９

峠

昨
恥
坤
坤

緬
鈩
”
坤

遺

Ｐ

Ｐ

０

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

語

１

２

３

’

２

３

層位 （点数）

38, V層下位(52)

39, V層下位(21)

1, Ⅲ層 (1)

2, V層上面(32)

2， Ⅳ層 （1）

3， Ⅳ層 （7）

4， Ⅳ層 (16)

5, V層中位(1)

分類 同 個 体

w｡ ";"Y下位(53). P~蝿0 a,39,V下位(143)
N 134-a,3,V上面(1)． N-135-a,3,V上面(2). 0-132 d,1,V上面(4).0-133-

a,2,V上面(1). Q-133,1,表採(1)． 42点中の33点．

N-137-b,1,W(1). 0 137-c,2,W(3).同,2,W(5)．同,5,V中位(1). 0-137-

d,3,W(3)． O-138-a,1,V上面(1). 0-138 b,1,V上面(15).同,4,V下位(4).

P-137-d,4,W(19). P 138-a,1,W(1). P-138 c,1,V上位(1). Q-138 b,3,
風倒(1).

137点中の82点．

Vc

VC

0 137-d, 3,

0-137-d, 4,

Ⅳ層 （7）

1V層 (15)

７

９

今

〃

７

７

９

９

９

７

ｑ

夕

９

９

９

寺

ダ

７

句

〃

９

９

甲

ａ

ａ

ｂ

ｂ

Ｃ

ｄ

ｄ

ｄ

ｂ

ｂ

ｂ

Ｃ

ｂ

ｂ

Ｃ

Ｃ

ｂ

ｂ

ａ

~~

~~

~
~
~
~
~

~
~
~
~

８

８

８

８

７

７

７

８

８

８

８

７

８

８

７

７

８

８

１

３

３

３

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~

~

~
~
~

~

~

~

~
~
~
~
~

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｑ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

V層上面（6）

V層上面（5）

V層上面（2）

V層下位（9）

Ⅲ層 （2）

V層上位(10)

v層上面（1）

V層中位（5）

V層中位（2）

V眉中位（3）

V層中位（5）

Ⅳ層 （2）

V層中位（1）

V層中位（9）

v層中位(1)

V層中位（2）

V層中位（ 1 ）

V層中位(1)

V層上位(1)

Ｌ
ｌ
ｚ

Ｌ
ｌ
４
ｌ
迅

Ｌ

乢

乢
一
凱
一
皿
一
皿
一
品

弘
一
皿

兆
一
＆
｜
弘

乢
一
Ｌ

4 IIIa Q-128-d,11,V中位(1)． 6点中の5点．
5 Ib-1 S-127-c,3,V上面(5).同,8,V中位(15).同,10,V上位(1). S 128 b,9,V中

位(43)．同,10,V中位(111)．同,11,V中位(16)． S 128-c,14,風倒(1). 5～7は
同一個体． 5～7で219点中の27点．

h

７

Ib-38

J 148 d, 5, V層上位(2) Ib 4q
H-147 c,5,V下位(8).H-147-d,3,V中位(1).同,5,V下位(2). H-148 b,2,

V下位(1). I-146-c,3,風倒(1). I 147-c,9,V下位(1)． I 148-c,5,VI(1).

I 149-b,1,V下位(1)．同,9,V下位(1). J-147 c,6,V中位(1)． J-148-d,5,

V上位(4)．同,7,V上位(1)． J-148 c,4,V中位(2)． 27点中の2点．
G 139 b,

L-148 d,

I-148 b,

I-148-b,

J-148-d,

K-145-a,

H 147-c,

V層下位（1 ）

V層中位（2）

v層上位(1)

V層下位（1）

V層上位(1)

V層中位（2）

V層下位(15）

Ⅲ
｜
Ⅱ

弘
一
＆

氏
一
両
一
昆

＆
｜
＆

Ib 4

Ib 4 1 11と12は同一個体．
19
』白

Tn

l0 Ib-4 1 149-a,3,V下位(1). 3点中の2点．
14 Ib-4 H-147-b,4,V中位(1). H 147-c,2,V中位(1).同,5,V下位(47).同,6,風倒

(1)．同,7,V下位(4). H-147-d,3,V中位(1).同,5,V下位(4). I-148-c,4,V
中位(1). J-147 a,2,V上位(1). J-147-c,7,V下位(1)． 78点中の16点．

F-147 c,2, 111 (1)． H-147-a,3,V中位(2).同,4,V下位(2) .同,5,V下位(1).

H-147-b,1,V中位(3)．同,4,V中位(4). H-147 c,2,V中位(9)．同,4,V中位

(1).同,5,V下位(20) .同,7,V下位(5)． H-147-d,3,V中位(5)．同,5,V下位

(15)．同,6,V下位(3).H 148-a,3,V中位(1). H-148-b,2,V下位(1). H-149-

b,4,風倒(1)． I-147 a,2,風倒(1)． J-146-b,2,V中位(1).M-147-a,5,風倒

(3),N-149-a,1,風倒(1)．同,3,V下位(3)． O-145-d,6,V下位(1). 0-145-d,7,
W(1).表採(1)． 15と16は同一個体. 14と15で102点中の16点．

H-147-c, 7, V層下位(1)

Ⅵ層 (1)

V層中位（4）

V層下位(1)

V層中位(1)

15 ７

７

う

ぅ

ａ

‐

，

Ｃ

‐

ｄ

~
~
~
~

７

７

７

７

４

４

４

４

１

１

１

１

~

~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ib 4Ｆ
軸

４
｜
↑
恥

弘

H-147-d, 5, V層下位(9)
1戸

10

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ
く
~
~
く
~
く
く
ｉ

位
位
位
位
位
位
位
位
位

上
下
中
中
中
下
中
中
中

層
層
層
層
層
層
層
層
層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

ｑ
ザ
も
げ
９
７
７
７
句
〃
７
９

１

．

‐

、

Ｃ

Ｃ

３

Ｄ

Ｃ

Ｃ

ａ

‐

ｄ

~~

~
~
~
~
~
~

８

３

８

９

０

３

８

１

３

４

４

４

２

３

４

３

４

３

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~

Ｌ

Ｊ

Ｆ

Ｓ

Ｓ

Ｅ

Ｅ

Ｊ

Ｌ

Ⅳ
’
昭
一
四

IIa 1 0-151 a,3,風倒(1).同,6,風倒(1). 3点中の1点．
IIa-1

IIa-1 F 148-c,3,V中位(1). 2点中の1点．

咄
一
仇
一
Ｌ
｜
＆
’
兆

既
一
既

公

心

20 IIa－］ S 129-c,2,V上面(1). S-130c,3,V上面(1). 4点中の2点

別

塊

羽
一
劃

IIa-2 E 143 c,1,V中位(1). 2点中の'点
IIa 2

1Ia-2

11a 2
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同 個 体層位 （点数）

3, V層中位(1)

13, V層下位(1)

5, V層中位(3)

1, V層上位(2)

９

９

９

１

号
王
刊
丑
到

擁
一
抑
刊
迦
却

遣

Ｓ

Ｌ

Ｍ

Ｒ

分類番号
Ⅱ■■■■■■■■

ワ貝
と』

26

27

28

１

１

１

１

~
~
~

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

J-143-c,1,V中位(1). L-143 a,3,V中位(2)． L143d,4,V中位(1).

L-144b,1,V上位(3).N141-a,4,風倒(1)． 10点中の2点．

L144 b, 1, V層上位(2) IIb229

J-143-c,6,V中位(1)． K-142-c,6,V中位(1)． K-146-c,3,V中位(1)． L-131

d,9,V中位(1).同,13,V中位(1)． P-129-b,3,W(2).同,3,V中位(2)． P-142-

b,1, III (1). R-129-c,1, III (1)． S 129 c,4,V中位(1)． S-147-d,3,V上位

(1)． 18点中の5点．

I 146 c, 1, V層上面(3)

L-142-c, 2, V層下位(1)

ma 130

M-142-d, 4, V盾中位(1)

I-145 c,1,V上面(1)． L131 b,5,V中位(1).M-129 c,1,風倒(1).M134-

b,2,V上面(1)．N-137-d,3,V上位(1).N-139-d,3,V上面(1).同,7,V上位

(1).N143 c,1,風倒(1)． O131-b,8,V中位(1). 0-131-d,2,V上面(1)． 0-

l32-a,3,V中位(1)． O138 b,5,VI(1). 30点中の18点．

M-139-d, 1, V層中位(5) | IIIa-221
リエ

N-139 d, 3, V層上面(13)

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

~

位
面
位

中
上
下

層
層
層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

９

７

９

ｂ

ｂ

ｄ

~

~

４

９

１

３

２

４

１

１

１

~

~

Ｎ

Ｍ

Ｊ

２

２

２

~

~

ａ

ａ

ａ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

銘
一
兜
一
別

弘

Ｌ

｜

跣

J-141 c,3,V上面(1).

M-127 d,7,V中位(1).

同,5,V中位(1).N-143

K-139-d,8,V中位(1). K-140-a,2,V上面(1).

M132 c,4,V上位(1).M-133-a,1,V上位(1).

d,6,風倒(1). 9点中の1点．

N126-b, 1, V層上面(1)35 IIIa-2

M144 c,1,V中位(1). N141 b,1,V上位(1).N-141-c,3,風倒(1).

6点中の3点．

V層中位(1) IIIa-2M144 c,1,V中位(1). N141 b,1,V上位(1). N-141-c,f

V層中位(1) 6点中の3点．

v層中位(1)

V層上位(1) IIIa 2 1-140-b,3,V中位(1)． I-141-a,4,V上位(1)． 3点中の1点．

IIIa-2
旬か

00 ７

７

９

９

Ｃ

Ｃ

１

Ｄ

ａ

~
~
~

ハ

ｕ

ゾ

ハ

ｕ

Ｊ

『

’

八

Ｆ

へ

Ｊ

、

く

Ｊ

ｎ

く

Ｊ

ｎ

く

Ｊ

‐

川

茜

１

１

１

１

~

~

Ｌ

Ｌ

Ｏ

Ｋ

八
一
Ｌ
乢
一
。

句庁

O／

N131-b,3,V中位(1). N132 a,1,V上位(1)． P-138-a,18,V下位(1)． P-

140 a,2,V中位(1). P140b,7,V下位(1). Q-133-c,4,V中位(1). Q-135-

a,5,V中位(17).同,6,V中位(2)．同,7,V上位(1)．同,16,W(1). Q-135-b,5,

V下位(1)． Q135d,6,V下位(1).同,7,V下位(2) . R-133-b,5,V中位(1).

S-130-a,6,V上位(1)． S-130-c,11,V下位(1). S131-a,6,V中位(1)． S-

131-b,2,V上位(1).同,6,V中位(1)． S-149 a,3,V中位(1)

39点中の1点．

Q-135-a,13,V層下位(1)38 Ⅲa－2

IIIa-1 F-139-a,1,耕作撹乱(1).F-146-c,2,V上位(1). F-149-c,3,V下位(1). H-

147 a,1,V中位(1)． I 149 a,1,V上面(1)． J-135-c,3,V上面(1). J-143-

b,5,V中位(1). J 144-c,7,V中位(1). J-146a,6,V上位(1)． J-146d,5,

V上位(1).K-126-a,1,V中位(1). K136-b,11,V中位(1)． K138-c,1,V下

位(1)． L134-a,1,W(1)． L-135-d,1,V中位(1)． L-137-a,1,風倒(1). L-

140-b,3,V中位(2).M-133-b,3,V上位(3).M137b,1,VI(1). N133 c,5,

V中位(1). N-137-a,5,V上位(1)． 0-138-d,1,V上面(1). 0-140-b,2,V下

位(1).0-140-c,6,V中位(1)． P-137-c,4,V下位(2)．同,6,V中位(1)． P137

d,7,V中位(1)．同,9,V上位(2). P-138-b,10,風倒(1).同,13,V中位(1).同,18,

風倒(5). P-139-a,1,V上位(1).同,4,V中位(1). P-139-c,6,V中位(1). P-

139-d,3,V中位(1).同,4,V中位(1)．同,5,V中位(1)･ P~140-a,1,W(1).同,2,

V中位(1)．同,5,V中位(3)．同,8,V下位(1). Q-139-c,4,V下位(1). R-128-

a,12,風倒(1)． R147-c,4, III (1). S-132-b,3,V中位(1).

62点中の6点．

風倒 (1)

風倒 （3）

V層中位(1)

P-138-b,

P138 b,

Q-138-a,

39 ＆

臥

一

乢

S131 a, 8, VI (1)

E130-c,2,耕作撹乱(1)． J-131-a,1, 111 (1). J 133-d,3,V中位(1).

J-134 a,1,V上面(1)． K134 c,3,V中位(1). L-132 c,1,V上位(1).

L132 d,2,V上位(1).M-129b,2,V中位(1)．M133 a,1,V上位(1).

同,5,V上位(1)．M-133 c,1,V上位(1). H-132-d,1,耕作撹乱(1).

14点中の2点．

L 133-b, 1 , V層中位(2) IIIa 240

N141a,3,風倒(1).

l33b,11,VI(1).

N138 c,2,V下位(1)． N139 c,5,V上位(1).

O142b,9,VI(1)． P-140-b,11,V中位(1)． R

8点中の2点．

N-139-a, 4, V層上面(1) IIIa-241

Q-151-a, 1, V層上面(1 )

E-138-c,3,V中位(1)． K-133-d,1,V中位(1)． K-139-c,9,V中位(1).

L-130-c,3,V上位(1). L139 a,7,V中位(1)．M-131 b,2,V中位(1).

M-135-c,4,V上位(2).M-136 c,1,V中位(1)．同,2,V上位(1).同,3,V中位

(1).N-134 c,5,V中位(1). N-135 a,7,V中位(1)． O131 b,18,V中位

(1). P-126-b,2,V中位(1). P-139-d,5,V中位(1)． Q-130-a,4,風倒(1)

N131-c, 3, V層中位(1) IIIa-242

1qワ
ェJ~イ



Ⅵ C地区包含層の遺物

番号遺物番号 層位 （点数) 分類’
42 1 18点中の1点．
43 0-132-d, 8, V層中位(1) IIIa-2 L 130-c,3,43 IIIa-2 L 130-c,3,

同 一 個 体

V上位(1). L 136-c,5,V中位(1). L 138-c,5,V下位(1).

M-132-a,3,V中位(1)．M 136-b,6,V中位(1). 0 132 d,8,V中位(1).

同,9,V中位(2). 0 138 a,7,VI(1). 0-138-c,1,風倒(2). 13点中の2点．

O-132-d, 9, V層中位(1)

V層中位(1)

V層中位（4）

風倒撹乱（1）

V層上位(1）

Q-138-a,11,V中位(2)． O-139-d,1,風倒(1). 9点中の6点. 49と同一個体？９

？

９

７

（

し

ａ

ａ

ａ

~
~
~

〈

ｕ

Ｊ

（

又

Ｕ

〔

×

Ｕ

〔

ｘ

Ｕ

ｑ

Ｊ

９

Ｊ

ｑ

Ｊ

ｎ

ゞ

』

１

０

４

１

１

１

１

全

１

１

~
~

~

Ｎ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

44 ４
｜
乢
一
峨
一
乱

IIIa-2

15 Ⅲa－2 P-142-c,3,V上面(1). P 143-a,1,V中位(1). Q 134 d,4,V中位(1).

Q 138-a,3,V上位(1).同,4,V中位(11). Q-138-a,11,V中位(10).

Q-138-b,5,W(1)． Q 138-c,風倒(2)． S 137 a,1,V下位(1).

32点中の3点．

G-135-c,1,耕作撹乱(1)． K-139-b,5,V中位(1). L 131 a,11,V中位(1).

L-139-c,3,V中位(1). L 139-d,7,V中位(1).同,9,V中位(1)． L 140-a,4,

V中位(1)．同,8,風倒(1)． N-140-c,1,V上位(1). 0 131 a,1,V上面(1). P-

125 c,4,V上位(1). P-131-a,3,V中位(1)． P-135-d,5,V中位(1).

14点中の1点．

Q-138-a, 4, V層中位(2)

N 135-b, 7, V層中位(1)46 IIIa 2

M-128 d, 4, V層中位(1) M 135 d,4,V中位(1). N-134 a,6,V中位(2)． P-136-c,9,V下位(1).

5点中の1点．

47 IIIa-2

0 135 a, 5, V層上位(1) 0-131-c,9,V中位(1)． O-135 a,5,V上位(1). 0-135-c,4,V中位(1)

0-138-a,6,V下位(1)． 0 138-b,3,V下位(3). 8点中の1点．

18
ITT向 n

lllq一乙

Q-134-d, 1, Ⅳ層 (4) Q-134-d,4,V中位(2). Q 137-c,1,V中位(1)．同,3,V下位(1). Q-138-a,4,

V中位(1)． Q-139 d,4,V中位(1)． 10点中の4点. 44と同一個体？

J-140-d,10,V中位(1).M 138-a,1,V下位(1).同,2,V下位(1).M-138

c,5,V下位(1). N-139-b,1,V上面(1)． 9点中の4点．

IIIa-249

N-132-b, 3, V層上位(3)

N-132-b, 5, V層中位(1)

50 IIIa 2

P-140 b, 15, V層中位(2) N-139 a,7,V上位(1)． P-139-d,8,風倒(1). Q 138 a,14,風倒(1).

5点中の2点．

5］ IIla-2

52 1L 137 d, 5, V層中位(1) IIIa-2 N 135-d,1,V中位(1)

J 140-c,4,V上位(1)

4点中の1点．

2点中の1点．

J-143-a,1,W(1). K 142 d,3,V上位(1)I 142 c, 2, V層中位(1)
F旬

i〕｡ IIIa-2

M 146 a, 1, V層中位(12) | IIIa-21M-146-a,1,V中位(4)． 16点中の12点．
M-128 c, 1, V層上面(1) | IIIa-2 1 L-131 a,8,V上位(2)_M-128-c,lbL-131 a,8,V上位(2).IIIa-2 M-128-c,lb

弘
一
弱

O-128 d,4,V中位(1),

55と56は同一個体．

,V上面(1). N 128 d,1,V上面(1).

0 130-b,5,V上位(1). 11点中の5点．ｊ
ｊ
ｊ

１

２

１

面
位
位

上
中
上

層
層
層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

７
９
９

Ｃ

Ｃ

Ｃ

~~
８

８

８

２

２

２

１

１

１

~
~
~

Ｍ

Ｍ

Ｍ

56 Ｌ

仏
一
応

K-140-a, 6, V層中位(1) I-141-a,7,V中位(1). J 142-a,4,V中位(2).K 140-c,5,V中位(3).

K 142-c,2,V上位(1). 8点中の1点．

F句

0イ IIIa-3

v層中位（2）

V層中位(1)

v層中位（1）

v層中位(1)

V層中位（3）

v層中位（2）

v層中位(1)

L-140-a,

J-141-c,

0 128 c,

L-126-b,

K 134 c,

L-139-b,

L-139-b,

IIIa-3 L-140 a,4,V中位(1). L-140-d,21,風倒(1). 4点中の2点．
IIIa-3

1IIa 3

Ⅲa－3

銘
一
弱
一
帥
一
田

生
一
弘
一
Ｌ
ｌ
Ｌ

公
一
沁

＆

沢の

0乙 IIIa-3

M-136-a,10,V層中位(1) G-137 c,3,V下位(1)． G-146-b,2,V下位(1)． H 138 d,2,V中位(1).

J-137-b,2,V上位(1)． J 139-c,5,V中位(1). K 141 a,5,V中位(2).

L 144-c,4,V上位(1).M 133 c,2,V下位(1).M-135 c,6,V中位(1).

M-138 c,2,V上面(1)．同,5,V下位(4)．同,6,V中位(4)．M-138-d,1,V下位

(1)．M-138-d,1,V下位(1).同,4,V下位(1)． P-138 d,1, 111(1).
24点中の1点．

H 136-a,1,耕作撹乱(1). H 139-a,7,V上面(1)． J-140-a,3,V上位(1).

J-140-d,6,V中位(1)． J 144-a,3,V中位(1).K 132 a,2,V中位(2).

K-136-b,10,V下位(1).K 140-c,1,V上面(1).同,5,V中位(1)． L 140 a,3,

V中位(2)． L 140 d,8,V中位(1).M-128-b,3,V中位(1).M-138-c,5,V下

位(1). N 128-a,1,V中位(1)． N-128-b,2,V上位(1).同,4,V中位(1)． N-132

b,5,V中位(1). N-145-b,4,V下位(1)． N-145-d,4,V上位(1). 0 128 a,3,

V中位(1). S-129-c,7,V中位(1)． 24点中の1点．

／、旬

00 Ⅲa－3

R-128-b, 3, V層中位(1)64 IIIa-3

65 1M 135 c, 4, V層上位(1)

m"1WW:鍋柵IPM3剛,?押臓~剛IMiiY中陳叫~

138



Ⅵ C地区包含層の遺物

同 個 体

Q-135 a,13,V下位(1). S-132-b,6,V下位(1). 10点中の1点．

遺物番号 層位 （点数） 分類番号

65

66

67

68

69

70

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１
く
く
く
Ｉ
~
く
~
Ｉ
ｉ
Ｉ

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

中
中
中
中
中
下
中
中
中
下
中

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

う

う

７

日

９

７

７

７

９

７

？

ｄ

ｄ

Ｃ

ｂ

ａ

Ｃ

ｄ

ａ

ｂ

ｂ

ａ

~

~

~

~

~

~

~

~

９

２

９

６

９

１

０

１

８

６

７

２

４

３

３

３

０

０

０

２

３

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｌ

Ｍ

Ｌ

Ｎ

Ｍ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

ｑ

Ｊ

ｑ

Ｊ

ｎ

Ｏ

ｑ

Ｊ

０

Ｊ

~
~
~
~

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｌ

仕

一

馳

一

孔

弘

’

四

一

Ｌ

４

Ｌ

＆

’

２

P-149-c,3,V中位(1)． 2点中の1点．

M-139-d,6,V中位(1). 2点中の1点．

F101 c,2,V下位(2). F-103-c,2,V下位(1)． G-100-d,3,V下位(1)

G-103-d,3,V下位(1). 8点中の3点．

IIIa-4
弓1

／」

0-130-b,5,V上位(3)． O-131-c,15,V中位(1). 5点中の1点．泥
一
門
一
別

４

４

４
~~

ａ

ａ

ａ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

P130-b,3,V上位(1). Q-128-a,9,V下位(1). R127-b,2,V中位(1).

R133 c,3,V上位(1).同,10,V中位(1). R134b,6,V中位(3). S 127

-b,1,V中位(1)． 10点中の1点．

P~130~c, 1, 111E (1) Ⅲa－4
庁｢ー

/0

llla-4 R128 c,9,V中位(1). R-130-d,24,V中位(1). 3点中の1点．

IIIa4

Ⅲa－4

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

２

１

く
Ｉ
く
く
~
ｉ

」

ｒ

Ｌ

Ｌ

Ｊ

と

」

Ｉ

Ｌ

Ｌ

Ｉ

ム

Ｌ

Ｉ

ム

Ｌ

Ｉ

ム

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

中
上
中
下
下
上

層
層
層
層
層
層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

７

７

９

９

９

９

Ｃ

ａ

‐

、

ａ

‐

ｂ

ａ

~
~
~
~

３

９

８

７

７

６

３

９

９

２

２

２

１

１

１

１

~
~
~
~

Ｒ

Ｒ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ｒ

乃

一

万

沼

乢

一

Ｌ

Ｌ

ｌ

Ｌ

Ｌ

ｌ

流

P126-d,3,V下位(1). P-127-a,3,V中位(1). Q126-b,1,V上位(1)

R-126-d, 3, V中位(1). 8点中の4点．

IIIa-57q
~1J

F-101-d,2,V中位(2)．同,5,V下位(2). F-102-c,1,V中位(2). F-103

b,5,V下位(2)． F103-c,2,V下位(2)． 12点中の2点．

F-101-d, 5, V層下位(2) IIIa-580

81 Q-130-a, 6, V層上面(1) | IIIa~5

L-138 a,1,V中位(1). 0128d,3,V中位(1). 0130 a,1,V上面(1).

0-130-b,9,V中位(1)．同,15,V下位(1)． 0-130-c,1,V上位(1).同,9,

V中位(2)．同,17,V中位(1)．同,22,V中位(1).同,28,V中位(1)．同,29,V中位

(1)．同,33,V中位(1). P130a,3,v上位(4).同,4,V上位(1).同,16,V中位

(1)． P-130-b,3,V上位(1)． P-130-d,14,V中位(1)． P-134-c,5,W(1).

P-135-b,4,V下位(1)． 24点中の1点．

Q-130-d, 1, V層上面(1) IIIa-582

83 N141 a, 1, V層中位(1) IIIa-5M140b,1,V上面(1). 2点中の1点．
84 Q-98-a, 1, V層中位(1) IIIa-5

P125 a,2,V中位(1)． P126-d,4,V上位(1)． P129 c,11,V中位(1).

Q-125-a,1,V上面(1). 5点中の1点．

P125 c, 3, V層上位(1) IIIa-5開

稲 V層中位(1 ) | IIIa-5
V層下位(2) | IIIa 5

う

り

ｂ

ｄ
~９０

９

０
１

~ＲＧ
Ｌ
｜
＆ F101 a,2,V下位(2). F-101-b,7,V下位(1)． F101-d,1,V中位(1).

同,4,V下位(1)． F-1()2-a,3,V下位(1).同,5,V下位(1).F-103-b,5,

V下位(1). G100d,3,V下位(2)． G101 a,4,V中位(1). 14点中の3点．

87

G101 a, 4, V層中位(1)

F-1()1-a,2,V下位(1)． F-101-b,4,V中位(1)． F-101-c,2,V中位(1).

F-103 a,5,V下位(1). 5点中の1点．

F102 a, 6, V層下位(1) IIIa 588

89 1M136 c, 1, V層中位(1) IIIa5 N130 c,5,V中位(1). 2中の1点．

L-149 a,1,風倒(1). L149b,10,V中位(6)．M-149 a,4,V上位(1).

9点中の1点．

M-149-a, 5, V層中位(1) IIIb-190

L99b,1,V中位(2)．M91 a,1,V中位(2). N98d,1,V中位(1). 0-93

-d,2,風倒(1). P-97b,1,V中位(1). Q97-c,2,V中位(2)． 10点中の1点．

Q-98-d, 1 , V層中位(1) IIIb-191

S-128-b, 7, V層中位(1) IIIb-2

IIIb2

IIIb-2

111b2

111b2

IIIb-2

IIIb-2 S-126-a,5,V中位(1). 2点中の1点．

IIIb2 S-126-b,4,V上位(1). 2点中の1点．

IIIb-2

IIIb2 Q-97-c,2,V中位(15). R97 a,2,V中位(4)． 30点中の11点．

IIlb-2

兜

兜

一

別

一

妬

船

Ｗ

｜

兜

一

的

ｍ

皿

皿

叩

肌

G-123-c, 1, V層上面(1)

S-127-b, 4, V層上位(1)

V層中位(1)

V層上面(1)

V層中位（1）

V層中位（1）

風倒撹乱(1)

Ⅳ層 （1）

v層中位(11)

V層中位(11)

V層中位（6）

V層上面(1)

夕

９

９

７

７

７

７

７

７

９

ａ

ｂ

ｄ

ａ

ｂ

ａ

Ｃ

ｂ

ｂ

Ｃ

~~『１１局Ｊ１（ｘＵ－院』ＦへＪハｈＵ〔ノー○八〕ｎ×）〆、〉

ｊ

加

宝

、

／

］

句

／

】

の

〃

白

旬

／

】

ｎ

／

］

ハ

リ

ゾ

ハ

ｕ

リ

ハ

ｕ

Ｊ

‐

凡

式

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
Ｎ
Ｏ
Ｑ
Ｒ
Ｓ
Ｒ
Ｑ
Ｐ
Ｐ
Ｈ

Ｌ

Ｌ

ｕ

坐

公

公

空

Ｌ

ｌ

Ｌ

Ｌ

IIlb2 P98-b,1,V中位(20).
IIlb-3 G-146-b,1,V下位(1) .

26点中の6点．

H147-b,3,V中位(2)． H147-c,2,V中位(1).
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W C地区包含層の遺物

番号遺物番号 層位 （点数） 分類 同 個 体

H-146-c, 3, V層中位(2)104 L-141 c,7,V上位(2). L-146-a,2,V上位(1). L-147 a,2,風倒(3).

N-142b,1,W(1). 0-143-a,6,V中位(1)． 15点中の3点．

G-138 c,1,耕作撹乱(1)． H143 b,1,V中位(1). I 141 a,2,V中位(1).

I 143-d,3,V下位(1). J-140-a,6,V中位(1).K141 d,13,V中位(1).

K-145 c,12,V中位(1). L-129-d,1,V中位(1). L131 b,3,V上位(1).

同,5,V中位(1). L131 c,5,V中位(1)． L-131-d,9,V中位(1). L-134

d,2,V中位(1)． L136 c,1,W(1). L138d,2,V中位(1). L-141-a,

6,V上位(1). N-136d,7,V下位(1). H15,1,V(1)．同,30,V(1).
20点中の1点．

J-146-a,2,V上面(1). L140-c,1,V中位(1)． L-145b,4,V中位(1).

L-145 c,2,V中位(1)．同,8,V中位(1)． 7点中の2点．

H-139-b, 7, V層下位(1)105 IIIa

V層中位(1)

V層中位(1)

V層中位(1)

V層下位（1）

Ⅳ層 （1 ）

V層中位(1)

V層上位（5）

V層上面(1)

V層上面(1)

V層下位(1)

v層上位（1）

v層中位(1)

Ⅳ層 （1）

V層上面（1）

風倒撹乱（1 ）

V層上面(1)

V層中位（2）

v層上面(1)

風倒撹乱(1)

Ⅳ層 (1)

V層上位（6）

V層上位(3）

９

９

う

り

７

７

７

９

７

９

う

り

９

９

７

９

９

？

９

，

う

り

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ｄ

ａ

ｄ

ａ

ｂ

ｂ

Ｃ

ｂ

ｄ

ｄ

ａ

ｄ

ｄ

ａ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｐ

ｂ

５

ハ

ｂ

ｑ

ゾ

９

０

〉

０

Ｊ

へ

５

２

９

０

７

０

０

９

４

９

９

７

６

０

１

４

‐

４

２

ｑ

Ｊ

９

ｑ

Ｊ

ｑ

Ｊ

４

４

２

３

２

４

４

ｎ

ｄ

３

２

２

２

３

４

４

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｌ

Ｌ

Ｓ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｊ

Ｈ

Ｒ

Ｒ

Ｉ

Ｎ

Ｎ

Ｇ

Ｊ

Ｍ

Ｍ

Ｎ

Ｐ

Ｊ

Ｊ

IIIb106 跣

応

一

応

込

弘

一

＆

｜

＆

｜

公

一

山

｜

弘

公

一

ａ

Ｌ

ｌ

孔

公

Ｌ

乳

一

Ｌ

ｌ

ａ

ｌ

Ｌ

弘

Ｌ

1()7 IIIb

Q-99-a,2,V下位(1)． Q-99-b,3,W(1). 同,6,V中位(2).同,8,V上位(6).
18点中の8点

108 IIla

Ⅲb

Ⅳa

Ⅳa

Ⅳa

Ⅳb

N-141-d,5,V中位(1). 0141-a,2,V上位(1)． 3点中の1点．

R129-a,3,V下位(4). 5点中の1点．

I-127-a,3,V中位(41)． 42点中の1点．

109

皿

ｍ

皿
一
岨

Ⅳb114 N-140-b,1, IV(1).同,3,V上面(1). 4点中の2点．

wb

Wb J-134-b,1,V上面(2). 3点中の1点．

11月
ユユu

'11/砧

llO

117 Wb M-129-d,1,V上面(1)．同,2,V中位(6).

117と118は同一個体． 117と118で10点中の3点．畑

山 wb
IVb 10140-d,22,V下位(1). R-147d,3, 111(1). 3点中の1点．120

121 F-136 c,2,V中位(1). G138-b,耕作撹乱(2). H137d,2,V上面(1).

H-138-a,3,V中位(1). I-139-d,1,W(1). J-140-a,2,V上位(2).

同,4,V中位(1). J-140-c,1,V上面(1).同,3,V上位(1)．同,4,V上位(1).

J-140-d,1,風倒(5)．同,2,V上面(3)．同,5,V中位(1). J-141-a,1,V上位

(2). Q140-a,5,V上位(1). 33点中の9点．

J-142 c,8,V中位(1)． L-141-b,8,V上位(2)． P-136-b,9,V下位(3).

P-136-c,6,V上面(3).同,8,V下位(3). P-136-d,5,V上位(73).同,7,

V上面(5)． P-137-a,2,W(2). 96点中の4点．

ⅣC

P136-d, 5, V層上位(4)122 Ⅳ（

V層上面（8）

v層上面(1)

V層上面(1)

Ⅳ層 (1)

v層上位(1)

V層上位(1)

V層下位（3）

V層中位(10)

V層上位（2）

V層上面(1)

V層上面(1）

19q
上白』 ？

７

９

９

‘

り

り

９

７

９

７

ａ

１

ｄ

１

ｄ

１

Ｄ

‐

ｂ

ａ

ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ａ

~

~

~

~

~

~

８

１

１

６

６

６

７

９

８

０

０

３

４

４

２

２

２

９

４

９

３

３

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｎ

Ｌ

Ｌ

Ｐ

Ｐ

Ｑ

Ｋ

Ｐ

Ｆ

Ｐ

Ｑ

Nc N-138-a,1,V上面(253)． 261点中の8点．Ｌ

Ｌ

弘

一

Ｌ

｜

凡

Ｌ

｜

弘

一

、

Ｌ

｜

弘

一

応

L-141 b,6,V中位(1)． L-141-c,1,V上位(7).同,3,V中位(13). L-141

-d,1,V上面(11).同,4,V中位(1). L142b,7,V中位(1). 36点中の2点．

1ワノ1
上白式 ⅣC

1ウR
ユ白』 P126-b,1,WE(15). Q126-a,1,V上位(27). 45点中の3点Ⅳc

11点中の3点．

F-98-c,1,V上位(5)． 7点中の2点．

1，戸

l乙り

1りワ
LムI

脈

一

昨

” ｜
’

“

四 0-129 a,2,W(1)． 0-130-a,6,V上位(136).P-130-c,9,V上面(20).

159点中の2点．

H-141 c,1, IV(1)．同,2,V上面(1).M-141-a,1,W(2)．M141 c,2,V上位

(22). 014()-a,1, III (1). 0140-c,6,V上位(1).同,7,V上位(2)．同,8,V上

位(2)．同,9,V上位(1).同,10,V上位(3).同,12,V上位(2).同,13,V上位(1).

同,14,V上位(1).同,15,V上位(1).同,16,V上位(13)．同,17,V上位(1).同,19,

V上位(1).同,21,V上位(3)．同,22,V上位(3) .同,23,V上位(4).同,24,V上位

(1)．同,25,V上位(1)．同,26,V上位(2). 同,27,V上位(1)．同,28,V上位(1).

同,30,V上位(4).同,31,V上位(1).同,32,V上位(1)．同,33,V上位(3).同,34,

V上位(2)．同,35,V上位(3).同,36,V_上位(1).同,38,V上位(1)．同,39,V上位

(2)． ｜司,47,V上位(11). 0140-d,1,V上位(2)．同,2,V上位(1).同,3,V上位

(1).同,4,V上位(1).同,5,V上位(2).同,6,V上位(2) .同,7,V上位(4).

Va

O-140 c, 47, V層中位(2)130 Va
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VI C地区包含層の遺物

個 体同遺物番号 層位 （点数） 分類番号

同,8,V上位(1).同,9,V上位(3)．同,10,V上位(1) .同,11,V上位(1).同,12,V

上位(1)．同,13,V上位(3).同,14,V上位(1)．同,15,V上位(1)．同,16,V上位

(1)．同,17,V上位(1)．同,18,V上位(2)．同,24,V上位(21). 153点中の2点．

L 138-c,1,V上位(1)．M 136 a,1,V上面(7)．同,3, 1V(82)．同,7,V上位

(5). 131と132は同一固体. 131と132で111点中の16点．

13()

Ⅳ層 (12)

V層上面(1）

1311M 136 a,
1321M-136-a.1J M 】

10乙

VC弘

Ｌ

Ⅳ層 （3）

Ⅳ層 （2）
９
９

〔

。

『

ｄ
~

茄

艸

１

０

１

『

１

４ ~

Ｍ

Ｑ

弘

Ｌ L-139 a,1,W(1). L-139-b,1,W(1)． L-140-d,11,V中位(1).

0-142-a,3,V中位(1). Q 136-a,2,V上位(1). Q-136-c,1,V上位(2)

Q-140 a,1,W(2)．M-142-b,4,V中位(1). 12点中の2点．

P 134-a,5,風倒(1). P 134 c,4,W(4). |司,6,W(74).同,7,V上面(3)

Q 134-d,10,VI (1). Q-135 a,2,V上位(7)． 92点中の2点．

Vc133

P-134-c, 6, Ⅳ層 (2) Vc134

耕作撹乱(1) Vc

V層上面(5) Vc

Ⅳ層 （1）

V層上面(1) VI

1I1層 (1) VI

Ⅳ層 (1) VI

Ⅲ層 （1） Ⅵ

Ⅲ層 （1） Ⅶ

風倒撹乱(1) W

、層 （3） Ⅶ

Ⅲ層 （1） Ⅶ

1I1層 (5) W

Ⅲ層 （2） Ⅶ

V層上位(1)

風倒撹乱(1) W

Ⅲ層 （1） Ⅶ

Ⅲ層 （1） Ⅶ

Vc

Ⅶ

う

り

７

９

７

７

９

９

７

勺

鈩

ｑ

〃

９

ｑ

″

心

夕

９

９

９

１

ｂ

‐

。

ａ

ａ

Ｃ

‐

．

ａ

Ｃ

Ｔ

Ｄ

ａ

‐

ｂ

ａ

‐

、

ａ

ａ

Ｃ

‐

ｄ

~

~~

~
~
~
~
~

~~

~

６

４

５

２

３

６

９

８

７

７

４

７

９

６

１

７

２

３

３

３

３

３

２

３

４

１

３

３

４

３

３

４

３

３

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~

~~

~
~
~
~

~~

~

Ｓ

Ｎ

Ｎ

Ｑ

Ｑ

Ｒ

Ｑ

Ｓ

Ｇ

Ｐ

Ｐ

Ｆ

Ｌ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｐ

唖

恥

Ｌ
’
四

既
一
Ｌ

Ｌ
ｌ
Ｌ
－
Ｌ
ｌ
Ｌ

Ｌ
ｌ
ａ

公

山
｜
＆

Ｌ
｜
民

出
一
弘

M-135 b,3,V下位(2).M-135-d,1,V上面(1). N-134 d,V上面(7).

N-135 a,2,W(1)． 17点中の6点。

137

８

９

０

３

３

４

１

１

１ Q-139 a,1, III(1)． 2点中の1点．

141

皿
一
幽
一
蝿

噸

146

岬
一
峨

岬

表Ⅶ－3-3 C地区包含層掲載土製品一覧

重量9大きさ：長さ×幅×厚さc、分 類遺物番号 層位 （点数）番号
咽
一
㈱

回
一
“

剛
一
四
一
岬
一
咽
一
咽

鯏
一
馴
一
卿
一
叫
雨
一
恥

咽

”
｜
咽

鯏
一
咽

咽
一
咽
一
叫

刎
一
”
｜
鯏
一
叫

咽
一
岬
一
率

サツマアケ状土製品

サツマアゲ状土製品

サツマアゲ状土製品

サツマアケ状土製品

サツマアゲ状土製品

サツマアゲ状土製品

サツマアゲ状土製品

サツマアケ状土製品

サツマアゲ状土製品

サツマアゲ状土製品

サツマアゲ状土製品

０

５

６

６

０

６

３

１

６

１

２

９

７

８

７

●
。
■
●
●
●
ｏ
●
■
●
●
。
■
由
●

０

６

９

１

７

２

９

７

７

９

６

９

３

５

５

１

３

２

４

３

３

２

２

３

１

３

３

２

１

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｉ
Ｉ
~
く
く
く
く
く
く
~
~
~
~
~
く

乱
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
面

撹
中
中
中
下
下
下
中
下
下
下
下
中
中
上

倒
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

風

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

ｕ
｜
型
加
一
四

迦
一
迦
一
”

叩
一
率
一
四
一
浬
一
恥
一
型
哩
一
皿

９

タ

９

９

３

９

７

７

う

り

７

７

１

９

り

ａ

‐

ｄ

‐

．

ａ

ａ

ａ

ａ

Ｃ

ａ

Ｃ

ｆ

。

ａ

‐

ｑ

Ｃ

ａ

~
~
~
~

~~

~
~
~

~
~
~

Ｆ

０

Ｑ

Ｊ

ハ

ｂ

〈

５

Ｒ

）

ハ

５

ハ

リ

ハ

Ｕ

『

１

行

１

房

Ｉ

ハ

５

八

５

７

八

５

４

句

Ｊ

４

１

ｎ

ｊ

ｎ

ｊ

句

ｊ

４

４

多

４

△

？

〕

ｎ

ｊ

ｎ

ｄ

ｎ

ｊ

９

草

？

〕

旬
１
勺
１
イ
ー
勺
１
勺
１
１
「
１
勺
１
毛
１
勺
１
１
１
割
１
旬
１
１
《
『
１

~
~
~
~

~

~
~
~
~

~

Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｑ
Ｑ
Ｒ
Ｒ
Ｍ
Ｓ

＆

＆
｜
坐
＆
｜
Ｌ

臥

一

Ｌ

ａ

眺
一
乢

必
一
弘
一
出

Ｌ

公

Ｘ

Ｘ
ｌ
Ｘ
ｌ
Ｘ

Ｘ

Ｘ
｜
×

Ｘ

Ｘ
ｌ
Ｘ

Ｘ
ｌ
Ｘ

ｌ
ｌ
２

３
ｌ
４

５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
’
９

Ⅲ
｜
Ⅱ

胆
一
喝

Ｍ
｜
鴫

ｘ
ｌ
Ｘ

Ｘ
ｌ
Ｘ
ｌ
Ｘ
ｌ
Ｘ
Ｘ
ｌ
Ｘ
ｌ
Ｘ
Ｘ
ｌ
Ｘ

Ｘ
ｌ
Ｘ
｜
×
｜
×

サツマアゲ状土製品

サツマアゲ状土製品

有孔土製品

三角形土製品

×

×
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VI C地区包含層の遺物

4石器等

包含層からは5,298点出土している。礫石器類が剥片石器類よりもやや多い。剥片石器では、石錬・

スクレイパーの多さが目立つ。礫石器類では石斧が多いが、他は石錘を除いて、各器種20～30点ずつ

平均的に出土している。

分布は、全般に包含層が残存していた125～150ラインのHライン以南に偏る傾向にある。 100ライン

以西の分布は少ない。

石錬（図Ⅶ－4 4－1～36）

100点出土している。すべて黒曜石製である。 1類・無茎石錬が30点、 2類・有茎石鍼が52点で、細

分類できたものの3分の2近くが有茎である。 1類では、 a類・三角形のものが22点と多い。 2類では、

c類・凸基のものが約半数を占め、 d類・茎の明瞭でないもの、 a類・平基のものがやや多い。 4 ．16．

17．31はⅡI層、 10･27･30･36はⅣ層出土である。

1～13は1類。 l～10はla類である。 1～3は(1)平基のもの。 1 ･ 2はほぼ両面全面加工である。

2の断面はカマボコ状である。 3は大形のものである。 4～10は(2)凹基のもの。 4～6は正三角形で

ある。 4は腹面に礫面を残す。 7はやや胴部が張る二等辺三角形のものである。 8～10は長三角形の

もの。 9はやや胴部が張る。 10は極端な細身・長身のものである。 11 ･12はlb類・柳葉形のもので

ある。 11は錯向剥離によりややねじれが生じている。 13は1e類・木葉形のものである。被熱して光沢

を失っている。

14～36は2類。 14･15は2a類・平基のものである。 15は薄いが粗雑なつくりである。被熱して白濁

している。 16は2b類・凹基のものである。側縁がやや内湾する。 17～29は2c類・凸基のものである。

17は側縁が外湾する。 18～21･23～25は頭部が正三角形に近いもの。 18．19は小形である。 20はかえし

部分が左右非対称である。側面観は湾曲している。腹面には大きく一次剥離面を残しており、未成品

の可能性がある。 23の断面はカマボコ状である。 24．25は茎部下端が張り出すものである。 22．26は茎

部が長めのもの。 22は背面に礫面を残す。 27は周縁加工のもので、側面観は湾曲している。薄手であ

る。 28．29は大形のもの。 29は長身。 30～35は2d類・茎の明瞭でないもの。 30は小形のもの。腹面の

加工が粗雑で、厚みがある。 31は断面カマボコ状を呈する。 32～34は最大幅がほぼ中央にある。いず

れも両面全面加工で、断面はカマボコ状である。 32の側面観は湾曲する。 34は大型である。背面に礫

面を残す。 35は周縁加工のもので、薄手。 27に類する可能性がある。 36は8類。全周に加工が及んで

いるが、他の加工がみられないため、未成品とした。背面基部に礫面を残す。

石槍（図Ⅶ 4－4－37）

3点出土している。すべて黒曜石製である。 37は1類・有茎のものである。かえしはない。茎部下

端がやや張り、礫面を残す。

ドリル（図Ⅶ 4－4－38～41)

10点出土している。すべて黒曜石製である。

38．39は1類・剥片に機能部を作出するもの。 38は断面三角形の剥片を素材としている。上部に礫

面を残す。 39は右側縁に両面から調整が加えられる。 40は2類・つまみ部を作出するもの。機能部は

断面菱形に整形される。 41は6類・周縁加工のもの。側面観が湾曲する剥片を素材としている。機能

部断面は三角形に近い。

つまみ付きナイフ（図Ⅶ 4－5－42～53）

17点出土している。包含層出土のものはすべて1類・縦形で、 2類・横形のものは、H-15に1点

みられるのみである。 1類のうち、 b類・両面加工のものは1点でのみで、 a類・片面全面加工のも

｜
’
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VI C地区包含層の遺物

のと、 c類・周縁加工のものが大多数を占めている。約3割の5点が頁岩製で、器種別にみると最も頁

岩の比率が高い。他は黒曜石製である。 48はⅣ層出土である。

42～45は、 1a類。 42は褐色、 43は灰色を呈する頁岩製である。いずれも下方にバルブをもつ剥片を

素材としている。 42は側面観が湾曲する。右寄りに稜をもち、右側縁に急角度の直刃ぎみの刃部が、

左側縁に凸刃ぎみの刃部が作出される。 43も右寄りに稜があり、 42と同様の刃部をもつ。腹面右側縁

には、背面の剥離に先行する細かい調整が施されている。 44は両側縁の刃部の角度がほぼ同じである。

腹面左側縁に使用痕がみられる。 45は周縁のみ両面から加工される。腹面の剥離が背面に先行する。

腹面右下方にバルブがある。 46は1b類である。片面加工のものが断面カマボコ状～三角形に整形さ

れるのに対し、 46は凸レンズ形に整形される。大形である。下端部は尖る。 47～52はlc類。 47～49は

周縁のみ両面加工が施されるもの。 47は小形。被熱して白濁している。 48は流紋岩球穎を含んだ原石

を用いている。 49は右寄りに稜をもつ。腹面の加工が背面に先行する。腹面右下の剥離は腹面のみの

もので、素材の厚みを減ずるためのものと思われる。 50～52は片面加工である。 50は、刃部に摩耗し

て光沢のみられる部分がある。右側縁の刃部が急角度に作られる。黒色の頁岩製である。 51は右寄り

に稜をもち、右側縁には長い剥離で急角度の刃部が作出される。左側縁から下端部にかけては細かい

剥離による調整がなされる。腹面両側縁に使用痕がみられる。 52は、右側縁に長い剥離により刃部が

作出される。左側縁では、上部に腹面からの調整がなされた後に、背面に小さな剥離で刃部が作出さ

れている。 53は1c類。上端部と背面左半に礫面をもった断面三角形の厚い剥片を素材としている。右

側縁に急角度の刃部をもっていたと思われるが、被熱により右側縁上半部が剥落している。褐色の頁

岩製である。

スクレイパー（図Ⅶ－4－5－54～67）

56点出土している。 うち8点が頁岩製であり、他はすべて黒曜石製である。細分類の可能な45点の

うち、半数以上が1類・縦形である。 2類・横形のもの、 3類・ラウンドスクレイパーがともに約1

割強を占める。

54～62は1類である。 54～59はa類。側縁に刃部をもつものである。 54～57は両面加工の外湾ぎみ

の刃部をもつもの。 54は腹面の調整が背面の加工に先行する。 ⅡI層出土である。 55は赤褐色の珪質頁

岩製である。 56は、右側縁上部から左側縁、下端部にかけて刃部が作出されているが、左側縁では背

面に、下端部では両面に刃部の再生がなされている。上端部をドリルの機能部として使用していた可

能性がある。褐色の頁岩製である。 57は両側縁と下端部に刃部をもつ。 58．59の刃部は片面加工であ

る。 58は右側縁に内湾ぎみの刃部を、左側縁から下端部にかけて外湾ぎみの刃部をもつ。褐色の頁岩

製である。 59は内湾ぎみの刃部をもつ。 60．61はb類・端部に刃部をもつものである。刃部はいずれ

も片面加工である。 60は左側縁から下端部にかけて刃部をもつ。白榿色のメノウ質頁岩である。 66の

背面は、刃部以外は礫面である。 62はc類・尖頭部をもつものである。刃部は両面加工である。白色

の頁岩製。

63～65は2b類・端部に刃部をもつもの。 63は片面加工の外湾ぎみの刃部をもつ。上半部は、背面

のネガティブバルブと腹面のバルブのために、上面観が湾曲している。刃部付近では解消されている。

灰色の頁岩製である。 64は、片面加工の直刃ぎみの刃部をもつ。上縁から左側縁にかけての弧状の部

分は原石面である。直径4～5cmほどの球状の原石から剥離されたものと思われる。 65は両面加工の

直刃ぎみの刃部をもつ。

66．67は3類。いずれも刃部は片面加工である。 66は大型のもの。刃部は急角度で、最大厚が1.8cm

ほどもある厚いものである。 67は背面に一部礫面を残している。右側の刃部は下端部よりも厚く急角
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度であるが、左側では角度が浅く、薄い刃部になっている。

両面加工石器（図Ⅶ－4 6－68～70)

12点出土している。 2点がメノウ製で、他は黒曜石製である。

68は下端部が突出して作り出されている。断面は偏平である。 69．70はメノウ製で、白色を呈する。

69は腹面が比較的平坦に、背面は凸状に調整され、断面がカマボコ状に近くなる。 70は偏平に整形さ

れる。
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石核（図Ⅶ 4 6 71．72）

6点出土している。いずれも黒曜石製で、 5cmに満たない小形のものである。

71は三面に礫面をもち、小形の原石か、あるいは棒状原石の端部と思われる。 72は、上面と右側縁

に打面調整が見られる。上面からは背面側へ、右側縁からは腹面側への剥離が行われている。

石斧（図Ⅶ 4－6－73～図Ⅶ－4－7－84）

213点出土している。 うち、 7類･ 8類が160点を占め、個体として細分類できたものは53点である。

6類・未成品も多く、 22点出土している。完成品では、 1類・短冊形のものよりも、 2類・ばち形の

ものが多い。 4類・丸のみ形のものは2点出土した。 3類・石のみは出土していない。石材は、泥岩

（緑色泥岩）のものが8割を占めている。他は、片岩が約1割で、片麻岩・蛇紋岩・閃緑岩・砂岩な

どが少数見られる。

73～78は1類である。 73は断面が円に近い。粗割・すりで調整される。厚手の両刃である。 74．75は

断面が楕円形のもの。 74の下半はⅡI層出土である。粗割とすりで整形される。両刃。 75は片麻岩と思

われる。粗割・敲打・すりで調整される。刃部は厚みのある両刃である。 76は断面が矩形のもの。下

半部左半を欠損するが、破損部に面取り状の加工がなされおり、再利用したものと思われる。片刃。

77．78は偏平なもの。 77は素材の形をほとんど変えずに、側縁に若干粗割を加え、刃部をすりで作出

している。腹背と左側縁・上端もわずかにすりで整形される。 78は蛇紋岩製である。粗割・すりで整

形される。 79～81は2類である。 79は断面が矩形である。刃部の破損後、再加工途中のものと思われ

る。 80･81は素材の形をほとんど変えないもの。 80は若干粗割で調整した後、刃部を中心にすりを加

えている。 81は右側縁と刃部のみすりを加えている。 82．83は4類。従来丸のみ形石斧とされてきた

ものとは異なるものであるが、見通しが弧状となる刃部を作出することから、丸のみ形とした。 82は

残存部分では、側面観が直角三角形の極端な片刃状を呈する。刃部は、背面の加工の後、腹面を平坦

にすりだすことによって弧状に作出する。背面の敲打は、すりの後に施されたもののようである。 ま

た､ ~刃部の剥離は、腹面のすり加工に先行し、背面加工の後のものである。腹面が平坦なことにより、

断面はカマボコ状になる。 83も同様に、腹面からのすりによって弧状の刃部が作出され、断面がカマ

ボコ状である。側面観では両刃状である。黒色の片岩製である。 84は6類・未成品である。粗割・敲

打・すりで調整されているが、刃部は未作出である。

たたき石（図Ⅶ 4 8－85～90)

30点出土している。細分類可能な23点のうち、約半数が2類である。石材には泥岩・砂岩などを用

いるが、花崗岩の多さも目に付く。

85は1類・棒状礫の端部に使用痕がみられるもの。上下両端を使用する。断面は三角形である。泥

岩製。 86．87は2類・周縁に使用痕がみられるもの。 86は左側縁から下端部にかけて使用痕が認めら

れる。安山岩製。 87は下端部が使用される。上方の割れ面と周縁から、剥離による調整がなされてい

る。 この剥離面に、O-142区･R-128区出土の剥片が接合した。また、割れ面には、R 128区出土

のたたき石が接合した。接合状況は図版43－2－2に掲載した。たたき石は86と同じく2類で、写真

上端部から右側縁上部にたたき痕がみられる。上半のたたき石には剥離調整がみられないため、 1個

のたたき石として使用していたものが2つに破損した後、 86のみ剥離調整の後、再度使用されたもの

と思われる。カンラン岩製である。 88～90は3類である。 88は、断面が楕円に近い棒状礫を素材とし

ているが、素材の比較的平坦な部分を使用している。下端部にも使用痕がある。砂岩製。 89は、断面

矩形の素材を用いたもの。腹背両面が使用される。砂岩製。 90は、縦断面が、使用面が短辺となる台

形の礫を用いている。砂岩製と思われる。
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すり石（図Ⅶ 4 8－91～97）

24点出土している。 1類・断面三角形のものが6点、 2類・側縁に使用痕がみられるものが4点、

5類・北海道式石冠が8点あるほかは、いずれも1点のみの出土である。石材は、砂岩・安山岩が多

い。

91は1類。図の上下の2つの稜が使用される。使用に先行して剥離調整が行われる。平坦部と左端

部にたたき痕が複合する。安山岩製。 92は2類。全周に剥離調整が加えられ、下縁を使用する。安山

岩製。 93は3類・平坦面に使用痕が見られるもの。周縁と腹面にたたき痕が複合する。花崗岩製。 94

は4類。破損しているが、偏平礫を半円状に整形したものと思われる。使用痕は認められない。石材

は不明である。 95．96は5類。 95は使用面が平坦である。礫の形状を利用し、加工は残存部では側縁

のみである。安山岩製。 96はほぼ全面が敲打で整形されている。使用面は丸みをもち、幅広である。

上面も使用された可能性があるが、使用痕は明瞭ではない。 97は6類である。球状礫のほぼ全周にた

たき痕があり、その後にすられている。石材は不明である。

石錘（図Ⅶ 4－8－98）

1点のみ出土している。腹背両面からの剥離で挟入部が作られる。軟質の安山岩製である。

砥石（図Ⅶ－4－8－99． 100)

22点出土している。ほとんどが砂岩製で、少数凝灰岩製が見られる。

図示したものはいずれも砂岩製である。 99は腹背両面が使用され、たたき痕もみられる。使用面は

わずかに凹面である。 100は大形のものの破片。使用面は凹面で、たたき痕がみられる。

石皿・台石（図Ⅶ－4－9-101)

31点出土している。砂岩、安山岩が多用される。

101は、断面が台形の安山岩の礫を利用している。中央部に長径14cmほどの使用面を有する。すり面

の周囲に、調整のためのたたき痕がみられる。

石製品（図Ⅶ－4－9－102～106)

102は、腹背にすりが加えられる偏平な円盤状の石製品である。直径8.5cnlほどになると思われる。

周縁は交互剥離で整形される。腹面の大部分は礫面である。褐色の砂岩性である。 103は、偏平な三角

形状の石製品である。下端と右側縁下半は、石鋸の機能部と似た整形がなされる。下端ではすり整形

に先行して、剥離が加えられる。図左下の石材の割れ目には、黒色の付着物が見られる。灰色の粗粒

の砂岩製である。 104は石刀に類するものの破片かと思われる。厚さ5mmほどのの片岩を素材とし、両

側縁を剥離で調整した後、すって整形している。 106は、緑色のカンラン岩製の垂飾である。穿孔位置

は、腹背で上下にずれている。孔は、おそらくは紐を通したために、腹背両面ともに左上方へ向かっ

て摩耗している。人が着けていたものと仮定するならば、かなり体に密着した状態であったことがう

かがえる。 106は釣針である。片岩製。チモト最上部を欠損するが、ほぼ完形である。かえしはなく、

先端は鋭く尖っている。チモト部には、本来は2カ所の挟りをもつものと思われるが、現存するのは

1カ所のみである。腹背の平坦面にはほとんどすりは見られないが、内・外縁は、 ともに非常に丁寧

にすり整形が施される。屈曲部の腹背両面には、溝状のすり跡が縦方向に見られる。溝部分の縦断面

は、外側で厚く約2mm、内側に向かって薄くなり、最も薄い部分は1mmに満たない。製作方法は、厚

さ2mmほどの片岩を用い、擦り切り技法のように、中央部に縦方向のすりを加えて、 J (あるいはU)

字形の素材を作出する。その際の痕跡が屈曲部の溝となって残る。その後、内・外縁を中心に、すり

で整形する過程が推定される。同様の技法は、骨角製の釣針にもみられる （Ⅷ章4節)。 （柳瀬）
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表Ⅶ－4-1 C地区包含層掲載石器一覧

|ｸﾘｯﾄ |層位
RJ叫h l v

fl ］

R l29 b

備考長さx幅x厚さ” 重さ9 l 備考 重さ9ｸﾞ ﾘｯﾄ 長さx幅x厚さc、石材図番号｜ 器種 M1ﾅ糊層位｜ 石材図番号 器種 細分類

ﾄﾘﾙ1 8
●
４
１
Ｆ
ａ
ｎ
凶

４

４

４

－

４

－

Ⅶ

Ⅶ

P-"b l"冊‘1二| 石識 黒曜石
4 1Vl ﾜvl り
牝｡ Lハ1．1ハ上.白 1 6

黒曜石 ３

２

Ｏ

０
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VI C地区包含層の遺物
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Ⅷ成果と問頴点

1 B地区の遣構と遣物

遣構

今年度の調査で縄文時代前期前半の住居跡が1軒検出された(H-48)。覆土の下層から、横走する

太い縄文が施されたものと、斜行ぎみの縄文が施されたものの2個体の綱文式土器が出土した。平成

7 ． 8年度の調査では同時期の住居跡が42軒検出されている （北埋調報104、同116)。 うち41軒は「旧

河道」に面する南～南西斜面、 1軒(H-1)は今年度調査区に隣接する低位平坦面から検出されて

いる。

7年度に検出された住居跡群については、報告者によって8段階の変遷が想定されている。 これに

よると、H 1は低位平坦面に立地することから、 「最も古い時期」の住居跡とされている。 しかし、

H 1に隣接するH-48は先述のように綱文式土器を伴っており、 「旧河道」に面する住居跡群のなか

にも同様の土器を伴うものが認められる。 このことから、低位平坦面という立地により、H－1を最

も古い時期に位置付けることはできないと言える。

また、 7年度の調査で、住居跡群の廃棄場とされている「旧河道」から、口縁部に縄文が横走する

文様帯をもち、胴部に菱形の縄文が施された土器が出土している。 これは、大沼忠春によって綱文式

に先行する土器群とされる美々7式に相当するものと思われる。 「旧河道」からこの土器が出土してい

ることは、 これを伴う住居跡、すなわちH-48よりも古い段階の住居跡が、住居跡群のなかに存在す

る可能性を示している。H-48はH－1と3mほどしか離れておらず、立地の点からは、 この2軒は

併存した可能性が考えられる。したがって、H－1が旧河道に面する住居跡群のすべてに先行するも

のとは言えない。

以上のことから、 43軒の住居跡については、形態・構造の比較や切り合い関係のみならず、共伴す

る土器の編年的位置付けをも含めた再検討の必要があると思われる。

遺物

（1） 縄文時代前期の石器

今年度の調査において出土した遺物は、土器1,397点、石器等3,872点である。

土器の主体は、縄文時代前期前半のII群a－1類で、 1,264点と90%を占めている。残る10%のうち

9％までが縄文時代早期のものであり、他は縄文時代中期のものが7点、不明のものが6点あるのみ

である。 7年度調査区のうち、今年度調査区に隣接する低位平坦面においても、土器の主体はII群a

類である。 これらのことから、今年度の調査区は、縄文時代前期前半のII群a 1類土器の時期の単

純遺跡に近い状況を示していると言える。

石器に関しても同時期の組成や特徴をよく反映しているものと考えられる。 このことを前提に、今

年度出土した石器について、いくつかの特徴を挙げてみる。必要に応じて、 7年度調査で「若干のも

のを除きほぼ縄文時代前期II群a類土器に伴うものと考えられる」 とされている「旧河道」のV3E

出土の石器と比較した。各器種のパーセンテージは、それぞれの器種において細分類が可能なものの

みを対象として算出した。

今年度の調査では、剥片･Rフレイク･Uフレイク・石核・礫を除いた石器は581点出土している。

剥片石器が90%の524点、礫石器が10%の57点であり、剥片石器に大きく偏っている。 7年度調査の
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Ⅶl 成果と問題点

「旧河道」では、出土した638点の石器のうち、剥片石器は48％、礫石器は52％である。 「旧河道」は41

軒からなる集落に近接しており、その集落の廃棄場ととらえられている。一方、低位平坦面の今年度

調査区付近の住居跡は2軒のみである。礫石器が、基本的に大きな移動をせずに、住居付近で使用・

廃棄されるものと考えると、剥片石器に偏った比率は、調査区内の住居跡数によるものと思われる。

剥片石器の器種別の比率は、石錬43％、石槍0.3％、 ドリル10%、つまみ付きナイフ10%、スクレイ

パー34％、両面加工石器2％、模形石器0.7％である。石鍼やスクレイパーの比率が高く、 ドリル、つ

まみ付きナイフがやや多い。 4器種で97％を占めている。一方、石槍、両面加工石器、模形石器は非

常に少ない傾向にある。

石擁は細分類可能なものはすべて無茎のものである。三角形のものが170点、柳葉形のものが4点、

五角形のものが1点で、主体は97％を占める三角形ものである。三角形のものには、平基のものと凹

基のものがある。 しかし、凹基のうち、ごく少数の湾曲のきついものを除くと、大半は弱凹基ともい

うべきもので、平基・凹基の両者問に明確な境界は認められず、漸移的な変化を示している。石材は、

1点の頁岩を除きすべて黒曜石製である。 これらから、石鍼に関しては、原則的に黒曜石製で、三角

形の、平基から弱凹基のものが主体であると言える。 また、 4点出土した柳葉形のものは、従来の調

査で縄文時代早期に伴うとされているものである。本遺跡からI群b類の土器片が出土していること

から、 これらに伴うものである可能性が高いと思われる。

ドリルは、棒状のものが48％、つまみ部を作出するものが22％、周縁加工のものが19％、剥片の一

部に機能部を作出するものが9％、他石器の転用品が2％出土している。材質は1点の頁岩を除きす

べて黒曜石である。 ドリルに関しては、黒曜石製で、棒状のものを主体としており、つまみ部を作出

したものと周縁加工のものがやや多いようである。

つまみ付きナイフはすべて縦形である。周縁加工のものが42％、剥片の形をあまり変えない粗雑な

つくりのものが34％、両面加工のものが13％、片面全面加工のものが11%である。石材は、 1点のメ

ノウ製を除いてすべて黒曜石製である。加工の少ない不定型のものが主体で、丁寧に加工された定型

的なものは少ないと言える。 また、つまみ付きナイフは一般に頁岩やチャートが比較的多く用いられ

る器種であるが、 ここではほとんどが黒曜石製である。

礫石器は前述のように出土数が少ないが、すり石が比較的多い。 1点を除きすべて断面三角形の礫

を素材としたものである。断面三角形のすり石は、一般に早期に多用されるが、前期のIIa-1類の時

期においてもすり石の主体を占めているようである。

これらの要素は、キウス5遺跡のII群a－1類土器に伴う石器の特徴と言えそうである。しかし、

その特徴が時期的な差異を示すものか、地域的な差異を示すものかは、他遺跡との比較によってさら

に検討する必要がある。

（2） 石鍍の原材産地

Ⅱ群a類土器に伴うと思われる、三角形を呈する石鑑から43点を抽出して、黒曜石の原材産地同定

を依頼した（Ⅸ章1節、図版42)。白滝産22点(51%)、十勝産15点(35%)、置戸産2点(5%)、豊泉

産1点（2％)、赤井川産1点（2％)、分析不能と原産地不明がそれぞれ1点との結果が得られた。

白滝産、十勝産で大半を占めている。形態別にみると、正三角形のものは、他とは異なり十勝産が71%

と多数を占めている。二等辺三角形のものは白滝産、ついで十勝産が多く、置戸産のものが2点とも

含まれている。長三角形のものは白滝産が多く75％を占めている。今回の結果では、サンプル抽出の

誤差も考える必要はあるが、石雛の形態によって黒曜石の原材産地に差がみられる。その原因として

は、石器を製作する際に、製作者（使用者）が形態によって素材を選択している可能性が考えられる
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Ⅷ成果と問題点

のではないだろうか。今後、肉眼で認められる黒曜石の特徴と形態との関係を、原材産地同定の結果

と対比してみる必要があると思われる。

（3） 「石斧片再生模形石製品」

「石斧片再生模形石製品」 と呼称したものが、包含層から6点、遺構から1点、計7点出土してい

る (V章3節、図-5-3-5、図版12 3)。 うち、包含層出土の1点（図-5-3-5-124)は

他のものと若干異なる特徴をもつため、 ここでは除外する。 6点は、長さ2～4cmほどの泥岩あるい

は片岩の薄い破片を用い、腹背や側縁にすりを加えて何らかの整形を施そうとしているものである。

現在のところ、類例はみられないようである。

素材は、石斧片が3点、石斧片とは断言できないものが3点ある。石斧片を素材とするものは、片

面に石斧表面のすり面を残した薄い破片を用い、剥離面や側縁にすりを加えている。石斧片と断言で

きないものは、数mの薄い石片を用い、腹背両面や側縁にすりを加えている。側縁に関しては、すり

を加えるものが3点、加えないものが3点である。

6点に共通する特徴として、腹背のすり加工が、 もとの石斧表面を除き、素材の最も厚みのある部

分にごくわずかに加えられるのみであること、下端あるいは上下両端が薄くなるように加工もしくは

素材の選択がなされていることの2点が挙げられる。

これらの用途としては、端部が薄く作られることから模的なもの、 または、石材と加工から石のみ

の未成品、あるいは装飾品などの可能性が考えられる。しかし、敲打痕や縦方向の剥離など、模とし

ての使用痕がみられないこと、出土している石のみや一般的な石のみと比較してあまりにも小形であ

ること、 これに類似する装飾品は出土しておらず、穿孔痕もみられないことなどの理由により、用途

は現在のところ不明と言わざるを得ない。今後類例の増加をまって検討する必要がある。 （柳瀬）
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2 C地区の遺構と遺物

C地区では住居跡3軒、土塘7基、焼土33カ所、集石1カ所、フレイク・チップ集中地点5カ所、

旧石器の集中地点1カ所の遺構を検出した。 これらの遺構は旧石器時代のものから擦文時代のものま

で大きく分けると5つの時期のものがある。

旧石器時代の遺構

焼土7カ所(LF-39･44．64･65･66･69･70) と|日石器の集中地点がある。これらはその立地か

ら2つの群に分けられる （図Ⅷ 2－4-1)。

1群

LF 64 (R-97区、Ⅵ層)、 LF-65･66 (H-96、Ⅵ層)、 LF-69．70 (N-92区、Ⅵ層）は調

査区域西側の92～98ライン・標高24.6～25.8m(Ⅷ層上面）の等高線の間にある焼土群である。調査区

域西側では旧石器は548点(R-98区162点、R-97区112点、 S 96区73点、R-96区42点など）出土

している。 F-64･65の周辺では4点(H-94区1点、 J-98区1点、K-97区1点、K99区1点)、

LF-69･70周辺では11点(J-90区2点、 J 91区1点、K-92区1点、M91区1点、M-92区1

点、M-93区1点、N-93区1点、O-91区2点、 P-91区1点）出土している。LF-64の周辺は旧
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Ⅷ成果と問題点

’石器が集中して（523点）出土している。

2群

LF-39 (P-134区、Ⅶ層上面)、 LF-44 (J 128区、Ⅵ層）は調査区域東側の134～129ライン・

標高28.2～28.4m(Ⅷ層上面）の等高線の間にある焼土群である。調査区域東側では旧石器は2点(K

-148区、N-134区から各1点）出土している。

縄文時代前期の遺構

住居跡1軒(H-15) と土壌1基(LP-18)がある （図Ⅷ－2－4 2)。調査区域東側のF～J

ラインと139～141ラインの間の標高28.8～29.0m(Ⅷ層上面）の等高線にかけて位置する。H-15 (H

-139区）の覆土からはII群b－2類の土器片が出土している。 LP 18 (F 139区）からは遺物は出

土していないが、H-15に近接しており周辺には他の遺構はない。両者には何らかの関係があるもの

考えLP-18を縄文時代前期の遺構と推定した。 II群b 2類の土器片はこれらより若干南の、 I～

Oライン･ 140～147ラインの問に分布の主体がある。

縄文時代中期の遺構

縄文時代中期前半の遺構

住居跡1軒(H-16)、土墳6基(LP-19～24)、焼土24カ所(LF-40～43･45～62．67･68)、

LP-19
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．
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図Ⅷ－2－1 縄文時代中期前半の遺構（1群）
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Ⅷ成果と問題点

フレイク・チップ集中地点5カ所(FC-4～8)がある。 これらは遺構とその周辺から出土した土

器片から中期前半の遺構と考えられる。他の遺構との位置関係などから5つの群に分けられる。

1群

調査区域北西側の100～103ライン、標高26.2～26.6m(m層上面）の等高線の間にはH-16 (G-101

区)、 LP-19 (E-102区)、 LF-45 (F-102区)、 LF-46．47･48 (G-102区）がある。 これら

は互いに隣接している （図Ⅷ－2－1)。 この一帯の同じ面からはIⅡ群a－4 ． 5類の土器片が多く出

土している （図Ⅶ－3－12－71．80．87．88など） ことから萩ヶ岡1 ． 2式期の遺構と考えられる。ま

た、位置的に隣接し合っていることから、 LP-19、 LF-45～48、 FC-4はH-16と密接に関係す

る遺構と考えられる。

2群

調査区域南側の125～131ライン、標高27.2～28.2m(Ⅷ層上面）の等高線の間にはLP-20･21．22･

23、 LF-58･59．60･61がある。 LP-20 (O 130区） とLP 21 (P 129区）は互いに隣接して

おり、 これらの南西に近接してLF-58 (R-129区）がある。 また、 LP-21の西にはLP-22 (Q

-126区）がある。LP-22の南西にはLP-23 (S-125区）が近接しており、LP-23の南東に隣接
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図Ⅶ1-2-2縄文時代中期前半の遺構(2群）

161



ⅧI 成果と問題点

LF-50

通~I

TM,45
＋ ＋

LF-51

O
LF-52

G

十+N,45＋

LF-57

勺

LF-56

○

Jb,45 十十
○144

LF-55

D
LF-54

○

LF-53

D
十＋＋

LF-62-rP'44

C二つ

ロ 2 4m

図Ⅷ－2－3縄文時代中期前半の遺構（3群）

162



Ⅷ成果と問題点

鶏》砥江| "Lkjﾐ､ I
~
~

氏〔（い
、、、､ ，1 1

射箭い’.、2 1

－－－－、~、､！~'－－

-ずと潔､

1 旧石器時代の遺構 2卿
25

ワコ~~

’

I

2

：‘
24

2縄文時代前期の遺構

23

1
8熟織パ 嶬弧| ~I､'

、丑圭L熱碧J ；
3縄文時代中期前半の遺構

23

畦〈ぐ26A13

いく､I
､

、’
、

町

｜

鉤
、
~、

篭4縄文時代中期後半の遺構

ワ句
七一

〆

卜

、

｜、
、 ／

「
一

、、
－－、

一へ ー－へ

0、
、 、_／

--,、
、~、
、_、、

~

－1／
八、変皇 f蕊ー~1、}~~
~Iu丙－－〆、L ~

一

灘
25／

5擦文時代の遺構

n句

とユ

図Ⅷ－2－4時期別遺構分布図

163



Ⅷ成果と問題点

してLF-59～61 (S-126区）がある （図Ⅷ 2-2)。 これらの土曠はいずれもV層中位から掘り込

まれており、焼土もV層中位で検出した。土塘のうちLP 20とLP-23からはⅢ群a－5類の土器

片が出土しており、 LP-21とLP-22からはⅢ群a類の土器片が出土している。 この一帯の同じ面

にはIⅡ群a類土器が多く、O～S-125～130区にはⅢ群a 4 ． 5類の土器片の分布域がある （図Ⅶ

3 12-72･75･79．81 ．82･85など） ことから、 これらは萩ヶ岡2式期の遺構と考えられる。

3群

調査区域東側の143～147ライン、標高28.6～29.4m(Ⅷ層上面）の等高線の間にはLF-50･51．52･

53．54．55．56．57．62 （図Ⅷ－2－3） とFC-8がある。 LF-50 (L-145区）の南東にはLF

-51 (M145区）が隣接しており、その南西にはLF-52 (M-146区）がある。 これらはほぼ等高線

に沿って列をなす。 また、南西にはLF-57 (N 145区)、 LF-56 (N 145区)、 LF-55 (O 144

区)、 LF-54 (O-143区)、 LF-53 (P-144区)、 LF 62 (P-143区） と等高線を横切るように

列をなしている。 LF-54の北西にはFC 8 (N-143区）が隣接している。 これらはV層中位で検

出されており、 この一帯の同じ面にはⅢ群a類の土器片が多い（図Ⅶ－3-10-30、Ⅶ－3 11 54･

59、Ⅶ 3－12－67．83など） ことから中期前半の遺構と思われる。

4群

調査区域東側の125～135ライン、標高28.0～28.8m(Ⅷ層上面）の等高線の間にはLF-40 (H-133

区)、 LF 41 (H-134区)、 LF-43 (1-125区)、 LF-49 (K-130区）がある。 これらはいずれ

もV層中位で検出されており、 この一帯の同じ面にはⅢ群a類の土器片が多い（図Ⅶ 3-10-40、

図Ⅶ－3-11-61、図Ⅶ 3 12 66など） ことから中期前半の遺構と思われる。LF-43は後期中葉

の可能性もある。

5群

調査区域東側のN～Rライン・ 136～137ラインの間、 28.2～28.4m(Ⅷ層上面）の等高線の間には、

FC 5 (N-136区)、 FC-6 ． 7 (Q-136区）がある。これらはV層中位～下位で検出されてお

り、 この一帯の同じ面にはIⅡ群a類の土器片が多いことから中期前半の遺構と思われる。なお、 この

区域にはⅢ群a－5類の土器片が出土したLP-24 (R-133区）があることから、 これらは萩ヶ岡2

式期の遺構の可能性もある。

LF 42 (E-112区)、 LF-68 (R-92) は他の遺構と群をなさない。 LF 68は後期後葉の可能

性もある。

縄文時代中期後半の遺構

調査区域東側のH-17 (S 139区)、調査区域西側のLF 63 (Q-97区）がある （図Ⅷ－2－4

4)｡LF 63の周辺からはⅢ群b－2類の土器片がまとまって出土している （図Ⅶ－3-13-101･102･

103)。

擦文時代の遺構

焼土ではUF-5 (S 130区)、集石ではUS-2 (P-133区）の2つがある （図Ⅷ－2－4-5)。

調査区域の南側、O～S 129～141区の111層からは全体の80%以上を占めるⅦ群の土器片が出土してい

る （図Ⅶ 3 15 144･146｡147･148･149)。今回検出した擦文時代の2つの遺構はいずれもこの区

域にある。 （鎌田）
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表Ⅷ－2-1 C地区時期別遺構一覧

住居跡 ｜ 土壌 焼土 ｜ 集石 ｜ﾙｲｸﾁﾂﾌ集中｜ 合計
1 6 1 1 1 1 7
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’

１

旧石器時代

旧石器時代もしくは縄文時代早・前期

縄文時代前期後半大麻V式期

縄文時代前期前半もしくは中期前半

縄文時代中期前半萩ヶ岡1 ． 2式期

縄文時代中期前半萩ヶ岡2式期

縄文時代中期前半

縄文時代中期前半もしくは後期中葉

縄文時代中期もしくは後期

縄文時代中期後半

縄文時代中期後半～後期中葉
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戸

3 1群b－4類土器について

今回出土したI群b 4類土器は、体部に撚糸文や自縄自巻の原体で縄文が施文されているものが

多い。撚糸文には、比較的太目の1本の撚糸が用いられたもの、 2本一組（2本並列する）の原体で、

鋸歯状や菱形に施文されているものが多く認められた。 また、自縄自巻の原体で縄文が施文されたも

のには、菱形の文様構成を持つもの、破片資料で全体の文様構成が不明であるが斜行縄文が施された

ものがある。器壁は比較的厚く、胎土には繊維を含むものも多く認められた。

I群b－4類土器について遠藤香澄が新千歳空港用地内の遺跡で出土した資料をもとに器形。文様

構成．施文具からa～9類に細分し、比較的古いグループ(a～c類)、新しいグループ(f ･g類)、

その中間のグループ(d･e類）の3つに細分し、変遷を述べたことがある （遠藤：北埋62)。

遠藤の新しいグループとされるf ・ 9類の特徴は以下のようにまとめられる。

器壁が厚手で、口縁部に幅広の文様帯を形成する。器面には自縄自巻の原体による縄文や2本並列

する撚糸文が多く用いられ、 2本並列する撚糸文・ 4本平組紐を軸に巻いた絡条体・縄線で、菱形．

鋸歯状．幾何学的文様が施される。口縁部は1段ないし2段の原体による縄線を数列めぐらすものが

あり、 f類では撚りのゆるいもの、条が細いものがあるが、 9類では太い縄線がみられるという。

f ･g類の特徴は、先述した今回出土したI群b－4類土器の特徴ほぼ合致するものと考えること

ができる。しかし、 f ・ 9類には、図Ⅲ－3-15･ 16の体部に認められた自縄自巻の原体による菱形

の縄文が施されたものは少ない。また、自縄自巻の原体による菱形の縄文が施されたものは古いグル

ープとされるa～e類においてもあまり類例がなく、 I群b－4類土器の新しい文様要素と考えられ

そうである。 また、同資料の口縁部文様帯には、破片資料のため不明瞭であるが上下を区画し、区画

内には菱形に、区画文下位には「v」字状に施文原体不明（絡条体？）の圧痕文が加えられ、何らか

の幾何学的な文様を構成していたようにも思える （図版25)。体部の菱形の縄文・口縁部文様構成を考

え合わせると図Ⅲ 3-15･16は、遠藤のf ･g類に含まれるものの、組紐圧痕文・沈線文．縄線文

等が施された口縁部文様帯や体部の菱形を構成する羽状縄文や羽状縄文を特徴として大沼忠春によっ

て前期初頭に位置付けられている美沢3式により近い土器のように思える。 （熊谷）
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参考文献

大沼忠春

遠藤香澄

中田裕香

『美沢川流域の遺跡群XII』 北埋調報58

『美沢川流域の遺跡群XIⅡ』 北埋調報62

『千歳市キウス5遺跡(4)B地区．C地区』 北埋調報116

1989

1990

1995

4 C地区出土の石製釣針

今年度C地区において、石製の釣針が出土した（Ⅶ章4節、図Ⅶ－4－9-106、図版41-4)。片

岩(''を用い、すりによって整形されたものである。包含層からの出土で、土器を伴っていないため時期

は断定しがたいが、Ⅳ層直下という出土層位から、おそらくは縄文時代後期末から晩期初頭のものと

思われる。

石製の「釣針」 とされるものの出土例は非常に少ない。東北地方でいくつかの出土例を確認した。

仙台市北前遺跡の土壌覆土出土の資料（土曠は縄文時代前期末、図Ⅷ－4－1-2)、陸前高田市堂の

前貝塚の表採資料などである。 これらは、黒曜石や頁岩を素材とし、剥離によって整形されている。

形態的には、骨角牙製の釣針よりも、むしろつまみ付きナイフや、後期末から晩期初頭の異形石器と

呼ばれるものに近い。石材、技法、形態などの点で本例との類似点はまったくないと言える。

今回出土した石製釣針は、 J字形で、磯がなく、湾曲部に縦方向の溝状のすり痕がみられる。製作

方法としては、薄い板状の片岩を用い、擦り切り技法の要領で中央部にすりを加えてJ (あるいはU)

字形の素材を作り、その内・外縁をすることによって整形する、 という手順が想定される。こうした

形態や製作方法から、本例は、前述のような現在「釣針形石器」等といわれているものよりも、むし

ろ骨角牙製の釣針に類似している。特に類似するものとして、泊村茶津貝塚（縄文時代中期末葉、図

Ⅷ 4 1 3)、宮城県気仙沼市田柄貝塚（縄文時代後期中葉から晩期末葉、図Ⅷ－4－1-4)、

福島県いわき市大畑貝塚（縄文時代中期後半から晩期前葉、図Ⅷ－4 1 5)などから出土してい

る釣針がある。材質は、茶津貝塚では海獣の犬歯が、田柄貝塚と大畑貝塚では鹿角が主に用いられて

いる。いずれも形態的にはJ字形を呈しており、鑛のないものが多くみられる。製作技法としては、

細部の違いはあるが、いずれも鹿角や海獣犬歯からまず板状の素材を作り、すりや削り込みによって

J (あるいはU)字形を作出し、それにすりを加えて整形する、 という共通する手法が想定されてい

る。

今回出土した石製釣針は1点のみであることから、キウス5遺跡において石製釣針が一般的な漁労

具であったとは考えられない。 このことと、上述のような骨角牙製釣針との形態的な類似および、製

作技法の共通性から、 この石製釣針は、おそらくは骨角牙製の釣針を模倣して作られたものと考えら

れる。

（1） 材質に関しては、国立歴史民俗博物館の西本豊弘・神庭信幸の両氏の御厚意により、蛍光エックス線に

よる成分分析を行った。その結果、鹿角等の可能性はなく、岩石であることが確認されている。石質に関

しては、当センターの花岡の肉眼鑑定により、片岩と鑑定されている。 （柳瀬）

参考文献

川内基（1991） 「北海道縄文期にみられる海獣犬歯製釣針について」 『北海道考古学』第27号

仙台市教育委員会(1982) 「北前遺跡発掘調査報告書』

福島県・いわき市教育委員会（1975） 『大畑貝塚調査報告書』

北海道文化財研究所(1990) 『茶津貝塚』

宮城県教育委員会（1986）宮城県文化財調査報告耆第111集『田柄貝塚Ⅲ骨角牙製品・自然遺物編』
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図m-4-1 石製釣針の類似例

(1 :キウス5遺跡、 2 :北前遺跡、 3 :茶津貝塚、 4 :田柄貝塚、 5 :大畑貝塚）
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Ⅸ自然科学的手法による分析結果

1 キウス5遺跡B地区．C地区出土の黒曜石製遺物の原材産地分析および黒曜石製遺物の非破

壊分析による水和層の測定

藁科哲男

(京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行なっている! ､ 2, 3)。

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、 これ

を産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれ

を対比して産地を推定する。この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産

地を同定する。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、測定の操作も

簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分から

ないという場合にはことさら有利な分析法である。今回分析を行なった試料は、千歳市キウス5遣跡

出土の旧石器を含む合計60個の黒曜石製遺物の産地分析および非破壊分析による黒曜石遺物の水和層

厚さの結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nb

の各元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それで

もって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、Y/Zr、

Nb/Zrの比量をそれぞれ用いる。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、

九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地図Ⅸ－1－1に示す。黒曜石原産地の

ほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分類し表Ⅸ－1 4～7に示す。

この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると129個の原石群になる。

ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、北海

道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、 ま

た白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く

赤石山群（旧白滝第1群）にまとまる。 また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別

できない原石が採取でき、あじさい群を作った（旧白滝第2群)、 また、八号沢の黒曜石原石と白土沢
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の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中で70％

は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30%は赤石山群に一致する。

置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、 この原石の元素組成は置戸群にま

とまる。 この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、 この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取されるが

現在まだ調査していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋お

よび沢の中より原石が採取され、 この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。 この十勝三股産原石

は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成

は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より採取され

る黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。 これら組成の近似した原石の原

産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、 この遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたと

しても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければならない。

しかし、 この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題

はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石か

ら2個の美蔓原石群が作られた。 この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、

智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。 これらを組成で分類す

ると88％は名寄第一群に、 また12%は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺跡付近お

よび雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、 20%が近文台第一群、 69%が近文台第二群、 11%

が近文台第三群それぞれ分類された。 また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成

で分類すると約79％が滝川群にまとまり、 21％が近文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致

する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を

見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と

同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二

群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より

採取できる。 ここの原石には、小球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石

で赤井川第1群を、 また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第2群を作っ

た。 これら第1、 2群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同

定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第1、 2群の2群に区別され、豊泉第

2群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青

森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石

で作られた群で、 この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入す

る中村川の上流で1点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取さ

れている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取さ

れた原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似

た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、成田群、浪岡

町県民の森地区より産出の浪岡群は赤井川産原石の第1、 2群と弁別は可能であるが原石の組成は比

較的似ている。戸門、浪岡産黒曜石の産出量は非常に少なく、稀に石嫉が作れる程度がみられる程度

であるが、麿森山麓の成田地区産出の黒曜石の中には5cm大のものもみられる。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄
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い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産

地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定

することができないので、得られた確率の数値にはや鼻不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を

誤るようなことはない。

今回分析したキウス5遺跡の黒曜石製石器の分析結果を表Ⅸ－1－8 ． 9に示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。

説明を簡単にするためRb/Zrの一変量だけを考えると、表Ⅸ－1－8の試料番号51934番の遺物では

Rb/Zrの値は1.335で、赤石山群の［平均値］士［標準偏差値］は、 1.340±0.059である。遺物と原石

群の差を標準偏差値（のを基準にして考えると遺物は原石群から0.09ぴ離れている。 ところで白滝原

産地から100ヶの原石を採ってきて分析すると、平均値から±0.09ぴのずれより大きいものが93個ある。

すなわち、 この遺物が、赤石山の原石から作られていたと仮定しても、 0.09ぴ以上離れる確率は93％で

あると言える。だから、赤石山群の平均値から0.09ぴしか離れていないときには、 この遺物が赤石山

群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を置戸群に比較すると、

置戸群の平均値からの隔たりは、約15ぴである。 これを確率の言葉で表現すると、置戸群の原石を採

ってきて分析したとき、平均値から15ぴ以上離れている確率は、千兆分の一であると言える。 このよ

うに、千兆個に一個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が作られたとは考えられない

から、 この遺物は、置戸群の原石から作られたものではないと断定できる。 これらのことを簡単にま

とめて言うと、 「この遺物は赤石山群に93％、置戸群に十兆分の一％の確率でそれぞれ帰属される｣。

各遺跡の遺物について、 この判断を表Ⅸ－1 4～7のすべての原石群について行ない、低い確率で

帰属された原石群を消していくと残るのは、赤石山群だけとなり、白滝産地の石材が使用されている

と判定される。実際はRb/Zrといった唯1ヶの変量だけでなく、前述した5ヶの変量で取り扱うので

変量間の相関を考盧しなければならならい。例えばA原産地のA群で、Ca元素とRb元素との間に相

関があり、Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺

物であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。したがって、

もしRb量だけが少しずれている場合には、 この試料はA群に属していないと言わなければならない。

このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラ~ノピス

の距離を求めて行なうホテリングのT2検定である。 これによって、それぞれの群に帰属する確率を求

めて産地を同定する｣ ･ 5)。産地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では129個の推定確率結果

が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地

の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、 これら産地の可能性が非常に低いことを確認した

という非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、白滝の赤石山産原石と判定された遺物について、

信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表

3に記入した。原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが、多数の試料を処理するために、小

さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。 このため、

得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、 ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲

を越て大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としてい

る0｡1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。 この場合には、原石産地（確率）の欄の確

率値に替えて、マハラノピスの距離D2の値を記した。 この遺物については、記入されたD2の値が原
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Ⅸ自然科学的分析手法による分析結果

石群の中で最も小さなD2値で、 この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると

言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほヌ間違いないと判断されたものである。

赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。 これは青森市戸門、成田地区、浪岡町

より産出する黒曜石の組成は赤井川産原石および十勝三股群に似る組成の戸門第一、成田、浪岡の各

群で構成されているために、統計処理により同定される原石群が戸門原産地と赤井川または十勝産地、

またこれら3ヶ所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。戸門産地の原石が使用され

たか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第1群と第2群に同定される頻度を求め、 これを戸門

産地における第1群（50％） と第2群（50％）の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推

定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第2群に帰属される遺物が見られないことから戸門産地

からの原石は使用されなかったと推測できる。 また浪岡産原石は非常に小さく分析した遺物よりも小

さい原石で本遺跡で使用された可能性は低いと推測された。成田産地の原石、赤井川産原石と十勝産

原石を使用した遺物の産地分析では、 これら産地に同定された遺物の帰属確率の差が十分の一～百分

の一がほとんどで、遣物の中には、赤井川、十勝、成田の群の帰属確率の差がほとんどない遺物があ

り原石産地の特定に苦慮するときがあり、 この場合は、客観的な産地分析法により赤井川産、十勝産、

成田産と限定したうえで、肉眼観察により遣物と似た原石が赤井川産地、十勝産地、成田産地のいず

れに多かを考慮して原石産地を判定した遺物も一部ある。

分析したキウス5遺跡出土石器の石器形態による産地別石材の使用頻度をみると、石鎌一正三角形

平基では、十勝産50%(2個)、あじさい滝産、豊泉産はそれぞれ25%(1個）で、正三角形凹基は十

勝産100%(3個）で、三角形平基は十勝産50%(5個)、赤石山、あじさい滝産はそれぞれ20%(2個）

で白滝産として40%になり、不明は10%(1個）であった。 また、三角形凹基はあじさい滝産が35%

（6個）で、赤石山産は29％（5個）で白滝として64％になり、十勝産は24％（4個)、置戸産12％

（2個）がみられるのが特徴である。長三角形平基では赤石山産100%(5個）であった。長三角形凹

基あじさい滝、十勝、赤井川、不明がそれぞれ25%(1個）であった。柳葉形については赤石山と不

明が1個づつであった。正三角形凹基、長三角形平基は十勝産と赤石山産のみの原石で作られ形態に

より原石産地が異なる興味深い結果が得られた。 この様な石器形態による産地別石材の使用頻度を各

黒曜石原産地遺跡から遠くの遺跡について明らかになれば、例えば赤石山とあじさい滝産の使用頻度

の同じ遺跡をキウス5遺跡から白滝地域の遺跡に向かって追っていけば、原石とか石器伝播ルートが

推測でき、 また、石器製作遺跡に到達するなど非常に貴重な考古学上の資料が得られる。

非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定

分析は黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したときに、黒曜石の表面で反射する光と、水和層で

反射する光りで生じるの干渉波の波長から水和層の厚さを求める方法。光りの反射を利用するため、

遺物の表面のにできた使用痕および埋土中にできた摩耗傷などが水和層測定の障害になり測定できな

い場合が多々ある。 また、水和層と新鮮面との境界面での反射光が非常に弱いため、境界面が明確に

発達した部分を探して測定しなければならない。従って、傷のない場所を顕微鏡下で探して分析を行

うため、試料によっては1個に三時間以上かかることもある。今回分析した試料は表面反射が非常に

弱く水和層測定は困難を極め、長時間をかけて慎重に分析を行ったが分析値が得られなかった遺物、

また分析値にばらつきが大きくなった遺物が多い。分析値は最大、中間、最小値を選んで表3に記し

た。

水和層厚さを経過年代に換算するには、水和層を分析した黒曜石の経過年代を'4C法、フイッション
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Ⅸ 自然科学的分析手法による分析結果

トラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求めて行う。 この水和速度は黒曜石の埋土中に受ける

温度によって異なるため、黒曜石が環境から受けた温度を正確に求めなければ、正確な年代の換算は

できない。従って、キウス5遺跡の遺物が経過した年代の問に受けた温度を仮に年間平均温度を10｡C

で発掘されるまで毎年同じ温度と推定したときの水和速度は白滝産黒曜石では2.1 ("2/1000年） とす

ると、 6）

遺物番号NO48-2 (51955)の水和層厚さ5.53～5.22"mの推定換算年代は、

’ 測定水和層厚("m)X測定水和層厚("m)
推定換算年代（千年） ＝

水和速度("2/1000年）

14.562 （千年) =5.53X5.53/2.1

12.975 =5.22X5.22/2.1

となり推定換算年代は14, 562～12, 975年になる。今回は、キウス5遺跡の黒曜石が受けた年間平均

温度を推測する手段を持たないために、水和層厚さのみを記した。今後、炭素-14年代などで、キウ

ス5遺跡の黒曜石が受けた年間平均温度を求める必要がある。
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Ⅸ 自然科学的分析手法による分析結果

表Ⅸ-1-1 黒曜石原材産地同定・年代測定資料一覧

~試料No 分類 形態 ｜ グリッド 遺物NO 層位 長さ×幅×厚さc､］ 重さ9 備考

石鍼 正三角形平基1 U178-b V層中位18 (1.9)×1.6×0.3 (0.8）

石嫉２
’

正三角形平基 U179 b v層中位8 (1．7)×(1.6)×0.2 (0.6）

石鍼 正三角形平基3 U180-c V－3層５ 1.8×(1.4)×0.3 (0.5）

石鍼 E=角形平墓4 U18()-c V－3層6 (1.7)×(1.6)×0.4
／ハ月､

W･イノ

石錬 正三角形凹基5 T167－c v層下位10 (1.8)×1.4×0.3 (0.4）

石鍼6 正三角形凹基 T170-a V層下付 2.0×(1.5)×0.39 (0.6）

石錬 正三角形凹基７ V176 a 根撹乱28 (1.7)×(1.5)×0.4 (0.8)

石鍼 三角形平基8 T167-d V層斜面18 2.2×1．5×0.2 0.7

glV-3-3-8石鍼 三角形平其9 T170-a V層下位 (2.1）×(1．1)×0.32 (0.5）

三角形平基石鍼10 U-176-a V層斜面
1，

1ム 2.1×1．4×0．3 0．8

石鍼 三角形平基1］ U176a V層中位 2．0×(1.6)×0.324 (0.9）

石鍼 三角形平基12 U176-b V層下位’ （2.3)×1.5×0.224 (0.7)

石錐 三角形平基13 U-177b V層中位14 2.5×1．8×0．3 1． ］

石鍼 三角形平基14 U-177 ( v層中位22 (2.2）×1.6×0.4 (1.2)

図V337石鑛 三角形平基15 V-176 v層中位
r〕勺

Oイ 1.9×1．4×0．2 0.6

石鍼 三角形平基16 V-177-b V層中位16 2.3×（1.5)×0.3 (0.8)

石鐡 三角形平基17 V177 c V層下位qq
JJ (1.9)×(1.3)×0.2 (0.4）

石鍼 三角形凹基18 T－169-d V層中位 2.5×（1.6)×().2２ (0.6)

石鍼 三角形凹基19 T-170-a V層下位 (1.8)×1.5×0.21 (0.6）

図V-3-3

20
石鍼 三角形凹基20 T171-a V層斜面］ 2.2×(1.5)×0.3 (0.8）

2］ 石鍼 三角形凹基 T172-c V層斜面３ 2.3×1．7×0.3 0.9

石鍼 三角形凹基
on

ムム U-176-b V層中位36 (0.7）2.2×(1.6)×0．2

石鍼 三角形凹基ﾜq
竺』 U-177 c V層中位17 2.1×1．6×0.2 0.6

石鍼 三角形凹基24 U-177 ( V層下位32 2.2×1．7×0.3 0.9

石擁25 三角形凹基 U-178b V層中位25 2.()×1.3×0.3 1 0．4
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Ⅸ 自然科学的分析手法による分析結果

表Ⅸ－1－2 黒曜石原材産地同定・年代測定資料一覧

層位 長さ×幅×厚さcⅢ ｜重さg 備考’ 遺物No.形態 ｜ グリッド試料No 分類

／1 11

(1． Lノ(2.4)×1.5×0.4V層中位三角形凹基 U178-c 14石鍼26

(0.7)V層中位 (2.0)×1．6×0．2三角形凹基 U179-d 8石鍼ワワ
ムイ

(0.5）1.9×(1.2)×0.3V－3層三角形凹基 U180 b28 1 石鑛 1O

(0.5)V層中位 1．8×(1.5)×0.3三角形凹基石鍼 V176 3429

(0.8）V層下位三角形凹基 (1.7)×1.6×0.3石鍼 V177-( 16ハ
リ

ワ
』

(0.9）V層下位 (2.0)×1．6×0.3三角形凹基石鑛 W-177 a 3ql
J」

v層中位 (1.7)×1.4×0.3 (0．6）三角形凹基石鑛 W-178 a 4｡｡

、ム

不明三角形凹基 表採 2.3×1．6×0．3 0．8石鍼 23qq
uU

排ゴ三角形凹基 表採 2.0×1．7×0．3 0.7石鑛
、庁

乙』34

(0.9）V層下付 (1.9)×1．5×0.3長三角形平基 4石鍼 T170-a35

図V-3-3

42
v層中位 2.7×(1.5)×0.3 (0.9）長三角形平墓 U177-a石鑛 436

(0.7）v層下位 2.5×(1．4)×0.2長三角形平基石雛 V177 [
1房

l／q7
Jイ

v層下位長三角形平基 0.72．3×1．4×().3石鍼 V－177-[ 3438

V層中位長三角形平基 2.9×1．5×0．3W-177-d 0.9石鍛 ７39

(0.9）V層下位 (2.3)×1.3×0.4長三角形凹基石擁 T-170-a
｜
か40

V層下位長三角形凹基 2．5×1．6×0．3 1．0U-176-(石鍍
Qワ
ロJ白41

2.8×1．5×0．3V層中位 1－ ］長三角形凹基 U176-d石鍼
870

ムム42

V層中位長三角形凹基 3．0×1．7×0.3
1民
八・JU-179-a石鍼 1043

３

３

３

３

Ｖ

Ｖ

図

蛉

図

鞭

(0.4）V層中位 (2.4)×0.9×0.3柳葉形石鏥 U-176-c 2044

v層中位 0.4柳葉形
〆61

0ム 2.1×0．7×0．3石錬 V17645

旧石器年代測定

図Ⅶ2525
8 V層下位 3.4×0．9×0．5 0.7K148-c細石刃46

旧石器年代測定

図Ⅶ245

エンドスクレイパー

（掻器）
Ⅶ層 3.63.4×2．3×0．5クレィパー O-99-a ２47

旧石器年代測定

図Ⅶ2-4-10

エンノドスクレイパー

（掻器）
Ⅵ層R-95-d 4.8×2．2×0．8 5.52スクレイパー48

旧石器年代測定

図Ⅶ-2-46

エンドスクレイパー

（掻器）
V層中位 4.9×2．9×().7 10.7S-95-a ３49 スクレイパー

旧石器年代測定
7.9

図Ⅶ-247

エンドスクレイパー

（掻器）
V層下位 3.4×2．5×0．6S-95-( 1スクレイパー50
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Ⅸ自然科学的分析手法による分析結果

表Ⅸ－1－3 黒曜石原材産地同定・年代測定資料一覧
’

試料No. 分類 形態 グリッド 遺物NO 層位 ｜ 長さ×幅×厚さc、 重さ9 備考

旧石器匡1
J上 フレイク R-97-c ⅥI層下位14 0.3

旧石器フレイク
Eワ
J△ R-97 c Ⅷ層卜面19 0.4

旧石器RQ
JJ フレイク R-98a Ⅶ層下位10 0.3

旧石器54 フレイク R98-a Ⅶ層下位
1ワ
lイ 0.4

旧石器

年代測定

眞巨
JJ フレイク R-98-a Ⅶ層下位21 0.7

旧石器

年代測定

〈
ｈ
〉

Ｆ
Ｄ フレイク R-98-b Ⅶ層下位46 0．4

旧石器

年代測定

民ワ
リィ フレイク R-98-b Ⅶ層下位37 0.6

旧石器58 フレイク R-98-b Ⅶ層下位75 0.4

旧石器
フレイク59 R-98-b VⅡ層下位76 0.5

旧石器
60 フレイク R-98-b 78 1 VⅡ層下位 0.4
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Ⅸ自然科学的手法による分析結果

表Ⅸ－1－8 キウス5遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

兀 素 比
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Ⅸ 自然科学的手法による分析結果

表Ⅸ－1－9 キウス5遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果
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Ⅸ 自然科学的手法による分析結果

2 平成8年度キウス5遺跡B、 C地区縄文時代前期前葉土曠墓出土の黒曜石製遣物の原材産地分析

彙科哲男

(京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行なっている''2.31．

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、 これ

を産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれ

を対比して産地を推定する。 この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産

地を同定する。蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、

測定の操作も簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい

性格が分からないという場合にはことさら有利な分析法である。今回分析を行なった試料は、千歳市

キウス5遺跡B、 C地区の縄文時代前期前葉の土曠墓P 19から出土した61個、 LP-1の45個およ

UtLP-2からの80個で、 これら3基から出土した合計186個の黒曜石製遺物の産地分析の結果が得ら

れたので報告する （事実記載、図表等は北埋調報116集を参照)。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nb

の各元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それで

もって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、M''/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、Y/Zr、

Nb/Zrの比量をそれぞれ用いる。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、

九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図Ⅸ－2－1に示す。黒曜石原産地

のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分類し表Ⅸ 2－1～4に示す。

この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると122個の原石群になる。 ここでは北海道

地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に

位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、 また白土沢、八号沢

などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝

第1群） にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採

取でき、あじさい群を作った（旧白滝第2群)、 また、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌の黒

曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。 '幌加沢よりの転礫の中で70％は幌加沢群にな

りあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30%は赤石山群に一致する。置戸産原石は、

北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、 この原石の元素組成は置戸群にまとまる。 この原
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産地は、常呂川に通じる流域にあり、 この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取されるが現在まだ調査し

ていない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より

原石が採取され、 この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。 この十勝三股産原石は十三の沢から

音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産

の原石の組成と相互に近似している。 また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の

組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。 これら組成の近似した原石の原産地は区別でき

ず、遺物石材の産地分析でたとえ、 この遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、 これら

十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければならない。しかし、 この複

数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えら

れる。 また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の美蔓原

石群が作られた。 この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および

忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。 これらを組成で分類すると88％は名寄

第一群に、 また12％は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台北部

などから採集される黒曜石の円礫は、 20%が近文台第一群、 69%が近文台第二群、 11%が近文台第三

群それぞれ分類された。 また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると

約79％が滝川群にまとまり、 21％が近文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原

石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中

腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父

別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも一致す

る。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。

ここの原石には、小球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第1

群を、 また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第2群を作った。 これら第

1， 2群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。豊

泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第1、 2群の2群に区別され、豊泉第2群の原石は

斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播し

ている。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群

で、 この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入する中村川の上

流で1点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ぱみ地区より採取されている。青

森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六

角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森市

戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、成田群、浪岡町県民の森地

区より産出の浪岡群は赤井川産原石の第1、 2群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。

戸門、浪岡産黒曜石の産出量は非常に少なく、稀に石鍼が作れる程度がみられる程度であるが、麿森

山麓の成田地区産出の黒曜石の中には5cm大のものもみられる。 また、考古学者の話題になる下湯川

産黒曜石についても原石群を作った。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ
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とんど見られない。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、 また除かずに産

地分析を行った場合|司定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定

することができないので、得られた確率の数値にはや〉不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を

誤るようなことはない。

今回分析したキウス5遺跡B、 C地区出土の黒曜石製石器の分析結果を表Ⅸ－2－5～8に示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説

明を簡単にするためRb/Zrの一変量だけを考えると、表Ⅸ－2－5の試料番号50542番の遺物ではRb

/Zrの値は1.265で、赤石山群の［平均値］±［標準偏差値］は、 1.340=t0.059である。遺物と原石群

の差を標準偏差値（ぴ） を基準にして考えると遺物は原石群から1.2ぴ離れている。 ところで白滝原産

地から100ヶの原石を採ってきて分析すると、平均値から士l.2ぴのずれより大きいものが23個ある。

すなわち、 この遺物が、赤石山の原石から作られていたと仮定しても、 1.2ぴ以上離れる確率は23%で

あると言える。だから、赤石山群の平均値から1.2ぴしか離れていないときには、 この遺物が赤石山群

の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を置戸群に比較すると、

置戸群の平均値からの隔たりは、約12ぴである。 これを確率の言葉で表現すると、置戸群の原石を採

ってきて分析したとき、平均値から12ぴ以上離れている確率は、一兆分の一であると言える。 このよ

うに、一兆個に一個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が作られたとは考えられない

から、 この遺物は、置戸群の原石から作られたものではないと断定できる。 これらのことを簡単にま

とめて言うと、 「この遺物は赤石山群に23％、置戸群に百億分の一％の確率でそれぞれ帰属される｣。

各遺跡の遺物について、 この判断を表Ⅸ－2－1～4のすべての原石群について行ない、低い確率で

帰属された原石群を消していくと残るのは、赤石山群だけとなり、白滝産地の石材が使用されている

と判定される。実際はRb/Zrといった唯1ヶの変量だけでなく、前述した8ヶの変量で取り扱うので

変量間の相関を考慮しなければならならい。例えばA原産地のA群で、Ca元素とRb元素との間に相

関があり、Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺

物であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。したがって、

もしRb量だけが少しずれている場合には、 この試料はA群に属していないと言わなければならない。

このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビス

の距離を求めて行なうホテリングのT2検定である。 これによって、それぞれの群に帰属する確率を求

めて産地を同定する』，鋤。産地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では122個の推定確率結果が

得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の

推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、 これら産地の可能性が非常に低いことを確認したと

いう非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、白滝の赤石山産原石と判定された遺物について、信

州和田峠産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表Ⅸ

2－9～12に記入した。原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが、多数の試料を処理する

ために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。

このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、 ときには原石群の元素組成のバラ

ツキの範囲を越て大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限

界としている0.1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。 この場合には、原石産地（確率）

の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2の値を記した。 この遺物については、記入されたD2

の値が原石群の中で最も小さなD2値で、 この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似

ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほ武間違いないと判断されたもの
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である。赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。 これは青森市戸門、成田地区、

浪岡町より産出する黒曜石の組成は赤井川産原石および十勝三股群に似る組成の戸門第一、成田、浪

岡の各群で構成されているために、統計処理により同定される原石群が戸門原産地と赤井川または十

勝産地、 またこれら3ヶ所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。戸門産地の原石が

使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第1群と第2群に同定される頻度を求め、 こ

れを戸門産地における第1群（50％） と第2群（50％）の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可

能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第2群に帰属される遺物が見られないことから

戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。また浪岡産原石は非常に小さく分析した遺物

よりも小さい原石で本遺跡で使用された可能性は低いと推測された。成田産地の原石、赤井川産原石

と十勝産原石を使用した遺物の産地分析では、 これら産地に同定された遺物の帰属確率の差が十分の

一～百分の一がほとんどで、遺物の中には、赤井川、十勝、成田の群の帰属確率の差がほとんどない

遺物があり原石産地の特定に苦慮するときがあり、 この場合は、客観的な産地分析法により赤井川産、

十勝産、成田産と限定したうえで、肉眼観察により遺物と似た原石が赤井川産地、十勝産地、成田産

地のいずれに多かを考慮して原石産地を判定した遺物も一部ある。

今回分析したキウス5遺跡B、 C地区の縄文時代前期前葉の土曠墓P-19から出土した61個の原石

産地別頻度は赤井川産が主体で59個（97％)、十勝産と赤石山産が石嫉とドリルに各1個（2％）使用

され、両産地製のフレイクが見られないことから製品で伝播した可能性も推測できる。 LP-1の45

個は赤井川産主体で43個（96％)、十勝産とあじさい滝産がスクレイパとフレイクに各1個（2％）

使用され、赤井川、十勝、白滝産の使用頻度がP-19と同じであった。 またLP-2からの80個でも

赤井川産が主体で79個（99％）で、十勝産はフレイクとして1個（2％）確認された。赤井川産地で

は肉眼観察で球果が容易に観察できる原石と非常に少ない黒曜石が採取されるが、同定された遺物は

球果の非常に少ない遺物が多く、いわゆる球果の少ない黒曜石が選択的に使用されているように思え

る。 また、本遺跡が白滝、十勝の原産地地域との交流とか情報を入手していたと推測しても産地分析

の結果と矛盾しない。今後、多くの遺跡からの多量の産地分析結果を明らかにしていけば、交易とか

情報伝播ルートを推測するさいの非常に貴重な考古学上の資料が得られる。

参考文献

l) 彙科哲男・東村武信(1975),蛍光X線分析法によるサヌカイト石器の原産地推定(II)。考古学と

自然科学， 8 ：61-69

2） 彙科哲男・東村武信・鎌木義昌（1977)， （1978)，蛍光X線分析法によるサヌカイト石器の原産地

推定(III)｡ (N)。考古学と自然科学, 10,11 :53-81 : 33-47

3） 彙科哲男・東村武信（1983)，石器原材の産地分析。考古学と自然科学， 16：59-9

4） 東村武信（1976)，産地推定における統計的手法。考古学と自然科学, 9 :77-90

5） 東村武信(1990),考古学と物理化学。学生社

｜

’

19(）



韓
壱
岐
地
域

｜ ’
J
Q
e

‐

．
b
，

"名
，

38
ム

（《
《
､
P
3
9

l
4
0
､
－
－

〃

O
2
0
K
m

l
l

西
北
九
j､
|‘
|地
域

只 皿 巽 謹 惟 毒 冊 諮 丙 貯 が 串 葦 訴 湘

』

山
形
県

青
森
県

67
：
大
窪
沢

神
奈
川
県

6
8
：
上
石
川

14
:
板
山

15
:
大
白
川

71
：
金
津

富
山
県

59
：
魚
津

7
3
：
二
上
山

石
川
県

5
3
：
比
那

島 山 峠 池 峰 倉 峠

県 里 県 草 子 ヶ 女 田

井 安 三 予 麦 双 霧 男 和

福 ・ ・ ・ ・ 里 ． ． ・ ・

７ ８ 長 ３ ４

４ ４ ２ ２

茂 井 見 浦 域 錨 瀬 積 崎イ

加 津 久 福 謝 観 両 稲 オ

５ ６ ７ ８ 姫 ９ ０ １ ２

２ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ３

西
北
九
州
地
域

佐
賀
県

鹿
児
島
県

39
：
腰
岳

4
4
：
出
水

69
：
椎
葉
川

（
日

東
）

長
崎
県

64
：
五
女
木

38
：
松
浦

65
：
上
牛
鼻

40
：
淀
姫

66
：
平
木
場

41
：
中
町
、
古
里
4
5
:
竜
ケ
水

4
2
自
大
崎

4
6
：
長
谷

､○
′

壱
岐
地
域

程 浦 和 蹄 門 潅 田 岡

出 深 八 折 戸 鶴 成 浪

1
3

：
月

山
5

宮
城
県

6

1
1
:
湯
倉

1
2
:
塩
釜

52

栃
木
県

57

16
:
高
原
山

58

束
京
都

22
：
神
津
島

熊
本
県

17
:
箱
根
・
笛
塚

18
:

''
･
畑
宿

19
:
鍛
冶
屋

静
岡
県

留
津

国 関 岳 浜 木

轟 ケ ＃ 一 、 ノ

小 南 冠 白 悲 桑

１

９ ０ １ ３ ２ 宮 ３

Ｆ Ｄ Ｒ Ｕ Ｅ Ｕ ， 川 詮 Ｒ Ｕ 戸 ０

3
4
：
久
喜
ノ
辻

35
：
君
ケ
浦

3
6
：
角
川

37
：
貝
畑

大
分
県

13
:
塚
瀬

こ ｰ
上
多
賀

柏
峠
西

小
豆
峠

０ １ ２

２ ２ ７

図
Ⅸ
－
2
－
1

黒
曜
石
原
材
産
地



表
Ⅸ
－
2
－
1
各
黒
耀
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
産

地

原
石
群
名

分
析

個
数

素
比

R
b
/
Z
l
･

S
I
･
/
Z
I

0
．
6
1
4
士
0
．
0
3
2

（)
．
5
7
4
±
0
．
0
2
2

0
．
6
9
6
土
0
．
0
4
4
0
，
2
6
5
±
0
~
0
1
1

フ
E

C
a
/
K

T
i
/
K

M
n
/
Z
r

F
e
/
Z
I
･

0
.
4
7
8
=
E
0
.
0
1
1
0
1
2
1
±
0
．
0
0
5

（)．
0
3
5
±
0
．
0
0
7
2
，
0
1
1
±
0
．
0
6
3

0
．
3
0
9
±
0
．
0
1
5

（)．
1
0
3
士
0
．
0
0
5

0．
0
2
1
±
0
．
0
0
6
1
7
7
4
士
0
．
0
5
5

、
要
／
／
7T
・

~
△
／
~
-
4

0ゞ
1
2
0
士
0
．
0
1
7

(
)
.
3
0
1
±
0
．
(
)
2
2

N
b
/
Z
I
-

0．
0
2
4
士
0
~
0
1
6

()
．
0
2
6
±
0
．
0
2
(
）

A
I
/
K

S
i
/
K

()．
0
3
3
±
0
．
0(
)2

0．
4
5
1
±
0
．

01
(）

(
)
．
0
2
8
±
0
．
0
0
7

0．
39
4士
0．
0］
(）

北
海
道

名
寄 〃

~ ~ ~

第 第

’ ４ Ｌ Ｆ 「 Ｕ

■ １ １ ， ペ リ

ー

』 一 画
黒 皿 諜 華 祉 雪 咄 蕗 丙 貯 が 小 雪 訴 細

赤
石
山

八
号
沢

幌
加
沢

あ
じ
さ
い
滝

日 滝 地 区

０ ０ ３ ９

３ ３ ２ ２

１
０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

土 十 十 一 土

３ ８ ９ ２

７ ３ ３ ４

１ １ １ １

０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 １ ２ ３ ３６ ２ ２ ２

０ ０ ０ ０

４ ０ ９ ０

１ １ ０ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

３ ２ １ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

３ ７ 戸 ０ ４

１ １ １ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

士 士 十 一 十 一

９ ５ ９ １

７ ０ ９ ０

０ １ ０ １

０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 士

州 五 ハ く Ｊ 戸 ｎ Ｊ （ × 〉

勺 ’ 八 ○ 乙 【 Ｊ ｉ ｎ く Ｊ

旬 Ｊ ‐ 画 Ｉ 且 （ ｕ 》 八 Ｍ 〉

ｎ ″ ＆ 、 く り ハ ツ Ｌ 向 く 』

２ ７ ２ ５

４ ２ ０ ２

１ １ １ １

Ｕ Ｏ Ｏ Ｏ

１ １ １ １

９ ５ ７ ６

５ ６ ７ ７

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

士 士 十 一 土

０ ６ ４ ７

４ ４ ９ ８

３ ８ ７ ７

０ ０ ０ ０

＋ 士 十 一 十 ｎ Ｊ Ｆ Ｄ ４ ４ Ｐ Ｄｎ ｘ ｕ 八 Ｍ ） ハ Ⅲ 〉 ・ Ｉ 上

、 乙 沿 ’ 八 勺 １ ４ 勺 ’ 且

０ ０ ０ ０

９ ９ ０ ５

１ １ １ １

０ ０ ０ ０

０ ５ ７ ５

３ ４ ３ ３

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

＋ ＋ ｜ ＋ 一 十 １ ５ ０ ７４ ７ ７ ５

３ ４ ４ ４

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 ３ ６ ３ ６７ ７ ０ ７

０ ０ １ ０

０ ０ ０ ０

６ ６ ７ ４

２ ４ ２ ４

０ ０ ０ ０

0
．
0
2
8
士
0

()，
0
2
7
±
O

(
)
．
0
2
7
士
0

0~
0
2
7
士
0

２ ８ ２ ５

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

‐ 工 十 十 一 十 一

４ ９ ９ ５

７ ５ ６ ６

３ ３ ３ ３

０ ０ ０ ０

０ ２ ７ １

１ ４ ０ １

０ ０ ０ ０

近
文
台
第
一

〃
第
二

〃
第
三

秩
父
別
第
一

〃
第
二

滝
川
第
一

〃
第
二

置
戸

３ １ ２ ７ ６ ８ ５ ８

１ １ １ １ １ １ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 十 一 士 十 一 士 十 一

Ｑ 〉 再 ｊ ４ １ Ｑ 〉 （ ｂ ｎ ｊ ハ Ｕ ハ リ

勺 １ で １ 勺 １ ４ １ ， Ｖ 戸 ｏ ｌ ｎ Ｌ

Ｒ Ｕ 戸 ０ 戸 、 、 乙 一 ｏ ｎ 乙 戸 ０ ３

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ｎ リ ゲ ｊ 再 １ １ １ １ △ 戸 「 Ｕ 勺 １ ４ 声 『 Ｊ 声 ｈ ｕ

ｑ Ｊ 〈 Ⅱ 〉 勺 ’ 八 戸 へ り 、 乙 ｎ く Ｊ 割 １ ４ 〔 い 〉

１

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 士 十 一 士 士 士

５ ９ ８ ２ ８ ２ ８ ８

６ ９ ９ ２ ９ ２ ９ ２

１ ０ ０ １ ０ １ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ５ ５ ６ ５ ６ ５ ５

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ４ １ １ ９ ９ ８

１ ９ １ １ １ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 十 十 一 士 十 一 十 一 十 一

１ ７ ６ ８ ０ ７ ８ ５

８ ６ ６ ７ ７ ７ ６ ４

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ‐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

３ ２ ２ １ ２ １ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 土 十 一 士 十 一 十 十 士

６ ３ ５ ４ ０ ３ ０ ３

６ ７ ６ １ ５ １ ４ １

２ ７ ７ ６ ７ ６ ７ ８

７ ７ ５ ８ ９ ０ ２ ２

１ ９ ２ ６ ９ ９ ７ ６

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 一 士 十 一 士 士

４ ２ ４ ５ ５ ７ ２ ４

０ １ １ ９ ０ １ ０ ２

６ ８ ８ ９ ８ ０ ８ ８

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０

１ ７ ８ ７ ２ ５ ９ ４

３ ３ ６ ３ ４ ４ １ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ４ ２ ３ ２ ５ ９ ０

３ ３ ４ ２ ３ ２ １ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 士 士 士 十 一 十 １ ８ ５ ８ ８ ９ ２ ４４ １ １ ５ ０ 戸 、 １ ５

９ ８ ８ ４ ８ ４ ８ ４

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 十 十 一 士 士 十 Ｆ 『 リ ワ ー ハ 咄 〉 戸 冗 リ ラ Ｉ ｑ リ ハ ノ 心 ｎ ｕ 〉（ ｈ ） ｎ ｕ 〕 （ ｕ 〉 の 、 Ｊ ハ リ 〉 、 、 』 （ ｕ 〉 ワ ー

勺 Ｉ 且 ○ １ １ １ １ 且 、 ″ 些 剖 Ｉ Ｌ Ｏ ／ 』 『 １ ４ 回 １ ４

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ４ ９ ４ ６ ９ ６ ３

２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ 土 十 一 十 一 士 士 十 一

９ １ ８ ３ ７ ８ ２ ４

３ ４ ７ ２ ２ ３ ３ ４

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ９ ８ １ ６ ８ ３ ０

１ １ ０ ２ １ １ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

土 十 一 士 士 士 土 土 士

９ ５ ４ ２ ７ ５ ０ ０

３ ３ ３ ２ ２ ２ ３ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ２ ２ ４ ３ ３ ４ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ 土 十 一 士 十 一 十 一 十 ７ ２ ３ ４ １ ０ ３ ２５ ４ ４ ３ ７ ７ ９ １

４ ４ ４ ３ ３ ３ ３ ４

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ９ １ ３ ０ ３ １ ０

０ ０ １ １ １ ２ ３ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

股 一 二

三 第 第

勝 蔓
十 勝

十 ￥
三

夫

ノ」

０ １ ８

６ ４ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

士 十 一 十 一

６ ９ ３

５ ９ ９

２ ４ ５

０ ０ ０

士 士 十 ４ ４ ４７ ２ ４

０ １ １

０ ０ ０

８ ０ ６

１ ２ ３

０ ０ ０

５ ７ ２

０ ０ １

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ’ 十 ’ 十 ８ ２ ６６ ５ ５

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

１ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ＋ 士

１ 戸 ○ ８

８ ３ ２

２ ６ ０

ワ ー １ １ 画 Ⅱ 且

〈 Ｎ Ｕ （ × ） 兵 リ

ハ Ⅱ 〉 １ １ ， 乙

２ ２ ３

ｌ Ｏ Ｏ

０ ０ ０

＋ ’ 十 ’ 十 一

７ ２ ２

９ ０ ６

０ ８ ７

５ １ ０

５ ６ ４

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

土 士 士

４ ７ ４

３ ０ ６

４ ７ ７

３ ４ １

２ ４ ５

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ 十 十 ’

４ ９ ７

３ ９ ９

３ １ １

０ ０ ０

９ ９ ６

２ ２ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

５ ３ ２

２ ２ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

土 十 一 士

４ ９ ８

６ ３ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

十 士 十 一

９ ３ ４

２ ３ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

２ ２ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

３ ５ ９

１ １ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ 十 十 ’

６ ２ ９

９ ４ ４

３ ４ ４

０ ０ ０

赤
井
川
第
一

〃
第
二

豊
泉
第
一

〃
第
二

０ ０ ５ ０

戸 ０ ３ ７ ４

０ ０ ０ ０

士 士 十 一 十 一

４ ８ ３ ７

５ ５ ７ ７

２ ２ ４ ３

９ ５ ９ ９

２ ６ １ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

士 十 一 士 士

０ ２ ８ ３

７ ７ ４ ３

０ ０ １ １

４ ２ ７ ６

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

士 士 士 土

６ ０ ０ ５

８ ８ ６ ５

０ ０ ０ ０

０ ０ ５ ８

１ １ １ ０

０ ０ ０ ０

２ ２ １ １

０ ０ ０ ０

＋ ’ 十 十 士

３ ７ ４ ３

１ ０ ６ ２

２ ２ ７ ７

４ ３ ２ ６

０ ８ ７ ６

１ ０ ０ ０

０ ５ ７ ９

６ ４ ２ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

士 士 十 一 十 一

９ ０ ８ ６

６ ７ ３ １

９ ９ ４ ５

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

＋ 十 一 土 十 ８ ６ ７ ３２ ３ ０ １

４ ４ ６ ５

１ ６ ８ ８

２ ２ ２ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 士

９ ５ ７ ７

４ ４ ５ ７

２ ２ １ １

０ ０ ０ ０

４ １ ０ ６

２ ２ ２ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

３ ９ ７ ５

２ ２ １ １

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

＋ ＋ ｜ ＋ 一 士

８ １ ５ ７

５ ２ ２ ０

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

土 十 十 一 土

７ ５ ２ ０

２ ２ ３ ３

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

２ ７ ２ ５

０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０

0．
3
7
1
±
0

()．
3
7
1
士
(
）

0
．
4
6
9
±
(
）

0~
4
3
1
±
0

９ ７ ３ ０

０ ０ １ １

０ ０ ０ ０

青
森
県

折 出
内 島

腰 来

５ ７

３ ２
0．
19
0士
0．
01
5

0．
07
5±
0．

()
03

（)．
04
0±
()
．
00
8
1．
57
5士
0．
06
6

1．
24
1士
0，
04
6

0．
31
8±
0.
01
4

0.
14
1±
0~
()
33

0．
07
6±
0．
02
1

0．
（
)2
4±
()
，
00
2

（
).
34
8±
()
．

()l
(〕

0．
34
6±
0．
02
2

0－
13
2±
0．
00
7
0.
23
1±
0.
01
9
2.
26
8=
t0
,0
85

0.
86
5±
0．
04
4
11
06
±
0.
05
6
0.
39
9=
tO
.0
38

0.
17
9±
0，

()
31

0．
03
8士
()

~（
)03

（
).
49
9±
()
.0
13

深 浦

一 ノ
、 八

角 森
沢 山

６ １

３ ４

0．
08
0±
()
．

（
)0
8
0．
09
7±
0．
01
1
0．
01
3±
0．
00
2

0．
69
7±
0，

()
21

0．
12
8±
0．
00
8
0~
0(
)2
±
0．
00
2

（〕
0.
()
77
±
0．
00
5

0.
()
98
±
0，

()
03

0‘
01
3±
0．
00
2

0．
70
1士
0．

（
)1
8

0．
13
4±
0．
00
5

0，
()
02
±
0．
00
2

0

０ ０

＋ ＋ ’

４ ０

６ ７

０ ０

ハ リ 〈 叩 〉

庁 ｒ ｌ Ｆ へ Ｊ

叩 卯

０ ０

＋ ｜ ＋ ’

５ ４

３ ３

０ ０

０ ０

２ ５

０ ０

０ ０

０ ０

＋ ｜ ＋ ’

６ ７

２ ２

０ ０

０ ０

４ ６

０ ０

０ ０

０ ０

＋ ’ 十 一

９ ４

７ ８

３ ３

０ ９

１ ０

０ ０

青 森 市

戸
門
第
一

〃
第
二

鶴
ケ
坂

成
田

８ ８ ３ ７

２ ２ ３ ４

浪
岡

6
7

秋
田
県

男 鹿
金

ケ
崎

脇
本

３ ５

４ ４



表
Ⅸ
－
2
－
2
各
黒
耀
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

分
析

個
数

原
産

地

原
石
群
名

一

正
系

比

F
e
/
Z
r

R
b
/
Z
1
-

S
1
-
/
Z
r

Y
/
Z
r
N
b
/
Z
r
A
l
/
K

S
i
/
K

C
a
/
K

T
i
/
K

M
I
1
/
Z
[

岩
手
県

雫 折 花

石 居 泉

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

７ ０ ７

８ ８ ７

１ １ １

０ ０ ０

十 一 十 一 士

１ １ １

４ ４ ４

０ ０ ０

０ ０ ０

３ ５ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

十 一 十 一 十 一

４ ４ ６

９ ９ ８

５ ５ ５

５ ２ ０

２ ２ ３

０ ０ ０

十 一 十 一 十 一

６ ５ ６

３ １ ９

６ ６ ５

０ ０ ０

３ ５ ６

３ ５ ４

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ’ 十 一 十 ’

２ ８ ６

５ ５ ５

０ ０ ０

７ ７ ８

０ ０ ０

０ ０ ０

１ ２ ２

６ ６ ７

０ ０ ０

Ｑ Ｑ Ｑ

＋ ｜ ＋ ＋ ’

４ １ ２

６ ５ ４

７ ７ ７

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ 一 十 一

５ ６ ４

０ ０ １

３ ３ ３

６ ３ ９

１ ３ １

０ ０ ０

１ １ ５

２ ５ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

十 一 十 一 十 一

ｌ ｌ Ｏ

３ ２ ２

４ ４ ４

０ ０ ０

４ １ ３

１ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

土 十 十 一

５ ５ ４

４ ４ ４

０ ０ ０

０ ０ ０

４ ５ ０

１ ５ ３

０ ０ ０

２ ６ ８

１ １ １

０ ０ ０

１ １ １

０ ０ ０

士 十 士

９ ８ ０

０ ２ ２

２ ２ ２

６ ９ ６

１ ７ １

０ ０ ０

０ ０ ０

Ｕ Ｏ Ｏ

Ｕ Ｏ Ｏ

Ｕ Ｏ Ｏ

山
形
県

月
山

0．
2
8
5
士
0
．
0
2
1

0．
1
2
3
±
0
．
0
0
7

0．
1
8
2
±
0
．
0
1
6

1
．
9
0
6
士
0
．
0
9
6

（)
．
9
6
6
±
0
．
0
6
9

1
．
0
2
2
士
(
)
.
0
7
1
0
．
2
7
6
±
0
，
0
3
6

0，
1
1
9
±
0
．
0
3
3

0.
(
)
3
3
土
(
)
.
()
()
2
0
，
4
4
3
士
0
．
(
)
1
4

里

合 桓 客 垂

宮
城
県

湯 塩
2．
1
7
4
±
(
)
．
0
6
8
0
．
3
4
9
±
(
)
~
0
1
7
0
．
0
5
7
±
0
．
0
0
5

2．
5
4
4
±
0
．
1
4
9

0．
1
1
6
±
0
．
0
0
9
0
．
6
5
8
±
0
．
0
2
4

0~
1
3
8
±
0
~
0
1
5

0
．
0
2
0
±
0
．
()
13

（〕
．
(
)
7
3
±
0
，
0
0
3

（
〕
、
95
6±
()
．
0
4
0

4
．
8
2
8
±
0
~
3
9
5

1
．
6
3
0
±
0
．
1
0
4

0．
1
7
8
±
0
．
0
1
7
1
1
3
6
2
士
1
．

15
(）

（)
．
1
6
8
±
0
．
0
1
8
1
．
2
9
8
±
0
，
0
6
3

0．
1
5
5
±
0
．
0
1
6

0，
03
7±
()
．
()
18

0
．
0
7
7
±
(
)
.
0
(
)
2

（)
．
72
()
±
()
．

（
)3
2

１ ７

２ ３

佐
渡
第
一

〃
第
二

上
石
川

板
山

大
白
川

金
津

新
潟
県

４ ２ Ｆ ０ ４ ２ ６

３ １ ４ ４ ２ ４

０ ０ ０ ０ ０ ０

３ ２ ７ １ ２ １

１ ３ ０ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 土 十 一 士 士 士

８ ３ １ ２ ９ １

２ ６ ２ ３ ６ ３

２ ２ ３ ２ ５ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 士 十 一 士

８ ７ ０ ８ ２ ７

７ ９ ７ ６ ４ ９

０ ０ ０ ０ １ ０

６ ８ ３ ３ ７ ７

０ １ ０ ０ ０ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 士 十 一 士

０ ０ ９ ９ ３ ０

２ ２ ６ ６ ３ ３

０ ０ ０ １ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

５ ６ １ ７ ５ ７

０ ０ １ １ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

９ ３ ０ ０ ９ ６

７ ５ ７ １ ４ ６

０ ０ ０ １ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 士 十 土

２ １ １ ８ ８ １

９ ０ ５ ７ ０ １

４ ５ ０ １ ６ ７

７ ６ ２ ８ ２ ７

４ ０ ４ ９ １ ２

０ １ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

十 一 十 一 士 士 士 十 一

１ ７ １ ２ １ ８

２ １ ８ ７ ６ １

８ ７ ９ ７ ２ ６

０ ０ ０ １ ０ ０

0
．
2
8
8
±
0

0
．
3
2
6
土
(
）

0．
7
7
3
士
0

0
．
7
7
2
±
0

0
．
3
3
2
±
0

0．
2
8
3
±
(
）

８ ９ ４ ６ １ ２

１ ２ ３ ４ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 一 士 十 一

２ １ ２ ４ ０ １

４ ９ ８ ７ ５ ８

１ ０ １ ３ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ２ ３ ７ ５ ６

１ ２ ２ ４ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

７ ５ ７ ４ １ ８

１ １ ２ ３ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ 一 十 一 十 十 一 十 十 一

９ ６ ８ ４ ３ ５

４ ４ ３ ５ ３ ３

０ ０ ０ １ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 士 十 一 士

４ ６ ６ ７ ６ ７

２ ２ ２ ２ ３ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

４ ２ ７ ２ ３ ９

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 十 十 一 十 十 一

８ ８ ９ ９ １ ２

３ ３ ５ ５ ９ ０

３ ３ ３ ３ ４ ４

１ １ ２ ２ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

３ ９ ９ ９ ４ ２

Ｉ Ｏ Ｏ Ｏ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

栃
木
県

高
原
山

()
,
7
3
8
±
0
，
()
67

（
).
2(
)(
〕
±
()
．
01
0
0
，
0
4
4
士
(
)
．
0
0
7

2．
()
16
±
0．
1
1
0

（)
．
3
8
1
±
0
.
（
)2
5
0
．
5
0
2
±
0
．
0
2
8

0．
1
9
0
±
0
．
0
1
7

0
．
0
2
3
±
0
．
()
14

0．
03
6士
()
．
0
0
2
0
．
5
1
6
±
0
．
0
1
2

4
0

浜
第
一

〃
第
二 根

神 津 島

東
京
都

匡 正 匡 正

０ ０ ０

士 士 十 一

１ ７ ８

８ １ １

３ ３ ３

０ ０ ０

士 士 士

６ ３ ４

３ ３ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 士

４ １ ６

０ ７ ７

５ ４ ４

０ ０ ０

６ ３ ０

５ ２ ４

４ ６ ０

１ １ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

十 一 十 一 十 一

６ ０ ０

３ ２ ２

１ １ １

５ ８ ５

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ 一 十 一 十 一

２ ４ ８

０ １ １

１ １ １

１ ４ ４

１ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ＋ ’ 十 一

９ ３ ５

２ ３ ０

７ ８ ８

９ ９ ６

７ ６ ９

０ ０ ０

０ ０ ０

士 十 一 士

１ ５ ４

７ １ １

４ ６ ６

０ ０ ０

７ ９ ６

２ ３ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ 一 十 ９ ６ ４８ ５ ６

６ ６ ６

７ ０ ５

３ ５ ４

０ ０ ０

１ ４ ９

２ ３ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 ７ ３ １４ ０ ９

２ ３ ２

０ ０ ０

士 十 一 十 ０ ７ ３９ ０ ９

０ １ ０

６ ６ ９

２ ２ ３

０ ０ ０

３ ２ ６

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

１ １ １

０ ０ ０

２ ９ ２

１ ０ １

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

箱
根
・
笛
塚

〃
・
畑
宿

鍜
冶
屋

神
奈
川
県

０ ０ ０

士 士 士

５ ６ ３

６ ５ ６

７ ０ ６

４ ４ １

５ ６ ７

２ ０ ０

２ ０ ０

７ ９ ９

５ １ １

０ ０ ０

９ ７ ７

１ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

士 士 士

８ ６ ６

２ ７ ５

２ ０ ０

０ ０ ０

Ｑ ゾ 句 色 、

０ ０ ０

土 士 士

２ ２ ９

８ １ ３

２ ９ １

２ ４ ７

２ ０ ９

６ １ ０

()．
（
)
4
8
±
0

0
，
0
6
2
±
O

()．
（
)7
3±
(）

７ ７ ８

１ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一

７ ０ ９

５ ８ ２

７ ６ ６

１ ０ ０

９ ０ ９

１ １ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ 士 士

０ ０ ７

４ ８ ６

１ ０ ０

０ ０ ０

８ Ｆ ０ ５

０ ０ ０

０ ０ ０

６ １ ０

４ ３ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ’ 十 ’ 十 ’

８ ６ ４

２ ２ ０

５ １ ９

０ １ １

３ ４ ３

６ ２ １

2
1
9
±
0

6
6
9
±
0

3
8
1
±
0

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

２ ２ ４

５ ０ ５

２ ２ １

７ １ ９

１ １ ０

０ ０ ０

0
2
5
±
(
）

()
11
士
(〕

0
1
1
±
0

１ １ ０

１ ９ ５

６ ２ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

多 峠 豆

静
岡
県

上 柏 小

賀 西 峠

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ’

９ ３ ０

２ １ １

３ ２ １

１ １ ０

０ ０ ０

士 士 十 一

６ ３ ９

５ ６ ２

８ ６ ４

Ｏ ０ Ｑ

８ ４ ８

７ ６ ０

０ １ ０

０ ０ ０

土 十 一 十 一

４ ４ ２

９ １ ５

２ ３ ０

０ ０ ０

８ ８ ４

１ ２ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

十 一 十 一 十 １ １ ７４ ３ ９

０ ０ ２

６ ４ ８

０ ０ ３

０ ０ ０

８ ７ ９

６ ６ １

０ １ ３

０ ０ ０

土 十 士

７ ９ １

９ ９ １

６ ６ ２

１ １ ３

0
．
0
8
7
±
0
．
0
0
9

0．
1
1
3
±
0
．
0
0
7

()
．
82
9士
()
，
0
8
9

３ ２ ０

２ ２ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ＋ ＋ ’

１ １ ４

戸 ０ ９ ５

戸 、 ３ １

０ ０ ０

()．
1
3
8
士
0
．
0
1
1

()．
1
4
3
±
0
．

（
)0
7

0
．
5
4
7
±
0
．

（
)5
4

０ ０ ０

0
1
0
士
0

(
)
0
9
±
0

0
8
7
±
(
）

９ ９ ７

０ ０ ５

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ’ 十 ’ 十 ９ ７ ５５ ４ ２

０ ０ ０

４ ４ ４

０ ０ １

０ ０ ０

８ ０ ６

１ ２ １

０ ０ ０

１ ５ ０

３ ３ ４

０ ０ ０

Ｕ Ｏ Ｏ
戻 皿 謀 堂 祉 雪 州 繁 丙 貯 が 牟 葦 訴 湘

色 J1
､
、

津
富
山
県

()
.
2
7
8
±
(
)
.
()
13

0
．
0
6
5
±
(
)
.
0
0
4
0
．
0
6
4
±
0
．
0
0
8
2
．
0
8
4
±
0
．
0
9
5
0
．
9
0
6
±
0
．
0
5
7
0
．
6
4
1
士
0
．
0
4
6

（)
．
1
9
4
±
0
．
0
1
4

0．
1
0
2
±
(
)
．
0
2
1

0
．
0
2
7
±
(
)
．
0
(
)
2
0
．
3
7
2
±
0
.
()
09

1
2

~ ~ ~ ~ ~ ~

第 第 第

山
‐ 工 ″ ″

~~
高 岡 市

６ ０ ５

３ ４ ４

０ ０ ０

士 士 士

９ ０ １

１ １ ４

３ ７ ４

７ ７ ２

１ １ ５

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ 士 士

３ ２ ８

１ ０ ０

１ ２ １

()．
(
)
4
(
)
±
0

()．
(
)
5
4
±
0

0
．
0
7
9
±
0

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ ＋ ０ ４ １２ ９ ５

７ ９ ２

０ ２ ８

８ ５ ３

０ １ １

０ ０ ０

十 一 士 士

０ ３ ４

４ １ ９

７ ４ ７

０ ０ ０

２ ８ ５

５ ２ ５

０ ０ １

０ ０ １

０ ０ ０

士 士 十 一

５ ０ ２

６ ４ ２

６ ８ ２

９ ０ ８

２ ５ ８

０ ０ ０

１ １ ３

３ ３ ５

０ ０ ０

４ ０ ４

１ ２ １

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ’ 十 ’ 十 ５ ０ ５１ ２ １

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

士 士 十 一

２ ９ ２

９ ９ １

３ ５ ４

８ ４ Ｆ ○

１ ２ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

６ ８ ４

０ ０ １

０ ０ ０

８ １ １

０ １ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

士 十 一 十 一

１ ８ ７

２ １ ２

１ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ 十 十 ’

７ １ ７

４ ５ ６

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

１ １ ７

６ ５ １

２ ２ ４

０ ０ ０

０ ０ ０

石
川
県

比
那

1
写

l
I

0．
3
7
0
±
0
．
0
1
4
0
．
0
8
7
±
0
．
0
0
4
0
．
0
6
0
±
0
．
0
0
9

2．
6
9
9
±
0
．
1
6
7
0
．
6
3
9
±
0
．
0
2
8
0
．
5
3
4
±
0
．
0
2
3

0．
1
7
2
±
0
．
0
2
8
0
．
0
5
2
±
0
．
0
1
8
0
．
0
3
2
士
0
．
0
0
2
0
．
3
9
6
±
0
．
0
1
7

安 三
福
井
県

島 山

１ １

２ ２

0．
4(
)7
士
(〕
．
()
07

（)，
1
2
3
±
(
)
.
()
05

0
．
0
3
8
±
0
．
0
0
6

1
~
6
2
8
士
(
)
.
0
5
1

（)．
6
4
3
士
0
．
0
4
1

（
)
.
6
7
5
±
0
．
0
3
0

0．
1
1
3
±
0
．
0
2
0

0
．
0
6
1
±
0
．
()
16

0
．
0
3
2
±
0
．
0
(
)
2

0
．
4
5
0
士
(
)
.
()
10

()
.
3
5
0
±
0
.
()
18

0．
1
2
3
±
0
．
0
0
8

0．
()
36
±
()
.
()
06

1．
56
1±
()
．
()
81

（
)
．
6
0
8
±
(
)
.
0
3
1
0
．
7
9
8
士
0
．
0
3
9

（
〕
，
06
9士
0．
()
20

0
．
0
6
2
±
0
．

(〕
13

（)
.
(
)
2
8
±
0
．
0
(
)
2
0
．
3
8
1
士
(
)
.
0
0
8

里

大
窪
沢

群
馬
県

1
2

1．
48
1士
(〕
、
1
1
7

（
).
46
6±
()
.
()
21

0
．
0
4
2
士
0
．
()
06

2．
0
0
5
±
0
．
1
3
5

0．
1
8
2
±
0
．
0
1
1

（
)
.
8
4
1
±
0
．
0
4
4

0．
1
0
5
士
0
．
0
1
0

0
．
0
0
9
±
0
．
()
08

0
．
0
3
3
士
0
~
0
0
5

0
．
4
5
9
±
0
．
0
1
2

』 や い



表
Ⅸ
－
2
－
3
各
黒
耀
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

’
東

産
地

原
石
群
名

綴
ゴ
ー

系

~プ
ロ F
e
/
Z
I

３ ６ 『 １ ７ ９ ３ ２ 〈 Ｕ （ け 『 ｉ １ 今

ｌ 利 １ ０ １ 『 １ 勺 １ １ １ ０ １ １

０ 尺 Ｕ （ Ｕ （ ０ （ Ｕ ０ ） ０ ０ 貝 Ｕ 〈 Ｕ （ Ｕ

ァ 社 ・ ・ ， ． ・ ・ ‐ ？ ． ． ？

Ｉ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

／ 土 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士

弓 ’ 八 Ｆ 『 Ｕ （ ｘ Ｕ Ｑ ○ １ １ 〈 ● ｈ 〕 ヘ く リ ハ Ⅱ ｖ ４ ４ ユ 君 Ｉ 旦 剖 １ ４“ 。 Ⅱ 上

６ ５ ６ ４ ３ ０ １ ６ ５ ０ ０

ｓ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ４ ４

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ７

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｋ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

／ 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士

１ ６ ５ 【 １ ５ ３ １ １ ６ ６ ９ ７

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

Ａ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

３ ６ ５ ４ ２ ３ ７ ２ ７ ６ ２

ｒ 蛇 屹 蛇 蛇 蛇 舵 田 舵 Ⅲ 、 卵

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

／ ／ 士 士 士 士 十 士 士 士 士 士 士

』 ２ ９ ６ ２ ０ ６ ０ ２ ３ ６ ７

１ １ ３ ８ ２ ９ ６ １ ４ ５ ５ ３

Ｎ ｌ ｌ ｌ ｌ Ｏ Ｏ Ｏ １ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ８ ４ ８ ８ ２ ９ ９ ４ ８ ４

~ ３ ４ ４ ４ ３ ４ ３ ３ ２ １ ２

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

／ 士 土 士 士 士 士 士 士 土 十 土

Ｙ 汚 ” Ⅳ 測 齢 “ ね 蛇 詔 ｍ ｕ

ｎ 乙 ４ ４ Ｆ Ｏ Ｑ Ｊ ｎ 乙 １ 且 甸 乙 ４ ユ ー 且 １ Ｌ １ 上

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

３ ６ ２ ４ ０ ８ １ ０ ２ １ ８

、 ２ ５ １ ０ ３ ５ ３ １ ５ ３ ５

１ Ｏ Ｏ Ｏ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

／ 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 土

~ ０ ２ ６ ４ ６ ５ ４ ５ ９ ４ ２

１ ６ １ ３ ７ ０ ７ ３ ４ ０ ６ Ｏ

Ｓ ３ １ ０ ２ ２ ２ １ ０ ４ ７ ８

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

上
上 ７ ４ ５ ０ ７ ６ ３ ７ ９ ８ ２

ｒ “ 吃 過 腔 偲 岨 的 叱 叩 “ 鮪

Ｚ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

／ 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士 士

』 ６ ３ ９ ３ １ ３ ３ ８ １ ２ ９

ｌ ７ ５ ４ ７ １ ５ ２ ７ ０ ３ ６

Ｒ ０ ８ ４ ６ ３ ０ ５ ９ ７ ５ ６

|
C
a
/
K

３ ８ ３ ２ ４ ０ ５ ２ ０ １ ７

０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ １ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

〆 匙 甦 。 ■ Ｄ ｅ ロ ， ｏ ロ む ら 。

Ｉ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

／ ＋ ｜ 士 士 土 士 士 士 士 士 士 士

、 １ ６ ９ ２ ４ ３ ５ ５ ２ ２ ８ ９

６ ４ ３ ６ ６ ７ ５ ４ ０ ３ ２

ｒ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ １ １

M
I
'
/
Z
'

霧
ケ
峰

和
田
峠
第
一
一
一

長
野
県

１ ３ ７ ２ ７ ７ ３ ３ ９ ８ ３

７ ４ １ ６ ３ ４ ５ ５ １ ６ ８

１ １

１

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 十 一 十 一 士 士 士 士 十 一 士

８ ７ ６ ８ ４ ６ ６ ８ ３ ３ ２

３ ６ ４ ４ ４ ７ ５ ３ ２ ６ ５

１ １ １ ２ １ １ １ １ ２ ２ ２

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

９ ８ ３ ８ ７ ９ １ ４ ６ ０ ７

０ ２ ０ ４ １ １ １ ０ ２ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 士 士 士 十 一 士 十 一 士 十 一

４ ７ １ ４ ４ ３ ５ ３ ９ ９ ９

０ １ ５ １ ９ ７ ９ ２ ５ ４ ５

１ １ １ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０

１ １ ０ １ ９ １ ２ ０ ８ ８ ０

１ １ １ １ ０ １ １ １ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 士 士 士 士 十 土 十 一 土

９ ６ １ ０ ３ ２ ３ ９ ９ ３ ０

３ ４ ６ ２ ７ ８ ３ 戸 ０ ６ ０ ３

３ ３ ４ ５ ３ ２ ３ ２ １ ４ ６

７ ５ ９ ２ ５ ６ ４ １ １ ９ ９

５ ８ ３ ８ ８ ８ ６ ４ ８ ６ ７

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

１ １ ２ １ １ １ １ １ ０ ０ 、

二 ・ 岸卜 く ト
戻 皿 鍔 堂 惟 罫 州 蕗 汽 』 加 が 牟 苛 訴 細

〃
第
二

〃
第
三

〃
第
四

〃
第
五

〃
第
六

鷹
山
・
和
田

男
女
倉

麦
草
峠

双
子
池

島
根
県

加 津 久

茂 井 見

０ ０ １

２ ３ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一

４ ０ ２

５ ５ ４

１ １ １

０ ０ ０

＋ 一 十 一 十 一

２ ０ １

９ ０ ６

０ １ ０

８ ８ ４

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

９ ３ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

士 士 士

８ ５ ０

１ １ ２

０ ０ ０

３ ２ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

土 十 十 ３ ９ １４ １ ８

９ ９ ９

９ ３ ８

２ ３ ４

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一

９ ５ ８

８ ０ ９

２ ３ ３

６ ０ ３

１ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

士 十 一 十 一

６ ３ １

０ １ ０

０ ０ ０

３ ３ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

士 十 一 土

７ ６ ３

４ ４ ９

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

士 士 士

４ ２ ９

４ ３ ２

１ １ ２

９ ７ ０

１ ０ １

０ ０ ０

ハ Ｕ ｎ Ｊ － ０

１ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

士 士 十 ２ ２ ３２ ２ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ 十 ’ 十 ９ ８ ７６ ５ １

２ ２ ３

１ １ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

７ ６ ６

１ ０ ０

０ ０ ０

大
分
県

観 両 ＊ ＊ ＊ ＊

崎 一 二 三 崎 積

音

瀬
第
〃
第

〃
第

オ
イ

稲

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 一 士 士

６ １ ４ ３ ４ ３

１ ２ ３ １ ７ ５

２ ２ ６ ０ ０ ６

~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ １ １ ０

１ ３ ２ ０ ９ ５

４ ３ ３ １ ２ ２

７ １ ７ ０ ０ ６

１ ２ ４ ４ １ ６

０ ０ ０ １ １ ０

３ ３ ３ ６ ４ ６

０ ０ １ ２ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~０ ０ ０ ０ ０ ０

十 一 ‐ 〒 十 十 一 士 十 ５ ５ ０ １ ４ １４ ４ ４ １ ２ ４

０ ０ １ ２ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

4
2
8
±
0

4
5
0
士
0

1
9
4
±
(
）

1
2
6
±
0

1
2
2
±
0

1
8
9
±
0

７ １ ６ ６ ２ ０

５ ６ ２ １ １ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

土 十 一 士 士 土 十 一

７ ８ ９ １ ０ ８

９ ４ ９ ９ ６ ９

８ ２ ３ ４ ４ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ８ ２ １ １ ５

０ ６ ２ ３ ０ ２

８ ６ ３ ２ ３ ４

１ １ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 士 士 士

９ ７ ４ ５ ６ ５

２ １ １ ０ ８ ０

８ ９ ６ ３ ２ ６

０ ４ ７ ７ ８ ６

２ ９ ７ ６ ４ ９

２ １ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 士 士 士

２ ０ ２ ２ ０ ４

７ ６ ６ ０ １ ３

５ ６ １ ０ ０ ２

１ １ ３ ４ ４ ３

６ ７ ４ ３ ３ ４

０ ３ ９ ４ ７ ４

８ ７ ８ ７ ９ ６

１ １ １ １ １ ２

８ ７ １ １ ２ ３

８ ５ ３ ２ ２ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ＋ ＋ 十 一 十 一

戸 ○ Ｆ 、 ４ 基 Ｑ 〉 「 １ ℃ １

○ △ Ｆ Ｏ ４ １ 八 Ｕ 〈 Ｕ Ｆ Ｏ

３ ３ １ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 士 十 一 士

２ ９ ０ ７ ３ ５

２ ６ ４ ３ ３ ４

６ ６ ２ １ １ ２

~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０

９ ５ １ ８ ５ ０

９ ０ ４ ２ ２ ５

０ １ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ２ ２ ４ ３ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 士 十 一 十 一

５ ５ ８ ０ ０ ７

３ ３ ３ ４ ４ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 士 士 十 一

８ ９ １ １ ９ ８

１ １ ５ ７ ６ ４

４ ４ ４ ４ ４ ４

０ ０ ０ ０ ０ ０

１ ９ １ ７ ４ ５

１ ０ １ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

姫 島 地 域

塚
瀬

〕
0

９ ８ ９ ８ ６ ０ ２ ０ ３ ７ ９ ７ ２ ８ ０ １ ６

０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ １ ０ ０ ０ １ ０ １ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 土 十 一 十 一 十 一 士 士 士 十 十 土 十 一 十 一 十 一 士

１ ６ ８ ４ ４ ８ ９ １ ８ ７ ４ ３ ８ ８ ３ ４ ０

７ ５ ８ ９ ９ ５ ５ ６ ５ ６ ７ ６ ５ ５ ８ ６ ４

３ ３ ３ ２ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ２ ７ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 士 士 士 十 一 士 士 十 一 十 一 士 士 士 士 十 士

８ ７ ０ ４ ５ ６ ７ ６ ６ ８ ９ ６ ７ ７ １ ８ ４

２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ９ ０ ８ ０ ６ ８ ０ ３ ８ ４ ７ ３ ０ ４ ７ ９

２ ２ ４ ０ １ ３ ２ ５ ２ １ １ １ ２ ４ ３ ３ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 士 士 士 十 一 士 士 十 一 十 一 士 士 士 士 十 一 士

２ ７ ５ ６ ２ ２ ６ ０ ５ ７ ７ ２ ３ ９ １ ５ ７

０ 戸 ひ ５ ２ ２ ５ ６ １ ４ １ １ ５ ９ ５ ６ ４ ３

１ ２ ２ ３ ３ ６ ２ ２ １ １ １ １ ０ ２ ２ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ９ ５ ２ ６ ８ ７ ６ ０ ３ ８ １ ０ ６ ７ ９ ６

１ ３ ３ １ １ ３ ４ ５ ３ ２ １ ２ ３ ５ ４ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 十 一 十 一 士 士 士 十 一 十 一 士 士 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一

５ ３ ７ ４ ９ ３ ４ ７ ０ ５ ７ ２ ０ ２ ３ １ １

７ ９ ４ １ １ ０ ８ ７ ３ １ ７ １ ９ １ ３ ０ ９

１ ２ １ １ １ ３ ２ ２ １ １ ０ １ ０ ３ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ０ ９ ４ ４ ２ ７ ４ １ ４ ５ ６ ０ ５ ４ ２ ８

８ ３ ９ ０ ０ １ ２ ７ ８ ３ ３ ２ ３ ６ ２ ５ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ 一 士 士 士 士 十 一 士 十 一 十 一 士 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一

６ １ ５ ５ ５ ２ ９ ８ １ ４ ４ ３ ８ ３ １ ６ ９

８ ４ １ ０ ０ １ ３ ０ ２ ８ ０ ０ ８ １ ５ ３ ７

６ ４ ０ ０ ０ ０ ４ ３ ４ ４ ５ ４ ４ ４ ９ ４ １

０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０

１ ５ １ ２ ８ ６ ４ ５ ９ ４ ２ ２ ８ ４ ４ ３ ０

５ ８ ８ １ ０ ７ ６ ４ ９ ７ ２ ９ ８ ６ ９ １ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ’ ＋ ｜ ＋ ’ 士 士 士 士 十 一 士 士 士 十 一 十 一 士 士 十 一 十 一

０ ６ ３ ３ ５ ０ ４ ７ ８ ５ ９ ２ ３ ０ １ ２ ８

０ ８ ５ ０ ０ ８ ７ ０ ７ ６ ３ ３ ５ ８ ２ １ ４

６ ６ ２ ４ ４ ８ ６ ６ ８ ７ ５ ８ ６ ７ ２ ８ ９

０ １ １ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０

４ ０ ２ ０ ２ ３ ５ ９ ０ ６ ５ ５ ４ ５ ４ １ ６

２ １ ４ ３ ３ ８ ２ ８ ４ ０ ６ ８ ７ １ ０ ３ ５

１ １ １ ０ ０ ０ １ ３ ２ １ ０ ０ ０ ２ ２ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ’ ＋ ｜ 士 士 十 士 十 一 士 土 十 一 十 一 十 一 士 士 士 十 土

９ ４ ７ ７ ９ １ ２ ４ ５ ６ ４ ４ ２ ９ ８ ９ ８

８ ９ ４ ９ ０ ４ ９ ６ ７ ０ ０ ８ ３ ９ ９ ３ １

４ ６ ９ １ ２ ７ ６ ３ ９ ９ ８ ８ ８ ６ ８ ９ ７

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

１ ２ ２ １ １ １ ２ ２ １ １ １ １ １ ２ ２ １ １

０ ２ ７ ３ ３ ７ ３ ２ ２ ７ ７ ７ ７ ６ ５ ９ ６

１ １ １ ０ ０ ０ １ ２ １ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

土 士 十 士 十 一 十 一 十 一 士 十 一 十 一 士 十 土 十 一 十 一 十 一 十 一

Ｆ ０ ６ １ ４ ４ ６ ５ ２ ５ ４ ２ ７ ５ ０ ２ ４ ７

６ ７ ０ ３ ３ ５ ８ ６ ４ ４ ４ ５ ４ ８ ０ ５ ３

０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

９ １ ３ ２ ２ ２ ２ ４ ６ ４ ５ ８ ７ ３ ６ ９ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ’ 十 一 十 一 十 一 士 士 土 十 一 十 一 十 一 十 一 十 士 士 土 十 一 十 一

７ ９ １ ６ ４ ７ ９ ０ ０ ７ ０ ８ ０ ７ ３ ２ １

２ ２ ７ ６ ６ ３ ２ ３ ６ ６ ８ ５ ８ ２ ７ ６ ５

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

３ ５ ９ ２ １ ０ ０ ６ ９ ９ ４ ７ ０ ０ ２ ５ １

２ １ ０ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ３ ２ １ ３ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 士 士 士 士 十 一 士 十 一 十 一 士 士 士 士 士 士

３ ４ ４ ５ １ ８ ８ ６ ５ ７ ９ ８ ７ ２ ４ ７ １

１ １ １ ６ ６ ３ １ ７ ４ ８ ２ ４ ２ ９ １ ５ ６

３ ２ ４ １ １ １ ２ １ ２ ２ ３ ２ ３ １ ４ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

佐
賀
県

腰
岳

椎
葉

ノ|
’

６ ９

２ ５

長
崎
県

壱 岐 島

久
喜
ノ
辻

君
ケ
浦

角
川

７ ８ ９

３ ２ ２

松
浦
第
一

〃
第
二

〃
第
三

〃
第
四

淀
姫

中
町
第
一

〃
第
二

古
里
第
一

〃
第
二

〃
第
三

大
崎

３ ７ ６ ２ ４ ５ ７ ０ ２ ９ ５

２ １ １ ２ ４ ２ １ ４ ２ １ ２



表
Ⅸ
－
2
－
4
各
黒
耀
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

素
比

R
b
/
Z
r

S
r
/
Z
】

原
産

地

原
石
群
名

分
析

個
数

元 F
e
/
Z
】

Y
/
Z
'
･

'
7
5
±
0
．
2
3
3

0
6
9
±
0
．
0
1
2

0
6
6
士
0
．
0
1
1

0
6
4
±
0
‘
0
1
1

1
6
2
±
0
．
0
2
7

A
l
/
K

(
)
．
0
2
3
±
0
．
0
(
)
2

0．
0
2
1
±
0
．
0
0
2

(
)
．
0
2
0
土
0
．
0
(
)
3

(
)
.
0
2
5
±
0
．
0
0
2

0
．
0
2
2
±
0
．
0(
)7

N
b
／
Z
I
．

S
i
／
K

C
a
/
K

0
．
3
1
7
±
0
．
0
2
3

0
，
2
6
1
±
0
．
0
1
6

0
．
2
5
8
±
(
)
．
0
0
9

0
．
2
6
1
±
0
．
0
1
2

0
2
0
8
士
0
．
0
2
1

T
i
/
K

0．
1
2
7
士
0
．
0
0
5

0．
2
1
4
±
0
．
0
0
7

0
．
2
1
4
±
0
．
0
(
)
6

0
．
2
1
1
±
0
．
0
0
8

0．
1
0
1
±
0
．
0(
)9

M
n
/
Z
r

0
．
0
6
3
±
0
．
0
(
)
7

0．
0
3
4
±
0
．
0
0
3

()．
0
3
3
±
0
．
0
0
5

()．
0
3
2
±
0
．
0
0
3

0
．
0
2
4
±
0
．
0
0
6

０ ０ ０ ０ ０

７ ９ ９ ６ ２

１ ０ ０ ０ ２

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 十 十 ７ １ ３ ７ ７９ ３ ３ ３ ２

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 士 士

０ ３ ３ ７ ７

２ ４ ４ ７ １

３ ２ ２ ２ ３

０ ０ ０ ０ ０

７ ８ ８ ９ ９

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

熊
本
県

０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 十 一 十 一

１ ６ ９ ４ １

１ ２ ２ ２ ２

６ ３ ３ ３ ０

０ ０ ０ ０ １

２ ２ ７ １ ９

３ １ １ １ ９

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

士 士 十 一 士 士

３ ８ ５ ９ １

０ ７ ７ ７ ５

７ ２ ２ ２ ３

０ ０ ０ ０ ０

４ ５ ０ ７ ７

４ １ １ １ ３

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

小 南 冠 白

国 関 岳 浜

０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 十 一 十 一

１ ８ ４ ０ ２

４ ８ ９ ８ ８

４ ７ ７ ７ ３

０ ３ ８ ８ ６

７ ３ ７ ３ ８

０ ０ ０ ０ ０

ｌ Ｏ Ｏ Ｏ １

０ ０ ４ １ ８

３ ３ ４ ２ ７

轟 ケ

宮
崎
県

桑
ノ
木
津
留

〃
第
一
群

〃
第
二
群

１ ９

１ １

０ ０

０ ０

士 士

４ ３

１ ２

３ ３

０ ０

３ ２

０ ０

０ ０

０ ０

＋ ｜ 士

０ ２

２ ２

０ ０

０ ０

４ ６

２ ３

０ ０

０ ０

＋ ＋ ’

３ ７

６ ４

０ ０

０ ０

４ ９

３ ２

０ ０

０ ０

＋ ｜ ＋ ’

６ ５

６ ０

２ ２

０ ０

０ ９

２ ３

０ ０

０ ０

士 十 一

８ ３

１ ５

４ ７

０ ０

８ ０

４ ６

０ ０

０ ０

＋ ｜ ＋ ０ ２８ ４

０ ２

１ １

Ｆ ○ Ｆ ○

７ ９

０ ０

０ ０

＋ ｜ ＋ ’

１ ３

２ ４

５ ７

１ １

９ ０

０ １

０ ０

０ ０

＋ 十 一

０ ６

７ ６

０ ０

０ ０

６ ６

０ ０

０ ０

０ ０

＋ ＋ ’

４ ４

９ ９

０ ０

０ ０

Ｆ ０ 戸 ○

１ １

０ ０

０ ０

士 士

７ １

０ ６

２ ２

０ ０

７ ３

４ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 士 十 一 十 一

９ ９ ６ ８ ７ ７

１ １ ３ ３ ３ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 十 一 士 士 士

Ｆ Ｏ ５ １ ８ ３ ４

７ ７ ９ ０ ２ ２

２ ２ ３ ４ ５ ５

０ ０ ０ ０ ０ ０

0
2
9
±
(
)
.
(
)
1
3

0
2
8
士
0
．
0
1
3

0
2
2
±
0
．
0
0
9

0
2
1
±
0
．
0
1
(
）

0
8
2
±
0
.
(
)
1
6

0
6
6
±
0
．

（
)2
(）

１ １ ２ ３ ３ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ６ １ ０ ９ ２

０ ０ １ １ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

鹿
児
島
県

東 木 鼻 場 水 谷

女 牛 木 ケ

日 五 上 平 竜 長

０ ４ ５ ２ ９ ２

４ ６ １ ８ ７ ６

０ ０ ２ １ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ 十 ’ 十 ｜ 士 士 士

２ ５ ８ ４ ９ ４

１ ０ ８ ８ １ ４

７ ７ １ １ ６ ６

０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ７ ３ １ ８ ８

２ ２ １ １ ３ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０

５ １ ６ ９ ４ ９

２ ２ ５ ４ ５ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

十 一 士 十 一 十 一 十 一 土

８ ５ ５ ６ ９ ３

０ ０ ０ ６ １ ５

４ ４ １ ２ ７ ５

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 士 十 一 十 一

０ ８ ７ ３ ５ ６

０ ０ ８ ９ １ ４

１ １ ０ ０ １ １

８ ５ ９ ０ ９ １

１ １ ０ １ １ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 十 一 十 一 十 一

８ ０ ２ ５ ４ ５

７ ７ ４ ７ ２ １

１ １ ３ ９ ５ ８

１ １ ３ ３ １ １

０ ０ １ １ ０ ０

２ ７ １ ４ ８ ０

４ ３ ４ ３ ２ ３

８ １ ８ ４ ２ ２

１ ２ ９ ５ ３ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 十 一 十 一 士

２ ６ ９ ４ ４ ３

６ ６ ２ ４ １ ５

２ ２ ６ ９ ５ ５

０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ６ ７ ８ ８ ６

０ ０ ３ ２ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 士 士 士 士

２ ９ ３ ２ ３ ５

２ １ Ｆ ○ ６ ６ ６

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

４ ３ ６ ５ ９ ０

０ ０ ０ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ １ １ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０

土 十 十 十 一 十 一 士

３ ０ ４ ２ ７ ７

４ ４ ０ １ ６ ３

１ １ ８ ９ １ １

台
東
山
脈

0
．
5
1
0
±
0
．
0
1
0

0．
1
9
8
±
0
．
0
0
7

0
．
0
3
8
±
(
)
.
()
()
7
1
．
8
6
2
±
0
．
0
7
9

0．
35
3士
0．
0
1
9

（
).
51
9士
0．

()
17

0．
1
2
3
±
0
.
()
12

0
．
0
2
4
±
0
．
0
1
7
0
．
0
2
9
±
0
．
0
0
7

（
)
.
4
0
7
±
0
．
0
1
0

台
湾

q
ワ
O
J
I

N
K
遺
物
群

0
．
5
6
6
±
0
．
0
1
9

0，
16
3±
()
，
0(
)7

0
．
0
8
6
±
0
．
0
1
1

1．
82
2±
0．

（
〕
84
0
．
4
6
7
士
0
．
0
3
1

1
．
6
9
1
±
0
．
0
6
4

0．
1
0
2
±
0
．
0
2
1
0
．
0
4
1
±
0
．
0
2
8

0．
(
)
3
8
±
(
)
．
0
0
3
0
．
5
0
0
±
0
－
0
1
4

0
，
2
3
8
±
0
．
0
1
1

0．
1
3
1
士
0
．
0
0
6
0
．
0
4
8
±
0
，
0
0
8

1．
63
6±
()
．
()
66

0
．
4
1
8
±
0
．
0
2
8
1
．
4
4
1
±
0
．
0
1
5

0
．
4
8
2
±
0
．
0
2
4

（
)．
02
9±
()
．
02
8

0．
02
0±
()
．

（
)1
5
（
)
.
4
8
1
±
0
．
0
6
8

長
野
県

戸
〆

D
J

H
Y
遺
物
群

青
森
県

八
1

J
1

会
寧
城
外
遺

跡
遺
物
群

北
朝
鮮

0．
1
3
5
±
0
.
()
12

（
)．
06
2±
0．
00
6
0
．
0
1
7
±
0
.
()
03

1．
1
1
8
±
0
．
0
5
1

0．
5
8
5
±
0
．
0
3
6
0
．
0
6
8
±
(
)
.
0
1
9

（)．
1
5
0
±
0
．
0
2
2
0
．
3
7
2
±
0
．
0
3
5

（)．
(〕
25
±
0．
0
0
4

0．
3
1
9
±
0
．
0
1
2

7
0

1
8
．
8
8
8
±
2
．
1(
)0

6．
0
8
8
±
(
)
．
8
6
8

（
).
29
3±
0．
（
)
3
2
2
7
．
9
6
3
±
2
．
6
0
8
0
．
0
5
5
±
0
，
0
1
7

2
．
7
1
6
±
0
．
1
6
2

0．
1
6
3
±
0
．
0
1
9
0
．
0
3
6
±
0
．
0
3
0

（)．
1
7
3
±
0
．

（
)2
9
1
．
6
7
4
±
0
．
2
4
0

イ
リ
ス
タ
ヤ

遺
跡
遺
物
群

2
6

ロ
シ
ア

只 皿 糞 堂 性 野 冊 蕗 丙 貯 が 牟 弐 訴 細

0．
7
5
5
±
0
．
0
1
0
0
．
2
0
2
士
0
．
0
0
5

0~
0
7
6
±
0
．
0
1
1

3．
75
9士
0．
1
1
1

0．
9
9
3
士
0
．
0
3
6

1．
33
1±
()
.
()
46

0．
25
1±
0．
0
2
7

0．
10
5±
0．
0
1
7

（
).
02
8±
0~
0
0
2

（
)
.
3
4
2
±
0
．
0
0
4

標
準
試
料

1
G
－
1坐

1
2
7

平
均
値
±
標
準
偏
差
値
、

＊
：
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

A
n
d
o
,
A
.
,
K
u
r
a
s
a
w
a
,
H
.
,
0
h
n
l
o
r
i
,
T
.
&
T
a
k
e
d
a
,
E

a
n
d
J
B

l
b
a
s
a
l
t
･
G
e
o
c
h
e
m
i
c
a
l
J
o
u
r
n
a
l
V
o
l

N
K
遺
物
(
N
K
)
群
：
中
シ
原
遺
跡
、
H
Y
遺
物
(
H
Y
)
群
：

日
和
山
遺
跡
出
土
の
産
地
不
明
の
原
石
群

(1
97
4)

．
1
9
7
4
c
o
H
I
p
i
l
a
t
i
o
n
o
f
d
a
t
a
o
n
t
h
e
G
J
S
g
e
o
c
h
e
n
l
i
c
a
l
r
e
f
e
r
e
n
c
e
s
a
n
l
p
l
e
s
J
G

1
g
r
a
n
o
d
i
o
r
i
t
e

8･
’
7
5
19
2．

a)

岸 や 印



Ⅸ 自然科学的手法による分析結果

表Ⅸ－2－5 キウス5遺跡B地区P-19出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

分析
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0．000
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0．028
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0．029
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0．023

0．028

0．026

0．031

0．023

0．030
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0．028
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0.031
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0.024

0．025
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0．023

0．030
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0．027
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0.028

0．026

0．026
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0．026

0.025

0．025

0.028

0.027

0．029

0.028

0.028

0．027
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0． 366

0． 373

0. 365

0. 395

0． 368

0． 371

0, 337
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0.373

0． 363

0． 371

0. 382

0． 355

0． 378

0． 384

0． 374

0．382

0． 349

0． 377

0．379

0. 381

0．377

0． 364

0． 382

0． 369

0． 365

0.379

0． 357

0．379

0． 381

0.379

0．375

0.383

0． 379

0.363

0．388

0.389

0. 373

0． 371

0．374

0．374

0. 343

0. 366

0. 352

0. 370

0. 360

0. 382

0. 380

0. 366

0． 386

0. 370

0. 373

0． 358

0. 361

0. 360

0． 363

0． 383

0. 364

0． 383

0． 356

0. 353
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Ⅸ自然科学的手法による分析結果

表Ⅸ－2－6 キウス5遺跡C地区LP-19出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

素 比
Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K~

フE

Fe/Zr
分析

番号 Ca/K Ti/K Mn/Zr

0． 375

0. 371

0. 408

0． 353

0. 362

0. 382

0_ 369

0． 342

0．389

0. 384

0． 394

0．374

0． 358

0． 377

0． 385

0． 374

0． 361

0． 372

0．374

0. 383

0． 373

0．369

0. 360

0. 361

0． 384

0． 368

0． 383

0. 358

0． 373

0. 369

0． 382

0.361

0. 374

0. 360

0.371

0. 374

0. 390

0． 370

0．365

0．357

0． 369

0． 374

0．361

0． 382

0. 370

0．025

0．025

0.028

0.000

0．028

0．027

0．026

0．000

0.030

0．026

0．027

0.025

0．027

0．027

0．030

0.032

0．024

0．026

0．030

0.028

0.030

0.027

0.026

0.022

0.027

0．027

0．030

0.026

0．028

0．026

0.030

0．026

0．029

0．024

0．025

0．028

0．028

0．029

0．027

0．027

0.025

0．030

0．024

0．027

0．029

0．000

0．000

0.052

0．089

0．024

0.000

0.029

0.000

0．000

0．000

0.000

0.000

0.017

0．000

0．047

0.000

0.000

0.029

0.039

0．076

0．000

0．000

0.064

0．018

0.048

0．000

0.041

0．034

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0.000

0．000

0．000

0．000

0．000

0.000

0．000

0.049

0．000

0．000

0.049

0.000

0． 234

0． 252

0．320

0． 174

0． 270

0． 213

0． 262

0． 240

0. 264

0． 245

0，234

0. 260

0． 215

0． 218

0.404

0. 233

0. 256

0. 189

0. 234

0. 253

0. 248

0. 213

0． 261

0． 276

0． 282

0． 263

0． 269

0.251

0． 283

0． 200

0. 180

0. 237

0. 236

0． 236

0. 249

0． 253

0． 284

0. 210

0． 237

0． 243

0． 273

0． 184

0． 244

0．300

0． 296

2．428

2．232

2．346

2． 166

2． 189

2．374

2． 188

2. 174

2．339

2．359

2．343

2． 197

2． 161

2．315

3． 154

2． 147

2. 169

2．240

2．226

2．258

2． 189

2.053

1 ．903

2． 137

2.330

2． 272

2．336

2. 185

2．316

2．262

2．359

2．202

2． 292

2．073

2． 275

2.402

2． 232

2.318

2． 265

2．244

2．340

2．307

2． 144

2.220

2．299

1.051

0. 925

1． 138

0． 907

0． 955

1．030

0．845

0． 948

0．939

0．933

1.006

0． 971

0．898

0．975

1 ． 781

0． 956

0.863

O,954

0． 941

0．939

0．973

0.850

0．896

0． 936

1．011

1 ．015

0. 941

0． 935

1.005

1 ．022

1.003

0． 918

1 .000

0．957

0. 998

0． 942

0． 970

1 ．007

0． 970

1.077

0． 919

0． 988

0. 980

0. 945

1.027

0.465

0.440

0.457

0．394

0．462

0．466

0.438

0.428

0.427

0.418

0.425

0.462

0．421

0.450

0． 128

0．420

0．433

0．447

0．418

0．403

0．422

0.407

0.407

0.409

0．472

0． 473

0.455

0．435

0.470

0．445

0．480

0.410

0．446

0．431

0．446

0．471

0.461

0.441

0．458

0．461

0.470

0．443

0．432

0.445

0．469

0.073

0．069

0．077

0．070

0．068

0．070

0.067

0.069

0．069

0.067

0．072

0.067

0.070

0．067

0．025

0.073

0.071

0．069

0．077

0．070

0.075

0．069

0．073

0.069

0.073

0．070

0.072

0．067

0.067

0．072

0.072

0.073

0.068

0．079

0．069

0.071

0．068

0．070

0．068

0．071

0.068

0．063

0．074

0．066

0．070

0．094

0．073

0．060

0．081

0．084

0.087

0.099

0.097

0.091

0．082

0.087

0．092

0.080

0．085

0． 112

0.077

0.086

0．098

0．082

0.095

0．083

0.070

0．082

0． 103

0.091

0.076

0.086

0. 100

0.087

0.091

0. 100

0.093

0．084

0.076

0．085

0. 102

0.072

0．088

0.080

0．087

0.076

0.083

0.077

0．082

0．097

0. 268

0． 258

0． 264

0. 264

0． 250

0. 258

0． 256

0. 250

0． 271

0． 253

0． 249

0. 250

0． 255

0． 254

0. 143

0． 260

0． 258

0． 252

0． 255

0. 246

0.250

0． 240

0． 259

0． 256

0． 248

0. 248

0． 244

0． 262

0． 270

0. 255

0. 267

0. 270

0． 267

0. 264

0． 268

0. 249

0． 262

0. 251

0. 259

0. 249

0． 251

0． 255

0. 255

0． 254

0. 244

50597

50598

50599

50600

50601

50602

50603

50604

50605

50606

50607

50608

50609

50610

50611

50612

50613

50614

50615

50616

50617

50618

50619

50620

50621

50622

50623

50624

50625

50626

50627

50628

50629

50630

50631

50632

50633

50634

50635

50636

50637

50638

50639

50640

50641
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Ⅸ自然科学的手法による分析結果

表Ⅸ－2－8 キウス5遺跡C地区LP-2出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

素 比
Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K~

フ垣

Fe/Zr
分析

番号 Ca/K Ti/K Mn/Zr

0.387

0．374

0． 386

0． 375

0． 360

0. 376

0． 375

0.366

0． 388

0.373

0.380

0．369

0．384

0．375

0.365

0．387

0． 377

0．374

0.339

0． 384

0．029

0.024

0.029

0.027

0．024

0．027

0.024

0．026

0．026

0.028

0.030

0.029

0.028

0．029

0．029

0．027

0．030

0.023

0.025

0.028

0．000

0.000

0.000

0.000

0．000

0．000

0.000

0.000

0．000

0.000

0．037

0．020

0.000

0.000

0.000

0．000

0.000

0．050

0.000

0．000

0． 191

0． 213

0． 245

0． 210

0． 259

0．263

0. 227

0． 258

0. 237

0． 271

0． 275

0．305

0. 237

0． 231

0． 214

0. 252

0． 245

0． 220

0． 228

0. 207

1.009

0． 925

0．934

0．981

0． 937

0．901

0. 904

0．997

0． 941

0． 896

0． 957

1 ．076

1．021

0．898

0. 900

0．958

0. 960

1 ．018

0．875

0． 986

0．444

0．413

0．417

0．413

0.416

0．429

0． 391

0．420

0.401

0.415

0．464

0.489

0. 451

0．406

0．402

0．471

0．438

0．452

0.408

0.440

2.540

2．261

2． 297

2.340

2．069

2．237

2．062

2．245

2.231

2． 165

2．250

2．437

2． 183

2.060

2．073

2．438

2． 238

2．220

2．249

2．385

0. 109

0．091

0.091

0．084

0．062

0.075

0．079

0.091

0.085

0．080

0.099

0. 103

0．091

0．076

0．081

0．092

0．079

0．077

0.093

0.080

0．068

0.073

0.068

0．068

0．080

0.071

0.066

0.068

0.067

0.077

0．067

0．071

0． 070

0．072

0.068

0.067

0．070

0.069

0．073

0．066

50702

50703

50704

50705

50706

50707

50708

50709

50710

50711

50712

50713

50714

50715

50716

50717

50718

50719

50720

50721

0. 257

0. 255

0. 255

0． 251

0． 268

0． 258

0. 257

0. 257

0. 255

0. 262

0． 265

0． 253

0. 259

0． 246

0. 266

0． 264

0． 261

0． 265

0. 279

0. 251

0. 768 0. 228 0．077 3.674 1 .002 1 . 320 0． 261 0.058 0．016 0．226JG-1

標準試料-And0,A.,Kurasawa,H.,0hmori,T.&Takeda,E･ 1974 compi lation of
data on the GJSgeochemical reference samples JG－l granodiori te and

JG-1

ヴヴクc"e〃/，“ノノ。"/･〃ヴノ, Vol .8 175-192 (1974)JB-l basal t .
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Ⅸ自然科学的手法による分析結果

表Ⅸ－2－9 キウス5遺跡B地区縄文時代前期前葉の土壌墓P-19から出土した黒曜石製遺物の
原材産地推定結果（北海道千歳市）

図版番号は北埋調報116集P､54～57と一致する

号
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３
４
５
９
１
１
１
１
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５
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１
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７

０

１

番
牙
牙
野
公
公
２
牙
牙
２
２
渉
計
計
３
３
計
計
計
針
計

版
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

図

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

分析番号層位 原石産地（確率）
50536 覆土赤井川第1群(73%),赤井川第2群(3%)
50537 覆土赤井川第1群(3%)

50538 覆土赤井川第2群(69%),赤井川第1群(15%),浪岡(5%)
50539 覆土十勝三股(12%),戸門第1群(4%)
50540 覆土赤井川第1群(25%),赤井川第2群(24%)
50541 覆土赤井川第2群(42%),赤井川第1群(12%)
50542 覆土赤石山(81%)

50543 覆土赤井川第1群(51%),赤井川第2群(19%),浪岡(3%)
50544 覆土赤井川第2群（26％)，赤井川第1群(11%)
50545 覆土赤井川第1群(21%),十勝三股(12%),赤井川第2群( '
50546 覆土赤井川第2群（51％)，赤井川第1群（8％）
50547 覆土赤井川第1群（79％)，赤井川第2群（35％）
50548 覆土赤井川第I群(45%),赤井川第2群(52%)
5()549 覆土赤井川第2群(50%),赤井川第1群(26%),浪岡(3%)
5055(） 覆土赤井川第2群（27％)，赤井川第1群（8％）
50551 覆土赤井川第2群(36%),赤井川第1群(20%)
50552 覆土赤井川第1群(0.1%)

50553 覆土赤井川第2群（53％)，赤井川第1群（6％）
50554 覆土赤井川第2群（22％)，赤井川第1群(10%)
50555 覆土赤井川第1群（2％）

50556 覆土 赤井川第2群（54％)，赤井川第1群（29％）
50557 覆土赤井川第2群（56％)，赤井川第1群（45％)，十勝三股（ 1
50558 覆土赤井川第2群（86％)，浪岡（5％)，成田（6％）
50559 覆土赤井川第2群(30%),赤井川第1群(5%),成田(5%)
50560 覆土赤井川第1群(90%),赤井川第2群(35%),浪岡(1%)
50561 覆土赤井川第2群(31%),赤井川第1群(17%),十勝三股( 1
50562 覆土赤井川第1群（73％)，赤井川第2群（28％)，成田（4％）
50563 覆土赤井川第2群（90％)，赤井川第I群（6％）
50認 覆土赤井川第2群(46%),赤井川第1群(5%)
50565 覆土赤井川第2群（92％)，赤井川第1群(40%)
50566 覆土赤井川第2群(81%),赤井川第1群(17%)
50567 覆土赤井川第2群(60%),赤井川第1群(1%)
50568 覆土赤井川第1群(20%),浪岡(5%),成田(3%)
50569 覆土赤井川第2群（93％)，赤井川第1群（57％)，浪岡（4％）
50570 覆土浪岡（46％)，成田（24％)，赤井川第1群（4％）
50571 覆土赤井川第2群（94％)．赤井川第1群（50％）
5()572 覆土赤井川第2群（71％)，赤井川第1群(51%),浪岡(1%)
50573 覆土赤井川第2群（57％)，浪岡（7％)，成田（7％）
50574 覆土赤井川第1群（62％)，赤井川第2群（53％)，浪岡（2％）
50575 覆土赤井川第1群(15%),赤井川第2群(18%),浪岡(8%)
50576 覆土赤井川第2群(68%),赤井川第1群(34%)
5()577 覆土赤井川第2群(12%)

50578 覆土赤井川第1群(94%),赤井川第2群(13%),浪岡(4%)
50579 覆土赤井川第1群(28%),赤井川第2群(10%)
50580 覆土赤井11 1第2群(59%),赤井川第1群(15%)
50581 覆土赤井川第1群(60%),赤井川第2群(17%),浪岡(1%)
50582 覆土赤井川第2群（22％)，赤井川第1群（4％）
50583 覆土赤井川第2群（4％）

50584 覆土浪岡(0.1%),赤井川第1群(0.2%)
50585 覆土赤井川第1群(14%),赤井川第2群(15%),浪岡(3%)
50586 覆土赤井川第2群（48％)，赤井川第1群（2％）
50587 覆土赤井川第2群（27％)，赤井川第1群（6％）
50588 覆土赤井川第2群(11%),赤井川第1群(3%)
50589 覆土赤井川第1群（2％)，赤井川第2群（5％）
50590 覆土赤井川第2群（45％)，浪岡（15％)，成田(14%)
50591 覆土赤井川第2群(80%),赤井川第1群(26%)
50592 覆土赤井川第2群(64%),赤井川第1群(32%)
50593 覆土赤井川第2群（68％)，赤井川第1群（23％)，浪岡（ ］％）
50594 覆土赤井川第1群(49%),浪岡(2%),戸門第1群(5%)
50595 覆土赤井川第1群(D2=63)

50596 覆土赤井川第2群（29％)，赤井川第2群(17%)
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結果（北海道千歳市）
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産地推定結果（北海道千歳市）
図版番号は北埋調報116集P234.～235と一致する
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表Ⅸ－2-12 キウス5遺跡C地区縄文時代前期前葉の土墳墓LP-2出土の黒曜石製遺物の原材
産地推定結果（北海道千歳市）

図版番号は北埋調報116集P.235～236と一致する

図版番号
Ⅶ-37 10
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Ⅸ自然科学的手法による分析結果

3 平成7年度キウス5遺跡B地区から出土した土器に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源科学科中野益男

㈱ズコーシャ総合科学研究所中野寛子、長田正宏

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質（炭水化物）および脂質（脂肪．

油脂）がある。 これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受

けて崩壊してゆくだけでなく、土の中に棲んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。

これまで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遣存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥

炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきた。

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたことl)、古代遺跡から出土した約2千年前

のトウモロコシ種子2)、約5千年前のハーゼルナッツ種子3)の残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態に

保持されていることがわかった。 このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年・万年とい

う長い年月を経過しても変化しないで遣存することが判明した‘)。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘

導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。 これらの脂質を構成している主要なクラス（種）が

脂肪酸であり、その種類、含量ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまつすぐに延

びた直鎖型脂肪酸、途中に水酸基を持つヒドロキシ脂肪酸、メチル基を持つ分岐脂肪酸がある。更に

これらの脂肪酸の中で鎖の途中に二重結合を持たない飽和型と鎖の途中に二重結合を持つ不飽和型が

ある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物は不飽和型の脂肪酸、微生物は分岐型の脂肪酸を多

く持つというように、動物、植物、微生物の種ごとに固有の脂肪酸を持っている。ステロールについ

ても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物はエルゴステロール

というように動植物に固有の特徴がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを構成してい

る脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、目に見える形では遣存しない原始古代

の動植物を判定することが可能となる。

このような出土遺構・遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」 という。 この「残

存脂肪分析法」を用いてキウス5遺跡B地区から出土した土器の性格を解明しようとした。

1.土器片試料

北海道千歳市に所在するキウス5遺跡B地区の縄文時代前期のものと推定されている旧河道跡から

出土した、炭化物が付着した土器片を分析した。土器（片）の形状を図版Ⅸ－1に示す。土器片は各々

異なる土器の1部である。 （事実記載は北埋調報104集を参照）

2．残存脂肪の抽出

土器片試料18～799に試料が浸る程度のクロロホルムメタノール(2 : 1)混液を加え、超音波

浴槽中で30分間処理し残存脂肪を抽出した。処理液をろ過後、残置に再度クロロホルムーメタノール

混液を加え、再び30分間超音波処理をする。 この操作をさらに2回繰り返して残存脂肪を抽出した。

得られた全抽出溶媒に1％塩化バリウムを全抽出溶媒の4分の1容量加え、 クロロホルム層と水層に

分配し、下層のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表Ⅸ－3－1に示す。抽出率は0.0238～0.1519%、平均0.0896%であった。 この

203



Ⅸ自然科学的手法による分析結果

値は全国各地の遺跡から出土した土壌、石器、土器等の試料の平均抽出率0.0010～0.0100%に比べ非常

に高いものであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質で構成されていた。 こ

のうち遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグリセロール（ト

リグリセリド)、ステロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長鎖炭化水素も存在していた。

3．残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪の遊離脂肪酸とトリアシルグリセロールに5％メタノール性塩酸を加え、 125℃封

管中で2時間分解し、メタノール分解によって生成した脂肪酸をメチルエステルを含む画分をクロロ

ホルムで分離し、 さらにジアゾメタン遊離脂肪酸を完全にメチルエステル化してから、ヘキサンーエ

イチルエーテル酢酸（80：30： 1） またはヘキサンーエーテル(85: 15) を展開溶媒とするケイ酸薄

層クロマトグラフイーで精製後、ガスクロマトグラフィーで分析した5)。

残存脂肪の脂肪酸組成を図Ⅸ－2－1に示す。残存脂肪から12種類の脂肪酸を検出した。 このうち

パルミチン酸(C16: 0)、ステアリン酸(Cl8: 0)、オレイン酸(C18: 1)、 リノール酸(C18:

2）、アラキジン酸(C20: 0)、エイコサモノエン酸(C20: 0)、ベヘン酸(C22: 0)、エルシン酸

(C22: 1)、 リグノセリン酸(C24: 0)、ネルボン酸(C24: 1)の10種類の脂肪酸をガスクロマト

グラフィー－質量分析により固定した。

各試料の脂肪酸組成を見ると、試料No1は他のNo.2～NO4とは全く異なるパターンであった。試料

No.2～NO4は基本的には類似しているが、中でもNo.2とNo.4が非常によく類似していた。このうち炭

素数18までの中級脂肪酸は試料NO.1ではパルミチン酸が最も多く、NO.2とNo.4ではステアリン酸、パ

ルミチン酸、オレイン酸の順に多く、NO.3ではパルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸の順位に多

かった。一般に考古遺物にはパルミチン酸が多く含まれている。これは長い年月の間にオレイン酸、

リノール酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解し、パルミチン酸を生成するためで、主として植物遺

体の土壌化に伴う腐植物から来ていると推定される。ステアリン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的

多く分布している。オレイン酸の分布割合の高いものとしては、動物性脂肪と植物性脂肪の両方が考

えられ、植物性脂肪は特に根、茎、種子に多く分布するが、動物性脂肪の方が分布割合は高い。 リノ

ール酸は特に根、茎、種子に多く分布するが、動物性脂肪の方が分布割合は高い。 リノール酸は主と

して植物種子・葉に多く分布する。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素数20以

上のアラキジン酸、ベヘン酸、 リグノセリン酸などの高級脂肪酸はそれら3つの合計含有率が試料NO

1で約15%、試料No2～NO4で約2～3%であった。通常の遺跡出土土壌中でのアラキジン酸、ベヘ

ン酸、 リグノセリン酸の高級脂肪酸3つの合計含有率は約4～10%であるから、試料No. 1での高級脂

肪酸含有量はやや多く、他の試料中でのそれは少なめであった。試料NO1にはエルシン酸が約37%も

含まれていた。エルシン酸は古代のナタネ油やダイコン、カラシナ等のアブラナ科植物の種子に特異

的に分布している脂肪酸である。高級脂肪酸含有量が多い場合としては、試料中に高等動物の血液、

脳、神経組織臓器等の特殊な部分が含まれている場合と、植物の種子・葉などの植物体の表面を覆

うワックスの構成分が含まれている場合とがある。 この高級脂肪酸が動物、植物のどちらに由来する

かはコレステロールの分布割合によって決めることができる。概して、動物に由来する場合はコレス

テロール含有量が多く、植物に由来する場合はコレステロール含有量が少ない。

以上、キウス5遺跡B地区の試料中に含まれる脂肪酸は試料No. 1では高級脂肪酸のエルシン酸が非

’
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Ⅸ 自然科学的手法による分析結果

常に多く、他のすべての試料中ではパルミチン酸とステアリン酸が多いことがわかった。試料No2~

NO.4には高級脂肪酸が殆ど含まれていないこともわかった．

4．残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテルー酢酸(80 : 30 : 1) を展開溶媒とするケイ酸

薄層クロマトグラフィーで分離・精製後、ピリジンー無水酢酸(1 : 1) を窒素気流下で反応させて

アセテート誘導体にする。得られた誘導体をもう一度同じ展開溶媒で精製し、ガスクロマトグラフィ

ーにより分析した。残存脂肪の主なステロール組成を図Ⅸ－3 2に示す。残存脂肪から16～19種類

のステロールを検出した。 このうち．プロスタノール、 コレステロール、エルゴステロール、カンペ

ステロール、スチグマステロール、シトステロールなど8種類のステロールをガククロマトグラフイ

ーー質量により同定した。

試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールはすべての試料中に約22～39％分布

していた。通常一般的な植物腐植土中にはコレステロールは2～6％分布している。従って、すべて

の試料中のコレステロール含有量は非常に多かった。

植物由来のシトステロールはすべての試料中に約2～9％分布していた。通常に遺跡出土土壌中に

はシトステロールは30～40%、 もしくはそれ以上に分布している。従って、すべての試料中でのシト

ステロール含有量は非常に少なかった。

クリ、クルミ等の堅果植物由来のカンペステロール、スチグマステロールは、すべての試料中に約

1～2％分布していた。通常の遺跡出土土壌中にはカンペステロール、スチグマステロールは1～10%

分布している。従って、試料中に含まれているカンペステロール、スチグマステロール含有量は通常

の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みではあるが、少なめであった。

微生物由来のエルゴステロールはすべての試料中に1%以下しか分布していなかった。 これは土壌

微生物由来のものと考えられる。

哺乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスタノールはすべての試料中に約2～3％分

布していた。 コプロスタノールは通常の植物腐植土壌中には分布していないが、 1％程度の量は検出

されることがある。 また、 コプロスタノールの分布により試料中での哺乳動物の存在を確認すること

ができる他に、コプロスタノールが10％以上含まれていると、試料中に残存している脂肪の動物種や

性別、 また遺体の配置状況などが特定できる場合がある61．今回は多くても3％以下の量のために、そ

れらの判定はできなかった。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土曠で0.6以

上7)、土器・石器・石製品で0.8～23.5をとる8'9)。試料中のコレステロールとシトステロールの分布比を

表Ⅸ－3 2に示す。表からわかるように、分布比はすべて0.8以上であった。従って、すべての試料

中に動物遺体または動物由来の脂肪が残存している可能性が考えられる。 また、試料No.1には動物油

来のコレステロールが多く、植物由来のシトステロール、スチグマステロール、カンペステロールが

少ないことから、試料Nolに存在していたエルシン酸やエイコサモノエン酸は、アブラナ科植物種子

に分布する脂肪酸ではなく、魚や海獣に多く分布するエイコサペンタエン酸(C20 : 5)やドコサヘ

キサエン酸(C22 : 6)などの高度不飽和脂肪酸の酸化還元により誘導されたものである可能性があ

る。

以上、キウス5遺跡B地区の試料中に含まれている各種ステロール類は、動物由来のコレステロー

ルが非常に多い他は、すべて非常に少ないものであることがわかった。コレステロールとシトステロ
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Ⅸ 自然科学的手法による分析結果

－ルの分布比は、すべての試料が0.8以上を示し、試料中に動物遺体または動物由来の脂肪が残存して

いることを示していた。

5．脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、 この相関係

数を基礎にしてクラスター分析を行って各試料の類似度を調べた。同時に試料中に残存する脂肪の持

ち主を特定するために、エゾシカ、オットセイ、イルカ、イヌ、タヌキのような動物、モズ、ツグミ

のような野烏、アサリ、ニシンのような魚介類、ハイイヌガヤ、クリ、クルミのような木の実試料な

どの現生動植物試料の脂肪酸との類似度も比較した。予めデータベースの脂肪酸組成と試料中のそれ

とでクラスター分析を行い、その中から類似度の高い試料を選び出し、再びクラスター分析によりパ

ターン間距離にして表したのが図Ⅸ 3－3である。

図からわかるように、キウス5遺跡B地区の試料No.1は単独でA群を形成した。キウス5遺跡B地

区のNo2～No.4はそれらのみで相関行列距離0.1以内でB群を形成した。他の対照試料はC～F群を形

成した。 これらの群のうちA群は距離的に近い所に類似する群がなく、 B群はC群と相関行列距離で

0.3以内の所にはあるがあまり距離的に近いとは言いがたく、キウス5遺跡B地区のいずれの試料も類

似する動植物種を特定することはできなかった。

クラスター分析では相関行列距離で約0.3離れていたC群の試料について、それらの動物種がどれく

らいの割合で混ざっているかをラグランジェの未定係数法を用いて誤差の二乗和が最も小さくなるよ

うな動物の組み合わせを数理計算して求めてみた'01。しかし、いずれの試料もラグランジェの未定係数

法を用いて数理計算した結果、誤差の二乗和の最小値は信頼度の高い値である100までの値に比べて609

以上と非常に高いもので、計算値がそのまま使えるものではなかった。

以上、キウス5遺跡B地区の試料中に残存する脂肪はクラスター分析で距離的に近い所に類似の動

植物種がなく、試料に類似する脂肪を特定することができなかった。

6．脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸（炭素数16のパルミチン酸から炭素数

18のステアリン酸、オレイン酸、 リノール酸まで） と高級脂肪酸（炭素数20のアラキジン酸以上） と

の比をX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。 この比例配分

により第1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等に由来する脂肪、第

1象限から第2象限の原点から離れた位置にヒト胎盤、第2象限の原点から離れた位置に高等動物の

体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第2象限から第3象限にかけての原点付近に植物

と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第3象限から第4象限にかけての原点から離れた位置に

海産動物に由来する脂肪が分布する。

試料の残存脂肪から求めた相関図を図Ⅸ 3－4に示す。図からわかるように、試料No.1は第4象

限内のY軸から遠く離れた位置で単独でA群を形成した。他の試料NO2～NO4は第2象限内の縦長の

範囲でB群を形成した。 これらの分布位置は試料No1を除き試料中に残存する脂肪が高等動物の体脂

肪や骨油に由来することを示唆している。試料No1の分布位置はこの試料の脂肪酸組成中にアブラナ

科植物由来のエルシン酸が非常に多いために、通常あまり分布しない第4象限内になったものと考え

られる。

以上、キウス5遺跡B地区の試料NO2～NO4に残存する脂肪は高等動物の体脂肪や骨油に由来する

’
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ことがわかった。試料No.1に残存する脂肪は由来する動植物を想定できなかったが、 この試料No.1に

はエルシン酸が非常に多いために通常試料があまり分布しない第4象限内に分布することもわかった。

7．総括

キウス5遺跡B地区から出土した土器の性格を判定するために、土器片試料の残存脂肪分析を行っ

た。残存する脂肪酸分析の結果、土器片試料No.1には高級脂肪酸のエルシン酸が非常に多く、他のす

べての土器片試料No2～No.4にはパルミチン酸とステアリン酸が多く、高級脂肪酸はほとんど含まれ

ていないことがわかった。

脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果クラスター分析では、試料中に残存する脂肪と類似の動

植物の脂肪が相関行列距離的に近い所がないために、土器片試料と類似の脂肪を特定することができ

なかった。また、キウス5遺跡B地区の試料と相関行列距離で約0.3離れていた群の試料については、

ラグランジェの未定係数法による数理計算も行ったが、いずれの試料も計算結果の誤差の二乗和の最

小値が600以上という高いもので、ラグランジェの未定係数法による土器付着物の動物種の特定には有

効性がなかった。種特異性相関からは土器片試料No2～N0.4に残存する脂肪は高等動物の体脂肪や骨

油に由来することがわかった。 また土器片試料No.1に残存する脂肪は由来する動植物を想定できなか

ったが、 この試料にはエルシン酸が非常に多いために通常試料があまり分布しない第4象限内に分布

することもわかった。

残存するステロール分析の結果、試料中に含まれている各種ステロール類は動物由来のコレステロ

ールが非常に多く、他のステロールのシトステロール、スチグマステロール、カンペステロール、エ

ルゴステロールは、すべて非常に少ないものであることがわかった。 コレステロールとシトステロー

ルの分布比はすべての試料が0.8以上を示し、試料中には動物遺体または動物由来の脂肪が残存してい

ることがわかった。試料N0.1にはアブラナ科植物種子に分布するエルシン酸やエイコサモノエン酸が

存在していた。しかし、試料Nolには動物由来のコレステロールが多く、植物由来のシトステロール、

スチグマステロール、カンペステロールが少ないことから、試料Nolに存在していたエルシン酸やエ

イコサモノエン酸は魚や海獣に多く分布するエイコサペンタエン酸やドコサヘキサエン酸などの高度

不飽和脂肪酸の酸化還元により誘導されたものである可能性がある。

以上の成績から、キウス5遺跡B地区から出土した土器に残存する脂肪は動物性脂肪であるコレス

テロールが非常に多いことはわかったが、類似する動植物を特定することはできなかった。
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表Ⅸ-3-1 試料の残存脂肪抽出量
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4平成8年度キウス5遺跡B地区、 C地区から検出した土曠に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源化学科中野益男

㈱ズコーシャ総合科学研究所中野寛子、長田正宏

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質（炭水化物）および脂質（脂肪・

油脂）がある。 これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受

けて崩壊してゆくだけでなく、土の中に棲んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。

これまで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遣存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥

炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきた。

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたことD、古代遺跡から出土した約2千年前

のトウモロコシ種子2)、約5千年前のハーゼルナッツ種子3)の残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態に

保持されていることがわかった。 このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年・万年とい

う長い年月を経過しても変化しないで遣存することが判明した‘)。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘

導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。 これらの脂質を構成している主要なクラス （種）が

脂肪酸であり、その種類、含量ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまつすぐに延

びた飽和型と鎖の途中に二重結合をもつ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物

は不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植物は種ごとに固有の脂肪酸を持っている。ステロ

ールについても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物はエルゴ

ステロールというように動植物に固有の特徴がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを

構成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、目に見える形では遣存しな

い原始古代の動植物を判定することが可能となる。

このような出土遺構。遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」 という。 この「残

存脂肪分析法」を用いてキウス5遺跡B地区、 C地区から検出した土壌の性格を解明しようとした。

1.土壌試料

北海道千歳市に所在するキウス5遺跡B地区、 C地区から検出した、縄文時代中期のものと推定さ

れている土壌の土壌試料を分析した。各土曠の配置状況および土塘内外での試料採取地点を図Ⅸ－4

1に示す。試料No. 1をB地区で縄文時代中期中葉のものと推定されている土壌P20の底部から、No.

2～NO.4をC地区で縄文時代中期後半のものと推定されているフラスコ状土擴LP15の上層、中層部

から、No.5とNo.6を対照試料として包含層の基本層序V層、Ⅳ層からそれぞれ採取した。

なお、事実記載については北埋調報116集を参照。

2．残存脂肪の抽出

土壌試料396～9009に3倍量のクロロホルムーメタノール(2 : 1)混液を加え超音波浴槽中で

30分間処理し残存脂肪を抽出した。処理液を濾過後、残澄に再度クロロホルムメタノール混液を加

え、再び30分間超音波処理をする。 この操作をさらに2回繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた

全抽出溶媒に1％塩化バリウムを全抽出溶媒の4分の1容量加え、クロロホルム層と水層に分配し、

下層のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表Ⅸ－4－1に示す。抽出率は0.0002～0.0044%、平均0.0024%であった。 この
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値は全国各地の遺跡から出土した土壌、石器、土器等の試料の平均抽出率0.0010～0.0100%の範囲内の

ものであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質で構成されていた。 こ

のうち遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグリセロール（ト

リグリセリド)、ステロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長鎖炭化水素も存在していた。

3．残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪の遊離脂肪酸とトリアシルグリセロールに5％メタノール性塩酸を加え、 125℃封

管中で2時間分解し、メタノール分解によって生成した脂肪酸メチルエステルを含む画分をクロロホ

ルムで分離し、 さらにジアゾメタンで遊離脂肪酸を完全にメチルエステル化してから、ヘキサンーエ

チルエーテルー酢酸（80：30： 1） またはヘキサンーエーテル(85: 15) を展開溶媒とするケイ酸薄層

クロマトグラフィーで精製後、ガスクロマトグラフィーで分析した5)。

残存脂肪の脂肪酸組成を図Ⅸ－4－2に示す。残存脂肪から12種類の脂肪酸を検出した。 このうち

パルミチン酸(C16: 0)、ステアリン酸(C18: 0)、オレイン酸(C18: 1)、 リノール酸(C18:

2）、アラキジン酸(C20: 0)、エイコサモノエン酸(C20: 1)、ベヘン酸(C22: 0)、エルシン酸

(C22 : 1)、 リグノセリン酸(C24: 0)、ネルボン酸(C24: 1)の10種類の脂肪酸をガスクロマト

グラフィー－質量分析により同定した。

試料中の脂肪酸組成を見ると、炭素数18までの中級脂肪酸の分布状況は試料No.4を除きほぼ同一で

あった。すなわち主要な脂肪酸はパルミチン酸で、次いでオレイン酸、ステアリン酸の順に多く分布

するものであり、試料No.4では主要な脂肪酸がオレイン酸で次いでパルチミン酸、ステアリン酸の順

に分布していた。しかし、試料NO.4とNo6ではパルチミン酸とオレイン酸の含有量に大差はなかった。

一般に考古遺物にはパルミチン酸が多く含まれている。これは長い年月の間にオレイン酸、 リノール

酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解し、パルミチン酸を生成するためで、主として植物遺体の土壌

化に伴う腐植物から来ていると推定される。オレイン酸の分布割合の高いものとしては、動物性脂肪

と植物性脂肪の両方が考えられ、植物性脂肪は特に根、茎、種子に多く分布するが、動物性脂肪の方

が分布割合は高い。ステアリン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多く分布している。 リノール酸は

主として植物種子・葉に多く分布する。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素数20以

上のアラキジン酸、ベヘン酸、 リグノセリン酸などの高級脂肪酸はそれら3つの合計含有率が試料No.

4で約4％、試料No.5で約30%で、他のすべての試料で約12～17%であった。通常の遺跡出十十壌中

でのアラキジン酸、ベヘン酸、 リグノセリン酸の高級脂肪酸3つの合計含有率は約4～10％であるか

ら、試料恥4での高級脂肪酸含有量は通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並み、No.5でのそれはかな

り多く、他の試料中でもやや多めといえる。高級脂肪酸含有量が多い場合としては、試料中に高等動

物の血液、脳、神経組織、臓器等の特殊な部分が含まれている場合と、植物の種子・葉などの植物体

の表面を覆うワックスの構成分が含まれている場合とがある。高級脂肪酸が動物、植物のどちらに由

来するかはコレステロールの分布割合によって決めることができる。特に、試料NO.5のベヘン酸含有

率は約18％と非常に高かった。ベヘン酸は植物体のワックスの構成分となる他に、哺乳動物の脳、肝

臓、腎臓、脾臓等の臓器の多く見られるもので、動物遺体の存在を知る重要な指標脂肪酸である。従

って、試料NO5採取地点付近には植物遺体の他に動物遺体の臓器部分が存在していた可能性がある。

以上、キウス5遺跡B地区、C地区の試料中の脂肪酸組成パターンはC地区LP15試料No.4を除き
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ほぼ同一で、主要な脂肪酸はパルミチン酸で、次いでオレイン酸、ステアリン酸の順に多く分布して

おり、NQ4では主要な脂肪酸がオレイン酸で次いでパルミチン酸、ステアリン酸の順に多く分布する
ものであることがわかった。高級脂肪酸含有量は対照試料NO5でかなり多く、他の試料中ではやや多

めか、通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであることがわかった。特に、試料No5には植物体の

ワックスの他に、哺乳動物の脳、肝臓、腎臓、脾臓等の臓器に多く見られるベヘン酸が多く分布して

いることもわかった。

4．残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンエチルエーテル酢酸(80 :30 : 1) を展開溶媒とするケイ酸薄

層クロマトグラフィーで分離・精製後、 ピリジンー無水酢酸（1 ： 1） を窒素気流下で反応させてア

セテート誘導体にする。得られた誘導体をもう一度同じ展開溶媒で精製してから、ガスクロマトグラ

フィーにより分析した。残存脂肪の主なステロール組成を図Ⅸ－4－3に示す。残存脂肪から12～19

種類のステロールを検出した。このうち．プロスタノール、コレステロール、エルゴステロール、カ

ンペステロール、スチグマステロール、シトステロールなど8種類のステロールをガスクロマトグラ

フィー－質量分析により同定した。

試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールは試NO3に約29%、他のすべての試

料中に約4～9％分布していた。通常一般的な植物腐植土中にはコレステロールは2～6％分布して

いる。従って、 コレステロール含有量は試料No.3で非常に多く、他のすべての試料中で通常の遺跡出

土土壌中の植物腐植土並みであった。対照試料No.5に分布していたベヘン酸は植物体のワックスに由

来するものと考えられるため、試料No.5には動物遺体の臓器類が分布していた可能性は少ない。

植物由来のシトステロールはすべての試料中に約25～50％分布していた。通常の遺跡出土土壌中に

はシトステロールは30～40%、 もしくはそれ以上に分布している。従って、すべての試料中でのシト

ステロール含有量は通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みか少なめであった。

クリ、クルミ等の堅果植物由来のカンペステロール、スチグマステロールは、カンペステロールが

約7～12%、スチグマステロールが約4～9%分布していた。通常の遺跡出土土壌中にはカンペステ

ロール、スチグマステロールはl～10%分布している。従って、試料中に含まれているカンペステロ

ール、スチグマステロール含有量は通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであった。

微生物由来のエルゴステロールは試料No.3で検出されず、他のすべての試料中に約0.5～4%分布し

ていた。 これは土壌微生物の存在による結果と考えられる。

哺乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスタノールは、試料No.4に約11%、他のすべ

ての試料中に約2～4％分布していた。 コプロスタノールは通常の植物腐植土壌中には分布していな

いが、 1％程度の量は検出されることがある。 また、コプロスタノールの分布により試料中での哺乳

動物の存在を確認することができる他に、コプロスタノールが10%以上含まれていると、 コプロスタ

ノールとコレステロールの分布割合から試料中に残存している脂肪の動物種や性別、 また遺体の配置

状況などが特定できる場合がある6)。 コプロスタノールとコレステロールの分布比はヒト男性4.25、 ヒ

ト女性2.75、イヌ0.89などである。試料No.4にはコプロスタノールが10%以上含まれており、コプロス

タノールとコレステロールの分布比は1.19となるが、 この値に該当する動物種はなかった。しかし、

コプロスタノール含有量は通常よりかなり多くコプロスタノールとコレステロールの分布比も哺乳動

物の中ではヒトに近づく値をとるため、 ヒトの可能性が高い。他の試料は4％以下の量で判定はでき

なかった。わずかではあるが、 コプロスタノールが広く残存しているということは、 これらの試料中

213



m自然科学的手法による分析結果

にも哺乳動物の脂肪が残存していると推測できる。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土壌で0.6以
上"、土器・石器・石製品で0.8～23.5をとる剛'91。試料中のコレステロールとシトステロールの分布比を
表Ⅸ－4－2に示す。表からわかるように、分布比が0.6以上を示したのは試料N0.3のみで、他のすべ
ての試料は0.6以下であった。従って、試料NO3には動物遺体または動物由来の脂肪が多く残存してい
る可能性があり、他のすべての試料中にはその可能性が少ないことを示唆している。

以上、キウス5遺跡B地区、 C地区の試料中に含まれている各種ステロール類は、動物由来のコレ
ステロールがC地区LP15試料NO3に非常に多く、哺乳動物の腸もしくは糞便由来のコプロスタノー

ルがLP15試料No.4にかなり多かった他は、すべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みか少なめ

にしか含まれていないことがわかった。コレステロールとシトステロールの分布比は、 C地区LP15

試料NO3が0.6以上を示し、 コプロスタノールの含有量も考えると、 この試料採取地点付近には動物遺

体または動物由来の脂肪が残存している可能性があることがわかった。 また、試料NO.4採取地点付近
には哺乳動物の腸部分もしくは糞便に由来するものが残存している可能性が高く、 しかも哺乳動物の

ヒトに近いこともわかった。C地区LP15土堰はフラスコ状の貯蔵穴の形状をとるが、土塘墓として
転用された可能性が推測される。

5．脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、 この相関係

数を基礎にしてクラスター分析を行って各試料の類似度を調べた。同時に同じ北海道内のもので、出

土土曠にヒト遺体を直接埋葬した場合と類似の脂肪が残存していると判定した美沢3遺跡'0)、納内3遺

跡' ')、滝里38遺跡'2)、出土土壌を土擴墓と判定した兵庫県寺田遺跡'3)、出土土器を幼児埋葬用甕棺と判

定した静岡県原川遺跡")、 ヒトの体脂肪、出土土壌や出土土器にヒトの骨のみを埋納した場合と類似の

脂肪が残存していると判定した北海道栄町5遺跡i5)、出土土壌を再葬墓と判定した宮城県摺萩遺跡'6)、

ヒトの骨油、エゾシカ、タヌキ、 イヌのような動物、オットセイ、イルカのような海産動物、モズ、

ツグミのような野鳥、ニシン、アサリのような魚介類、クリ、 クルミ、ハイイヌガヤのような木の実

試料など、各種遺跡試料や現生動植物試料の脂肪酸の類似度とも比較した。その中から類似度の高い

試料を選び出し、再びクラスター分析によりパターン間距離にして表したのが図Ⅸ－4 4である。

図からわかるように、キウス5遺跡B地区、 C地区の試料NOl、No.2、No3は滝里38遺跡、エゾシ

カ、オットセイ、イルカ試料と共に相関行列距離0.1以内でA群を形成し、よく類似していた。試料N0.

4、NO6は摺萩遺跡、栄町5遺跡、 ヒトの骨油、イヌ試料と共に相関行列距離0.1以内でE群を形成し、

よく類似していた。試料NO5は単独でD群を形成した。他の各種試料や現生動植物試料はB、 C群、

F～I群を形成した。 これらの群のうちA～D群は相関行列距離0.2以内の所にあり、互いに類似して

いるといえる。E群とF群も相関行列距離0.2以内の所にあり、互いに類似していた。

以上， キウス5遺跡B地区P20に残存する脂肪はヒト遺体を直接埋葬したことに関わる遺跡の試料

やヒトの体脂肪試料、エゾシカ、オットセイ、 イルカのような動物試料の脂肪と類似していることが

わかった。C地区LP15に残存する脂肪はP20に残存するのと同様の脂肪の他に、 ヒトの骨のみを埋

葬したことに関わる遺跡の試料やヒトの骨油試料、タヌキ、イヌのような動物、モズ、ツグミのよう

な野烏試料の脂肪とも類似していることがわかった。土壌内試料は対照試料No.5とNO6と同じ傾向を

示した。 これはこれらの土塘が周辺一帯の植物腐植土の脂肪酸組成の影響を強く受けていることを示

している。従って、土壌P20とLP15には植物遺体に高等動物の体脂肪や骨油に類する遺体が少量混
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ざっていたと推測される。

6．脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸（炭素数16のパルミチン酸から炭素数

18のステアリン酸、オレイン酸、 リノール酸まで） と高級脂肪酸（炭素数20のアラキジン酸以上） と

の比をX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。 この比例配分

により第1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織臓器等に由来する脂肪、第

1象限から第2象限の原点から離れた位置にヒト胎盤、第2象限の原点から離れた位置に高等動物の

体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第2象限から第3象限にかけての原点付近に植物

と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第3象限から第4象限にかけての原点から離れた位置に

海産動物に由来する脂肪が分布する。

土壌試料の残存脂肪から求めた相関図を図Ⅸ－4 5に示す。図からわかるように、試料NOl～NO.

3は第2象限内に分布しA群を形成した。No.5は第1象限内に分布し、単独でD群を形成した。NO4

とNo.6は第2象限から第3象限にかけて分布し、E群を形成した。A群の分布位置は試料中に残存す

る脂肪が高等動物の体脂肪や骨油に、D群の分布位置は高等動物の血液、脳、神経組織臓器等の特

殊な部分に由来し、 E群のそれは植物腐植土中に高等動物の体脂肪や骨油が混ざった場合のものに由

来することを示唆している。

以上、キウス5遺跡B地区、 C地区の土曠P20とLP15に残存する脂肪は植物腐植土中に高等動物

の体脂肪や骨油が混ざった場合のものに由来することがわかった。対照試料No5はコレステロール含

有量も少なく、特異なワックスを持った植物遺体が分布していたと推測される。

7．総括

キウス5遺跡B地区、 C地区から検出した土曠の性格を判定するために、土曠内外の土壌試料の残

存脂肪分析を行った。残存する脂肪酸分析の結果、C地区LP15試料No.4を除くすべての試料中で主

要な脂肪酸はパルミチン酸で、次いでオレイン酸、ステアリン酸の順に多く、NO4では主要な脂肪酸

がオレイン酸で次いでパルミチン酸、ステアリン酸の順に多く分布していることがわかった。高級脂

肪酸は対照試料NO.5にかなり多く、中でもベヘン酸含有量が非常に多かったが、他の試料中ではやや

多い程度であることがわかった。

脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果クラスター分析からは、B地区P20に残存する脂肪はヒ

ト遺体を直接埋葬したことに関わる遺跡の試料やヒトの体脂肪試料、 また、エゾシカ、オットセイ、

イルカのような動物試料の脂肪と類似していることがわかった。C地区LP15に残存する脂肪はP20

に残存するのと同様の脂肪の他に、 ヒトの骨のみを埋葬したことに関わる遺跡の試料やヒトの骨油試

料、タヌキ、イヌのような動物、モズ、ツグミのような野烏試料の脂肪とも類似していることがわか

った。種特異性相関からは土堰P20とLP15に残存する脂肪は植物腐植土中に高等動物の体脂肪や骨

油が混ざった場合のものに由来することがわかった。対照試料に残存する脂肪はこの他に高等動物の

血液、脳、神経組織、臓器等の特殊な部分に由来することがわかった。

残存するステロール分析の結果、試料中に含まれている各種ステロール類は、動物由来のコレステ

ロールがC地区LP15試料No.3に非常に多く、哺乳動物の腸もしくは糞便由来のコプロスタノールが

LP15試料No.4にかなり多かった他は、すべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みか少なめにし

か含まれていないことがわかった。 コレステロールとシトステロールの分布比はC地区LP15試料NO

4－11F

ム上、
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3が0.6以上を示し、 この試料採取地点付近には動物遺体または動物由来の脂肪が残存している可能性

があることがわかった。試料恥4はコプロスタノール含有量が多く、コプロスタノールとコレステロ

ールの分布比もヒトの値に近づくため、 この試料採取地点付近にはヒトの遺体が存在した可能性が推
測される。

以上の成績から、キウス5遺跡B地区の土壌P20に残存する脂肪はヒト遺体を直接埋葬したことに

関わる遺跡の試料やヒトの体脂肪試料、 また、エゾシカ、オットセイ、イルカのような動物試料の脂

肪と類似することがわかった。C地区の土墳LP15に残存する脂肪はヒトの骨のみも含めてヒト遺体

を埋葬したことに関わる遺跡の試料や、 ヒトの体脂肪、骨油試料、 また、エゾシカ、オットセイ、イ

ルカ、タヌキ、イヌ、モズ、ツグミのような動物全般の脂肪とも類似することがわかった。C地区L

P15土堰の形状はフラスコ状で貯蔵穴の形状をとるが、 コプロスタノール含有量から推測すると、土

堰墓として転用した可能性が考えられる。いずれにしても、 これらの脂肪がヒトあるいは他の動物の

いずれかであるかは、抗原抗体反応による免疫学的手法を用いて試料を精査する必要がある。
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〈LP－15土層注記〉

1 ， 鳳色土(V 粒径0.5cmのⅧをわずかに含む)

2， 鳳色土(V 粒径0.5劇nの頑を多量に含む）

3，暗褐色土(V>Ⅶ粒径0.5qllのⅧを多く含む）

4，黄褐色土(囮がﾌﾛｯｸ状に崩落したもの）

5，暗褐色土（V>Ⅶ粒径0.5qnの咽を含む）

6､暗褐色土(V>Ⅶ粒径0.5cmの咽を多く含む）

7､暗褐色土(V>Ⅶ粒径0.5cJnのⅦを含む）

8，黄褐色土〔V>Ⅶ崩落によるⅧ）

9，暗褐色土(V>Ⅶ）

10､褐色土（V十Ⅶ）

1 1、黄褐色土(V<Ⅶ粒径0.5qllのⅧを多く含む）

12､黄褐色土(V<Ⅶ粒径0.5m以下のⅧを多く含む）

13､暗褐色土(V>Ⅶやや粘質を帯びる）

14､鳳色土(粘質を帯びる）

15､暗褐色土（V>Ⅶ砂質である）

16､褐色土（V十Ⅶ砂質である〕

17､踊褐色土(V＞Ⅶ砂質である）

18，暗黄褐色土（V+Ⅶ砂質である）

19,暗黄褐色土（V+Ⅶ砂質である。 18より粒子が細かい）

20,暗黄褐色土(V+Ⅶ粘質を帯びる）

21 、鳳色土（腐食土）

22､黄褐色土（価の崩落粒径0.5cm以下の脳を多く含む）

23､黄褐色土（函の崩落執径0.5cm以下ののⅦが密につまる）

ﾌ白q~~~

＞
、

、 2600ア~ ア
~

W
9

、
’ 5

～

8

丘乏f蚤
_』'｡f '9

3ENO

21－－－

25,20フ 帝

~~ 寺
-E,83c JE,84bつ禺1~~~~

〈P－20土田注記〉

1 ，黒褐色土（V>Ⅶややしまりあり）

2，褐色度（V＜Ⅶ しまりあり）

05

1m~

表土（軽石混じりの黒色粘土質腐植土） ・耕作土。

樽前山起源の降下軽石(Ta-a)。

黒色粘質腐植土。今年度の調査区では、白頭山起源の火山灰(B-Tm)は確認できなかっ

た。縄文時代晩期から擦文文化期の遺物包含層である。

樽前山起源の降下軽石・降下岩片(Ta-c)。腐植化が進んでいる。

黒色粘質腐植土。縄文早期から晩期の遺物包含層である。

暗茶褐色粘土質腐植土。漸移層。縄文早期の遺物が出土している。

黄褐色ローム (EnL)。恵庭岳起源の降下軽石の風化したものである。

恵庭岳起源の降下軽石(En-P)。
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表Ⅸ－4－1 土壌試料の残存脂肪抽出量
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図Ⅸ－4－5 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成による種特異性相関
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5 キウス5遺跡放射性炭素年代測定結果

㈱地域科学研究所

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げ
ます。

1．報告内容の説明

Z4CqgE(yBP) 14C年代測定値

試料の14C/12C比から、単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。

補正Z4CqgE()ﾉBP) 補正14C値

試料の炭素安定同位体比(13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り14C/12

Cの測定値を加えた上で、算出した年代。

6Z3C(pgγ岬〃） 試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。

この安定同位体比は、下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(%0)

表現する。

(13C/12C) [試料]-(13C/12C) [標準] ×1000613C(%0)=
(13C/12C) [標準］

ここで、 13C/12C[標準]=0.0112372である。

で

暦年代 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により、暦年代を算

出する。具体的には樹木年輪の14Cの詳細な測定値により、補正曲線を作成し、暦年代

を算出する。 (Stuiveretal, 1993;Vogeleta1., 1993, ;TalmaandVogel, 1993)
ただし、 この補正は約10,000yBPより古い試料には適用できない‘

測定方法などに関するデータ

測定方法 AMS :加速器質量分析

Radiometrio :液体シンチレーシヨンカウンタによるβ線計数法

処理・調製・その他：試料の前処理、調製などの情報
前処理 acid-alkali-aoid :酸一アルカリー酸洗浄

acidwashes :酸洗浄

acidetoh :酸によるエッチング

調製、その他

Bulk-LowCarbonMaterial :低濃度有機物処理

BoneCollagenExtraction :骨、歯などのコラーゲン抽出

CelluloseExtraction :木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting : Radiometrioによる測定の際、測定時間を延長する

graphite :AMS測定の際、最終的に試料を石墨に調製する

benzene : Radiometricによる測定の際、最終的に試料をベンゼンに調製する

分析機関: BETAANALYTICINC.

4985AW74Court,Miami,F1.33155,U.S.A
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2．測定結果

補正I4C増β

(yBP) 暦年代

14Cqge 613C

(yBP) (pgγ郷〃）測定番号 試料名 試料種

Beta112923K15-1 charredmaterial 4510±50 -27.7 4470±50 交点 BC3095

2SIGMABC3345TO2925

95%Probability

ISIGMABC3320TO3220BC3180TO3165

68%probabilityBC3130TO3035採取地点C地区LF-39焼土中

処理･調製｡その他 acid､alkali-acid整理番号7114鋤官方法AMS

graphite

Beta-112924K15-2 charredmaterial 3060±50 -26.6 3040±50 交点 BC3095

2SIGMABC1410TO1130

95%Probability

ISIGMABC1385TO1215

68%probability採取地点C地区H-15床面直上

整理番号7115 測定方法 AMS 処理･識製･その他 acid-alkali-acid

graphite

I
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遺跡遠景

図版1

1 遺跡遠景



B地区の調査

図版2

l 調査風景

2 大雨後の状況
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図版3
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図版4

l H-48の遺物出土状況 2 H-48の遺物出土状況
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図版5
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図版6
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図版7
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図版8
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